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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　スリーピング・ビースト




　彼は疲つかれ果はてていた。

　もうどれほどの月日を一人で彷徨さまよっていたか覚えていない。ほんの数年だった気もするし、何百年だった気もする。かつては力強く大地を駆かけていた身体からだはすっかり痩やせ細ほそり、歩くことさえ覚おぼ束つかない。

　彼はどこかから潜もぐり込んだ地ち下かの水路を進んだ。あまりいい匂においはしなかったが水はある。もう何も食べる気もしない。水さえあればいい。ただここは少し寒さむい。もう少し暖かい場所で休みたかった。

　彼は壁かべに小さな穴が空あいているのを見つけた。通り抜ぬけようとしたが彼には小さ過ぎた。彼は爪つめで壁を削けずって穴を大きくすると、その中に入って行った。

　そこは人じん造ぞうの建けん築ちく物ぶつの中に偶ぐう然ぜんできた空くう洞どうだった。彼はすぐにそこが気に入った。自分にピッタリのサイズだし、外から流れ込んで来る風を凌しのぐこともできる。自分の死し期きを悟さとった彼が望むものはそれぐらいだった。主しゆ人じんを失ってしまった彼に生への情熱はまったくなかった。

　地面を掘って寝床を作ると、彼はすっかり弱った身体を横たえて瞳ひとみを閉じた。

　身体の内側からぽかぽかとしてくる。気持ちよかった。彼は遠い昔に、主人と一いつ緒しよに草原を駆けたことを思い出した。なんて幸せな日々だったのだろう。あの優やさしいご主人様は自分なんかと太陽が落ちるまで遊んでくれたのだ。

　何にもない空洞なのに、彼には暖かい太陽や花や草木が見える気がした。彼は次し第だいに眠ねむりに落ちていった。

　──もう一度だけご主人様に会いたい。

　薄うすれゆく意識の中で彼はそれだけを切せつに願ねがった。








　ＡＣＴ．１　今夜はエンジェルTonight is Means to be Young




　一人の青せい年ねんが自じ転てん車しやを押おして教きよう会かいの門から飛び出して来た。涼すずしげな半はん袖そでの学がく生せい服ふく姿で、自転車のかごにはいまどき流は行やらない学校指定の通つう学がく鞄かばん。手には細長い布ぬの袋ぶくろを持っている。彼はわたわたとズボンのポケットから鍵かぎを取り出し、門に鍵を掛かける。彼は寝ね坊ぼうして遅ち刻こくする寸すん前ぜんであった。

　慣なれというのは奇き妙みようなものである。ほんの九か月前まではこうして毎日朝早く起きて学校に通っていたはずなのに、帰き国こくして再び学校に通うようになってみれば、すっかり自分の身体は夜向きになっていたことに気づかされた。彼にとって朝とはやっと気が休まる時間帯となっていたのである。

　さて、駅までの記き録ろく更こう新しんに挑ちよう戦せんだと自転車に跨またがったとき、背後からすっとんきょうな女性の声が響ひびいた。

「あらまあ、薫かおるちゃんじゃないの！」

　そこにいたのは子供の頃ころから顔見知りの、教会のすぐ近くに住むおばさんだった。

　うわっちゃーっ、と深ふか津つ薫は心の中で神に祈いのった。このおばさんは悪い人ではないのだが、ゴシップの種を蒔まいて育はぐくみそして刈かり取とるのが大好きという、いかんともし難がたい悪あく癖へきを持っているのだ。薫は我わが身みの不ふ運うんを呪いながら自転車から降りた。

「おはようございます。どうもお久しぶりです」

　おばさんは「まあまあまあ」などと言いながら薫の方へやって来た。可愛かわいらしい制せい服ふくを来た五、六歳の女の子を連れているところを見ると、孫まご娘むすめを幼稚園に送って行く途中だったらしい。

「こっちに帰って来たとは聞いていたけど、本当に久しぶりねえ。……それにしても大変だったわねえ」

「交通事故ですから。天てん寿じゆとは言えませんけれど、悔くやんでも仕方ありません」

「そうだねえ。そう考える他ほかはないよねえ……。それにしても半年も……いや、神しん父ぷ様と真ま澄すみちゃんが亡なくなったのが去年の十二月だからもう九か月目かい。今までいったいどうしてたんだい？」

　兄あにの名が薫の心にさざ波を立て、自然と顔が強こわばってしまっていた。しかしおばさんは一いつ向こうに気づかず、ワイドショーのリポーターのような目め付つきで薫の返へん答とうを待っている。薫は諦あきらめて、今の学校に通うためにバチカン教きよう皇こう庁ちようが用意した偽ぎ造ぞうの経けい歴れきを話した。

「義と父うさんのツテで色々な教会で働かせてもらってたんです。けど、やはり義父さんの遺のこした教会で暮らしたくて、無理を言って戻もどって来たんです」

「そうだったのかい。それにしたって大変だろ？　高校生が一人でこんな大きな教会を切きり盛もりしていくなんて。ほらあれだ。お金のこととかもあるだろうし。保ほ険けんとか入っていたのかい？」

「いえ、カトリック教会の方から援えん助じよしていただけることになったから、何とかやってけそうです」

「ふうん、そうなのかい。教会というのは金持ちなんだねえ。……おや？」おばさんは薫が手にしていた布袋に包まれた細長い物を目め敏ざとく見つけた。「それは竹刀しないかい？　そういや薫ちゃんは子供の頃、神父様とよくチャンバラごっこをしてたけど、また剣けん道どうを始めたのかい？」

　一番見られてはまずい物を見つかってしまい、「え……ええ、まあ」などと言葉を濁にごす。これは『最さい近きんの高校生は危き険けんな物を持ち歩いている』などといった言葉で済すましてもらえるような生なま易やさしい物ではない。

　が、そのとき救すくいの女め神がみが舞まい降りた。自分には興きよう味みのない話わ題だいに退たい屈くつしたらしい孫娘が「ねえ、おばあ～ちゃ～ん。バスが行っちゃうよ～」と祖そ母ぼの服の裾そでを引っ張った。

「あらごめんなさいね。おばあちゃんったら懐なつかしいもんで話し込んじゃったわ。じゃあね、薫ちゃん。何か困こまったことがあったら言うんだよ」

　薫は安あん堵どのため息をついてブラディミールの入った布袋を自転車のかごに載せた。ギシッと自転車は音を立て、パンクしそうなほどタイヤが軋きしむ。所有者である薫の手の中にあるときはアルミで出来ているかのように重さを感じさせないが、実際は十キロに近い重じゆう量りようがある。

　自転車に跨がり「行って来ます」と言おうとしたとき、不ふ意いに先さき程ほど心をかき乱みだした人物の顔が浮うかんだ。

（いつか真澄さんもこの教会に戻って来て……）

　薫は首を振ふった。『戻って来てくれる』のではない。自分が連れ戻すのだ。そのために自分はこの国に帰って来たのだ。

「行って来ます」

　誰だれもいない教会に向かってそう言うと、駅へと走り出した。

　ナフィタジア教会の前から人ひと影かげが消え、まだ微かすかに朝あさ霧ぎりの残る往おう来らいに静せい寂じやくが訪おとずれた。

　人がいなくなるのを待っていたかのように、薫が走り去ったのと同じ方向から自転車に乗った男が現れた。帽ぼう子しを深くかぶっているので顔は見えない。着ている服は一昔前の郵ゆう便びん配達人のそれに似ていたが、頭のてっぺんから爪つま先さきまで黒くろで染そめ上あげられている。いつの間にか鳥とりの鳴なき声ごえさえ消えていた。

　自転車の男は教会の前で停車し、肩かたに下げた真っ黒な鞄から封ふう筒とうを取り出した。やはり郵便配達人らしい。

　奇き妙みようなことに同じ方向から走って来たはずなのに薫はその配達人とすれ違ちがわなかった。特とく殊しゆな力を持つ人間でなければその郵便配達人の姿を見ることはできないのである。『魔ま力りよく』と呼ばれるその特殊な才能を生まれながらにして持った人間なら、その配達人を見ることができるかもしれない。だが、もし黒ずくめの配達人を見ても決して彼に声を掛けてはならない。彼の配達の邪じや魔まをしようものなら、それから毎日郵便の配達される時じ刻こくに恐きよう怖ふに怯おびえる人生を送ることになる。

　配達人は音もなく教会の郵便受けに封筒を入れると、満足げにベルを鳴らして走り去って行った。十メートルほど走った所でその姿は霧のように消えた。

　配達された封筒の表には『ナフィタジア教会』『愛いとしの薫ちゃんへ』としか書かれていない。切きつ手ての代わりにけばけばしい色の口くち紅べにでキス・マークが押おされ、運んで来た男の不ふ吉きつな雰ふん囲い気きとは対たい照しよう的てきにまるでキャバクラ嬢じようの名めい刺しだった。

　もし薫があと十分ばかり起きるのが遅おそくなって登校前に郵便受けを覗のぞいたのなら「僕は二度と貴方あなたに関かかわりたくないんですってばっ！」と、あの女性に悲ひ鳴めい混じりの抗こう議ぎをしたことだろう。

　キス・マークの下に押されたロンドン郵便局のタイム・スタンプは、今からほんの一時間前のものであった。




　　　　◇




　微かに空がオレンジに染そまり始めた私し立りつ中なか野の台だい高こう校こう）の校こう舎しやに、授業時間の終わりを告げる鐘かねの音ねが鳴り響いた。

　ホームルームを終えて担任教師が二年Ｆ組の教室を出て行くと、紙に点ついた火がパッと燃え広がるように教室が喧けん噪そうに包まれた。

　ある者は机に腰こし掛かけてクラスメイトと大声で馬ば鹿か話ばなしを始め、ある者は部ぶ活かつに向かう。受験戦争の開始にはまだ若じやつ干かんの執しつ行こう猶ゆう予よを残した高校二年生の、ごく普ふ通つうの放ほう課か後ごの光こう景けいだった。

　薫は鞄かばんの中から一冊のペーパーバックの洋よう書しよを取り出して読み始めた。ゲオルグ・ユルマンの著あらわした『人がみな狼おおかみだった時』。欧おう米べいの文ぶん芸げい評ひよう論ろん家かは誰もが「ピカレスク・ロマンの傑けつ作さく」と口を揃そろえる小説である。日本では未いまだに発売されておらず、以前に事件で知り合ったフランスの古こ書しよ店てんの美び人じん店てん主しゆが送ってくれたのだが、帰き国こくしてからこの二週間ほど色々と雑ざつ用ように追われてまだ読み終えていなかった。

　女性と見間違えそうな青年が窓まど際ぎわの席に腰掛けて洋書を繰くる姿はなかなかに絵になるものだった。しかし楽しげに友人と会話に興じるクラスメイトたちは彼を気に止めない。薫はこの賑にぎやかな空くう間かんで少し浮いていた。

　異い質しつである、と言った方がいいだろう。数日前に転校して来たときには、どこか高校生らしからぬ雰囲気を漂ただよわせる美び形けいの青年は女子生徒の間でかなりの噂うわさになったのだが、そんな噂話が長続きするほど高校という場所は退たい屈くつな場所ではなかった。

　時計の針が進み、窓の外がオレンジから藍あい色いろに近づくにつれて教室から一人、また一人と生せい徒とが帰って行く。

「あれ、深津。帰らないのか？」

　教室に最後まで残っていたグループの一人が薫に声を掛けた。

「ちょっとこの後に用があるんで、時間を潰つぶしているんだ」

「ふうん。ま、あまり遅おそくならない方がいいぜ。転校生のお前は知らないかもしれないけど、最近この学校じゃ妙みような事件が起きているからさ」

　そう言って彼は薫を残して仲間たちと帰って行った。賑やかな笑い声と共に足音が遠ざかって行き、教室は薫一人になった。

　薫の顔に寂さみしげな表情が浮かぶ。ついこの間までは自分もああいう笑い声の輪の中にいたはずなのに、ずいぶん遠い世界のことに感じる。何でもないことだったはずの『友達と帰る』ということさえ、今はとても羨うらやましく思えた。

　閉へい校こうを告げる予鈴が鳴り、グランドの照しよう明めいが落とされた。部活に出ていた生徒たちも次々と校門を潜くぐって行き、あれほど賑やかだった校舎は炉ろの火が消えるように静せい寂じやくと暗くら闇やみに包まれる。

　十八時五十分。約やく束そくの時間がそろそろ近づいて来たとき、薫の携けい帯たい電でん話わが鳴り出した。何かあったのかなと思ったら、電話の向こうから聞こえて来たのはスラング混じりの明るい声だった。

「よお、久しぶりだな。今いいか？」

　シド・ギーエン。神しん父ぷの資し格かくも持ったエスクードのエージェントのくせにトゲトゲのパンクス・ヘアと鼻ピアスは絶対に譲ゆずらない、ある意味バチカンの名めい物ぶつである。

「どうしたの？」

「ん……まあ、別に用はねえんだけどよ……」

　彼の後ろで「ワーワー」という賑やかな歓かん声せいが聞こえることに気づいて「あれ、どこにいるの？」と訊たずねた。

「ロスのドジャー・スタジアムだよ。休きゆう暇かで来てたんだけど、その、なかなか試合が始まらなくて……」ギーエンは言葉を濁にごした。「おう、そうだ。姐あね御ごはおめえの所に来たか？　一いつ緒しよに暮らしてるとか言いやがったら、今すぐぶっ殺しに行くからよ」

　相変わらずの無む茶ちや苦く茶ちやっぷりに薫は苦にが笑わらいした。

「レイニーさんとはずっと会ってないんだ。電話も手紙も来ないし、教きよう皇こう庁ちようもどこにいるかさえ分からないみたい。聞いた話だと、レディ・キィが空くう席せきのときはレイニーさんはエスクードとはあまり関わらないんだって。一人世界中を飛び回って魔ま族ぞくや使し徒とを狩かっているみたい。レイニーさんが僕らの前に姿を現すのはたぶん……」

「バチカンに新たなレディ・キィが迎むかえられたとき、か」

　会かい話わが途と切ぎれ、重おもい沈ちん黙もくが流れた。

　先代のレディ・キィであるソフィア・リヴィエールの死し去きよ後ご、エスクードは世界のどこかでその任にんを与あたえられている新たなレディ・キィを探しているが、未いまだ発はつ見けんされていない。ソフィアの前のレディ・キィが老ろう衰すいで死去してからソフィアがバチカンに迎むかえられるまで探たん索さくに三年の時間を費ついやしたそうだし、代だい替がわりのときに空席が長く続くのは珍めずらしいことではないそうだ。

　二人が言葉を失うしなって沈黙してしまったのは、新たなレディ・キィに待ち受ける苛か酷こくな宿しゆく命めいに思おもいを巡めぐらせてしまったからだ。

　人間側がロストしてしまったままの六番目のゲート。そのゲートは人間がロストしてから今までずっとレディ・キィの血を受けておらず、放ほうっておけばさほど遠くない将来、封ふう印いんは破やぶれてしまうだろう。そして『向こう側』との境きよう界かいは取り払はらわれ、一千せん年ねん前まえの悪あく夢む『太陽の侵食エクリプス・ソル』の再さい来らいとなる。

　だから当とう代だいのレディ・キィは、バチカンに迎え入れられたその時から死を求められる。ソフィアがそうしたように、自みずからの命いのちをもってゲートを施せ錠じようしなければならない宿命が。

「……ったくよ、それが俺おれたちの使命なんだからしょうがねえじゃねえかよ、あのクソオヤジ」

「え？　クソオヤジ？」

「な、何でも……」と言いかけたギーエンは、諦めたように舌打ちして言った。「ついさっき、そのことでリラフォードの旦那だんなと喧けん嘩かしてきたんだよ」

　薫は、バチカン空港で別れるときギーエンがリラフォードに会いに行くとか言っていたことを思い出した。ギーエンの相あい棒ぼうである『公こう認にん会かい計けい士し』ジェイミー・リラフォードは、レディ・キィの秘密を知ってしまったショックで故こ郷きようのロサンゼルスに戻もどったきり現げん場ばに復ふつ帰きしようとしないそうなのだ。

「昨日あのクソオヤジに会って来たんだよ。そしたらあのオヤジ、人の話をまったく聞きやしねえ。つまらねえことばっか言いやがるから、ちょっくら気き合あいを入れてやろうと思ったら……クソッ、十分現場復帰できんじゃねえかよ、ちくしょう」

「あははは……」

　説せつ得とくに聞く耳を持たないリラフォードにキレてぶん殴なぐったはいいが、そのまま喧けん嘩かになって、おまけに負けたようだ。

「それでロスに来ていたんだ」

「べ、別にあのクソオヤジに会いに行ったわけじゃねえよ。ドジャースがプレイオフに出場しそうだから応おう援えんに……」

　途中でギーエンは自分でも言い訳するのが面めん倒どうになったらしく言葉を切った。彼がドジャースのファンだなんて聞いたことがないし、よっぽどの用がなければ彼がヘヴィメタルのメッカであるロサンゼルスにいつまでも滞たい在ざいしているはずはない。

「んで、おめえは今、何やってんだよ？」

「僕は……」と、そのとき校こう庭ていに車が入って来る音がした。待ち合わせている人たちがやっと現れたようだ。「……潜せん入にゆう捜そう査さの真まっ最さい中ちゆう。リラフォードさんによろしくね」

　薫は電話を切った。二階の窓から外を見ると、二台の高こう級きゆう外がい車しやから数人の男が降りるところだった。暗くら闇やみの中でも男たちが平へい穏おんならざる物もの腰ごしであるのが分かる。

　薫は教室の電でん気きを消けして玄げん関かんへと降りて行った。

　校庭で七、八人の黒いスーツ姿の男たちが薫を待っていた。半数が日本人。あとは白はく人じんと黒こく人じんが入いり混まじっている。誰のスーツの下にも拳けん銃じゆうの膨ふくらみが見えた。

「お待またせしました」

　四十過ぎの男が目もく礼れいして言った。名は柏かしわ田だ。エスクードの攻こう性せい退たい魔ま機き関かん鉄槌マレウスの一小隊『ジャベリン』を率いている男である。木もく炭たんを思わせる厳いかめしくも静かな顔は、古こ武ぶ術じゆつの師し範はんかあるいは書しよ道どう家かにも見える。

　薫たちは校庭を歩き出した。いつもなら校舎には宿しゆく直ちよくの教師が残っていて電気が灯ともっているはずだが、今日は教皇庁が文部省を通とおして区の教きよう育いく委い員いん会かいに手を回し学校を空からにしたので誰もいない。

「帰き国こく早そう々そう大変ですな」

　柏田が言った。

「いえ、僕が適てき任にんですから」

「またしても潜入捜査とはついていませんな。それで、何か新たに分かったことはありましたか？」

「いいえ、事前に警察から入手した情報と同じことだけです。三人とも学校にいるとき唐とう突とつにふらりといなくなって、そのまま行方ゆくえ不ふ明めいになった……」

　この学校では失しつ踪そう事じ件けんが相次いでいた。

　まずは夏休みの最中に野球部の顧こ問もんをしていた教師が、自じ主しゆ練れん習しゆうを指し示じしてグランドを後にしたきり帰って来なかった。続いては三年生の男子と女じよ子し生せい徒と。二学期が始まってしばらくした昼休み、忽こつ然ぜんといなくなったきりだ。警察がやって来て色々と捜したが消しよう息そくは掴つかめていない。

　闇やみの血を持った者たちは人間を食らう。それは主おもに行方不明者という形で統とう計けいに現あらわれる。

　大たい抵ていの国の警察とバチカン教皇庁とは協きよう力りよく関かん係けいがあり、そういう魔ま族ぞくが関かん与よしていそうな事件の情報は教皇庁に送られて来る。一つの高校で一か月足たらずの間に三人の人間が行方不明になるというのは、魔族の介かい在ざいを十分に疑わせる事件だった。そこで日本に帰国したばかりの薫がこの高校に転校して来て、潜入調査をすることになったのである。

「夏休み前に生徒が一人転校して来ていますが、怪あやしいところはありません。学園内に魔族ないし使し徒とが紛まぎれていないとはさすがにまだ断言できませんが、どうも奴やつらが潜ひそんでいるという匂においがしないんです」

「直ちよつ感かんですか？」

「……気を緩ゆるめたつもりはありません」

　薫は不用意なことを口走ってしまったと後こう悔かいするが、柏田は小さく首を振った。

「いや、奴らとの付き合いが長くなると、鋭えい利りな直感こそが身を守る一番の防ぼう具ぐと思えてくるものです。皮ひ膚ふが、筋きん肉にくが、内ない臓ぞうが囁ささやくんですよ。『恐おそろしい。早くこいつの前から逃にげねば』と。鳥とり肌はだが立ち、足が竦すくんで動けなくなり、胃袋から吐き気が込み上げる。それを感じられるようになり、なおかつそれを噛かみ殺ころして立ち向かえるようになればエスクードのエージェントとしては一人前なのでしょう」

　訥とつ々とつとした口調は、まだ薫はその域に達してはいないと諭さとしているのか、それとも当然薫も同じ感覚を持っていると見み做なして喋しやべっているのか分からなかった。

　柏田はにこりともせず「無む駄だ話ばなしをしてしまいましたな」と言ってから続けた。

「とすると、やはり剣けん士し様が見つけたあれが失しつ踪そうに関係しているのでしょうか？」

「まだ分かりません。ただ、放っておけるような代しろ物ものでないことは確かです」

　校庭を抜ぬけて部ぶ室しつ棟とうを通り過ぎると、木もく造ぞうの建物が姿を現した。第二次世界大戦前に建てられた中野台高校の旧きゆう校こう舎しやである。二十一世紀の世に古ふるびた三階建の木造の建けん築ちく物ぶつはまるで幽ゆう霊れい船せんのように見えた。

　一行は旧校舎の前で足を止めた。『立ち入り禁止』のロープの向こうで、半はん分ぶん壊こわれた玄げん関かんのドアが夜風に吹ふかれてギイギイと耳みみ障ざわりな音を立てていた。

　十年以上も前に新たな校舎が完成したというのに、文ぶん化か的てき価か値ちがどうとかという住民の署しよ名めい運うん動どうで取り壊すことができず、今もこうして広大な土と地ちを占領しながら無用の長物としてそびえている。使い道と言ったら学生カップルが忍しのび込んでラブホテル代だいを浮うかすことぐらい。自じ称しよう『文化遺い産さん』もいい面つらの皮だ。

「野球部の顧問は部活の最中にいなくなったから部室棟の側そばのあの建物の近くを通ったはずだし、学生のカップルが逢あい引きにそこを使うって話も聞きました。警察はまったく無む視ししたみたいだけど、僕は三人があそこに行った可能性は高いと思います」

　建物に入り、部下のエージェントが持って来た懐かい中ちゆう電でん灯とうを点灯した。あちこちに穴の空あいた板いた張ばりの廊ろう下かが闇の中に浮かび上がった。誰かがごくりと唾つばを飲み込む。薫がこの建物の地下で見つけた物の写しや真しんを見ては当然の反応だった。

　一階の一番奥おくにある用務員室に着いた。薫は黒スーツのエージェントたちに手伝ってもらい、半はん壊かいした書しよ架かを移動させる。そこには地下に通じる階段の入り口が隠かくされていた。薫が書架で入り口を隠しておいたのである。床ゆかのドアを開けると、微かすかに湿しめった冷たい空気が吹ふき込んで来た。

　下水道の跡あとだ。十数年前に新たな校舎を建てたときに寸すん断だんされてしまい、レールだけが残った廃はい線せんのような状態である。とっくに下水は乾かわいていて、多少カビの匂においがするが悪あく臭しゆうはない。錆さび付ついた梯子はしごを降り、既すでにここを探たん索さくした薫が先せん頭とうに立って下げ水すい溝こうを進んだ。

「……どこからあいつが入り込んだかは分かりません。旧校舎が現げん役えきのときには外に通じている排はい水すい口こうがあったんだと思います」

「それで入り込んで寝ね床どこにしていた、というところですか。写真で見た限りではかなり昔に死んだようですな」

「もし下水溝の工事のときに生きていたと思うとぞっとします」

「テリトリーを侵おかされて怒おこった奴やつに工こう事じ関かん係けい者しや全員が食い殺されていたでしょうな」

　薫は黙だまって頷うなずいた。

　薫は足を止め「ここです」と下水溝の壁かべに空いた大きな穴を指さした。壁が幅はば数メートルに亙わたって崩くずれているが、どう考えても自然にできた穴ではなかった。

　爪つめの跡あと──。

　猫ねこが壁を引ひっ掻かいたような跡がコンクリートに残っていた。ただしサイズは桁けた違ちがいだ。一本の爪がスコップほどの大きさでなければこんな跡はつかない。そんな巨きよ大だいな爪を持つ生物がガリガリと壁を抉えぐってこの穴を空けたのである。

　穴の向こうからは懐中電灯で照らしたわけではないのに淡あわい光が漏もれ、そしてモーターが回かい転てんするような小さな音が響ひびいていた。

「……まさに化ばけ物ものですな」

　穴を潜くぐって中に入った柏田がそれを見上げて呻うめくように言った。

　そこは十メートル四方ほどの空くう洞どうで、地じ肌はだが剥むき出しになっていた。元々壁の向こうに空間があったようだが、壁に穴を空けたそれが自分が住みやすいサイズに土を掘ほったらしい。それでもその巨きよ体たいは空洞の半分近くを占せん領りようしていた。

「ええ、化け物ですね……」

　あまりの大きさゆえにオーヴァー・ハングした岩壁のような巨きよ躯くを見上げながら、薫は柏田の言葉を繰くり返した。

　巨大な白はつ骨こつだった。犬の骨こつ格かくに似ており、犬が地面に伏ふせたときのような姿し勢せいで白骨化している。額ひたいには三つ目の瞳ひとみの眼がん窩かがあり、上下の顎あごにずらりと並んだ牙きばは獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうであったことを示している。生きていたときは軽く五トンを超こえていただろう。恐きよう竜りゆうの絶ぜつ滅めつ以降、この世界の進しん化かの過か程ていでこのような生せい物ぶつが誕たん生じようしたことはない。

　魔ま獣じゆう。エクリプス・ソルでゲートが開いてしまったとき、向こう側から紛まぎれ込こんだ生物をそう呼ぶ。

　死してもなお尋じん常じようならざる力を帯おびているらしく、骨は淡い青光と呻き声にも似た音を空洞内に満たしている。

「すごいな……これは」

　エージェントの一人が吸すい込こまれるように手を伸のばした。

「触さわらないでっ」

　寸すん前ぜんのところで薫がその手を掴つかんだ。エージェントは年下の青年に鋭するどい声を掛けられ、不ふ快かいそうな目をした。

「僕はこういう物を見たことがあります。五番目のゲートに通じる通つう路ろを塞ふさいでいた岩にはおぞましい呪のろいがかけられていたそうで、それに触ふれた人の『不幸』がホテル・ヒプノシス中に伝でん播ぱしてしまい、数十年前の大だい火か災さいが起きたそうです」

「……さすが魔ま術じゆつにはお詳くわしいようですな」

　薫の手を払はらい、エージェントは奥おく歯ばに物が挟はさまったような言い方をした。

　異い端たんの魔術師でおまけに闇やみの牙を受けてしまった兄を持つがゆえ、ブラディミールの剣士であっても薫に釈しやく然ぜんとしない感情を持つ者は少なくなかった。現在日本に在駐するジャベリンに編へん入にゆうされるべき薫が長は谷せ川がわ司し祭さいの直ちよつ下かで単独行動をしているのもそれと無関係ではないだろう。

　嬉うれしいことではない。だが、まあ、もう慣れた。

「剣士様。それでここをどうしますか？」

「下げ水すい溝こうごと埋うめ立たてる工こう事じは今すぐにできますか？」

「教育委員会によると『文化遺産保ほ護ご』の連中がうるさいそうですね。とりあえずは封ふう鎖さしておくしかないでしょう」

　とっくに柏田は指し針しんを決めて動き出していたようだ。

「お願いします。これが失しつ踪そう事じ件けんに関かん与よしているかはまだ分からないけど、僕はもうしばらく捜そう査さを続けようと思います」

「承しよう知ち致いたしました。明日より我々もここに詰つめます」

　薫たちは下水溝を戻もどり、旧校舎から出た。教育実習生の名目で学校に潜せん入にゆうしているエスクードの諜ちよう報ほう機き関かんのエージェントがブラディミールを持って来て薫に渡わたした。薫のサポートが目的で、ブラディミールを預かってもらっている。

　てきぱきと部ぶ下かに指し示じを出す柏田の姿を眺めていると、薫の携けい帯たい電でん話わが鳴り出した。

「どうだね、例の魔獣は？」

　電話の向こうからしわがれた静かな声がする。エスクード日本支部の筆ひつ頭とうである長谷川司祭だった。

「死し骸がいの方は、ジャベリンに引ひき継ついでもらうことになりました。僕はもう少しここで失踪事件の捜査を続けたいのですが、それでよろしいでしょうか？」

「結構。が、君に電話したのはその件ではないのだ。ちょっとばかり急を要ようすることが起きてな。今すぐスオンジアンティ聖せい堂どうまで来てくれ」

「いったい何が？」

「来てから話そう」

　そう言って長谷川司祭は電話を切ってしまった。

　柏田に一言言ってから帰ろうと部下に指示を出していた彼の元に行った。

「長谷川司祭から呼び出されました。すみませんが、先に失礼します」

「構いませんよ、後は我々だけで処しよ理りいたしますので。……それよりちょっとよろしいですか」

　と柏田は薫を離はなれた場所に連れて行き、先さき程ほど薫に皮肉をぶつけたエージェントを顎あごで指して訊たずねた。

「お望みでしたらあやつを処しよ罰ばつしておきますが？」

「そんな、どうして!?」

　薫は驚おどろいて聞き返した。

「指揮系けい統とうは違うとはいえ、剣けん士し様は我われ々われの上官にあたります。任にん務む中ちゆうに上官に暴ぼう言げんを吐はくのは任務に支し障しようを来きたす恐おそれがあります」

　薫は首を振ふった。すると柏田は「任務に支障を来してもよいと？」と聞いてきた。からむような口調だった。

「……僕にはそれが支障を来すほどのことだとは思えません。だいたいバチカンは魔術を禁止していますから、僕みたいに半分魔術に関かかわってしまった奴やつがおかしいんです」

　最初に『お望みなら』と感情的なことを聞いておいて、処罰することが適切などと言う柏田に、薫は少し皮肉を言い返した。

　すると柏田はしばし呆あつ気けに取られてから、生まれてから一度も笑ったことのないような顔に笑みを浮かべた。

「よろしければ聖堂まで送って行きますが？」

（あ……）

　どうやら自分は彼に試ためされていたようだ。




　　　　◇




　薫たちを乗せた車が、都と心しんには似につかわしくないゴシック様よう式しきの巨きよ大だいな建けん築ちく物ぶつの前に停とまった。スオンジアンティ聖せい堂どう。日本に於おけるローマ・カトリック教会の総本山であり、エスクード日本支部の本ほん部ぶ基き地ちである。

　昨年の十二月、五番目のゲートを巡めぐる魔ま族ぞくとの攻こう防ぼう戦せんの中で焼き打ちされ、今はこうして再さい建けんされているが、あちこちに火か災さいの跡あとが痛々しく残っている。それでも急ピッチで再建したことにはエスクード日本支部の機き能のうを回復するという以上に、この国に巣すくう魔族たちにエスクードが健けん在ざいであることを示す意味があった。

　薫はブラディミールを持って車を降りた。運転席の柏田は「それでは」と短く言い、薫が礼を言う間もなくテールライトの群むれに消えて行った。

　正門を潜ったとき薫は「おや？」と違い和わ感かんを感じた。帰国してから何度かここに来ているが、いつもより門を警備する兵士の数が多い。何だか物もの々ものしい雰ふん囲い気きを放っている気がした。

（直ちよつ感かん……かな。これも）

　明るい照しよう明めいの灯ともされた広間へと入る。海外からキリスト教の賓ひん客きやくを迎むかえるときにもここが頻ひん繁ぱんに使われるので、並のホテルでは太た刀ち打うちできないほどの豪ごう華かな内ない装そうが施ほどこされている。ただその中に立つスーツの男たちは抜ぬき身みの刀を構えているほどの緊きん張ちようを全身に漲みなぎらせていて何ともちぐはぐだ。鍛きたえ上あげられた兵士たちである。普ふ通つうならこんな殺さつ気きを表に出すはずはないのだが……。

　長谷川司祭が階段を降りて来た。痩そう身しんを藍あい色いろの法ほう衣えに包んだ姿は穏かな神しん職しよく者しやにしか見えないが、エスクード日本支部をまとめ上げる人物である。

「どうしたんですかこんな時間に？　警備の方たちが妙みように緊張しているようですが」

「これからやって来る人じん物ぶつが人物なのでな。緊張するなと言う方が無理だろう」

「いったい誰が？」

「歩きながら話そうか」

　長谷川司祭は踵きびすを返し元もと来きた階段を上り始めた。二階まで上り、周囲に兵士の姿が見えなくなるとやっと司祭は喋しやべり始めた。

「来るのは魔ま術じゆつ師し協きよう会かいの人物だ。実はバチカンのエスクード本部とイギリスの魔術師協会との間で親しん睦ぼくの話し合いが進んでいてな」

「どうりで……。でも、親睦というのはどういうことなんですか？」

「人じん材ざいの交こう流りゆうだ。また真澄君のように魔術師協会から人材をエスクードに迎え入れる話が、先日やっとのことで合ごう意いに至った」

　思いもよらぬ言葉に薫は少なからず驚いた。二つの組織は何百年にも亙わたってお互たがいの存そん在ざいさえ否ひ定ていし続けてきたのだ。やっと生まれてきた和わ解かいムードも真澄の一いつ件けんで完全に凍こおりついてしまったとばかり思っていた。

「嬉うれしそうだな、薫君」

　心の中を見み透すかされるようなことを言われ、薫は「いや……」と言葉を濁にごした。

　エスクードの中で魔術師にシンパシーを持つ薫はまさに異い端たん者しやであった。先程のエージェントのように嫌けん悪おを露ろ骨こつに表あらわす者もいるので内心の思いは極きよく力りよく抑おさえているのだが、ときおり本音が覗のぞいてしまう。不ぶ気き味みな力を帯おびた魔ま獣じゆうの死し骸がいを発見したときも薫は真っ先に魔術師協会に処しよ理りを依い頼らいすることを提てい案あんしたが、即そく座ざに突っぱねられていた。現状ではあのような物を発はつ掘くつしても、核かく燃ねん料りようの最終処理のように誰にも触ふれられぬよう保ほ管かんするぐらいしか教きよう皇こう庁ちようには手がない。それが薫にはもどかしくてたまらない。

「よくそんな話がまとまりましたね」

「ゲートだよ」

　その単語は薄うすい刃やいばのように薫の心の芯しんまで突き刺ささった。

「未いまだ発見されていない最後のゲートを巡めぐって『奴やつら』との攻こう防ぼう戦せんがそう遠からぬ将来に起こるだろう。ゲートを開かせぬためには我々と共きよう闘とうする必要があると魔術師協会も考えているようだ。奴らとて一いち応おうは人間だからな。向こう側との垣かき根ねが取り払はらわれれば、奴ど隷れいとして働はたらかされ、家か畜ちくとしてテーブルに載せられる」

「……逆に言うと、最後のゲートを護るにはそこまでしなければならないということですか」

「そういうことだ。とはいえ我々は魔術への嫌悪が強い。所しよ詮せんは魔術は向こう側の力を援えん用ようしたものだからな。真澄君のように幼い頃ころにカトリックの洗せん礼れいを受けて深津神父の元で育てられたような人物ならまだしも、イギリスの魔術師をおいそれとバチカンに入れるわけにはいかない。だが向こうにもプライドがある。レディ・キィを守るために人材を派は遣けんしたというのに、バチカンに近寄れないでは顔に泥どろを塗ぬられるもいいところだ。お互いにプライド高い組織だからな」

「ややこしいですね」

　そんなもの捨ててしまえばいいのに、と薫は思った。

「まあな。だが長い折せつ衝しようのすえ、やっとのことで妥だ協きよう点てんが見つかった。それが君だよ」

「僕が……？」

「『新たなレディ・キィが見つかるまでブラディミールの剣士と行動を共にさせること』それが連中の出した条件だ。つまり『こちらが派遣する者はブラディミールの剣士と同どう格かくだ』ということだろう。言ってくれるものだ」

　長谷川司祭は奇き妙みような笑みを見せた。不ふ快かい感かんと同時に、魔術師協会のふてぶてしさに感かん心しんしたようでもある。

「分かりました。これからその方と対面するわけですね」

「あっさり引き受けるな、薫君」

「だってもう協定は結ばれているんでしょう？」

「後は当とう事じ者しや二人が対たい面めんして決めることになっている。だが本当にそれでいいのかね？　向こうは『二年』と暫ざん定てい的てきな期き限げんを区く切ぎってきた。受ければ君は二年間はその人物とずっと一いつ緒しよにいることになるのだぞ」

「断る理由はないと思いますし……」

　ちょっとしつこいなと薫は思ってしまう。やはり長谷川司祭は協力関係を結ぶことに反対なのだろうか？　エスクードの者としては異端であろうとも、薫はこの件に積せつ極きよく的てきに賛さん成せいだった。

「神かみの御み名なに誓ちかってその言葉に偽いつわりはないかね？」

「そんな、神の名を持ち出さなくても」

「私とて軽かる々がるしく神の名を出したわけではない。君の覚かく悟ごを知りたいのだ」

「分かりました。神の御名に誓って引ひき受うけます」

　すると長谷川司祭はほっと小さなため息をついた。

「引き受けてくれて助かったよ。実はその人物というのは、あのクラウディア・マルゼスの直じき弟で子しだそうでな」

「……すみません。やっぱりなかったことにして下さい」

　くるりと踵を返した薫の腕うでを長谷川司祭が掴つかんだ。

「待ちたまえ」

「絶対に嫌いやですっ。だってクラウディアさんですよ!?　何かロクでもないことを仕し掛かけてくるに決まっているじゃないですかっ」

「可能性はあるな。しかし魔術師協会の総そう意いなのだから、彼女が独どく断だんで送り込んだというわけでもあるまい」

「司祭は自分を騙だまそうとしています。クラウディアさんはそんな生なま易やさしい相手じゃありません」

「ふむ、君に断られるとまた面めん倒どうな折衝をせねばならんのは確かだ。ところで薫君、君は神の御名に誓った言葉を翻ひるがえすつもりかね？」

　飄ひよう々ひようと言う長谷川司祭に、思わず薫は「き、汚きたないですっ！」と叫さけんだ。そして身体からだから力が抜ぬけていく。

「……こう言っちゃ何ですけど、司祭のやり口とクラウディアさんのやり口はよく似てますよ……」

「失礼なことを言わんでくれ」長谷川司祭は本当に嫌そうに言った。「ま、とりあえず会ってみなさい。実を言うと、こちらとしても魔術師協会がどこまで本ほん気きか信しん用ようできず、腹はらを探さぐり合あっている状態なのだ」

　薫は長谷川司祭に引きずられるように応おう接せつ室しつに連れて行かれた。今日から正式な交流が始まるというのに、部屋には武装した兵士が何人も剣呑な面おも持もちで詰つめていた。

　予定では九時に来るはずだったが、約束の時間を三十分も過ぎても向こうは現れなかった。さすがに兵士はだれたりはしないが、ただでさえ犬けん猿えんの仲なかである組織の人間が来るというのにこうも待たされては苛いら立だちを表に出さずにはいられないでいる。

「遅おそいですね」

「うむ……」

　長谷川司祭は席を立ち、電話を掛けた。仏ぶつ頂ちよう面づらで一言二言会話をしてまた席に戻もどった。

「同行している従じゆう者しやによると今こちらに車で向かっているそうだ。約束の時間を過ぎても一ひと言ことも謝あやまらないところはさすがはイギリス貴族だな。宮みや本もと武蔵むさしの故こ事じにあるやり方で攻せめてくるつもりかもしれん。油断はするなよ」

　全すべてのことを相手の策さく略りやくではないかと疑ってかかるところが、既にクラウディアの術中にはまっているとも言える。

「貴族の方なんですか？」

「うむ。貴族の生まれの若い女性でルクレシアという名だそうだ。私もまだそれしか聞いておらん。クラウディア・マルゼスと同じ『法ほう脈みやく』の中から選ぶという以外は、向こうも直前まで選せん考こうが難なん航こうしたらしくてな。フー・リテレール紙し片へんの解読を引き受けてくれた故イリュストレ師もそうだが、あそこの法脈の者は昔から教皇庁に対して穏おん健けん派はだからな」

「法脈とは？」

　聞き慣れぬ言葉が出てきて、薫は訊たずねた。

「要するに師し匠しよう筋すじの家か系けい図ずだな。魔術師にとっては『どういう法脈か』ということが非常に重要なそうだ。それぞれの法脈に独どく自じの魔ま術じゆつ体たい系けいがあるせいだろうな。違ちがう学がく閥ばつ同どう士しは交流さえ嫌きらい、法脈はイギリスの貴族社会さえも形作ってさえいるのだ。にわかには信じられぬことかもしれぬが、外国人のクラウディア・マルゼスもイギリスの爵しやく位いを持っておるのだぞ。デームだそうだ」

「あのクラウディアさんが貴族……」

「イギリスも堕おちたものだな。そういうわけだから向こうも『デーム・クラウディアの弟子』ということで説明は済すんだつもりらしい。さてどんな奴やつが現れるか……」長谷川司祭は薫の方をちらりと見た。「……実に楽しみだな」

　ドアがノックされ兵士が現れた。彼は短く「来ました」と言った。部屋にいた兵士たちは姿勢を正した。同時に緊きん張ちようを全身に漲みなぎらせる。桂かつら木ぎ真澄を除のぞいて誰一人として魔術師を迎むかえ入れさせなかったスオンジアンティ聖堂に初めて魔術師が現れるのだ。とぼけたことを言っていた長谷川司祭も目め付つきが鋭するどくなる。

　誰も喋しやべる者がいないまましばらくすると、どたどたどた、という場ば違ちがいな慌あわただしい足音が遠くで聞こえた。次し第だいに音が大きくなってくる。どうやらここに向かっているらしい。長谷川司祭が怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめながらも来客を迎えるため席を立ち、薫も倣ならった。

　足音が部屋のすぐ手前まで来た……と思ったら「きゃああああっ！」という女の子の悲鳴と共に派手につっ転ぶ音が聞こえ、ごんっ、とドアが揺ゆれた。床ゆかを滑すべり頭からドアに激げき突とつしたようだ。「だ、大だい丈じよう夫ぶですかお嬢じよう様さまっ」とおろおろした男の声がする。「おい……大丈夫か？」と言ったのは部屋の前にいた番兵だろう。

「へ、平気ですっ。わたし、ちっとも痛くなんかありませんっ」

　という女の子の声と、パタパタと服をはたいているらしい音が聞こえる。そして女の子は「あの……このことはブラディミールの剣けん士し様には内ない緒しよにしておいてくださいね」と恥はずかしそうに言った。

　ドア一枚挟はさんだ場所にいる薫と長谷川司祭は顔を見合わせた。

「……聞こえなかったことにしてやろう」

　と長谷川司祭は言った。

　ドアの向こうの人物が「こほん」と咳せき払ばらいをしてドアをノックした。

「失礼いたします」

　現れたのは十代半なかばの少女だった。薫より頭一つ分背が低い小こ柄がらな身体つきのせいでもっと若くも見える。華か美びではないが一目でとびっきり高こう級きゆう品ひんだと分かる黒いシックなドレスを身にまとい、魔術師らしく丈たけの短みじかいローブをその上から羽は織おっていた。一緒に現れた二十代後半の男は、綺き麗れいに髪かみを撫なでつけたいかにもイギリス製せいの執しつ事じといった風ふう体ていであった。

　ただ少女は『貴き族ぞく』という言葉から薫が連想していたイメージとは少し違っていた。そばかすが残る顔に載っかった大きな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねは、貴族の息そく女じよというより図書室でよろよろと大量の本を運んでいる図と書しよ委い員いんの女の子という感じだ。遅ち刻こくして慌あわてたのかそれともよっぽどの癖くせっ毛けなのか、髪は解ほぐれた縄なわのようにボサボサだった。

　しかしその屈くつ託たくのない笑えみは彼女の育ちの良さを物語っていた。性別を問わず、彼女を前にしたら誰もが目を細めずにはいられないだろう。長谷川司祭や兵士たちもすっかり毒どく気けを抜ぬかれていた。

　少女は薫の前まで来ると、スカートの端はしをちょこんと摘つまんだ。あまり慣れていない感じが妙みように可愛かわいらしくて見とれてしまい、薫は礼をするのが遅おくれてしまった。無意識なのか兵士たちが親しみの籠こもった笑みを漏もらす。

　そして少女はにっこりと微笑ほほえんで薫に言った。

「跪ひざまずきなさい、この虫むしけら」

　部屋にいた一同はたっぷり二十秒ほど硬こう直ちよくした後、全員同時に「えええーっ！」と叫さけんだ。

　少女は穏おだやかな笑顔のまま、やや不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげて薫を見つめていた。彼女は自分が跪くのを待っているのだろうか……。薫がどうしたらいいか分からないでいると、横にいた従者が少女に顔を近づけて言った。

「お嬢様、そうではございません。先さき程ほど私が言ったのは『教きよう皇こう庁ちようの輩やからなど虫けらを跪かせるように接せつすればよい』です。そのまま口にしろという意味ではございません」

「まあ、そうだったの。わたしったらそそっかしくて……」少女はボサボサの頭を掻かきながら恥ずかしそうに薫の方を向いた。「遅刻して申し訳ございません。わたしはグレンヴィル家の次じ女じよで、クラウディア・マルゼスの二番目の弟で子しのルクレシアです。親しい方は『ルーシア』と呼んでくれますので、教皇庁の虫けらの皆みなさんにもそう呼んでいただけると嬉うれしいです」

「お嬢様。確かにこいつらはゴキブリ程度の生き物ですが、グレンヴィル家のご息女がそのような言葉を口になさらないで下さい。いたたまれません」

「そうね、わたしはこの方にお仕えするんだからヘンよね」

　従者の片眉がぴくりと吊つり上がる。

「仕えるのではありません。こやつらに手を貸してやるのです」

「でもお師匠様は『貴方あなたは薫って男の子への献けん上じよう品ひんよ。しっかりお仕えして来なさい』って言ってたわ」

「あ、あの女ギツ……」従者はこめかみに血管を浮うき上がらせるが、咳払いをして気を取り直した。「クラウディア様の言うことはあまり真に受けない方がよろしいかと存じます。何と申しますか、些いささか冗じよう談だんが過ぎるところがありますので」

「でも魔術師は師匠の言うことは絶対だし……」

「このキースめの一生のお願いにございます」

　キースという名らしい従者は穏おだやかに言った。しかし、ルーシアは気づいていないようだが、彼の拳こぶしは堅かたく握にぎられぶるぶると震ふるえていた。

　薫は遅ればせながら「ブラディミールの所しよ有ゆう者しやの深津薫です」と挨あい拶さつをし、彼女と握あく手しゆをした。緊張しているのか彼女の手は少し汗あせばんでいた。

「……参ったな。私が勘かん違ちがいしていたようだ」

　不ふ意いにそう呟つぶやいたのは長谷川司祭だった。一同が司祭の方を注目する。

「向こうも『デーム・クラウディアの弟子』だけで通じると思っていたわけではなかったのだな。イギリス貴族でルクレシアと聞いて誰なのか気づかない私が鈍にぶかった。それにしても魔術師協会め、とんでもない人物を寄よ越こしたものだ」

「どういうことですか？」

「ほう、さすがはこんな最果ての国に住んでいるだけはありますな。グレンヴィル家を知らないとは。誠まことにおいたわしゅうございます」

　キースが小こ馬ば鹿かにした調子で言った。部屋にいた兵士たちが気色ばみ、長谷川司祭が間に入って止める。

「もしかしてかなりの名門貴族なんですか？」

「イギリスで我わがグレンヴィルよりも上の家系など王おう家けの他ほかにはございません。本来なら貴君など、屋や敷しきの周りを空あき缶かんを持ってうろつくぐらいしかお嬢様に声を掛かけてもらう方法がない身分だということをよくわきまえていただきたいですな」

「よして、キース。ここは女王様の領りよう地ちではないのよ」ルーシアが従者を叱しかった。「立ち話もなんですから、どうぞお座すわりください」

　ここはイギリスでもないし彼女の屋敷でもないのだが、なんとなく薫も司祭も「はあ、失礼します」などと言われるがままに椅子に座った。

「きゃあ、すいませんっ」

　コーヒーを飲もうとしたルーシアは、砂さ糖とうのスプーンを勢いよく壺つぼから取り出しすぎて砂糖を雪のようにテーブルに撒まき散らした。

「そんなに緊きん張ちようなさらないで下さい」長谷川司祭は優やさしく言った。「おい、誰か布ふ巾きんを持って来い」

「いえ、わたしがやります。よくやっちゃうんですよねこれって……きゃあっ」

　手で砂糖をかき集めようとした彼女はローブの裾すそを引っかけてミルクの小ビンを引っ繰くり返した。「ああ、またっ」とハンカチを取り出そうとした彼女は今度はコーヒーを引っ繰り返し、テーブルの上でカフェ・オ・レが完成した。

　さすがに教皇庁の面々は呆あつ気けに取られた。キースは彼女のドジを「私は何も見なかったぞ」といったふうに顔を背そむけ、ルーシアは照れくさそうに「あははは……」と頭を掻く。彼女が登場するまでの殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きは消えていたが、今度は妙な空気が醸かもし出されていた。

　新たなコーヒーが運ばれ無事彼女がそれを口にすると、薫はおずおずと切り出した。

「あの、レディ・グレンヴィル……」

「いやですわ、そんな堅かた苦くるしい呼び方。わたしは貴方にお仕えするんですから、『ルーシア』と呼び付けにしていただいて結構です」

　背後に控ひかえたキースが「仕えるのではございません」と素す早ばやく訂てい正せいする。

「それじゃあ、あの、ルーシア」女性を呼び付けにするのがあまり得意ではない薫は何とか彼女を名前で呼ぶ。「僕と行動を共にするなんて、君は本当にそれでいいの？」

　薫を見つめる彼女の顔がすっと曇くもった。

「薫さんはわたしと一いつ緒しよにいるの嫌いやなのですか……？」

「い、いや、そうじゃなくて……」

　眼鏡の奥おくの瞳ひとみが潤うるんでいくのを見て、薫は慌あわててしまった。長谷川司祭が口を挟はさんだ。

「彼は貴方を嫌だと言っているのではありません。彼が言いたいのはこういうことです。そもそもこの件はイギリスでも反対意見が多かったはず。それなのに貴方のような大貴族のご息女が教皇庁の者と行動を共にするとなっては、ある種のスキャンダルと受け取られるのではないのですか？」

「かも……しれません。親しん戚せきの中には『カトリックと付き合うなどとんでもないっ』と怒おこる方もいました。で、でも、わたしも必要だと思うんです。わたしたちと教皇庁の方々が手を組むのは。それに薫さんとなら上う手まくやって行けると思うんです」

「僕となら？」

「あ、いえ、わたしと薫さんがいきなり上手くいくとか言うんじゃないですよ」彼女は耳たぶまで真っ赤になり、言葉遣づかいがおかしくなる。「ほら、あの、何て言うか、わたしが言いたいのは……そう、アイリスちゃんをご存じでしょう？」

「フィンランドのアイリス・グレアムのこと？」

「はい。悲ひ劇げきの英えい雄ゆうと名高いマーガレット様の孫まご娘むすめの命いのちを助けたということで、イギリスの古い家系の方々の中には薫さんに好こう感かんを持つ人も多いんです。他よ所そから跡あと取とりを迎むかえていたショーエンワイス家の方々も大変喜んでいらして、いずれはアイリスちゃんを養よう女じよに迎えたいと……」

　そこで彼女はポンと手を叩たたいた。

「そうそう、すっかり忘れてました。わたし、ショーエンワイス公から薫さんへのお礼状を預かっていたんです」

　彼女は席を立って服をまさぐるが、見つからないらしく、ポケットの中の物をテーブルに並べ始めた。コンパクトやミッキー・マウスのハンカチといった可愛かわいらしい物に混じって、カラスの羽はねだとか六ろく芒ぼう星せいの描えがかれたアミュレットだとかポーションの小ビンだとか、途と方ほうもなくこの場には不ふ適てき切せつな代しろ物ものが積み上がり、教皇庁の面々は苦笑いした。

「すみません。どうも持って来るのも忘れたみたいです……」

「いいよ、今度で。それでアイリスは今どうしているの？　クラウディアさんに弟子入りするみたいな手紙を貰もらったんだけど」

「はい。わたしの妹いもうと弟で子しですね。妹と言うよりも『双ふた子ごみたい』ってよく言われます。お師し匠しよう様なんか『貴方あなたが二人に分ぶん裂れつしたわっ』て毎日ぷりぷりしてたんですよ」

　そりゃ大変そうだ……と薫は珍めずらしくクラウディアに同情した。

「わたし、アイリスちゃんから薫さんのこと色々と聞いていました。教きよう皇こう庁ちようの方にお仕えするよう命じられたとき、わたしなんかで務つとまるのかなって心配だったんです。ほら、わたしってそそっかしいから」

　ルーシアはだんだんと早口になっていった。

「で、でも、薫さんとなら上手くやっていけると思うんです。こんなとろくさい女ですけど、どうかもらってやってくださいっ！」

　彼女は立ち上がって深々と頭を下げた。お約束通り顔をテーブルにぶつけて、「あたたた」と顔を押おさえる。

「大丈夫!?　あ……眼鏡めがねが割われてるよっ」

「あんもうっ、またやっちゃった」

「また？」

「はい。月に十個は眼鏡を新調しております。ですからいつも予備を……」

　と彼女は再びポケットの中の物をテーブルに並べ始めるが、すっかり出だし尽つくしたところで「あら？」と首を捻ひねった。

「どうやら予備が切れていたみたいです……。コンタクトはありましたので、ちょっとおトイレをお借りします。痛いからコンタクトは苦にが手てなんですけど……」

　彼女は逃にげるように応おう接せつ室しつを飛び出して行った。テーブルの上には彼女がポケットから取り出した魔ま導どう具ぐが残されていた。本来ならそんな物をここで出したら教皇庁の人間は激げき怒どしそうなものだが、苦く笑しようで済ましてしまうところ、彼女もまたこの場にいる者たちに好感を持たれたようだった。

「賑にぎやかな子だな」長谷川司祭が言った。「それに悪い子ではないようだ。あの子なら我々と魔術師協会の橋はし渡わたしをしてくれるかもしれん。ただあの子で本当に大丈夫なのか……それだけが問題だ」

　う～む、確かに……と兵士たちも頷うなずいた。

「お嬢じよう様さまを愚ぐ弄ろうしないでいただけますかな、異い教きよう徒との皆みな様さま。お嬢様は魔術の天才にございます。お嬢様のお力にすがれば、貴君らは大いなる成果を得ることができるでしょう」

「ほう」長谷川司祭は唇くちびるの端はしを吊つり上げる。「てっきり君はこの件には反対と思っていたのだが」

「さあどうですかな。執しつ事じは意見など持ちませぬ。ただ私なら、招まねかれながら実力を疑われるなどしたら即そく座ざに席を蹴けっているでしょうな」

「なるほど。確かにこちらが失礼だったな」

　キースは「ふん」と顔を背け、ルーシアがいる間は我が慢まんしていたらしい煙草たばこに火を点つけた。そしてため息をつきながら小さな声で、その場にいる誰も理解できない奇き妙みようなことを呟つぶやいた。

「だが今のお嬢様は断ってはくれぬだろうな……」
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　兵士が女子トイレの前でルーシアを待っていた。

　彼女が中に入ってからずいぶん時間が経たっている。「あんっ、どうして入らないのっ」とか「あたたたた……そこはコンタクトが入る所ではないです」とか、どうしてコンタクトに交こう換かんするだけでそんなに手間取ることができるのか不思議であった。

　さらに五分ほどしたときだろうか。ガタンッ、という音がトイレの中でした。そして「くうっ」という苦しそうな声と、人が倒たおれる音が続く。

「どうなさいましたレディ・グレンヴィルっ！」

　兵士は慌ててドアを叩き、中のルーシアに呼びかけた。

「……何でもないわ」

「し、しかし今何かっ」

「何でもないと言っているでしょう？　いいからお待ちなさい。こんな場所で耳を欹そばだてるのは失礼じゃなくて？」

　やけに高こう慢まんな口調で彼女は命令した。中からシャッ、シャッという音と何か独りごちる声が聞こえてきた。断片的に聞こえた内容に兵士は「えっ……」と我が耳を疑うが、さすがに聞き返すことはできなかった。

「お待たせしたわね」

　ドアが開き、中から出て来た彼女を見て兵士は目を丸くした。ボサボサの髪かみは綺き麗れいに梳すかれ、どこかだらしなかった服もぴしりと完かん璧ぺきに着こなしている。彼女を知らない人間が街で見かけたとしても、高貴な生まれであることに気づかない者はいないだろう。

「では参りましょうか」

「は、はい。レディ」

　忌いむべき魔術師だというのに、あまりの洗せん練れんされた立ち振ふる舞まいに兵士はしゃちほこばって応こたえた。

　しかし、聞き違ちがいだったのだろうか……と兵士は首を捻る。さっき髪を梳きながら彼女はあまり上品ではない言葉を呟つぶやいた気がしたのだ。

『わたしが献けん上じよう品ひんですって？　ふざけんじゃないわよ、あのクソババア』と。
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　応接室の兵士たちはルーシアのことを話し合っていた。「ヘンな子だけど可愛いな」「うむ。あんな魔術師もいるのだな」などと鼻の下を伸のばしている。すっかりアイドル扱あつかいだった。さすがに長谷川司祭はそんな会話に加わらないが、まんざらでもない様子だ。彼女の株かぶ価かはすっかり高こう騰とうしたようだ。

　会ってみなくちゃ分からないものだと薫も思った。クラウディアの弟で子しというだけで逃にげようとするなんてずいぶんと失礼だった。

（でもな……）

　果たして毎月眼鏡を十個も壊こわす女の子はエスクードでやっていけるのだろうか？　今度はそっちの方が心配になってきた。

　がちゃり、とドアが開いてルーシアが現れた。

「えっ!?」とその場にいた全員が小さく声を漏もらした。眼鏡を外したせいなのだろうか、彼女はまるで別人に見えた。先さき程ほどまでのどこかおどおどとした感じは消え去り、悠ゆう然ぜんと皆の視線を受け止めていた。

「それでは話は終わりね。わたしは帰ります。とっくに調査済みとは思いますけど、わたしはホテル『サウス・バウンド・サウレズ』に滞たい在ざいしていますから、用があったら出向きなさい。気が向いたら会ってあげます」

　先程の『虫けら』発言のときのように教皇庁の一同は唖あ然ぜんとした。キースが何かツッ込んでくれるのではと彼の方を見たが、キースは満まん面めんの笑えみを浮うかべていた。

「ど、どうしたのかねレディ・グレンヴィル？」

　長谷川司祭が恐おそる恐る訊たずねた。

「あら、わたしにこんな所にまた来いとでも言うのかしら、牧師。手を借りるのは貴方あなたがたなのですから、訪たずねて来てくれるぐらいしてくれてもいいと思いますけど？」

「いや、その、そういうことじゃなくて……」

「最後にはっきりさせておきますけど、わたしはあのクソババアの……」ルーシアはこほんと咳せき払ばらいをして言い直した。「わたしは尊そん敬けいするお師し匠しよう様のご指示で教皇庁に力を貸してあげるだけですから、間違えてもわたしを献上品だなんて思わないように。それから任にん務む以外では一いつ切さい関かかわらないでくださいな。街で偶ぐう然ぜん出会っても声などは掛かけないでいただけると助かるわ。身分が違いますので」

　ルーシアは教皇庁の一同を見渡して言った。彼女とキースの目が合った。

「何か問題でもあるのかしら？」

「何一つございません。それでこそグレンヴィルのご息女にございます」

　彼女は「そう」と鷹おう揚ように頷うなずき、大貴族の息女に相応ふさわしい高貴な笑顔を薫に向けた。しかしその目はすこぶる刺とげ々とげしかった。

「仲良くやっていきましょうね……と言うと嘘うそになるわね。お互たがい二年間の辛しん抱ぼうよ。人生のうちの二年なんてほんの短い時間と思えば我が慢まんできないこともないでしょう？　それではご機き嫌げんよう、ブラディミールの剣けん士しさん」

　ポカンとする一同を残して彼女は部屋を出て行った。

　兵士たちは一いつ斉せいに彼女の高飛車な態度を非ひ難なんし、長谷川司祭は兵士たちを窘たしなめながらも、魔ま術じゆつ師し協会に嫌いや味みたっぷりのお礼の電話を掛けていた。『返品』とか『性格に問題が』などといった言葉を混こん入にゆうしつつも丁てい重ちような口調は一切崩くずさないところが司祭の内心の感情を表しているようであった。一時は天てん井じよう知しらずに高こう騰とうした彼女の株価は記録的な下さげ幅はばを記録したらしかった。

　薫が疲つかれ果てて家に帰ると、郵ゆう便びんポストに派手な封ふう筒とうを見つけた。差出人の名前はなかったが、誰が見るか分からない手紙の表に『愛いとしの薫ちゃんへ』などと書く神経の持ち主は一人しか知らなかった。

　封を切ると、師匠として弟で子しを頼たのむ旨むねが誠せい実じつさとは真ま逆ぎやくの文体で綴つづられていた。最後に添そえられた『ちょっと変わったところがあるクソガキだから扱いには気をつけてね～』という文を読み終えると、ポンッと小こ気き味みのいい音を立てて手紙は小さな爆ばく発はつをした。コントのように顔が煤すすだらけになったが、もう怒おこる気力も残っていなかった。

　ルーシアに会う前にこれを読んでいたところでどうにかなったとは思えなかった。あれほどの好人物がいったいなぜ突とつ然ぜんに皮肉な言葉を吐はいて帰って行ったのか薫にはさっぱり理解できなかった。

　ただ一つ言えることは、寝しん室しつに直行してベッドに倒たおれ込んだ薫が呟つぶやいた一言に集しゆう約やくされていた。

「よく分からないけど、やっぱりクラウディアさんの弟子だけはある……」
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　巨きよ大だいなスピーカーが大音量でトランス・ミュージックを店内に響ひびかせていた。

　都内にあるとあるクラブ。治ち安あんの悪さで有名なこの繁はん華か街がいの中でも、そのクラブの評判は最さい悪あくだった。まだ二十代の金持ちのボンボンが親の金で経けい営えいしているクラブで、従じゆう業ぎよう員いんも常連客も彼の学生時代の悪あく友ゆうか、あるいは暴ぼう走そう族ぞくとチンピラの中間のような輩やからだった。

　何も知らずに入ってしまった客がぼったくられるぐらいならまだしも、従業員による暴ぼう行こう事じ件けんやレイプ事件、さらにはレイプされたことをネタに脅きよう迫はくされ、坂さか崎ざきというそのボンボンが飽あきるまで関係を強要されるなどという事件が繰くり返されていた。実質的にそのクラブは坂崎が欲望を満たすために街に置いた生いけ簀すであった。

「……確かにこいつはすげえや」

　と、クラブの経営者である坂崎は言った。横にいたチンピラそのものの従業員が「え、何て言ったんスか？」と、スピーカーの轟ごう音おんに片方の耳を塞ふさぎながら訊たずねた。

「すげえ極ごく上じよう品ひんだって言ったんだよっ」

　わざわざ言うまでもないことだった。後ろ手に手て錠じようを掛けられソファに転がされたその女が途と方ほうもない美女であることは、太たい陽ようが眩まぶしいと口に出す必要がないのと同じぐらい自明だった。彼女を取り囲む八人の男はソファに横たわる美女の肢し体たいに釘くぎ付づけになっていた。

　年の頃ころは二十代半ば。青みがかった長い白はく髪はつを腰こしのあたりで結わえ、褐かつ色しよくの肌はだを黒いエナメルのライダー・スーツで包んでいる。ファッションなのか左の瞳ひとみを覆おおう眼がん帯たいが不ふ穏おんな気け配はいを漂ただよわせてはいたが、蕩とろけそうな目め付つきや艶つややかな唇くちびる、それから店内に響く重じゆう低てい音おんで揺ゆれる豊ほう満まんな肉体は、そんなことは構ってられないほど男を狂くるわせるものだった。

　坂崎は唾つばを飲み込んだ。

　彼の元に『とんでもない女が引っ掛かった』という写真付きのメールが届いたのはつい十五分ほど前だ。要するに『拉ら致ちした』という意味である。坂崎は写真を見るなりたまらず飛んで来た。今はクラブは閉へい店てん中ちゆう。ドアには鍵かぎが掛けられ、ご丁てい寧ねいに鎖くさりが巻かれている。拉致した女に絶ぜつ望ぼう感かんを味わわせるための坂崎の淫虐趣味な発はつ案あんだ。

　坂崎は我慢できずレザーのスーツの女に跨またがり、手を震ふるわせながらズボンのチャックを下おろした。みっともねえほどがっついてんな俺……という自覚はあったが、こんな女なんだからしょうがねえとも思った。取り巻き連中も鼻息を荒あらくしてショウが始まるのを待まち侘わび、願わくば自分にも順じゆん番ばんが回って来るのを祈いのっていた。

　しかし女の顔に脅おびえは見えなかった。これから何をされるか分からないはずはないのに、猫ねこのような目で自分に跨がった男を見つめ、口元には挑ちよう発はつ的てきに見える笑えみさえ浮うかべていた。

「おい、分かってんのか？　レイプだよ。ユーはレイプされんの」

　女はどう見ても日本人ではないので、坂崎は片言の英語で言った。しかしどうだろう。女は余よ裕ゆうのある笑みを崩さずに小さく頷うなずくと、坂崎の下で両りよう脚あしを大きく広げてみせた。

（ちくしょう、何だこの女はよ）

　見下されたような気分になり坂崎は怒いかりを覚える。普ふ段だんならこういう生なま意い気きな女は顔を一発殴なぐってやるのだが、なぜか手を上げられなかった。それは人間の生存本能が心の奥おく底そこで彼女に脅えていたのだが、彼女の肉体の魅み力りよくに、坂崎は自分がいま生せい死しの境さかい目めにいることに気づかないでいた。

（覚えてやがれっ。俺が十分に使った後で、五十人ぐらいにマワさせてやっかんな……）

　坂崎は女のスーツの首の所にあるファスナーを掴つかみ、一いつ気きに臍へそのあたりまで下ろした。豊かな乳房が飛び出し、昆こん虫ちゆうを誘さそう果か実じつのような香かおりが溢あふれ出る。スーツの下は全裸だった。

（いや……ダメだ。この女は俺だけの物だ。誰にも触さわらせねえ）

　坂崎は女のレザー・スーツを脱ぬがせる。女は手錠を掛けられたまま、器用に身体からだを捻ひねって坂崎が脱がせるのを手伝う。非の打ち所のない褐かつ色しよくの裸ら体たいを、男たちは魂たましいを抜ぬかれたようにポカンと見つめた。

　レザー・スーツは上下一体になっていた。一度手錠を外さなければ全部脱がせることができない。「おい、手錠の鍵を貸せよっ」と坂崎が怒ど鳴なる。たとえドアを開けたところでこの女は逃にげ出したりしないだろう。不ふ純じゆん物ぶつが一いつ切さい混まじっていない宝ほう石せきのように、淫いん蕩とうさで染そめ上あげられた瞳だった。

「ん……？」

　坂崎は女の首くび筋すじに奇き妙みようなものを見つけた。首筋の所に小さな孔あなが並んで二つ穿うがたれていたのだ。古い傷のようだが、その二つの孔は異い彩さいを放っていた。

「何だこりゃ？」

　と坂崎が女の首筋の傷に触れた途端、女の顔から笑みが消えた。女はすくりと起き上がり、服にたかった虫が払われるように坂崎は床に転がった。

　パキン、という澄すんだ音がしたと思ったら、女は手錠の拘こう束そくから解き放たれていた。誰も女がスチール製の手錠を素す手でで引き千切ったとは想像もできなかった。女はテーブルに置いてあったタオルで坂崎が触れたあたりを何度も拭ぬぐうと、半分脱がされたスーツを着てしまった。

「お、おい、てめえ。何をしやが……」

　坂崎の言葉はそこで途切れた。ぐしゃ、という気色の悪い音が壁かべ際ぎわでし、従業員たちが振り向くと、そこにはスイカを地じ面めんに叩きつけたような染しみが広がっていた。それが女の回し蹴りで吹き飛ばされた坂崎の頭部だとすぐに気づく者はいなかった。

「……下げ賤せんの生き物がよくも汚きたない手でトゥロワヌ様からいただいた聖せい痕こんに触れてくれたわね……」

　ドイツ語で呟つぶやいた女の言葉を理り解かいできた人間はいなかった。それどころか目の前で何が起きたか把は握あくできた者もいなかった。女の唇から覗のぞいた二本の牙きばが何を意味しているのかも考えられなかった。

「食う前にわたしの身体を楽しませてあげようと思ったけど、気が変わったわ」

　女は一番近くにいた従じゆう業ぎよう員いんの頭を鷲わし掴づかみにした。ぎゅ、と女のレザー・スーツが擦こすれる音おとがし、続いて従業員の頭ず蓋がい骨こつがめきめきと歪ゆがんでいく。そしてあっさりと砕くだけ散ちった。女は従業員の肉片がこびりついた手を口元に運び、猫が毛づくろいをするように音を立てて舐なめた。

　ようやく男たちは自分らが生命の危機に瀕ひんしていることを悟さとり、一いつ斉せいにドアへと走り出した。「お、おい。鍵はどこだよっ。早くしねえと殺されちまうよっ」「あ、それは坂崎さんが……」

　逃げて来た方を振ふり返った男たちの顔が絶望に染まった。レザー・スーツの女が、店のドアに掛けた鎖の鍵を指で摘つまんでいたのだ。女はそれを飴あめのようにぐにゃりと曲げて投げ捨てた。

　そして女は親しん切せつのつもりか、外がい国こく語ごの苦にが手てな彼らでも分かるように英語で一言だけ言った。

「皆殺しジエノサイド」

　残る六人が肉片に変わるのに五分とかからなかった。




「……まったく、つまらない連中に関かかわってしまったわね」

　血の匂においで噎むせ返るクラブで食事を終えたレザー・スーツの女は、ミネラル・ウォーターを頭からかぶり、全身についた血を洗い流した。

「『夢ゆめ見み師し』の奴やつ、『この地にいる』としか予言しないんですもの、これじゃあ見つけるのにずいぶん時間がかかりそうね……。時間をかけていたらいつあの変へん態たいに気づかれるとも知れないのに……」

　女の顔に苦々しい表情が浮かんだ。女はしばし悩なやんでいたが、ため息をつきながら結論を出した。

「仕方ない……あの変態に一度会っておきましょう」








　ＡＣＴ．２　偶然の旅行者Accidental Tourist




　翌よく日じつに登とう校こうすると旧きゆう校こう舎しやは既に封ふう鎖さが済んでいた。腐くさりかけたロープに替かわり真ま新あたらしいコーンが置かれ、建築会社の名前の入った看かん板ばんが立っていた。『文ぶん化か遺い産さん』の存そん続ぞくに神しん経けい質しつな輩やからを刺し激げきしないよう『補ほ修しゆう工こう事じのための事じ前ぜん調ちよう査さ』というまだるっこしい名目が付けられている。

「お疲つかれのようですな」

　ジャベリンの隊たい長ちようである柏かしわ田だが言った。昨夜のスーツ姿ではなく建築会社の現場作業員の格好をしていた。現在ここはジャベリンのエージェントが三人態勢のローテーションを組んで警けい備びしている。

　薫かおるは「ええ、まあ」と無理に笑ってみせ、ブラディミールを彼に渡わたした。校内に置いておくよりも、三人のエージェントがいるここに置いておいた方がいいだろう。

　柏田は無ぶ骨こつな顔に、分かるか分からないかほどの微かすかな笑えみを浮うかべた。

「聞きましたよ、イギリスの小こ娘むすめのことは。なかなか面おも白しろい人材を寄よ越こしたようで」

　薫は苦笑いした。昨さく夜やのルーシアの騒そう動どうはかなり広まっているようだ。

　ルーシアの態たい度どは、ただでさえ魔ま術じゆつ師しをよく思っていない兵士たちをだいぶ刺し激げきしてしまった。『面倒な折せつ衝しよう』を嫌がっていた長谷川司祭もさすがに「あのような非協力的な態度では共同ミッションは不ふ可か能のうだ」と魔術師協会に別の人間を派は遣けんするよう求めたが、向こうとしては名門グレンヴィル家の息女を突つき返されるなど到とう底てい許ゆるせるはずはなく、司祭は一晩中不毛なやり取りを続ける羽目になった。

　交こう渉しように動きがあるたびに薫は電話で起こされ意い思し表ひよう示じを求められた。交渉が完全に膠こう着ちやく状じよう態たいになってやっと休むことができたのだが、その時はもう空が白み始めていた。お陰かげですっかり寝ね不ぶ足そくである。

「そんなにお疲れなら一日ぐらい休めばよろしいのに」

「いや、出席しますよ」

「若いときはもう少し不ふ真ま面じ目めに生きるものです」

　冗じよう談だんを言ったようだが、彼の口から出ると重おも々おもしい人じん生せい訓くんに聞こえた。

　薫は教室に向かった。教室が近づいて来ると、次し第だいに始し業ぎよう前まえの賑にぎやかな声が大きくなる。

　実を言えば薫は捜そう査さがあるから休まなかったのではなかった。いや、もちろんそれを蔑ないがしろにするわけではないが、何よりも学校に通うこと自体が楽しいのだ。朝早く起きて電車に揺ゆられ、授業を受け、クラスメイトとちょっとした会話をする……それだけのことがすこぶる楽しい。捜査が長引けば学期テストを受けることになるのさえ何だかわくわくして、授業中は真面目にノートを取ってしまうぐらいだ。去年の十二月までは電車の風景のように当たり前に通り過ぎて行った日々が今ではもったいなく思えた。

（きっと高校を卒そつ業ぎようするときってこんな気分になるんだろうな……僕は卒業式には出られないけど……）

　今までは任にん務むがあるから目立たないよう会話も控ひかえてきたけど、クラスメイトと一いつ緒しよに帰ってみようかな。たまにはそれぐらいいいかな？　でも巻き込んでしまったら大変だし……そんなことを考えながら薫が教室に入ると、教室の騒ぎがピタリと止まった。

　全員の目が自分に集まっていた。どうやら教室の空気を凍こおりつかせたのは自分らしい。

「……おい深ふか津つ。お客さんだぞ」

　十人ぐらいで固まっていた男子生徒の一人が言った。

「僕に？」

「ああ。朝早くからずっとお前を待ってたんだぞ。お前に電話しようと思ったんだが、誰だれもお前の携けい帯たいの番ばん号ごう知らないし……なあ、お前って何者だ？」

「な、何者って、どういう意味!?」

　思わず『エスクードに所属するエージェントで、ブラディミールの剣けん士しとかもやってます』という回答が浮かぶが、相手はそんな答えを待っているようではなかった。険しい目で薫を睨みつけ、何だか責めている感じだ。

「だってよ、普ふ通つう、貴族のお嬢じようさんが日本人を追いかけて転校して来ないだろ。何があったか知らないけど、もう許してやれよ」

「貴族の……お嬢さん……？」

　オウム返しに呟つぶやいた薫は危あやうく悲ひ鳴めいを上げるところだった。生徒の輪の中にルクレシア・グレンヴィルの姿があったからだ。しかも彼女が着ているのはこの学校の制服だった。薫と彼女の目が合う。眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが潤うるんでいた。彼女は薫から顔を逸そらし、眼鏡を外して目元を拭ぬぐった。彼女の着ている制服はどう見ても二つばかりサイズを間違えてだぶだぶなのだが、ぬいぐるみのようですこぶる可愛かわいらしかった。

　彼女はクラスの生徒たちに「ほら、行きなよ。俺おれたちがついているからさ」などと励はげまされ、おずおずと人込みから出て来た。クラスメイトの目が残らず薫とルーシアに注がれる。

　彼女は薫の前まで来ると勢いよく頭を下げた。近くの机に頭をぶつける寸すん前ぜんで薫は素す早ばやくその机を引いた。

「昨日は申し訳ございませんでしたっ！」

「いや、あの、別に気にしてないけど……」

　それはもう大おお嘘うそなのだが、瞳に涙なみだをためる少女にきつい言葉を言える薫ではなかった。

「薫さんは優やさしい人ですっ」ルーシアはピシッと薫を指さす。「わたしホントは日本に来るまですっごい不安だったんです。お仕えするのが薫さんのような方でホントによかったっ」

　クラスメイトがざわめいた。彼女が話しているのは流りゆう暢ちような日本語だ。美形の外国人の少女が瞳を潤ませて「お仕えする」などと口走る光景を目の当たりにして騒然としない方が無理だ。

（これは……まずい。僕は目立っちゃいけないのに……）

「あ、そうだ。忘れていました」

　彼女はポンと手を叩たたいて、持っていた通つう学がく鞄かばんから何かを取り出した。

「僭せん越えつながらお昼ご飯を用意させていただきました。お口に合いますかどうか……」

　彼女がおずおずと取り出したのはお弁べん当とう箱ばこだった。クラスメイトのざわめきに冷ひやかしの口くち笛ぶえと嫉しつ妬とのブーイングが半はん々はんに混じる。薫も真っ赤になって彼女の手を引っ張って廊ろう下かへと逃にげ出した。

「なんで!?　なんで僕にお弁当なんか作ってくれるの!?　そもそもどうしてこの学校に転てん校こうして来ているの!?」

　薫は「どうして昨夜はあんなふうに席を蹴けったのに、今日はお弁当を作って来てくれるの？」という意味で言ったのだが、ルーシアは少し意味を誤ご解かいした返答をした。

「はい。お師し匠しよう様がおっしゃるには『日本ではお仕えする方とは同じ学校に通い、昼にはお弁当を作っていくのが作さ法ほうだ』そうで。あの、お食事を作るのは初めてだったのですが、上う手まくできましたかどうか……」

（あ、あの悪あく魔ま……）

「それではまたお昼に。ランチをご一いつ緒しよしても……よろしいですよね？」

　不安げな様子で薫を見上げながら彼女は言った。薫は無む抵てい抗こうに「うん……」と答えた。「嬉うれしいですっ」と彼女の顔が明るくなる。背後の教室ではクラスメイトたちがことの成り行きを興きよう味み深そうに見つめていた。薫は潜せん入にゆう捜そう査さの継けい続ぞくにかなり悲観的な見けん解かいを覚おぼえ始はじめていた。

「あ、そうだ」

　彼女はまたポンと手を叩いて廊下を引き返して来ると、声を抑おさえて英語で言った。

「旧校舎の方から妙みような力を感じるのですが、いったい何なのでしょうか？」

「あ……僕が教きよう皇こう庁ちように伝わる武器を持ち込んでいるからそれじゃないのかな？」

　薫も英語で答えると、ルーシアは「ああ、なるほど」と言って自分の教室に帰って行った。

（やっぱり魔術師なんだな……）

　例の魔術師協会との交こう渉しようが解かい決けつするまで魔ま獣じゆうの骨ほねの存在は彼女には内ない密みつにしておくことになっていたので嘘を言うしかなかったが、彼女に相談できたらなと薫は思わずにはいられなかった。
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　桂かつら木ぎ真ま澄すみは二階にある自室の窓まど際ぎわに座すわり、窓の外を眺ながめていた。都心の一等地であるにも拘かかわらず、屋や敷しきの周囲数百メートルに亙わたって鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。

　手て付つかずのまま残っているこの広こう大だいな土地に食しよく指しを動かした開かい発はつ業ぎよう者しやは過か去こに何人もいたが、例れい外がいなく悲ひ劇げき的てきな結けつ末まつを迎むかえていた。なぜならここは百年も昔に銀ぎん髪ぱつの盟主ロードがこの地を住すま居いと決めたときに買かい占しめた領りよう地ちだからだ。ここは人間の世せ界かいに造られた闇やみの公こう爵しやくの領りよう事じ館かん。触ふれる方ほうが愚おろかなのだ。もう少し秋が深まると森の樹木は埋うめられた数多あまたの骸むくろの養よう分ぶんを吸すって、狂くるったように鮮あざやかな赤あかに染そまる。

　真澄はこの屋敷では新しん参ざん者ものであったが、異い例れいなことにもう個こ室しつを与あたえられていた。しかもアルフェルムの寝しん室しつの隣となりの部へ屋やである。そのため他ほかの使し徒とたちの羨せん望ぼうの的、と言うか嫉しつ妬との対たい象しようとなっていた。別に『我わが君の素す敵てきなところを語るお茶会』に呼ばれなくても一向に構わないが、八十年代の少女漫まん画がを地でいくような嫌いやがらせには些いささか辟へき易えさしていた。

　この世の不ふ浄じようを片かたっ端ぱしから集めたようなこの屋敷で、窓の外の景色けしきだけは唯ゆい一いつ澄すんでいた。少し小高い所にあるこの屋敷から眺めると、風の強い日にはまるで緑の海の中を揺蕩たゆたっているような気分になった。

　俺もずいぶんセンチメンタルになったものだな……と真澄は思うが、ふと自分もまたアルフェルムが集めた『不浄』の一ひと欠片かけらであることに気づき、口元に彼らしい皮ひ肉にくの色が浮うかんだ。

　真澄は窓際から離はなれベッドの上に腰こし掛かけると、ナイト・テーブルの上に置いてあった魔ま導どう書しよを手にした。

　かつては「復ふく讐しゆうに闇やみの力など借りない」と黒くろ魔ま術じゆつを禁きんじて精せい霊れい魔術のみを学んでいたが、今はどっぷりと闇の魔術に浸つかっていた。

　なにせこの屋敷の地ち下か室しつには魔術師協会の者が見たら卒そう倒とうしそうなとんでもないクラスの魔導書が無む造ぞう作さに積み上げられているのだ。さすがに放ほう置ちしておいたら現実世界を侵しん食しよくするような凶きよう悪あくな物だけは侍じ従じゆう長ちようのブルームクイストが別べつ室しつに保ほ管かんしており──おそらく彼がやらなかったらアルフェルムは平気でほったらかしておいただろう──まだ真澄はそこへの入室を許されていないが、時間さえあれば地下室から魔導書を漁あさって来ては黒魔術を学んでいる。危険な魔術に手を出し何度か死にかけたこともあったが、魔術の腕うでは確実に上がっているという自信があった。

（少なくともあの男は「魔族しか知らない魔術を教えてあげる」という約束は守ったことになるのか……）

　不ふ愉ゆ快かいではあったが、それは認めざるを得ない。

　しかしもう一つの約束、両親を殺した魔族の情報はまだ真澄の元に届いてはいない。果たしてアルフェルムが本当にそれを調べているのか真澄には分からない。永遠にもたらされることのない情報を待まち佗わびる真澄を嬲なぶっているのかもしれなくても、血の束そく縛ばくに囚とらわれた真澄には待つことしかできなかった。

（俺は復ふく讐しゆうの力を手に入れる……親父おやじとおふくろを殺したあの男を絶対に殺す。じゃなければなぜこんな身体からだに……）

　とそのときドアがノックされた。同じ主人に仕える使徒同士のため、放たれる気配がＩＤコードのように相手を認にん識しきする。

「どうぞ」

　本を閉じて応えると、ブルームクイストが部屋に入って来た。顔は万まん力りきで潰つぶしたように歪ゆがみ、疱ほう瘡そうの跡あとが醜みにくく残った冴さえない中年の男。最も長い間アルフェルムの側そばに仕えながら、どういったわけか最も主人に嫌きらわれている異い形ぎようの従じゆう者しや。「何百年も寝室に呼ばれたことがない。これからも呼ばれる望みはないのにそんなことも分からない」と他の使徒たちは彼を嘲ちよう笑しようしているが、真澄はこの人物が嫌いではなかった。

「我が君がお呼びですよ、真澄君」

　ブルームクイストの言葉に真澄の表情が強こわばる。

「……いったい何の用だ？」

「貴方あなたの嫌いやがるような用件ではないと思いますよ。我が君は日があるうちはあまりそういうことはなさいませんから」

「よく知ってるさ」

「でしょうな」

　ブルームクイストは表情も変えずにさらりと言った。真澄は小さく笑えみを漏もらすと、腰こしを上げてドアへと向かった。ブルームクイストは主人の待つ場所を言わなかったが、わざわざ言わなくても身体を流れる血が一階の応おう接せつ室しつにいると告げていた。

「客が来ているようだが、それと関係あるのか？」

「我が君は『黙だまって連れて来い』と申されましたので、ご自分の目でお確かめ下さい。きっと我が君は真澄君を驚おどろかせたくていらっしゃるのでしょう。羨うらやましいことですな」

　また笑いがこぼれる。ブルームクイストの自分に対する口調はいつも紳しん士し的てき、かつ皮肉にべっとりとまみれている。自分に向けられる憎ぞう悪おは屋敷のどの使徒よりも強い。その上でこういう態度を取るのは、自分がアルフェルムのお気に入りだからセコい嫌がらせしかできない他の使徒よりよっぽど真澄好みのやり方だった。だから真澄はこの侍従長が嫌いではない。

「なあ。あんた、俺のこと嫌いだろ？」

「ええ。おそらく貴方の想像している以上に」

「でも俺はあんたが嫌いじゃないよ」

「正直なところ反へ吐どが出ますな」

「でしょうな」

　真澄は先さき程ほどの彼の言葉を真ま似ねて言ってみたが、ブルームクイストはくすりともしなかった。実に気持ちのいい奴やつだと真澄は思った。
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　応接室に入った真澄は些いささか意い外がいなものを見た。アルフェルムの前に座すわっていたのは、褐かつ色しよくの肌はだをした女だった。真澄がこの屋敷で女を見たのは初めてのことだった。

　人間であるなら自分と同じ二十代の半ば。レザーのスーツに身を包み、片方の目をギター・ピックの形をした眼がん帯たいが覆おおっている。

　女はとてつもなく艶なまめかしかった。香こう水すいをつけているわけでもないのに、黒のレザーに包まれた女の肌から噎むせ返かえるほどの香気が漂ただよっていた。それはアルフェルムと同種の、食しよく虫ちゆう植しよく物ぶつが獲え物ものを捕とらえようとするかのような禍まが々まがしいものだった。図はからずも同じ男を誘ゆう惑わくする二人の官かん能のうが溢あふれ返り、応接室の中は妙みような空気になっていた。

「座りたまえ、真澄」

　アルフェルムが自分の横の席を顎あごで指して言った。主人と同じ高さに座るなどという特とく別べつ扱あつかいに、壁かべ際ぎわに並んだうら若い使徒たちの嫉妬の視線が突つき刺ささる。またくだらない嫌がらせをされるなと嘆息しながら真澄はアルフェルムの横に腰掛けた。

「紹しよう介かいしよう。こちらはあの朴ぼく念ねん仁じんの使徒でヴァルデリーだ」

　ヴァルデリーと呼ばれた褐色の肌の女は、片方だけの瞳ひとみで真澄に視線を送りながら小さく会え釈しやくする。ワイルドな容よう姿しと格かつ好こうに似合わず、洗せん練れんされた仕し草ぐさだった。

　どうやら自分はこの女と引き合わせるために呼ばれたらしい。真澄は名乗って挨あい拶さつしようとしたが、ヴァルデリーはもう真澄のことを視界にも入れていなかった。

（俺なんざ視線をくれてやるだけで十分ってことか。……ま、別にいいけどよ）

　ヴァルデリーの眼帯に描えがかれた円に三角を重ねたシンプルな図柄は、アルフェルムと犬けん猿えんの仲なかである盟主ロードトゥロワヌの紋もん章しようであった。使徒が主人の紋章を下か賜しされ、身にまとうことを許ゆるされるなどめったにない。自分のような使徒になりたての者とは格が違ちがうのだろう。悪名高い暴君アルフェルムを前にしてこんな余よ裕ゆうの表情で脚あしを組んで座っていることからして、よっぽど肝きもが据すわっているのかどこかが壊こわれているかのどちらかだ。

　ヴァルデリーはアルフェルムに言った。

「白銀ミスリルのロード。ご厚こう意いはありがたく受け取らせていただきますが、わたくしにお力ちから添ぞえは不ふ要ようです。どうぞこの国で自由に動く許可だけお与あたえください」

「そうもいかないよ。あの朴念仁は私が嫌がるのを分かってわざと君のような女を使者にしたんだろうから、ここで怒おこって無む下げにしたら私が負けたことになる」

「とんでもない。マスターはそんな意味のないことはなさいません。白銀のロードと事を構えるなどあり得ぬことです。最後に自分のお力になってくれるのは貴方あなた様さまをおいてないとお考えです」

「よく言うよ」アルフェルムは凍こおりつくような笑みを浮かべた。「君の存在そのものが私にとっては不ふ愉ゆ快かいなんだよ。見てごらんよ、そこの子を。君を見て興こう奮ふんしているじゃないか」

　ヴァルデリーの脚を盗ぬすみ見つめていた使徒が、顔を真まっ青さおにして自分の下か半はん身しんを手で隠かくした。他の使徒たちも顔を青くしていた。主人以外の者に、しかも女などに欲よく情じようを覚えるなどアルフェルムへの冒ぼう涜とくに他ほかならなかった。

「ねえ、ヴァルデリー。君の妖よう香かは正直なところこの屋や敷しきでは犯はん罪ざいだよ？」

　強きよう烈れつな殺さつ意いを薄うす皮かわ一枚で隠したようなアルフェルムの表情を見たら、たとえ同族であっても跪ひざまずいて命いのち乞ごいをするであろうが、ヴァルデリーは目を細めて笑顔を浮かべた。とてつもなく淫いん蕩とうな目め付つきだった。

「申し訳ありません。なにせこういう生き物ですので」

　ヴァルデリーはしなやかな肢し体たいをこの場の全員に見せつけるように、レザーのスーツをギチギチと軋きしませながら脚を組くみ替かえた。キリスト教の罪に男色の罪を追つい加かさせたアルフェルムさえも誘惑しようとするかのように。

「いい度ど胸きようだね。こんな度胸のある者を無下にするなどやはり私にはできないな。たとえ君のような牝猫であってもね。君があの朴念仁の命を果たすために行動をする許可を与えよう。でもそれは真澄を連れて行くのが条じよう件けんだよ」

「分かりました白銀のロード。ご厚意に甘あまえさせていただきます」

「では真澄に先さき程ほどの話をしてあげて」

「はい」

　ヴァルデリーは頷うなずいて真澄の方に身体からだを向けた。

（こいつ……）

　彼女は視線こそ自分を見てはいるが、自分にはほとんど意識を向けてはいなかった。神経の糸を伸のばしアルフェルムの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを追っている。それをアルフェルムが気づいていないはずはなく、誰もが恐おそれる白銀の魔王と無む言ごんで刃やいばを向け合っているというのに、彼女はおくびにも出さず悠ゆう然ぜんとした笑みを真澄に向けていた。

「一千年前にゲートが開いたとき、魔ま族ぞくの方々と共に向こう側の生せい物ぶつも紛まぎれ込んだわ。それは知っている？」

「ああ。これでも魔術師だからな。一いつ般ぱんに言うところの『魔ま獣じゆう』だな。だがほとんどは繁はん殖しよくすることもなく、人間に狩かられて死に絶たえたと聞いている」

「そうね。こちら側に迷い込んだ魔獣のほとんどは絶ぜつ滅めつしてしまったわ。しかしこの地にまだ生き残りがいると『夢見師』の予言に出たの。それを生いけ捕どりにして連れ帰ることがわたしの任にん務むよ」

「現存する魔獣か。確かにそんなものがいれば凄すごいが……。しかしそんなものをお前の主人は何に使うんだ？」

「とある儀ぎ式しきを執とり行おこなうために探していらっしゃると聞いているわ」

「儀式というのは？」

「行うのは我わがマスターよ。貴方じゃないわ。白銀のロードは魔獣を我がマスターに譲ゆずってくださるとおっしゃっているのに、貴方にどんな関係があるのかしら？」

　ヴァルデリーは本当に折せつ衝しようをしていた人物に視線を向けた。

「私としても渡わたりに舟ふねだよ。そんなのが私の領地に住み着いて可愛かわいい男の子を食べられちゃったらかなわないもの。ではこれで話は終わりだね。ヴァルデリー、外で待っておいで。真澄にはすぐ準じゆん備びをさせるから」

　ヴァルデリーは深々と頭を下げると、ファッション・モデルのように腰こしを揺ゆらしながら部屋を出て行った。

　アルフェルムは席を立って壁まど際ぎわへと向かった。その先には先程ヴァルデリーを見て下半身のものを勃ててしまった使徒が失神しそうな顔で震ふるえていた。下半身のものはとっくに萎い縮しゆくしていた。「あ、あの、僕は決してあの女に……」使徒は弁明しようとしたが、アルフェルムは優やさしい笑顔で首を振ふった。

「私は怒っているのではないよ。お前は私に操みさおを立てておきながら裏切った。可哀かわい想そうだけど、私は主人としてその罰ばつを与あたえなければならないんだよ。分かるよね？」

　とアルフェルムは使徒の頭を撫なでるように手を翳かざした。次の瞬しゆん間かんぐしゃりという音と共に、美び貌ぼうの少年はハンドバッグに詰つめられるほどの大きさの、ただの赤あか黒ぐろい肉にく塊かいになっていた。アルフェルムは傍はた目めにはいつもと変わらぬ様子でまたソファに腰を下ろした。

　殺された使徒の血ち肉にくを浴びた他の使徒たちは息をすることさえ恐ろしくて微び動どうだにできずにいた。口を開いたのは真澄だった。

「それで、私はあの女の邪じや魔まをすればよろしいのですか？」

「妙みようなことを言うものだね。あいつに協力しろと命じたのを聞いていなかったのかい？」

「ですが、あの女が何かを隠していることは我が君も気づいていらっしゃるはずです」

「もちろん。あの女が、私が感づいたと承しよう知ちの上で伏ふせ続けていたこともね。ずいぶんな度胸をしているよ。だが私はあの女に協力すると一度口にしたんだ。どんな相手とでも約束をしたからには私は守るよ」

　ああ、そうか……と真澄は気づいた。さっき使徒を殺した後のアルフェルムに声を掛かけることに別に恐きよう怖ふを感じなかったのは、苛いら立だち紛まぎれに自分を殺すなどアルフェルムには似に合あわないと思ったからだ。

　真澄は初めてアルフェルムに敬けい意いのような感情を覚えた。『行こう動どう原げん理りがさっぱり分からない』などと陰かげ口ぐちを叩たたかれる暴君であるが、考えてみればアルフェルムは自分の決めたルールを破やぶることは決してない。……もっとも、最初からそのルール自じ体たいが狂くるっていることが多いのだが。

「だけど、あの朴念仁が私を謀たばかって何を企たくらんでいるかには少しばかり興きよう味みがあるね。それだけはしっかり見み極きわめておいで。でもあの女は本当に危険な奴やつだよ。あの女が魔族以外を相手にして敗はい北ぼくを喫きつしたのは、私の知る限りただ一度しかない。始し末まつされないように気をつけてね。お前が死んだらきっと私は泣いてしまうよ」

「お心こころ遣づかい感かん謝しやします……」

　自分の心に芽め生ばえた感情をアルフェルムに悟さとられるのが怖くて真澄は席を立った。

　ふと真澄はアルフェルムの言葉に気になったことがあって振り返った。

「『魔族以外』と言うことは、あいつが人間に敗北したことがあると言うのですか？」

「一度だけね。何百年前だったかは覚えてないけど、ヴァルデリーは完かん膚ぷなきまでに叩きのめされて、戦いの中で片かた目めを失った。あのご自じ慢まんの美び貌ぼうを傷つけられたんだからね。今でも相当に恨うらんでいるはずだよ」

「何百年前の恨みを今も？　だって相手はとっくに死んでいるでしょう？」

「いいや、今も生きている。お前は会ったことがあるよ。偉大なる君主グラン・マスターの牙きばを与あたえられながら人間の側に踏ふみとどまり、永遠に戦い続ける運命を選んだ愚おろかな女……」

　アルフェルムは一ひと呼こ吸きゆう置おいてから言った。

「赤あか髪がみの殺さつ戮りく者しや、レイニー」




　　　　◇




　薫かおるは携けい帯たい電でん話わを切ると、大きなため息をついて旧きゆう校こう舎しや玄げん関かんの石いし段だんに腰こしを下ろした。

　放ほう課か後ごの中なか野の台だい高こう校こう。夕ゆう焼やけの色いろに染そまり始めた空の下、部ぶ室しつ棟とうからコートや校庭に向かうユニホーム姿の生せい徒とたちが薫を指さして何やら囁ささやき合いながら通り過ぎて行く。耳を澄すまさずとも内容は分かった。昨日きのうまでは『ちょっと奇き妙みような雰ふん囲い気きの転校生』ぐらいだったのに、今は学校一のゴシップの主ぬしとなっていた。

　決けつ定てい的てきだったのは昼休みだった。

　約やく束そく通どおりルーシアは薫の教室に現れた。どこで調ちよう達たつしたのかちゃんとしたサイズの制せい服ふくに着き替がえており、髪かみも丁てい寧ねいに梳とかしていた。だがなぜか彼女は自分のお弁べん当とうを持ってはいなかった。薫は猛もう烈れつな悪お寒かんを覚おぼえた。眼鏡めがねを外した彼女の瞳ひとみは明あきらかに怒いかりに満ちていたからだ。

　彼女はつかつかと薫の席までやって来ると、弁当を奪うばい取り、薫の鼻はな先さきに指を突つき付けて「ふざけないでちょうだい。何でわたしが貴方あなたなんかにこんなもの作って来なくちゃならないのよっ」と怒ど鳴なって去って行ったのである。以後、教師までもが興味津々といった眼まな差ざしで薫を見つめるのだ。こんな目め立だつ潜せん入にゆう捜そう査さ官かんがいてたまるものか。

　非ひ常じように気きの進すすまないことではあったが、事じ情じようを訊たずねるべく彼女の師し匠しように電話を掛けた。なぜこれほどまでに機き嫌げんの上じよう下げが激しいのか。なぜ「偶ぐう然ぜん街まちで会っても話し掛けないで」とまで言う彼女が同じ学校に転校して来るのか。

「だから最初から『ちょっと変わったところがある』って書いておいたじゃない。理由？　さあ。わたし知らなーい。薫ちゃんがエッチなことでもしたんでしょ～？　じゃあねー薫ちゃん。二人の間に進しん展てんがあったら教えてちょうだいねー」

　予想されたことであったがやはり薫は煙けむに巻まかれた。あの愉ゆ快かい犯はんの笑い声はまだ耳の奥おくで鳴り響ひびいている。

「話は済すみましたか？」

　薫を待っていた柏田が言った。
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「済んだと言いますか、まったく意味がなかったと言いますか……」

「奴やつの噂うわさは色々と聞いています。悪あく夢むにうなされたオーブリー様が『あの女め狐ぎつねは魔ま族ぞくに違ちがいないっ』と叫さけんだとか何とか。あの食くわせ者もののご老ろう体たいをそこまで悩なやませるとは、ある意味尊そん敬けいに値あたいしますな」

「実じつ際さいに会ったらそんな気持ちは吹ふき飛びます」

　二人は小さく笑う。こういうのもたまにはいい。やっかいな事じ態たいと向かい合わねばならないときにこそ笑いは必要だ。

「それじゃぼちぼち行きましょうか、剣けん士し様」

　薫は腰こしを上げ、旧校舎へと入って行った。

　太陽が落ち始めた明かりのない薄うす暗ぐらい校舎で、ローテーションを組む他の二人の兵士が待っていた。一人は昨日薫に陰いん険けんな態たい度どを取った若い兵士だった。

　四人は下げ水すい溝こうの入り口がある用よう務む員いん室しつへと向かった。部屋が近づくと地下からブウウウンという音が響いて来るのが聞こえた。微かすかに床ゆかが震ふるえている。兵士の誰かが唾つばを飲み込んだ。あの魔ま獣じゆうの遺い骸がいが放はなつ音が大きくなっているのだ。

「いつからです？」

「今日の朝ぐらいからでしょうか。外まで音が聞こえるようになったのはつい今し方からです」

　薫の問いに若い兵士が返答すると、柏田が顔を強ばらせた。

「……朝からだと？　聞いてないぞ」

「い、いや、一時間ごとの巡じゆん回かいで撮さつ影えいした写真を並べてみますとそれぐらいかなあと。あれが放はなつ光こう量りようとかには波なみがあるので、巡回のときはたまたまなのかと思ってたんです」

　言いい訳わけじみたことを並べる彼を助けるというわけではなかったが、柏田が何か言おうとする前に薫は割って入って言った。

「もう少し強くなったら外からでも聞こえそうですね」

「……行方ゆくえ不ふ明めいになった三人もこの音を外から聞き、見に行ったのではないかということですか？」

　薫と柏田を除いた二人の兵士の足が止まる。

「ただの可か能のう性せいです。僕が調べた範はん疇ちゆうでは、事件の日に魔獣の放つ音を聞いた人はいません」

　用務員室に着いた。兵士が書しよ架かを動かし地下への入り口を開く。音が大きくなった。空くう洞どうを抜ぬける風が風かざ鳴なりを起こしているかのようだった。

　部屋には薫が預あずけているブラディミールが置かれていた。スチールの机に赤い布が掛けられて仰ぎよう々ぎようしい祭さい壇だんが作られている。が、教きよう皇こう庁ちように伝わる聖せい剣けんを安あん置ちするというよりは、禍わざわいをもたらす忌いみ神がみが暴あばれぬよう祭まつってあるように見えた。

　薫はブラディミールを手に取った。びくんという脈みやく動どうを感じた。剣を抜くと、焼けた鉄に火が残っているように刀身が内側からぼんやりと光っていた。「それは……」と兵士たちの顔が強こわばる。

「ときおり反はん応のうするんですよ。こちら側の世界にあるべきではない存そん在ざいに。いま呼ばれた気がして抜いてみたらこの通りだった」

「……確か剣士様は昨夜もこの建物の側そばまでそれを持って来られてましたが、そのときは何もなかったのでしょうか？」

「感じませんでした。今日になってから魔獣に変化が起きてブラディミールが反応したということになりますが……」

　これはあまりいい兆ちよう候こうじゃないな……という言葉は口には出さなかった。ブラディミールはまるで斬るべき敵を感じて興奮しているかのようだった。

「お前、校舎の前で見張っていろ」

　柏田が報告を怠おこたった若い兵士に命じた。若い兵士は柏田の軽けい蔑べつの視し線せんに気づかず、「助かった」という顔で用務員室を出て行った。

「行きましょうか」

　薫が言った。三人は地下に通じる梯子はしごを降りて行った。




　　　　◇




　外で見張るよう命じられた若い兵士は煙草たばこをふかしながら旧校舎玄関脇わきの壁かべに寄り掛かっていた。

　教皇庁の誇ほこる攻こう性せい退たい魔ま機き関かんマレウスに編入されるぐらいだから、彼は決して臆おく病びようなわけではない。ただ魔術といったものに拭い切れぬ嫌悪を抱いているのだ。得え体たいの知しれない怪かい物ぶつの骨ほねも、得体の知れない剣もまっぴらだった。

　がさり、と音がした。

　若い兵士は煙草を投げ捨てて、ウェスト・ポーチの中の拳けん銃じゆうに手を伸のばす。

　が、それは不ふ必ひつ要ようだったようだ。少し離はなれた所にある並木の陰かげからこの学校の制服を着た女子生徒がこちらを窺うかがっていた。夏だというのにその上に赤いローブを羽は織おっている。

「お嬢じようちゃん。悪いけどさ、ここは工こう事じ中ちゆうなんだ。危あぶないから他で遊んでくれるかな？」

　若い兵士は小こ馬ば鹿かにした口調で言いながら女子生徒の方へ近づいて行く。しかし相手は去ろうとはせず、小さな声で何かをぶつぶつと言っていた。兵士は声を荒あららげた。

「おい小こ娘むすめ、聞いているのか？　ここは危ないからとっとと……」

　そこで彼は自分の間ま違ちがいに気づいた。彼女は日本人ではなかった。若い兵士は英えい語ごで言い直した。

「悪いけどさ、ここは工事中だから、他の場所で……」

　そこで彼の言葉は途と切ぎれ、その場に引ひっ繰くり返かえった。

「ちゃんと理り解かいできてよ、教皇庁の虫けら」

　両りよう手て両りよう脚あしを広げて悶もん絶ぜつする兵士を見下ろしながら、ルーシアは言った。彼女の魔術にやられた若い兵士は、これから丸一週間ベッドから下りられない生活を送ることになる。

　ルーシアは旧校舎を見上げて、ふふん、と笑った。

「何か隠かくしていると思ったら、こんな面おも白しろそうなのを隠していたのね」




　　　　◇




　夕ゆう暮ぐれの街を二人の闇やみの眷けん属ぞくを乗せたスポーツ・カーが走っていた。

　ハンドルを握にぎるのはヴァルデリー。真ま澄すみは助じよ手しゆ席せきで道路地図を眺ながめている。法ほう定てい速そく度どを四十キロばかりオーヴァーしていたが、フェラーリにしては控ひかえめなスピードだった。交こう通つう機き動どう隊たいがその車と出会わなかったのは警けい官かんにとって僥ぎよう倖こうと言う他ほかなかった。

　真澄は運うん転てん席せきの方をちらりと眺めた。黒いレザー・スーツの美び女じよはヘッドホンでメタリカの「Ain't my Bitch」などというド派は手でなハード・ロックを聴ききながら、涼すずしい顔で暴あばれ馬うまの手た綱づなを握っている。ただそれだけなのにハリウッドの映えい画が女じよ優ゆうが全ぜん裸らでベッドに四つん這ばいになっているよりも遥はるかに官かん能のう的てきだった。

　二人は魔ま獣じゆうの住処すみかへと向かっていた。

　ただし本当にそこにいるかはハッキリしていない。異い様ような種しゆの魔力を発はつ散さんしている物ぶつ体たいが都と内ないにあるというだけだ。昨日まではまったく気づかなかったが、どういったわけか力を強めていて、先さき程ほど真澄のアンテナに引ひっ掛かかったのだ。

「余よ裕ゆうがあるな」

　真澄はヴァルデリーに言った。

「何がかしら？」

　ヴァルデリーはヘッドホンでハード・ロックを聴いたまま、真澄の方を見もせずに応こたえた。使し徒との聴ちよう力りよくならヘッドホンの音楽など関係ない。神しん経けいを集しゆう中ちゆうすればこのスピードで走りながらも対向車線をすれ違った車の会話を聞き取れる。

「ケルベロスだっておとなしく捕つかまっちゃくれないだろ？　魔ま族ぞくさえ食くい殺ころす魔獣と戦いになるかもしれないんだぜ？」

「だからロックを聴いて気分を昂こう揚ようさせているのよ。ロックはいいわ。クラシックとはまた違う興こう奮ふんをわたしに与あたえてくれるわ。こういう音楽が現れたのは、長く生きていてよかったと思うことの一つね」

「どう違うんだ？」

「そうね……男に抱だかれるがままになっているのと、自分を抱く男を征せい服ふくするのぐらい違うわね」

　真澄は苦く笑しようした。何ともこの女らしい比ひ喩ゆだった。

「ねえ、真澄。死ぬかもしれないんだから最後にわたしを抱いておく？」

「俺が誰に仕つかえているか知ってて言ってんのかい？」

　ヴァルデリーが初めて真澄の方を向いた。片方だけの瞳ひとみに興きよう味みの色が浮うかんでいた。ただし、あまりいい種類の興味ではなかった。

「何だよ、面おも白しろいものでも見たのか？」

「誘さそいを断ことわられたのは生まれて初めてなの」

「プライドを傷つけちまったかな」

「貴方あなたは虫に刺さされたからってプライドが傷つく？　ただ理り由ゆうが知りたいだけ。同どう性せい愛あい者しやでもモノが勃たたなくなったお爺じい様さまでも、わたしが誘えば誰でもわたしの身体からだにかぶりついてきたわ」

「俺の感かん想そうを言わせてもらえば、この世にはさぞかし馬ば鹿かな男が多いってことさ。俺だったらあんたと寝ねるなんて怖こわくてたまらないね」

「残念だわ。気が変わったらいつでも言いなさい。わたしが男であることを思い出させてあげる」

　ヴァルデリーはＣＤプレイヤーのコンソールを操そう作さして、また同じ曲を最初から聴き始めた。真澄と会話してあげるのはもう終わりということらしい。

　面白い女だね……と真澄は思った。

　真澄はヴァルデリーをまったく信用していない。向こうも真澄が疑っていることぐらい分かっているだろうに、友ゆう好こう的てきな態たい度どはちっとも崩くずさない。そのくせ考えていることはまるで見せずに真澄の追つい及きゆうをするりと躱かわす。自分らが殺し合う可か能のう性せいだって考こう慮りよしていないはずがないのに「死ぬかもしれないんだから」などとさらりと言ってのける。

　だが真澄がセックスの誘いを断ったら、初めて少しムキになった。その価か値ち基き準じゆんが妙みように面白かった。真澄もまた彼女自身にほんの少しだけ興味を抱いだいた。

（……主人と肉体関係のある使徒は絶対に主人以外には身体を許さないそうだが、ずいぶんと奔ほん放ぽうな女だな。トゥロワヌの方は気にしねえのか？）

　聞いてみたくはあったが、自分の触ふれられたくない部分にも触れねばならなくなりそうだったので話題にしないことにした。真澄は自じ嘲ちよう的てきに唇くちびるを歪ゆがめた。

（あまりこの女とはやり合いたくはねえな、色んな意味で。ケルベロスを捕まえておとなしく帰ってくれりゃいいんだけどよ……）

　真澄は膝ひざの上の道どう路ろ地ち図ずに目を落とした。

　二人がこれから行く場所はこの時間ではまだ多くの人間が残っているだろう。戦たたかいになったら無む関かん係けいな人間が巻き込まれてしまうかもしれない。それはちょっと歓かん迎げいしたくないなと真澄は思った。

　真澄はシートに身体をもたれ、瞳を閉じた。

　開いたままになった地図には『中野台高校』の文字に赤ペンで丸がつけられていた。
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　薫たち三人は、遺い骸がいの唸うなり声ごえが響ひびく下げ水すい溝こうを進む。ブラディミールの光は増ましていき、ライトの必ひつ要ようさえなかった。

　昨さく夜や来たときとは何かが違っていた。息いき苦ぐるしく、空気が重く感じる。薫はこれとよく似にた忌いまわしい感かん覚かくを知っていた。九か月前、ホテル・ヒプノシスの地下にある、ゲートへと続く鍾しよう乳にゆう洞どうを下って行ったときのあの感覚であった。

　壁かべの大穴を通り、件くだんの白はつ骨こつが横たわっている部屋へと入った。

　薫は唾つばを飲み込んだ。昨夜との違いは歴れき然ぜんだった。昨夜はうっすらと青の光を放っていたのに、今は微かすかな熱を放ちながらオレンジ色に輝かがやいている。仕し留とめられた獣けものの悲ひ鳴めいのような悲しげな音が空洞内の空気を振しん動どうさせていた。

　ブラディミールが魔獣の遺骸に激しく反応していた。早くこいつを斬きらせろと薫をせっついているようだった。

「……強くなってます」

　柏田が言った。彼の額ひたいに汗あせの玉が浮かんでいた。

「えっ？」

「私には魔術のことは分かりません。だが、報ほう告こくを受けて剣けん士し様に連れん絡らくしに行く前に見たときよりも遥かに強くなっている。まるで生きているようだ」

　柏田の比ひ喩ゆは言い得て妙だった。とっくに生命いのちは潰ついえたはずなのに、炎ほのおの色いろに染まった巨きよ骨こつからは生せい命めいの鼓こ動どうさえ感じる。今にも動き出して薫たちに襲おそい掛かかって来そうだった。

「学がつ校こうを封ふう鎖さしましょう」

「承知しました。しかし剣士様。工事名目の旧校舎を閉鎖するぐらいでしたらともかく、学校そのものを閉鎖するとなると少しやっかいです。文部省経由で圧力をかけるにしても、この学校は私立ですので」

「工事中に不ふ発はつ弾だんが見つかったとでもしますか？」ともう一人の兵士。「二時間以内に自じ衛えい隊たいから本ほん物ものも調ちよう達たつして来れます」

「いや、それだと逆にやじ馬が集まって来るし、長ちよう期き間かんの閉鎖ができない……」薫は頭を働かせる。「どうせなら戦せん時じ中ちゆうの防ぼう空くう壕ごうが現校舎の方まで延びているのが見つかったことにしましょう。崩ほう落らくの危き険けん性せいがあるので全校生徒を帰らせ、工事が終わるまで休きゆう校こう。しばらくは様子を見て、こいつが落ち着いてきたら実際に工事を始めてここは埋うめ立たてる」

　兵士は頷うなずいてトランシーバを出すが、「……あれ？」と訝いぶかしげな顔をした。

「どうしたんです？」

「おかしいな、あいつ出ないんです。仕方ない、直接行って……」

　と壁の裂さけ目めの方に向かおうとした兵士は硬こう直ちよくした。いつの間にかそこには一人の少女が立っていた。

「うわ、すっごい。ケルベロスじゃないっ」

　現在、エスクード日に本ほん支し部ぶに於おいて最さい悪あくの評ひよう判ばんを誇ほこるそのイギリス人少女は、呆ぼう然ぜんとする三人の男の間を抜ぬけて魔ま獣じゆうの遺い骸がいの方へと向かう。骨の放つ光に照らされる彼女の顔は興奮に輝いていた。

「信じられないわ。協会にある古い模も写しやは見たことがあるけど、こんな完全な形で遺骸が残っているなんて奇き跡せきよ」

「あ、あの、ルーシア……何でこんな所にいるの……？」

「あら、わたしたち共きよう同どう歩ほ調ちようを取るんじゃなかったの？」

　ルーシアは如い何かにも『嘘うそっぱちです』とばかりの口調で言うと、振ふり返って一いち同どうを見み渡わたし、高こう慢まんに言い放った。

「貴方たちがお願いするんだったら、わたしが助けてあげてもよくってよ？　これ、とんでもないことになってるわよ」
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「おいっ、イギリスの小こ娘むすめ」兵士が声を荒あららげた。「上には見張りがいたはずだ。どうしてここに入って来れた!?」

「寒空の下、わたしに無ぶ礼れいな振る舞まいをした後こう悔かいでいっぱいでしょうね」

　彼女の返答に兵士は顔色を変えて拳けん銃じゆうを抜いた。しかしルーシアは冷たく兵士を一瞥し、靴くつの先で地面に一本の線を引く。

「やめておきなさい。そんな玩具おもちやで魔ま術じゆつ師しと戦って勝てると思っているの？」

　ルーシアが引いたラインに蛍けい光こう塗と料りようのような輝かがやく液えき体たいが満ちているのを見て兵士が後ずさる。

「そう、それでいいのよ。どうせ貴方たちなんか魔術のことは何も分からないんだから、わたしに任まかせておけばいいの」

　如何なる魔術を用意したのかルーシアは平へい然ぜんとエスクードの一同に背を向け、ガラス越ごしにショウ・ウィンドのきらびやかなドレスを見つめるように魔獣の遺骸を覗のぞき込こんだ。きっと彼女は金で買える物にはこんな表情をしたりはしないだろう。兵士は引き金を引く決意ができず、手を震ふるわせている。

「二人ともやめなよ。そんなことしている場合じゃないだろっ」

　と、彼女の方へ行こうとする薫の肩かたを柏田が掴つかんで止とめた。

「イギリス貴族というのはずいぶんと無ぶ作さ法ほうになったものですな」

「……何ですって」

　エスクードの者たちを相手にもしてなかったルーシアが、顔を強こわばらせて振り返る。

「彼らとは何度かやり合ったことがありますが、私の知るイギリス貴族というのは敵であっても礼れい節せつを重んじましたぞ。他人の管かん理り区くを土ど足そくで踏み荒らすような真ま似ねなど決していたしませんでした。魔そ獣れに興味がおありでしたら、まずはここの責せき任にん者しやの許きよ可かをお取り下さい」

　かーっとルーシアの顔が真っ赤に染まる。それは侮ぶ辱じよくされたことに単純な怒いかりを見せたのではなかった。彼女は自ら足元のラインを消して、柏田の前に立った。

「……言っておくけど、本当にこれってまずいわよ。早々に魔ま術じゆつ師し協きよう会かいに委い譲じようなさい。こういう物の管理はわたしたちの方が慣なれているわ」

「そのようですな。ですがここの責任者は私ではなくブラディミールの剣士様です。剣士様にお訊たずね下さい」

　全員の視線が薫に集まった。

「ぼ、僕ですか!?　だってここの管理は既すでにジャベリンに……」

「確かにそうですが、残念ながら私にはこれがどれほど危き険けんかを判はん断だんする知ち識しきがありません。ですから剣士様をお呼びしたのです。もちろん、剣士様が小こ娘むすめに触ふれさせるべきではないと決めたのなら、私が命に代かえましてもこの小娘をここから連れ出します」

　ルーシアがびくりと身体からだを震わせる。

　薫はケルベロスと言うらしい魔獣の遺骸を見た。先さき程ほどよりもさらに音と光が増ぞう幅ふくしているように思えた。薫は決断した。

「ルーシア、これを調べてくれ。この学校では三人も行ゆく方え不ふ明めい者しやが出ている。もしかするとこれが関かん与よしているのかもしれない」

「剣士様、それはっ」と兵士が食くって掛かかるが、柏田が制せいした。

「お前はさっきの打ち合わせ通り区の教育委員会に手を回して学校を封鎖する準備をしろ。長谷川司祭への連絡も忘れるな」

　兵士は不満げだったが、「行け」ともう一度促うながされて外へと走り出した。

「これでよろしかったのですかな？」

「柏田さん……貴方は僕が魔術師協会の手を借りることを選せん択たくするのを承しよう知ちで……」

「よく誤解されますが、私は見た目ほど石いし頭あたまではありませんでな。必要があるのなら異い教きよう徒との小娘の力も利用すればいいと思っております。それでは私は『退たい避ひしろ』と言われる前にここを離はなれさせていただきますが、決して無理はなさらぬよう」

　柏田は一礼してから外へと消えた。

「……異教徒のわりには物分かりのいい人ね。あの人がブラディミールの剣士だったらよかったのに」

　ルーシアは術言ワードを唱え始めた。彼女の指が描えがく幾き何か学がく模も様ようの軌き跡せきがそのまま光のラインとなって空中に焼やき付つく。形けい成せいされた魔ま方ほう陣じんの、文字とも模様ともつかぬ図形が目まぐるしく形を変える。彼女はそれを目で追った。どうやら調査のための魔方陣らしかった。

「初めて見たわ、こんなの……」

　畏い怖ふと感かん嘆たんの混まじった声でルーシアが呟つぶやいた。

「どんな物なの？」

「貴方に説明しても分からないでしょうけど、この子の遺骸に魔術的な力りき場ばが構こう築ちくされているみたい。誰かが遺骸に魔術を掛けたのか、それとも自ら魔力を帯びたかはまだ分からないけど、この子自体を核コアにしているわ」

「その力場ってやつと失しつ踪そうとの関係はあるの？　まさか、骨だけになったこいつに食われてしまったわけじゃないだろ？」

「見て分からない？　調べている途と中ちゆうよ。わたしが謎なぞを解といてあげるから貴方は見学してらっしゃい」

「ご、ごめん」

　ルーシアが空中に維い持じしていた魔方陣が横に寝ねる。そしてもう一つの魔方陣が描かれ二つは平行に重なった。上下の魔方陣の模様が抜け出し、二つの魔方陣の間の空間をぐるぐると回る。二次元の魔方陣が三次元になったという感じである。ルーシアは「ふうっ」と大きく息をつき、額の汗あせを拭ぬぐった。先程とは違ちがって魔方陣が完成してからも片方の手はそれに翳かざしたままだ。よっぽど魔力を使う魔術らしい。

「もうっ、あの馬ば鹿か娘むすめのときならこれぐらい簡単なのに……」

「馬鹿娘って？」

「……何でもない」ルーシアはぐるぐると回る模様の変化を覗のぞき込む。「何これ……意い識しき？　いくら何だって死後十数年は経けい過かした遺骸に意識が残ってるわけないのに……。いえ、違うわ。これは記き憶おくね。遺骸に記憶の残ざん滓しが残っているのが見えただけか……。『積分的物質記憶検索インテグラル・サイコメトリイ』をホールド状態で保ってもう一度微び分ぶんすれば時じ間かん軸じくが取り払はらわれて本来の姿が見えてくるかしら……」

　もはや薫には彼女の呟いていることをまるで理解できない。ただ彼女はとてつもなく難しい作業に挑ちよう戦せんしようとしているように思えた。

「今は調べるだけにしておいた方がいいと思うよ。下へ手たに干かん渉しようして暴ぼう走そうでもしたら大変だから」

「分かっているわよ、それぐらい。時じ限げん爆ばく弾だんの構こう造ぞうも分からずにいきなりネジを外はずすような真ま似ねをこのわたしが……」

　ルーシアの言葉が止まった。薫も「あっ……」と声を漏もらす。

　ケルベロスに変化が起きていた。仄ほのかなオレンジ色だった光がどんどんと白色光に近づいていき、そしてその輝かがやきが増ましていく。骨から響ひびいていた音は生いきた獣けものの叫さけび声ごえそのものとなり、耳をつんざくばかりに空くう洞どう内に響き渡わたった。

「な、何よこれ！　わたし何か干渉しちゃったの!?」

「逃にげようルーシアっ」

「もう遅おそいわよっ。わたしが抑おさえないとっ」

　ルーシアは調査の魔方陣を消すと、東洋の舞まいを踊おどるような滑なめらかな動きを添そえながら術言ワードを唱となえる。ケルベロスの遺骸が空洞内に充じゆう満まんさせた力場とは別の力がルーシアに集まっていく。

　彼女の手から生まれた薄うすい緑みどり色いろの立りつ方ぽう体たいがケルベロスを覆おおうが、あっと言う間にケルベロスの放はなつ光に侵しん食しよくされ、萎しぼんで消きえてしまう。

「馬ば鹿か娘むすめっ、出て来なさいよっ。こういうときこそあんたの出で番ばんでしょっ！」

　ルーシアは薫には理解できないことを叫び、また同じ術言ワードを唱え始めた。

　ぐんっ、と二人ふたりの身体からだがケルベロスの方に引ひっ張ぱられた。ルーシアはバランスを崩くずし、唱えかけていた魔ま術じゆつが消しよう滅めつする。

（まずいっ！）

　薫はルーシアの腕うでを掴つかみ、もはや目も開けていられないほどの光で満ちた空洞から走り出そうとする。が、ケルベロスの吸きゆう引いん力りよくはずるずると薫とルーシアを引き寄せる。

（えっ……）

　薫が手にしたブラディミールがケルベロスとは反対方向へと薫を引っ張った。いや、そうではない。その場から動くまいとしているようだ。

（抵てい抗こうしているのか!?）

　激げき流りゆうに流されるように薫の身体が浮ういた。ブラディミールだけはその場から微び動どうだにしない。薫はそれにしがみついてどうにか引き込まれぬようにする。身体が引き千ち切ぎられそうだった。手を離はなしたら恐おそろしい勢いきおいで叩たたきつけられ、まず助からない。

　だが、ケルベロスの吸すい込こもうとする力はあまりに強かった。ブラディミールを掴んだ薫の指ゆびが汗あせで滑すべり、一本、また一本と剣から離される。

（ダメ……だ……）

　全すべての指が引き剥はがされ、薫とルーシアは暴風に舞う木の葉のようにケルベロスへと飛んで行った。

（でも、叩きつけられて死んだとしたら、これまでの失しつ踪そう者しやの死体はどこに行ったのだろう？）

　光と音の洪こう水ずいの中を舞う薫には、部屋中に響くその叫び声がとてつもなく悲しげな獣けものの嘶いななきに聞こえた……。
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　最初に騒そう音おんが消えた。そして光が収おさまっていった。

　薫は恐おそる恐る瞳ひとみを開いた。強い光にやられた目が次し第だいに慣なれてくる。

　最初に薫が感じたのは冷たい床ゆかの感かん触しよくだった。でこぼことした剥むき出だしの岩いわではなく、石いし畳だたみが張はられた床の上に薫は倒たおれていた。片手はルーシアの腕を掴んだままだった。脈みやく動どうと「くっ……」と呻うめく声が聞こえた。無事のようだ。反対の手にブラディミールはなくなっていた。

（えっ!?）

　薫は驚いて起き上がった。そこは地下の下げ水すい溝こうなどではなく薄うす暗ぐらい部屋の中だったのだ。ひんやりとした空気と微かすかなカビの匂におい。かなり広く、壁かべには棚たなが作られ、樽たるの底そこがずらりと並んでいた。ルーシアも起き上がり、薫と顔を見合わせた。

　ドアが見えた。室しつ内ないは明あかりが灯ともされていなかったが、ドアの外からは微かな光が漏もれていた。

「どういう……こと？」

　ルーシアは口を開くこともできず、ただ首を横に振ふった。

　薫はドアを開いた。廊ろう下かだった。オイルランプの炎ほのおがぼんやりと照らす廊下が左右へと延びていた。薫は唖あ然ぜんとしたままドアを閉めた。

　ルーシアが腕うで時ど計けいに目を落としていた。そして彼女は一言「わたし、とんでもないことをしちゃったみたい……」と呟いた。
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　中なか野の台だい高こう校こうの旧きゆう校こう舎しやの下水溝。警けい備びの兵士の連れん絡らくを受けてやって来た十名ほどの兵士が件くだんの空くう洞どうに集まっていた。聖せい堂どうに連絡がきてから既すでに二に時じ間かん近くが経ち、上では全ぜん校こう生せい徒とと教きよう職しよく員いんの退たい避ひが終わっている。

　魔ま獣じゆうの遺い骸がいは停てい止ししたばかりの車のエンジンのように余よ熱ねつを放はなちながら静かに振しん動どうしていた。対たい照しよう的てきに集まった兵士たちの間には重おもい沈ちん黙もくが横たわっていた。

「……消えてしまったと言うのだな？」

　口を開いたのは長谷川司し祭さいだった。盟めい友ゆうであった深津神しん父ぷの養子である薫の失しつ踪そうに司祭もまた少なからず打ちのめされていたのだが、指し揮き官かんには絶ぜつ望ぼうは許ゆるされない。それを表に出すこともだ。

「その通りです」柏田が答えた。「生徒を退去させながら司祭様の到とう着ちやくを待っていると、何やら騒さわぐ声が聞こえてきました。剣けん士し様の携けい帯たいに連絡してみましたが何の反はん応のうもなく、下に降りて行きました。ですがどこを捜しても剣士様はいませんでした。あの遺骸に吸い込まれたとしか……」

「まさかこんなことになるなんてっ！」一いつ緒しよに地下に入ったもう一人の兵士が吐はき捨すてた。「異い教きよう徒との小こ娘むすめが剣士様に何かしやがったんだ。あんな奴やつはどうでもいいが、剣士様まで消えてしまうなんてっ」

「……申もうし訳わけありません。私の責任です」

　柏田が頭を下げた。沈ちん痛つうな表情が浮かんでいた。長谷川司祭は既すでに柏田から全ての事情を説明されていた。彼は自分に都つ合ごうの悪いことを隠かくすような男ではなかったし、ときには部ぶ下かの失しつ敗ぱいさえも黙だまって引き受けていることを長谷川司祭は知っている。おそらくこの事件が解決し次し第だい辞じ任にんするつもりなのだろう。

「やめたまえ。異教徒の力を借りたのは薫君の判はん断だんだ」

「彼の考え方を知った上で、私が示し唆さしたも同どう然ぜんです」

「違ちがうな。責せき任にんとは常に上に立つ者が取るものだ。君ではなく薫君であり、そして私だ。そしてそれは後で聴ちよう聞もん委い員いん会かいが決めることだ。我々に重じゆう要ようなのは目の前の事じ態たいを終しゆう息そくさせることだ」

　柏田は「承しよう知ちしました」と顔を伏ふせた。しかし辞任する意志は堅かたそうだった。

（しかしまあ、まさか薫君たち自身が新たな失踪者となるとはな……）

　長谷川司祭は壁かべ際ぎわに目をやった。そこには薫の得え物ものであるブラディミールが置かれていた。彼は剣を持ってここにいたはずなのに、なぜか剣だけが残されていたのだという。

　持ち主のいなくなった剣を前にしていると、どうしてもよくない考えが浮かんでしまう。

　この剣がないことで彼が身に及およんだ危き機きを回かい避ひできなくなるのではという強い不ふ安あんと、たとえ彼が戻もどって来なくてもブラディミールだけは教きよう皇こう庁ちように残るという冷たい計けい算さんだ。

　長谷川司祭は首を振ふった。昔ならそれを『不ふ幸こう中ちゆうの幸い』と受け止めることができたが、ソフィア・リヴィエールの死し去きよ以い降こう、長谷川司祭は少しだけ若わか者ものの死について考え方が変わってきていた。

「司祭、剣士様は帰って来られますよね？」

　柏田が彼らしからぬ口調で言った。

「無む論ろんだ。魔ま術じゆつ師しが一緒にいたというのが幸いだったかもしれん。魔ま導どうの力によって消えたのだ。もし帰き還かんが可能だとしたら、また魔導の力が必要やもしれん。ただ……」

「ただ？」

「いや……」長谷川司祭はつい漏もれそうになった悲ひ観かん的てきな言葉を飲み込む。「彼らが帰って来るまで、魔ま術じゆつ師し協きよう会かいとの折せつ衝しようが面めん倒どうだと思っただけだ。上では彼女の従じゆう者しやが拘かん禁きんされて怒いかり狂くるっているだろう？　一度、魔術師協会まで事じ情じよう説せつ明めいに行かねばなるまい。私は神じん保ぼう町ちようの協きよう会かい支し部ぶの方に行くから、君らはここを封ふう鎖さして誰だれ一人侵しん入にゆうさせるな」

　柏田は頷うなずいた。長谷川司祭は無む理り矢や理り笑え顔がおを作り、珍めずらしく冗じよう談だんを言おうと思った。

「そうそう、私がいないときにクラウディア・マルゼスという女から連れん絡らくがあっても絶ぜつ対たいにこのことは……」

　と、そのときだった。カツン、カツン、という足あし音おとが遠くから響ひびいて来た。一人……いや、二人分の足あし音おとだった。

　上で何かあったのだろうか？　用があるならわざわざ来なくてもトランシーバで連絡すればいいのに……などと思っていた長谷川司祭は周しゆう囲いの異変に気づいてハッとする。自分を除のぞいた全すべての兵士たちがガタガタと身体からだを震ふるわせているのだ。顔色を失い失しつ神しんして倒たおれてしまいそうな者もいる。

「どうした!?」

　訊たずねられた兵士は「あ、あの……」などと言葉を紡つむげない。司祭は兵士のトランシーバを奪うばい上に連絡をする。「おい、上で何かあったのか!?」しかし誰も応答しなかった。

　ごくり、と司祭は唾つばを飲んだ。足音は次第に大きくなっていく。もうそれほど遠くない場所まで来ている。

　動いたのは柏田だった。彼は得物の日に本ほん刀とうを抜き、表へと出る。長谷川司祭も壁かべの裂さけ目を抜けて下水溝の真っすぐに延びた通路に出た。柏田の手にした日本刀が手の震えでカチャカチャと音を立てていた。柏田ほどの男が震えを噛かみ殺ころせないでいた。

　ああ、そうか……と司祭は納なつ得とくした。

　戦いの世界に身を置いて今日まで生き延びて来た兵士たちは、近づいて来る足音が運ぶ圧あつ倒とう的てきなまでの恐きよう怖ふを感じ取ってしまい、硬こう直ちよくしていたのだ。遅おくればせながら同じものを肌はだで感じ、司祭の身体も震え出していた。いや、恐怖などという生なま易やさしいものではなかった。それはただの絶ぜつ望ぼうだった。確かく実じつなる死が人の姿を借りて接せつ近きんしている。しかし不ふ思し議ぎなことに、熟うれた果か実じつのような甘あまい官かん能のうが入いり混まじっていた。

「武ぶ器きを……取れ」

　柏田が命じた。だが自分の得物を握にぎれた者は半分もいなかった。彼らの魂たましいはその足音だけで完膚なきまでに叩たたき潰つぶされ、柩ひつぎの中に引きずり込まれていた。たぶん動けない兵士たちの生せい理り反はん応のうの方が『正しい』のだろう。

　足音が止まった。一直線になった通路の向こうに足音の主が現れた。一組の男女だった。

　片方はレザー・スーツに身をくるんだ褐かつ色しよくの肌はだの女。片かた方ほうの瞳ひとみを眼がん帯たいで覆おおい、もう片方の瞳には蕩とろけるような淫いん猥わいな光と殺さつ意いを浮うかべている。肩かたには大口径のショットガンを担かついでいた。

　そしてもう片方は……何と言うことだろうか。司祭はその人物を知っていた。黒いローブと杖つえを手にした魔ま術じゆつ師し。「真ま澄すみ君……」司祭は呻うめいた。つい先さき程ほどまでここにいたはずの青年の兄であったのだ。

「先せん客きやくがいるとは意外だったわね。その格かつ好こうからして教皇庁の皆みなさん？」

　レザー・スーツの女が一歩前に出て言った。

　女はどういったわけか武器であるショットガンを腰の後ろに差し、両手の手て袋ぶくろを外はずした。

「頭の中で六十まで数えなさい」

　女の言葉の意い味みを理解できる者はいなかった。女はオルガスムスを感じているようなうっとりした顔で続けた。

「もしわたしを相あい手てにして一分間生き延びれた者がいたら、わたしを好きなだけ抱だかせてあげるわ」

　女は両りよう手ての爪つめを十本の刃やいばのように伸のばすと、横の壁をそっと撫なでた。コンクリートの壁は剃刀かみそりを紙にあてがったように、何の抵てい抗こうもなく切きり裂さかれた。

「ま、無理に決まっているけど」




　　　　◇




「ねえ真澄。貴方あなた、精せい霊れい魔ま術じゆつを使えるのよね。シャワーをお願いできる？」

　全ぜん身しんに返かえり血ちを浴あびたヴァルデリーが言った。真澄は術言ワードを唱え、空気中の水分を彼女の周りに集めた。全方向からヴァルデリーにシャワーが浴びせられる。彼女は気持ちよさそうに全身の血を洗い流した。バイクに乗るわけでもないのに彼女がこんな服を着ているわけがよく分かった。これなら血を浴びてもすぐに洗い流せる。

　虐ぎやく殺さつには一分もかからなかった。子こ供どもが玩具おもちやの人にん形ぎようを叩たたき壊こわすかのように、ヴァルデリーは、容よう赦しやなく、正せい確かくに、そして楽しそうに教皇庁の兵士たちを殺していった。彼女が腕うでを振ふるうたびに輪わ切ぎりにされた新たな死し体たいが積み上がった。真澄に何一つすることはなかった。ここまで完かん璧ぺきな殺さつ戮りくを行える者を真澄は他ほかに知らない。

（いや、もう一人だけいたか……）

　だがその名前を彼女の前で口にするのはやめておいた方がいいだろう。

　あの赤あか髪がみの殺戮者との違う点があるとするなら、レイニーは殺戮に一いつ切さいの感情を挟はさまないが、この黒くろ革かわの魔女は殺戮に快かい楽らくを覚えていることだ。
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「ご苦く労ろう様さま」

　真澄は放ほう水すいを止めた。やっと身体からだの火ほ照てりが収おさまったという感じのヴァルデリーは、腰の後ろに差していたショットガンと手袋を装そう着ちやくした。

「魔ま獣じゆうがいるって雰ふん囲い気きじゃないな」

「そうね。寝ねているにしても呼こ吸きゆう音おんは聞こえないわね。でもあそこの壁の割れ目の奥おくから妙みような気け配はいを感じる。とりあえず行ってみましょ」

　ヴァルデリーは壁の割れ目の方へと向かった。彼女が殺戮したエスクードの兵士たちの死体を乗り越こえて真澄も後に続く。日本刀を使っていた男の首が転がっていた。唯ゆい一いつヴァルデリーに真正面から向かって行き、彼女の肌に傷をつけることができた男だ。

　真澄は、あの化け物のような女に立ち向かった彼の胆たん力りよくに感心した。だが彼の心に浮かんだ感情はそれだけだった。真澄は足を止めた。かつての仲なか間まが殺されるのを見ても何も感じない自分に気づいて。

（俺は心の中まで使し徒とになっちまったのかな……）

　何かがぴくりと動いた。誰かが生き残っていたのだ。その人物と目が合う。長谷川司祭だった。彼の唇が小さく動く。「真澄くん……」声にならない声でそう言った。

　どうしたらいいのか分からなかった。「可哀かわい想そうだが殺さなければならない」という感情も「助けてやらねばならない」という感情も浮かんで来なかった。

「……戻もどって来るまで生きていたら俺が殺す。だができれば死んでいてくれ」

　壁の割れ目の奥は広い空くう洞どうになっていた。そこにあったのは魔ま獣じゆうの遺い骸がいだった。既に骨となり、朽くち果はてていた。

「残念だったな。とっくに死んじまったみたいだ」

「そうね」

　ヴァルデリーの口調はまったく残ざん念ねんそうには聞こえなかった。

　真澄は目の前の遺骸に興きよう味みを覚えた。光を放つ遺骸から強力な力を感じた。骨自体が力を帯びているのではなく、骨を核コアにして何かが形作られている。真澄は空中に分ぶん析せきのための魔方陣を描えがいた。

「すごいな……こんな物を見たのは初めてだ。何か得え体たいの知れない力りき場ばが形けい成せいされている」

「何か教きよう皇こう庁ちようの奴やつらが話していたけど、誰かがこの中に吸い込まれたそうよ」

　真澄には聞こえなかった。自分より彼女の方が遥はるかに性せい能のうがいいらしかった。

「吸い込まれた？　どういう意味だ？」

「さあ。興味ないわ」

　ヴァルデリーは素そっ気けなく言ったが、真澄は興きよう味み津しん々しんだった。ぜひとも持ち帰って調べたい……などと思っていると、ヴァルデリーは何か術言ワードを唱え始めた。強きよう力りよくな破は壊かいの魔法だった。真澄ほどではないが、魔術にもそれなりに通じているらしい。

「何をする？」

「壊こわすのよ。無む駄だ足あし踏ふまされて悔くやしいから」

「そんなのもったいないぜ」

「貴方あなたの主しゆ人じんはやっちゃダメって言ったの？」

「……言ってねえよ」

　真澄は舌した打うちした。勝手にしやがれ。これでお前ともお別れだ。

（えっ……）

　真澄は我わが目を疑った。そして全身の血が凍こおりついていく。彼は口を半開きにしてわなわなと震ふるえていた。顔を背そむけた彼の目に壁かべ際ぎわに立たて掛かけられた長細い物が飛び込んで来たのだ。見覚えのある剣けんが。

（ブラディミール!!　じゃあまさかコイツの中に吸い込まれたってのはっ）

　真澄は術言ワードを完成させかけていたヴァルデリーの腕うでを掴つかんだ。

「ちょっと待てっ。今これを壊したら、中に吸い込まれた奴はどうなるんだっ!?」

　ヴァルデリーは汚けがらわしそうに真澄を払はらいのけた。

「さあ、知らないわ。わたしは貴方より魔術には疎うといもの。でも常じよう識しき的てきに考えて、入り口を壊したら二度と出られなくなるんじゃない？」

「知り合いが中に吸い込まれたんだ。だからちょっと待ってくれっ」

「嫌いやよ。わたしはそいつがどうなろうと関係ないもの」

「お前の使し命めいは魔獣が生きてたら連れ帰ることだろ!?　壊す必ひつ要ようもねえじゃねえかっ」

　ヴァルデリーが真澄を見み据すえた。顔からは皮ひ肉にくな笑え顔がおが消え、片方だけの瞳に猛もう禽きん類るいのように冷たい無む機き質しつな光だけが宿っていた。

「……これを消しよう滅めつさせることが本当の使命だと言ったらどうする？」

「何だと!?」

　手袋を突つき破って殺戮の爪が伸びた。

「正直言うとわたし、本気で貴方と寝たかったのよ。貴方のものを試ためせなかったのがとても残念だわ。さよなら真澄。この中にあるものは誰にも見せるわけにはいかないの」

　ヴァルデリーは上じよう段だんに構えた腕を振ふり下ろした。真澄は咄とつ嗟さに異い空くう間かんからケラウズランブラを取り出す。伝でん説せつの魔ま導どうの杖つえは、コンクリートをチーズのように切きり裂さく爪に負けることなく受け止めた。

「やるわね」

　ヴァルデリーは上体を下げて脚払いを放った。真澄は飛び上がって躱かわすが、すぐさま鋭するどい爪つめが迫る。背後に飛んだ真澄の首くび筋すじぎりぎりの所を鋭い爪が通り過ぎて行った。

（体たい術じゆつじゃ絶対に勝てねえな……）

　真澄は異空間の入口を作りケラウズランブラをその中に放ほうると、術言ワードを唱え始めた。真澄の右みぎ腕うでが光に包まれる。

「あら、得え物ものを捨すてちゃってわたしに勝てると思ってるの？」

「……捨てちゃいねえよ、馬ば鹿か女おんな」

　ヴァルデリーのすぐ後ろに異空間の出口ができ、そこからケラウズランブラが現れる。

「くっ！」

　彼女の背中に杖の鋭い先せん端たんが突つき刺ささり、身体を貫かん通つうして肩かた口ぐちから先が出る。

「悪いなクソ女。俺の勝ちだ」

　真澄は一気に間合いを詰つめ、ヴァルデリーの頭を掴つかむ。右腕にまとわせた爆ばく砕さい魔ま法ほうがヴァルデリーの頭で炸さく裂れつする。

　いや、そうではなかった。ヴァルデリーは寸すん前ぜんで真澄の腕を外し、真澄が魔力を炸裂させるよりも早くショート・ワードの魔術によって誘ゆう爆ばくさせていた。ヴァルデリーの片腕は残らず吹ふき飛び肩から骨ほねが露ろ出しゆつしていたが、彼女は笑みを浮かべた。真澄は自分が相手にしている女が殺さつ戮りく兵へい器きとして作り上げられた完かん璧ぺきな芸げい術じゆつ品ひんだと知った。

　ヴァルデリーの回し蹴げりが飛んで来た。真澄は両腕でガードしたが、軽々と両腕の骨をへし折られる。金きん属ぞくの塊かたまりで蹴られたような重さだった。真澄は吹き飛ばされて壁に背中をしこたまぶつけた。

　動けなかった。腕以外にも何本かの骨が折れていた。ヴァルデリーが殺戮の興こう奮ふんに顔を上じよう気きさせながら迫せまって来る。粉こな々ごなに折られた腕はとても魔術を使える状態ではなかった。

「えっ……」

　と、戸と惑まどった声を漏もらしたのはヴァルデリーだった。意い識しき朦もう朧ろうとした真澄には状じよう況きようが分からない。ただ背中の向こうから熱と光と膨ぼう大だいな力の広がりを感じた。真澄は背後を振り返る。そこにあったのは壁ではなく、ケルベロスの死し骸がいだった。

　オオオオーンッ。

　嘶いななきのような音がし、膨ふくれ上がった光に真澄とヴァルデリーは呑のみ込こまれた。








　ＡＣＴ．３　まじわりの赤Rhythm Red




　ケルベロスに触ふれたと思った瞬しゆん間かん、薫かおるとルーシアは光に包まれ、気がつくとこの薄うす暗ぐらい部屋の中にいた。

　ドアの外から微かすかに入って来る光だけで部屋は暗い。薫はぶるっと身み震ぶるいして身体からだを抱だき締しめた。部屋はひんやりとしており、半はん袖そでの服では少し寒さむいぐらいだ。壁かべにはぎっしりと埃ほこりをかぶったワイン樽が並べられている。どこかの建物の地下にあるワイン・セラーらしい。少なくとも学校の地下ではなかった。

「ここはどこなんだろう？」

「知らないわよ」

　薫が訊たずねるとルーシアは突つっ慳けん貪どんな口く調ちようで即そく答とうした。彼女の方を向くと、彼女はぷいっと顔を背そむけてしまった。何だか不ふ機き嫌げんな様子で、さっきから一言も喋しやべっていなかった。

（なに怒おこってんだろ……）

　薫はもう一度廊ろう下かを覗のぞいた。オイルランプが灯ともされた廊下が左右に長く続いていた。石いし造づくりの廊下が揺ゆれる炎ほのおでぼんやりと照てらされて不ぶ気き味みだった。ずいぶんと懐かい古こ趣しゆ味みの持ち主の屋や敷しきらしい。遠くの方から人のざわめきが聞こえるのに気づき、薫はそっとドアを閉めた。

　あのとき自分らは本当は気き絶ぜつしていて、その間に教きよう皇こう庁ちようの者たちが運び出してくれたということを考えた。が、ここは気を失った人間を寝ねかせておくような場所ではない。

（拉ら致ちされたか……ブラディミールもその時に……）

　と薫がポケットを探さぐると意い外がいなことに携けい帯たい電でん話わが残っていた。誰だれかに拉致されたならこんな物を残しておくわけはないし、ドアに鍵かぎが掛かかってないのもおかしい。薫は首を傾かしげながら携帯を開くが、地ち下かなので電でん波ぱが届かないらしくディスプレイには『圏けん外がい』の文字が点てん滅めつしていた。

（あれ？）

　ディスプレイに表示された時刻は『16：47』だった。薫がエスクードの兵士と学校の地下に入ったのが放ほう課か後ごの四時過ぎである。

「おかしいな、ほとんど時間が経たってない。ねえ、ルーシア。さっき僕らが光に包まれたとき気絶とかしなかったよね？」

「知らない」

　彼女は素そっ気けなく答える。会かい話わを拒きよ絶ぜつしているという感じだった。

「真ま面じ目めに考えてよ。僕ら、誰かにここに連れて来られたのかもしれないんだよ？」

「時計見たならそんな時間はないって貴方あなただって分かってるでしょ。わざわざ聞かないでよ」

　彼女の刺とげ々とげしい態たい度どにさすがに薫もカチンときた。

「さっきから何を苛いら々いらしているの？」

「別に。苛々しているのは貴方でしょ」

「あのさ。僕らが尋じん常じようじゃない状じよう況きようにあるのは分かるだろ？　こういうときは早そう急きゆうに状況を把は握あくしないと、対応するにも手て遅おくれになるんだ」

「バチカンの異い教きよう徒となんかに説教されたくないわ。言いたいことがあるならハッキリ……」

　ルーシアの言葉はそこで途と切ぎれた。いきなり薫が彼女の腕うでを掴つかみ、壁に身体を押おさえ付けたのである。「ちょ、ちょっと貴方、わたしに何をする……」その言葉も途切れる。薫が反はん対たいの手で口を押さえたのだ。

「……静かに。誰か来る。足音を立てないように奥おくの方に行ってて。僕がやる」

　薫はルーシアを離はなし、ドアのすぐ横で構えを取った。薫が履はいているのは金きん属ぞく板ばんを仕し込こんだ特とく製せいのシューズだ。ブラディミールのない薫の唯ゆい一いつの武器である。

　人数は二人。喋しやべりながら近づいて来る。距きよ離りが近くなり会話の内容が聞こえた。

「……今夜のパーティには何人ぐらい出席されるのかね？」

「全部で二百人近いって聞いてるよ。だけどその配はい下かの兵隊たちのを用意してやらないといけないからね。たく、忙いそがしいったらありゃしない」

「どうりで厨ちゆう房ぼうが戦争みたいになっているはずだよ。なにせあの粗そ野やな連中ときたら、腹を空すかせたら廊ろう下かを歩いている侍じ女じよだって食べちまうからね。ほら、それに城じよう主しゆ様さまの側そつ近きんの執しつ事じ」

「ああ、あの大おお食ぐいね……」

　しわがれた中年女性の声だった。危き険けんは感じない。屋敷のまかないをやっている女性たちのようだ。幸さいわいなことに女性たちはワインに用があるのではなかったらしく、薫たちが隠かくれている部屋の前を通り過ぎて行った。

　ただ一つ問題なのは、二人の会話が日本語ではなかったことだ。訛なまりがきつくて聞き取りにくかったが、フランス語のようである。

　足音はそれほど離れていない部屋に入って行き、中で何かを漁あさってまた戻もどって来た。

「やっぱり食しよく肉にく倉そう庫このだけじゃ足たりないんじゃないかい？　今のうちに牧ぼく場じようから肉を取って来た方がいいね」

「あたしゃあそこは気き味み悪わるくて嫌いやだよ。絞しめられるときの悲ひ鳴めいがいつまでも耳に残ってね。誰か男おとこ衆しゆうを行かせておくれよ……」

　ドアの木の割れ目から覗のぞくと、二人のエプロン姿の中年女性がかごを肩かたに担かついでいた。どう見ても二人とも日本人ではなかった。

（『城主様』とか『配下の兵隊』とか、とても日本だとは思えない。とすると、あのケルベロスが魔ま導どうの力を帯おびていてどこかに運ばれたと考えるしかないか……）

　二人の足音が聞こえなくなってから、薫はルーシアに訊ねた。

「魔ま術じゆつっていうのはどれぐらいの距きよ離りを飛べるものなの？」

「さあ。わたしみたいなへっぽこ魔術師しには分からないわ」

「何を怒っているか知らないけどいい加か減げんにしてよ。僕らがいなくなってみんな心配……」

　そこまで言ったとき薫の背せ筋すじにぞくりと冷たいものが走った。

（失しつ踪そう者しや……）

　自分らはもしかして中なか野の台だい高こう校こうから『失踪』しているのではなかろうか？

「……わざとらしい。初めっから頭にきてるんでしょ」

「えっ？」

「いい人ぶらないでよ。わたしが失しつ敗ぱいしたことを怒っているんでしょ」

「別に君が悪いなんて思ってないよ。むしろ僕が君を巻まき込こんじゃって申もうし訳わけないと思ってる」

「よく言うわよ。ハッキリ言ってごらんなさいよ。そういうふうな『我が慢まんしてあげている』って態たい度どが一番頭にくるの。貴方あなたなんかに見み下くだされたくないわ」

「だから僕が悪いって言ってるだろっ。ケルベロスを抑おさえてくれって頼たのんだのは僕なんだからっ」

「自分が悪いとか言いながら、なに怒ってんのよ。貴方、馬ば鹿かじゃないの」

「これは自分が悪かったと思っていないから怒っているんじゃなくて、僕が悪いと分かってくれないから……」

　言い返しながら薫は馬鹿らしくなってきた。こんな訳の分からない状じよう況きように陥おちいっているときに『悪いのはこっちだと認みとめろ』と言い争うなんて実に馬鹿らしい話だ。

「分かったよ。じゃあ悪いのは全ぜん面めん的てきに君」

「な……」

　ルーシアはしばし絶ぜつ句くした後、三つぐらい声のトーンを上あげて怒ど鳴なった。

「何ですって!?　よくもまあそんな言こと葉ばをレディに向かって吐はけたものねっ！　貴方みたいな奴やつはイギリスでは紳しん士しとは認みとめてもらえないわ。わたしが紳士とは何たるかを教きよう育いくしてあげるから、ちょっとそこにお座すわりなさいっ」

「……ほら、ルーシアだってどっちにしたって怒るんじゃないか。もうどっちだっていいから早くここから出ようよ」

　引っかけられたことに気づいてルーシアは薄うす明あかりの中でもはっきりと分かるぐらい顔を真まっ赤かにした。

「わ、分かったわよっ。妥だ協きようしてあげるわよっ」

　彼女はドアへと歩いて行った。薫も続き、廊下を覗く。左右に長く続く廊下に人の姿はない。微かすかなざわめきが聞こえるのは、先さき程ほどの二人の女性が来た方だった。

「さっきの会話からすると上は厨房になっているのかな？　見つかると説せつ明めいが面めん倒どうだから、気づかれないようにさっと通り抜ぬけちゃおう」

「……待って。言っておくことがあるわ」

　歩き出そうとする薫をルーシアが止めた。またさっきの続きかと薫はうんざりしたが、彼女の顔は真しん剣けんだった。

「ここは普ふ通つうの場所じゃないわ」

「えっ……どういうこと？　だって僕ら、あのケルベロスに吸すい込こまれるような感かん覚かくがあったじゃない？　どこか外がい国こくに飛ばされたんじゃないの？」

「それ以前の問題として、空くう間かんを移い動どうする魔術なんて存在していないのよ。移動した先に別の物ぶつ質しつが存在していると、原げん子し融ゆう合ごうを起こして大だい爆ばく発はつが起こるの。理り論ろん上じようは転てん移い先さきを、移動元の物質が占しめる体たい積せきと分子レベルまで同どう一いつに真しん空くうにしておけばいいんだけど、わたしの知しる範はん囲いではそれに成せい功こうした人間はいないわ」

　そういえば彼女がここに着いたばかりのとき、腕うで時ど計けいを見て驚おどろいていたことを思い出した。

「でも『異い空くう間かん』ってやつがあるよ。そこに物を入れたまま術じゆつ者しやが移動しまた取り出したら、結局は移動していることになるんじゃない？」

「あれは取り出し口が移動しているだけよ。テーブルの中ちゆう央おうに物を置き、反対の席に移ってそれを取るようなものね。異空間にも色いろ々いろな種しゆ類るいがあるけど、そこに入った生せい物ぶつが元の姿のままで出て来れたケースはないわ」

　魔術のことを語かたる彼女は次第に饒じよう舌ぜつになっていった。

「だから魔ま族ぞくも移動には飛行機や車を使っているのか……」

「そういうことね。でもね、それは人間の魔術研究での話。魔族の使う魔術にはわたしたち人間が知らないものも山ほどあるらしいの。あのケルベロスの遺い骸がいにすごく特別な魔術が掛かけられていて、ゲートになっていた可か能のう性せいはないわけじゃないわ」

「分かった、ありがとう。協力して一いつ緒しよにここから帰ろう」

「べ、別に礼を言われるほどのことじゃないわ。これぐらい魔術師には常識ですもの。逆に侮ぶ辱じよくなぐらいよ」彼女は顔を背けた。「それからわたしは貴方とパートナーを組むわけじゃないですからね。ここを出るまでの暫ざん定てい的てきな利り害がい関かん係けいよ」

　まあ、いいけどね……と薫は思った。

　二人はざわめきが聞こえる方へと歩き出した。

　少し奇き妙みような廊ろう下かだった。右側には一いつ切さい分かれ道みちがなく、左側には細い別れ道が幾いくつもある。どうやら大通りのようだが、ランプの明かりが途と中ちゆうで通つう路ろに隠れてしまっているところを見ると、真っすぐではなくて少し湾わん曲きよくしているようだ。そしてかなり広大な地下であった。

「あのさ、ルーシアはどうして教きよう皇こう庁ちようとのパートナーシップを一いち応おうは許きよ諾だくしたの？」

　ルーシアはむっとした顔をし、少し歩ほ調ちようを速めた。

「君は僕を嫌きらっているみたいだけど、それなのにパートナーを組むことは認めているだろ？　クラウディアさんに聞いてもはぐらかされちゃうし。正直言うと、自分を嫌っている人とパートナーを組むのは怖こわいんだ」

「……別に貴方個人を嫌っているわけじゃないわ。わたしは昔っからバチカン教皇庁そのものが嫌いなの。理由は異い教きよう徒とだから。これは分かち合えないことだから気にしないで。それなのにわたしがこの国に来たのはクソババアの策さく略りやくで仕し方かたなくよ。以上」

「どうしてそんなにクラウディアさんを嫌うの？　確かに悪人だけど、悪いときばかりじゃないよ」

「へんちくりんな言い方だけど、あのクソババアの傍はた迷めい惑わくな性格をよく言い表しているわね。でもね、悪い奴のときが遥はるっっっかに多いのよ。人の人生を弄もてあそぶような真ま似ねしてくれちゃって！」

「人生を弄ぶ!?　いくらクラウディアさんでもそれは……」

「……いいわ。あいつの仕し打うちを教えておいてあげる」

　ルーシアは自分のまとっているローブを摘つまんだ。

「魔術師には幾いくつもの階かい級きゆうがあるんだけど、わたしは今、それ以い前ぜんの見み習ならいクラスよ。これも見習い用のローブ。初心者マークを付つけて歩いているようなもので、本当はすっごく恥はずかしいの。一番下の『法ほう士し』に昇しよう格かくして、魔術師は初めて本当の魔術師の世界に入れるの。協会の書しよ庫こに入ることも許されるし、イギリスの貴き族ぞく社しや会かいでは法士以下は人間として認められないって言っても過か言ごんじゃないわ。何百年も前からそういう社会なの」

　柔じゆう道どうの白しろ帯おびから黒くろ帯おびに昇格するようなものらしい。

「法士に昇格するためには、直ちよく接せつの師し匠しようを含ふくめた同じ法ほう脈みやくの導どう士し三人の認にん可かが必ひつ要ようなの。自分で言うのも何だけど、他の二人は誰だれが審しん査さ官かんになろうともわたしを認みとめてくれるぐらいの実力にはなっているつもりよ。だけどあのクソババアったらなんて言ったと思う？　『教皇庁に行くのが昇格試し験けんってことにしましょ。二年間のお務つとめをこなさない限り、絶対にハンコは押おしてあげないわよ～』だってっ。本当なら明日にでも法士になれるのに、二年もこのローブのまま。断ったら永遠に見習いのままよっ。お父様もお母様もわたしが一人前になるのをずっと楽しみにしてらっしゃるっていうのにっ！」

「それなら師匠を替かえるとか……」

「それができるならわたしも苦労しないわよっ！」ルーシアの瞳ひとみにちょっぴり涙なみだが浮うかんだ。「師匠を替えるってのは法脈を裏うら切ぎる行こう為いだから、これまで学んできた魔術の知ち識しきを全すべて記き憶おくから消けされ、自分で独どく自じに研けん究きゆうしたノートまで没ぼつ収しゆうされ、またゼロから魔術を学び直すしかないのっ。八歳さいのときからの知識を全部よっ!?　あのクソババア、わたしが断れない状じよう況きようを作っておいてわたしを教皇庁なんかの献けん上じよう品ひん扱あつかいしやがったのっ。ぜえっっったいに嫌がらせよっ。ねえ、わたしが怒るのって間ま違ちがってる!?」

　薫はぷるぷると首を横に振った。

「き、君が正しいと思う。でも声が大きいよ。もうすぐそこが厨ちゆう房ぼうだから……」

「分かればいいのよ。とにかくわたしの前ではあのクソババアの名前は出さないでちょうだい」

　廊下を曲がった所にある階段の上から光が漏もれていた。人々の声や、フライパンの油が撥はねる音。そして香かぐわしい匂においが漂ただよってくる。やはり厨房に続いているようだ。

「ねえ、ルーシア……」

　と、横を見ると彼女の姿がなかった。

「ルーシア!?」

　薫は彼女の姿を捜す。彼女は数メートル後ろの暗くらがりで床ゆかにうずくまり、苦しそうに身体からだを震わせていた。薫は彼女に駆かけ寄よった。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　どうしたのっ」

「あ……薫さん……」

「『さん』!?」

　ルーシアは先さき程ほどとはまるで違うおどおどした表情で薫を見上げた。その瞳にじわ～っと涙が溜たまっていった。

「も、申し訳ありませんっ。わたし、とんでもない失しつ敗ぱいをやらかして薫さんをこのような所に連れて来てしまいました。何とお詫わびしてよいのやら……」

　ルーシアは鼻をすすり、「えっぐ、えっぐ」と嗚お咽えつを漏もらしながらローブの裾すそで目め元もとを拭ぬぐう。

（こ、これって……）

　もしかすると彼女は機き嫌げんが悪いとかというレベルではなく、性格が大おお幅はばに入れ替わってしまうのではなかろうか？

「あ、あのさ。さっきも言ったけど君のせいだなんて思ってないよ」

「いえ、わたしが悪いんです。わたしも言ってたじゃないですか。『空間移動なんてない』って。きっとここは天てん国ごくなんです。ああ、なんてことをっ。わたし、薫さんを殺してしまったんですね。『死んでお詫びする』と言えないところが心こころ苦ぐるしいです」

「いや、さすがに死んじゃいないと思うけど……」

　そしてさりげなく面おも白しろいことを言っている。ただ、またさっきの不毛な責任の引き受け合いのニュー・ヴァージョンが始まるのはごめんこうむりたい。

「そ、それは後にして、とにかくここから出よう」

　薫はぐすぐすと泣くルーシアの手を引っ張って、廊下の角を曲がり、その先にあった階段を上った。




　　　　◇




　むあっとした煙けむりに薫は顔を覆おおった。

　ひんやりとした地下とはうって変わり、ぐつぐつと煮にえ立たった鍋なべから立ち昇のぼる湯ゆ気げで厨房はさながら蒸龍せいろの中だった。鍋やフライパンや包ほう丁ちようが奏かなでる調ちよう理りの音の中、三十人を超こす調理人たちがほとんど殺さつ気き立った形ぎよう相そうで走り回っている。よほど忙いそがしいらしく、好こう都つ合ごうなことに薫たちに目を止める者はいなかった。

「あの……薫さん」ルーシアがそっと話はなし掛かけてきた。「天国というのは古いフランス語を使っているんですね」

「古い？　訛なまっていて聞きき取とりづらいなとは思ってたんだけど」

「違うんです。今は使われてない用よう法ほうや単たん語ごがずいぶん出てくるんです。それにここってずいぶん古めかしい厨房ですし」

　そういえば……と薫は周囲を見み渡わたした。

　地下と同じ石いし造づくりの部屋だが、そこには電気調理具がまるでない。レンジもコンロも冷れい蔵ぞう庫こもないのだ。人間が丸まるごと入りそうな鍋を煮ているのはかまどだし、換かん気き扇せんがないものだからかまどの黒い煙が部へ屋やに籠こもっている。天国かはさておき、前ぜん時じ代だい的てきな設せつ備びは『キッチン』と言うより『厨房』という言葉が相応ふさわしかった。

「天国というのはオールド・スタイルなんですね。やはり文ぶん明めいは人間を堕だ落らくさせるから最新の調ちよう理り器き具ぐは禁止されているのでしょうか？　わたしただでさえ料りよう理りが下へ手たなので、こんな施し設せつで薫さんのお食しよく事じを用よう意いできるか非ひ常じように不ふ安あんです」

「いや、だから僕らは死んじゃいないと……」

「おい、そこの二人っ」料理長らしい長いコック帽ぼうをかぶった男が、厨房の片かた隅すみでやり取りをする薫たちに向かって怒ど鳴なった。「お前ら小こ姓しようか!?　妙ちくりんな格かつ好こうしやがって。いったい誰に断ことわってここに入って来たっ」

「あ、あの……」

「何の用だ、早く言え。こっちはパーティの準じゆん備びで忙しいんだっ。じゃないとお前らをさばいちまうぞっ」

　料理長は手にしていた肉切り包丁を、ドン、とまな板いたに突つき立てた。

「城じよう主しゆ様さまからの注ちゆう文もんで、今日のパーティには生いけ造づくりを用よう意いするようにとっ」

　と薫がその場しのぎに適てき当とうなことを言った途と端たん、厨房全体がしんっと水を打ったような静けさになった。

「生け造り……だと？」

「はい。今日は賓ひん客きやくが多くみえられますから、目に楽たのしい物をとご所しよ望もうです」

「……そうか、分かった。用意しよう」

　料理長は陰いん鬱うつな顔で背を向けた。どういったわけかあれほど活かつ気きに満ちていた厨房にどんよりとした空くう気きが立ち込めていた。

「……僕、何かヘンなこと言ったのかな？」

「分からないです」

　薫とルーシアは首を捻ひねりながら厨房の外に出た。

　表に出た二人は思わず「わ……」と歓かん声せいを漏もらした。地下の広さから相そう当とう大きい屋や敷しきを想そう像ぞうしていたが、それどころかここは城しろだった。

　幅はばの広い石造りの廊ろう下かを歩く使用人たちは、高校の制服姿の薫とルーシアに奇き異いの視し線せんを送っていた。薫はそっとルーシアに囁ささやいた。

「何なに食くわぬ顔して外に出よう」

　二人が出たのは炊事場や洗濯場が集まった使用人区域だった。床も壁かべも石が剥むき出だしで、内ない装そうが施ほどこされていない。城としてもかなりの規模で、表に出ようとしていた二人はあっと言う間に方ほう向こう感かん覚かくを失うしなってしまった。

　ルーシアは周囲をきょろきょろと見回していた。生まれ持った気き品ひんに加え、無む意い識しきなのか親おや指ゆびの先せん端たんを唇くちびるで噛かむ小動物のような仕し草ぐさが可愛かわいらしく、行き交かう人々は誰もが彼女を振ふり返る。

（二に重じゆう人じん格かくってやつかな……さっきまでのルーシアとはずいぶん落らく差さがあるな）

「……ねえ、ルーシア。もっと普ふ通つうにしていた方がいいよ。僕らただでさえ怪あやしいんだから」

「ご、ごめんなさいっ」ルーシアは顔を赤くして口から指を抜ぬく。「ただ、あの……」

　眉まゆを顰ひそめながら「う～ん」と首を捻ひねる。

「どうしたの？」

「わたし、何だかここに見み覚おぼえがある気がするんですが……あ、そうだ！」

　彼女はポンと手を叩たたき、嬉うれしそうにコンタクトを外して眼鏡めがねに交こう換かんし、また周しゆう囲いを眺ながめた。しかしまたすぐに眉を顰めて「う～ん」と首を捻った。

「眼鏡に交換しても景色けしきは変わらないんじゃ……」

「はい？」

「……ううん、何でもない。もしかして来たことがある城？」

「たぶん。でもお父様とお母様に連れられて色んな国に行ったのはお師し匠しよう様に弟で子し入りする前のことなので、ちょっと記き憶おくが曖あい昧まいで……あっ、あそこの壁に掛かっているの、たぶんタペストリーですっ。紋もん章しようを見ればきっと思い出します」

「いや、この城の持ち主が知り合いだったら説せつ明めいが面めん倒どうだから、教きよう皇こう庁ちように連れん絡らくして……」

　ルーシアは廊下の先へと走り出してしまった。そこは使用人の区画から貴族の区画に変わる所で、床にはカーペットが敷しかれている。

（あれ……？）

　携けい帯たいを取り出してみたが、地上に出たというのに『圏けん外がい』の文字が点ついたままだった。アンテナは一本も立っていない。暗あん証しよう番ばん号ごうを押おして無む線せんモードに変えてみたがどこにも通じなかった。

（おかしいな。教皇庁のエージェントは世界中に中ちゆう継けいアンテナを立てているはずなんだけど……）

「ごめんなさい、やっぱり思い出せません。こんな珍めずらしい紋章、一度見たら忘れないと思うんですけれど。薫さんはこの紋章をご存じありませんか？」

「うん。ちょっと待って」

　薫はルーシアの元に行った。壁一面に黒を基き調ちようにした、黒板を三枚縦たてに重ねたほどもある大きなタペストリーが掲かかげられていた。

「やっぱり僕が見ても分からないや。でも珍しい紋章だね。円に三角を重ねただけの紋章なんて」

　そのときだった。「おいっ」という鋭するどい声が背後から飛んだ。

　振り返った薫は絶句する。そこには二人の男がいた。片方は真っ黒なローブを着た三十過ぎの貧ひん相そうな男。そしてもう一人は甲かつ冑ちゆうをまとった兵士だった。ただし兵士の甲冑の下は緑みどり色いろの鱗うろこに覆おおわれ、トカゲそのままの顔をしていた。お尻しりからは丸まる太たのように太い尻尾しつぽが生えていた。

　薫は愕がく然ぜんとする。

（こいつは使し徒と!?　いったいどういうことだ!?）

「貴き様さまら、この紋章の前で何をやっている？」

　トカゲ男は腰こしの剣けんを抜き、薫の首くび筋すじにあてがった。トカゲ男はちらりとルーシアを見てから、連れ立っていた魔術師に聞いた。

「知っている奴やつか？」

「いや、そう言われてもね。確たしかに私は魔ま術じゆつ師し協きよう会かいでも人じん望ぼうがあって顔も広い。しかし私はあくまで黒魔術師。赤ローブの見習い魔術師の名前を知らなくても責せめられることじゃないのではないかな？」

　魔術師は気き障ざったらしいポーズでもったいぶって言った。トカゲ男は小さくため息をつき、「こいつに聞いた俺おれが馬ば鹿かだった」という顔をした。そして薫に向き直った。

「答えろ、小こ僧ぞう。何をしていた？」

「あ、いや、僕は……」

　薫はすっかり混こん乱らんし、先さき程ほどのように適てき当とうな嘘うそが出てこなかった。使徒が本ほん性しようを晒さらした姿でこんな多くの人間の前にいるなんて考えられない。騒さわぎを聞きつけて周しゆう囲いに人ひと垣がきができていたが、化ばけ物ものの姿すがたに驚おどろく者ものはおらず、ただ不ふ安あんげな面おも持もちで事の推すい移いを見み守まもっている。

「ちょっと、いいかね？」魔術師が周囲の緊きん迫ぱくとは掛かけ離はなれた相あい変かわらずのもったいぶった口く調ちようでトカゲ男に話しかけた。「そっちの女の子の方だが、君たちではなく私が調べた方がいいんじゃないかな？」

「はあ？」

　トカゲ男は眉み間けんに皺しわを寄せた。薫がトカゲが顔を顰しかめるのは見たのは初めてのことであった。

「だってそうじゃないかね。君たちがこんな可か憐れんな子を調べたりしたら、手違いで殺してしまう危険性がある。その点、私なら怪け我がを負わせることなく、必要な情報を紳しん士し的てきに聞き出すことができるじゃないか。説明の必要もない自じ明めいなことだと思うが？」

　剣を突き付けるトカゲ男も突き付けられた薫も、まったく同じ表情で魔術師を見つめていた。この馬鹿は何をほざいているのだろう？　気取った喋しやべり方をしているが、ルーシアの全身を舐なめるように見つめて鼻はな息いきを荒あらくしているのだから世せ話わはない。

「ん、どうかしたのかね？　私が城主様に招まねかれた重じゆう要ような客きやくであることは知っているだろう？」

「……ああ、分かったよ。好きにしろ。その代かわり俺がいいって言うまで、頼たのむからそこで指をくわえて待ってろ」

　トカゲ男の鋭い口く調ちように気け圧おされてやっと魔術師は黙だまった。

「奇き妙みような格かつ好こうをしているな。この城で働いているふうではない。そちらの魔術師はともかく、お前は何者だ？」

　トカゲ男は薫の首にあてがっていた剣をすっと引く。鋳ちゆう造ぞうされた粗あらい刃は面めんが抉えぐるように薫の首筋の皮ひ膚ふを肉にくごと持っていく。

　だが、傷の痛みが薫に冷れい静せいさを取り戻もどさせた。自分らがどこに出てしまったかは分からないが、ここには魔ま族ぞくがいて、城の支し配はいをしている。それだけは確かだ。

　薫はトカゲ男を観かん察さつした。油ゆ断だんこそしてないが、こっちの戦せん闘とう能のう力りよくに警けい戒かいはしていない。不ふ意い打うちすれば倒たおせる。……いや、それはダメだ。他にも何人もの警備兵がいるのは間違いない。騒さわぐのは得とく策さくではない。

「誤ご解かいです。僕はこちらのお嬢じよう様さまにお仕つかえしている……」

　とそこまで言ったところで薫の言葉は轟ごう音おんにかき消された。

　薫はそれの輻ふく射しや熱ねつに顔を覆おおった。薫のすぐ横を赤せき褐かつ色しよくの塊かたまりが熱と轟音を放ちながら通とおり過すぎ、トカゲ男は炎ほのおに包まれながら弾はじき飛とばされた。

「不ふ浄じようの者ものっ、薫さんに手て出だしはさせませんっ！」

　背後のルーシアが毅き然ぜんとした声で叫さけんだ。彼女は目に涙なみだを浮うかべながら、両りよう手ての掌てのひらを正しよう面めんに翳かざしたポーズを取っていた。

　魔術を放った余よ波はで蜃しん気き楼ろうのような透とう明めいのヴェールをまとう彼女の姿は凜りんとしていたが、薫が硬こう直ちよくしているのはもちろん見とれたからではない。トカゲ男が絶ぜつ叫きようし火を消そうと床ゆかに転げ、周しゆう囲いは騒そう然ぜんとなった。気障ったらしい魔術師も唖あ然ぜんと口を開いていた。

「こ、この人間どもめっ。よくも俺に……」

　やっとのことで火を消したトカゲ男は、焼やけ焦こげた顔に憎ぞう悪おの表情を浮かべてふらふらと起き上がろうとした。

「うわあああっ！」

　薫はトカゲ男に向かってダッシュすると、サッカー・ボールのように顎あごを蹴けり上あげた。爪つま先さきに金きん属ぞく板ばんを仕し込こんだ特とく製せいのシューズがモロに入り、トカゲ男はそのまま卒そつ倒とうした。ぴくぴくと痙けい攣れんするトカゲ男は使徒とはいえ少しだけ気きの毒どくだった。

「まだ生きているとは敵ながら天あつ晴ぱれな奴やつですっ。女じよう王おう陛へい下かの名なに於おいてわたしが引いん導どうを……」

「いいから行くよっ！」

　薫はルーシアの手を掴つかんで元もと来きた使用人の区く域いきへと走り出した。

　背はい後ごの方で大おお騒さわぎしている音が聞こえ、甲かつ冑ちゆうを着た足音がこちらへと走って来る。一体や二体ではない。薫は外への出口をきょろきょろと探す。他の警けい備び兵へいも使徒ならば、身しん体たい能のう力りよくの差で追いつかれるのは時間の問題だった。

「あの……もしかしてまたわたし失敗を……」

　やっと自分らの置かれた状じよう況きようを理解したルーシアがおろおろ言う。

「いいよ、僕を助けようとしてくれたんだから」

「でもわたし、薫さんにご迷めい惑わくをかけてばっかりです……」

「後にしよう。それよりも早く外に行かないと城門が封ふう鎖さされちゃう。そしたらもうおしまいだ」

「そ、外に出れればいいんですねっ」ルーシアが周りを見み渡わたす。「薫さん、この廊ろう下かの左ひだり側がわの部屋は中なか庭にわに面めんしていたはずですっ」

　半はん信しん半はん疑ぎながら薫はすぐ近くにあった部屋に飛び込んで、ドアを閉めた。

　ルーシアの言う通り粗そ末まつな部屋には窓があり、中庭の風景が見えた。しかし部屋にはベッドに横よこになった男がいた。日に焼けた四十過ぎの体たい格かくのいい男である。

「な、何だお前らは!?」

　男は驚おどろいて起き上がった。ここは城の使用人の宿しゆく舎しやだったらしい。

「いや、あの、僕らは……」

　部屋の外に足音が近づいて来ていた。もう数十メートルの所だ。男は顔を強こわばらせて薫たちと近づいて来る音の方を見比べた。

「お前らいったい何を……」男はそこまで言ったところでふと気づいたように薫のことをじろじろと観かん察さつした。「お前、日本人か？」

「ええ、そうですけど……」

「そうか……日本人なのか」

　男の顔から険けんが剥はがれた。よく見ると髪かみは黒く、東洋人の血が混ざっているような顔立ちをしていた。

　部屋のすぐ前まで兵士の足音が近づいて来る。ルーシアが脅おびえて薫の腕うでを掴む。部屋の男は唇くちびるに指をあてて「しーっ」とやった。どうやら同じ国の血を持つ者のよしみで見み逃のがしてくれるらしかった。ドアの前を兵士の足音が駆かけ抜ぬけて行った。

「あの、外に行きたいんですが、窓を通っていいですか？」

「ああ。気をつけて行けよ。奴やつら、凶きよう暴ぼうだからな」

　薫たちは男に礼を言って窓から外に出た。男はいつまでも名残なごり惜おしそうに部屋の中から二人のことをじっと見ていた。




　　　　◇




　中庭に出た薫とルーシアは、敷しき地ちを囲かこう十メートルもの高さの城じよう壁へき沿ぞいに城門を目指した。怪あやしまれぬよう走らずに速はや足あしで歩いたが、焦あせりから次し第だいに歩ほ調ちようが速まってしまう。

　薫の焦りとは対照的に、中庭はどこかのどかな光こう景けいが広がっていた。

　太陽が庭一面に敷しかれた芝生しばふを青々と照てらし、その中をたくさんの人間が忙いそがしげに働いている。園えん芸げい鋏ばさみを持った庭にわ師しが小気味よい音を立てながら装飾刈り込みトピアリーを刈かり揃そろえ、果物くだものの入ったかごを頭に載のせた女性が汗あせを拭ぬぐいながらおそらく厨ちゆう房ぼうへと速足に向かっている。盛せい大だいなパーティを控ひかえたどこかの古城、という感じだ。

　しかし中庭には異い形ぎようの使し徒とが闊かつ歩ぽしている。あのトカゲ男と同じ甲かつ冑ちゆうを着た警けい備び兵へいだ。まだ中庭の兵士には薫たちの起こした騒そう動どうは伝わっていないらしく、普通に中庭を巡じゆん回かいしていた。

（このぶんなら門の方もまだ封ふう鎖さされてないかもしれない。もしそうだったら……）

　ルーシアの方を向くと、相変わらず周囲をきょろきょろと見み渡わたしながら、しきりに「う～ん」と首を捻ひねっている。

「やっぱり見み覚おぼえがあるの？」

「はい、たぶん。でもなんかヘンな感じなんですよねぇ……たとえばあれ」ルーシアは真新しい厩うまやを指さす。「あの厩って、壊こわれたまま放ほう置ちされていませんでしたっけ？」

「いや、その、僕は見覚えはないから……」

　薫が控ひかえ目めにツッ込むと、ルーシアは照れながら「あはは、そうですよねえ～」と頭をぽりぽりと掻かいた。薫に比べると彼女は緊きん張ちよう感かんが控え目だ。

（……しかし本当に見覚えがあるとすると、彼女は魔ま族ぞくが住すむ城しろに立ち入ったことがあるってことになっちゃう。魔ま術じゆつ師し協きよう会かいは赤あかであれ黒くろであれ魔族との交こう流りゆうは一いつ切さい禁きんじられているはずだけど、トカゲ男と一いつ緒しよにいた黒魔術師は正せい式しきな客きやくという感じだった……）

　薫の心に疑ぎ念ねんが浮かぶ。もしかして魔術師協会は密ひそかに魔族とつながっているのだろうか？　エスクードにルーシアが派は遣けんされて来たのは罠わななのだろうか？

　薫はそっとルーシアの方を見た。彼女は夏の日差しに汗だくになりながら、必死にここがどこだか思い出そうとしていた。

（……いや、違ちがう。仮に魔術師協会が裏うらで何かを企たくらんでいたとしても、彼女はそうじゃない。さっきだって僕が殺されると思って助けてくれたんだ。僕は絶対にここから彼女を連れ出してみせる）

　二人は城門の前までやって来た。

　城門前の広場はサッカー場ほどの広さもあり、中庭とは違って石いし畳だたみが敷き詰つめられていた。城門から城の正門まで直ちよく線せん距きよ離りで五十メートルほど。塁るい道どうの代かわりに色違いの石によってラインが作られ、左さ右ゆう対たい称しようの噴ふん水すいや華か美びなアーチが降り注ぐ目映い光に輝かがやいていた。

　門の前には交こう番ばんぐらいの大きさの番ばん兵ぺいの詰つめ所しよと篝かがり火びの台だいがあり、十人近い甲冑姿の番兵がいた。人間のままの姿をした者もいるが、おそらくは全すべてが使徒だろう。誰かが門を通ろうとすると書類をパラパラとめくってチェックしている。門は開いており、その向こうに歴れき史しを感じさせる石造つくりの町まち並なみが見えた。

「適てき当とうに話を合わせて。いざとなったら強きよう行こう突とつ破ぱするから、トラブルになったら門の外に走ってね」

「はい。ですけど……わたしの屋や敷しきでも門番さんってすっごく厳きびしいですよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。何とかするよ」

　薫は努つとめて軽かるく言った。

　薫たちが門の前まで行くと、三人の番兵が進み出て来て薫たちを囲んだ。二人は人間の姿で、一人はこの炎えん天てん下かではさぞかし暑あつそうな厚あつい毛け並なみの人じん狼ろうである。

　人狼がちらりとルーシアに目をやってから訊たずねた。

「魔術師か。今夜のパーティの出席者か？」

「はい、そうです」

「名を言え。今日は城に出入りする全ての者の身み元もとを確かめることになっている」

「こちらはオブライエン家のご息そく女じよ、ヘレン・オブライエン様でございます。私はその従じゆう者しやでリチャーズと申します」

　番兵の一人が詰め所から名めい簿ぼの一冊を持って来て、人狼はパラパラとめくった。

「……魔術師の招しよう待たい客きやく名簿にヘレン・オブライエンなど載のってないぞ」

「ああ、それはきっとお嬢じよう様さまの師し匠しよう様が申しん請せいを忘れたのでしょう」

「申請忘れだと？」

「はい。師匠様は何と申しましょうか、些いささかずぼらなところがありまして」

　薫は名簿を覗のぞき込みながら、いざというときのために有利な位置を取る。「失礼」と言って『赤』に分ぶん類るいされた頁ページをめくり、適てき当とうな名前を指さした。

「このお方の弟で子しにございます。お嬢様はまだ法士に昇しよう格かくされておりませんが、身み分ぶんの高たかい方ですので、将しよう来らいのために師匠様が連れて来て下さったのです。パーティまで時間がありますので街を見学しに出るだけですが、もし何でしたら師匠様にご確かく認にん下さい」

　信用されないならそれでも構わない。問い合わせに行けば少しでも番兵が減へる、と薫は計算していた。

　番兵たちは顔を見合わせた。

「呼んで来るか？」

「見習いごときで面めん倒どうはよせ。魔術師どもは城じよう主しゆ様さまが招まねかれた客だ」人狼が門を指さして言った。「通っていいぞ」

　助かった……と薫が心の中でほっとため息をついていると、ルーシアがちょんちょんと薫の服を掴つかんだ。彼女は青ざめた顔で城の正門の方を小さく指さしていた。

（げっ……）

　城から出て来た数人の兵士がきょろきょろと周囲を見み渡わたしていた。ここからでもハッキリ見える黒と緑の斑まだら模も様ようは、先さき程ほどルーシアに燃もやされたトカゲ男だった。

「では僕たちはこれで失しつ礼れいを……」

　と薫はトカゲ男に背を向けるが、少しだけ遅おそかった。

「おいっ。その二人のガキを逃にがすな!!」

　トカゲ男が大声で怒ど鳴なりながら、こちらに走って来た。薫は知らんぷりをしてルーシアの手を引いて門を抜ぬけようとしたが、城の番兵を務める兵士たちは俊しゆん敏びんだった。人狼が薫の腕うでを掴み、詰め所からも何人もがやって来て門との間に立たち塞ふさがった。既すでに全すべての番兵が抜ばつ刀とうしていた。

「さっきはよくもやってくれたなっ。俺が受けた侮ぶ辱じよくは貴き様さまらの血で償せてやるっ」

　トカゲ男が薫の胸むな倉ぐらを掴んだ。服のボタンが飛び、硬かたい鱗うろこに覆おおわれた手で薫の皮膚が切れた。

「何を言ってるんだっ。悪いのはお前だろうが！」

　薫は勢いきおいよく言い返した。

「えっ……俺？」

　被ひ害がい者しやであるはずなのにいきなり罵ののしられたトカゲ男は唖あ然ぜんとする。薫は「とぼけるなっ」とトカゲ男の胸を突いた。当然ながらトカゲ男は猛もう烈れつな勢いきおいで激げつ昂こうした。

「ふ、ふざけるなよ！　いきなり炎ほのおの玉たまを浴あびせられて、何で俺が悪いんだっ」

　掴み掛かかって来ようとするトカゲ男を番兵たちが押さえつけて止めた。「どうも一いち概がいには言えないのではないか？」という感じに薫とトカゲ男を見み比くらべる。薫は苛いら立だった演えん技ぎで人狼の手を振ふり払はらうと、つかつかとトカゲ男の前に進み出て、鼻先に指を突き付けた。

「お前の連れていた黒魔術師がお嬢様を無礼な目で見たじゃないか。お嬢様をどなただと思っている。オブライエン家のご息女だぞ。そんな真ま似ねをしてその程てい度どで済すんだのは運がよかったと感かん謝しやしろっ」

「だったらあいつを燃やしてやればいいだろうがっ。俺はあいつを客きやく室しつに案あん内ないしていただけだっ」

「ふんっ、お前も鼻の下を伸のばしていたとお嬢様は泣いてらっしゃったぞ、変へん態たいトカゲめ」

「こ、このっ。よくもまあぬけぬけとそんなでまかせを……」

「待て待て」人狼が割って入った。「よく分からないから当とう事じ者しやを連れて来い。その魔術師と、それからこっちのお嬢ちゃんの師し匠しようだ」

（……やはり無む理りか）

「お嬢様、下さがっていてください」

　薫は覚かく悟ごを決きめ、ルーシアを門の方へと押おした。彼女は薫の意い図とに気づき青ざめた顔で首を横に振る。薫は「大だい丈じよう夫ぶです」と笑え顔がおを作った。

「謝あやまる言葉を知らないと言うなら、力ずくでお嬢様に謝しや罪ざいさせてやる」

　薫はトカゲ男に向かって構えを取った。人間でありながら使し徒とに一対一の戦いを挑いどむ蛮ばん勇ゆうに、番兵たちが「ほうっ」と感嘆の声を漏もらした。

「おい、相手をしてやったらどうだ？　まさか人間に挑ちよう戦せんされて逃げたりしないよな？」

　番兵の誰かがトカゲ男を冷やかし、トカゲ男は羞しゆう恥ちに身体からだを震ふるわせた。蛮勇を好む気き質しつはどこの国の兵士でも同じようだ。番兵たちはトカゲ男を放はなし、リングを作るように遠とお巻まきに二人を囲んだ。

　薫は間合いを取りながら、弧こを描えがいて歩を進める。トカゲ男も同じように動く。半はん回かい転てんしてルーシアの姿が見えた。番兵たちはすっかり戦いに興きよう味みを移し、番兵の輪の後ろにいるルーシアには誰も注ちゆう意いを払はらっていない。

　彼女は震えながら立たち尽つくしていたが、薫がもう一度目で促うながすと、後ろ歩きにそっと門の方へと歩き出した。

（後は何とか殺されないように逮たい捕ほされ、処しよ刑けいされる前にルーシアが助けを呼んで来てくれることを祈いのるか。最さい悪あくでも彼女だけは逃げることが……）

「きゃああああっ！」

　ルーシアの大声が響ひびいた。薫たちの喧けん嘩かに注目していた一いち同どうが声の方を向くと、つっ転んだらしいルーシアが門の前で大の字になっていた。ルーシアはわたわたと慌あわてて起き上がるが、なぜか逃にげずに地面を手で探していた。そして何かを拾ひろい上あげて悲しそうに言った。

「あう～っ、また眼鏡めがねを壊こわしてしまいました……」

（う、嘘うそだろ!?）

「おいっ、小こ娘むすめが逃げようとしているぞっ。捕まえろっ」

　トカゲ男が怒鳴り、番兵たちがルーシアの方へ殺さつ到とうする。薫は彼女を助けようとしたが、いきなり後ろから殴なぐりつけられ、地面に倒たおれた。「ふざけよって。やっぱり怪あやしい奴やつだったようだなっ」トカゲ男は薫に跨またがった。

　ルーシアを囲んだ番兵たちが剣けんを抜いて彼女に突き付けた。

「やめろっ、彼女に手を出すなっ！」

　叫さけぶ薫の顔をトカゲ男が掴つかみ、地面に叩たたきつけた。口の中が切れ血の味が滲にじむ。番兵の一人が彼女の髪かみを掴んで首筋を露ろ出しゆつさせ、剣を高く振り上げた。

「……ねえ、何やってんの？」

　そのとき周囲の緊きん迫ぱくとは正反対の呑のん気きな声がし、兵士たちがびくりと動きを止めた。

　ルーシアを囲んでいた兵士の輪の中に、一人の栗くり色いろの髪をした少年が入って来た。年は十歳さいぐらい。執しつ事じが着るような燕えん尾び服ふくで小こ洒落じやれた身なりをしている。だが髪の中からぴょこんとふさふさと白い毛の生えた獣けものの耳みみが飛び出していた。人間ではない。首にはネクタイのように革かわの首くび輪わが巻かれていた。

「いったい何の騒さわぎ？　その子が何をしたの？」

「あ、あの、この娘むすめとあの小こ僧ぞうが城の中で騒そう動どうを起こしたそうで……」

　少年に訊たずねられた人じん狼ろうはすっかりしゃちほこばっていた。少年はルーシアと人狼を交こう互ごに見て言った。

「その二人、僕のご主しゆ人じん様が一いつ緒しよに連れて来た使し用よう人にんだよ」

「そ、そんな馬ば鹿かなっ！　さっきは魔ま術じゆつ師しの弟で子しとか言ってましたぞっ」

「じゃあそれでいいよ」

「はあ!?」

　人狼は唖あ然ぜんとする。

「だから、さっきまでは魔術師の弟子だけど、今からはご主人様のペット。僕と一緒にご主人様に飼かってもらうの。何か問題でもあるの？」

　人狼はぶるぶると何度も首を横に振った。少年は得とく意いげにルーシアに微笑ほほえみかけた。

「行こう。ご主人様が待ってるよ」

　少年はルーシアの手を取って、とことこと城の正門へと歩き出した。訳が分からないまま薫も後に続く。「ま、待てっ。そんなデタラメが通るか！」とトカゲ男が薫を捕まえようとしたが、他の番兵たちにまた羽は交がい締じめにされて止められた。「よせ、馬鹿っ。あの子の主人がどなただか知っているだろう！」という声が聞こえた。

「ねえ……」

　薫が少年に話し掛かけると、少年はにんまりとイタズラっぽく笑った。もしかしてルーシアが思い出せない知り合いか何かかと思ったのだが、初めて会ったのを承しよう知ちで自分らのことを庇かばってくれたようだ。だがその唇くちびるからは牙きばが覗のぞいている。『ご主人様』などと口走っていたところをみると使し徒となのだろう。

　少年に導かれるまま薫たちは城の中に入った。ルーシアは割れた眼鏡を新しい物に交こう換かんしていた。今日はちゃんと予よ備びを持って来たようだ。

「大丈夫？　もうすぐこの城で重じゆう要ような会かい議ぎがあるから、兵士はすっごい緊きん張ちようしているんだ。気をつけた方がいいよ」

「そうなんだ……ありがとう」

　薫が礼を言うと、少年はぷくっと頬ほおを膨ふくらませた。

「別に君を助けたわけじゃないよ。こっちの女の子があんな連中に乱らん暴ぼうされそうだったからさ」そして少年はルーシアの方を向き、ころりと笑顔になって言った。「僕の名前はロッコ。君は？」
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「ルクレシア・グレンヴィルと申します。ルーシアと呼んでください」

「綺き麗れいな名前だね。あっ、ルーシア。服が破れちゃってるよ」

「ああ、先程転んだときに肘ひじを擦すってしまったみたいです」

「じゃあ僕の部屋に来なよ。代かわりの服を用意するから」

「ごめんね」薫が割って入って言った。「僕らは用があるんだ」

「君はどうでもいいよ」

　薫の方がもっと破れているし血ちまで滲にじんでいるのだが、彼はルーシアにしか関心がないらしい。彼女の手を引っ張り「ねえねえねえ」と駄だ々だっ子そのままにねだる。魔族の牙を受けた使徒は人間のときより遥はるかに老ろう衰すいが遅おそくなるので見た目は子供でも百ひやく歳さいを超こえることもあるが、彼は外がい見けん通どおりの年ねん齢れいのようだ。

　ズシン、と重い足音がした。

「何を騒さわいでいる？」

　いつの間にか薫たちの後ろに、人間の大人の二倍もの身長がある衛えい兵へいがいた。鎧よろいは身に着けていなかったが、それはその衛兵が全身を硬い岩で覆おおわれた石巨人ゴーレムだったからだ。

「うるさいなっ。僕はルーシアと話しているんだからあっち行ってよっ」

　ロッコが怒ど鳴なると石巨人ゴーレムは顔を引きつらせた。その拍ひよう子しに顔が崩くずれて小こ石いしがぱらぱらと落ちた。石巨人ゴーレムは「失礼しましたっ」と言ってどすどすと逃にげて行った。

（……相当の身分の主人を持っているんだ）

「ご主人様に迷めい惑わくじゃない？」と薫は聞いた。

「僕の部屋とご主人様の部屋は別だよ。それに今はお留る守すのはずだし。だけどご主人様は人間が来たからって嫌いやがるような心の狭せまい方かたじゃないんだからねっ」

　ロッコはぷいっとそっぽを向いた。ずいぶんと扱あつかいが違ちがうものである。

　薫は城門の方を見る。先さき程ほどの番兵やトカゲ男が言い争いながらこちらの方を見ていた。今はロッコがいるから手て控びかえているようだが、あの様子では咎とがめられずに通り抜ぬけるのは不ふ可か能のうだ。この少年はあんなデタラメで番兵が折れるしかないほどの主人を持っている。今はこの少年と一緒にいた方がいい──そう判はん断だんした薫は口だけ動かしてルーシアに「世話になろう」と言った。

「お言葉に甘あまえさせていただきますわ、ロッコさん」

「ホント!?　じゃあ行こうっ」

　ロッコは嬉うれしそうにルーシアの手を引いて城の奥おくへ歩き出すが、数歩進んだところではたと立ち止まり、ルーシアのことを見上げた。

「あのさ……助けてあげたんだから、僕のお願いを聞いてくれないかな……？」ロッコは恥はずかしそうにもじもじとする。「あのさ……よかったら……ほんとによかったらだけど、頭を撫なでてくれないかな……」

「頭をですか？」

「うん。嫌いやじゃなかったらでいいんだけど……」

「いいですよ。命を助けていただいたんですから」

　ルーシアが頭を撫でてあげると、ロッコは気持ちよさそうに目をつぶり、まるで子こ犬いぬのように耳をパタパタと動かした。




　　　　◇




　薫たちはロッコに連れられて城の三階まで来ていた。ロッコは「服を探して来るね」と言って部屋を飛び出して行き、今は薫とルーシアだけだ。薫は警けい戒かいしたが、自分らを油ゆ断だんさせておいて兵士を連れて来るぐらいなら、最初から門で助けたりはしないだろう。

　彼に案内されたのは物置きを思わせる小さな部屋だった。綺き麗れいに片付けられている、と言うより大きなベッドが部屋の真ん中にどんとあるだけだった。ただ城の正面に面しており、窓から街並みが一いち望ぼうできた。

　隣にある彼の主人の部屋をそっと覗のぞいてみた。こちらは途方もなく豪ごう華かで、特別な賓ひん客きやくのための部屋に違いなかった。

　対して彼に用意されたベッドは藁わらの束に麻布を被せただけの粗そ末まつな代物で、白い毛がいっぱい付いていた。ルーシアはそれを取ってあげながら「主人とはずいぶん差がありますね……」と言った。

「首くび輪わを付けられていたし、あんまりいい扱いはされていないのかもしれないね」

　薫は窓から外を眺めた。正門には相変わらず多くの番兵が詰つめている。ほんの百メートル先は城じよう壁へきを越こえて街なのだが、それがとてつもなく遠い。

「お待たせーっ」

　ドアが開きロッコとそれから十代後半の二人の男女が入って来た。彼らは皆みな、顔が見えなくなるほどの大量の服を抱かかえていた。それらがどさりとベッドの上に山積みにされると、ルーシアは「まあっ」と顔を綻ほころばせた。お嬢じよう様さまのルーシアでさえ歓かん声せいを上げるほどのとびっきりの衣い装しようが、カジュアルからフォーマルまで揃そろっていた。

「ごめんね、手伝ってもらっちゃって」

　とロッコが一緒に来た男女に言った。

「いいんですよ、お世話になっていますから」とにっこり答えた女性と薫の目が合った。女性は目を見開いて薫を見つめた。「あら……日本の方ですか？」

「ええ、そうですけど……」

　二人はじろじろと薫を眺ながめる。二人とも黒くろ髪かみをした東洋系のハーフのようである。さっき助けてくれた中年男性もそうだったが、日本人にイタリア人とフランス人の違いが分からないよう、欧米人にも中国人と韓国人と日本人は区く別べつがつかなそうなものなのだが、日本に縁ゆかりの深い土と地ち柄がらなのだろうか？

「ねえ、いいの？　パーティの準じゆん備びがあるんじゃない？」とロッコが言う。

「ああ、そうでしたわね。いま何なん時じか分かります？」

「あ、ちょっと待って」薫はポケットから携けい帯たいを取り出して開いたが、ディスプレイの数字は夜の七時過ぎだった。どう見てもこの世界の時じ刻こくとは違う。「ごめん、時と計けいが止まっていたみたい」

「じゃあしょうがないですね」

　二人はぺこりと頭を下げて去って行った。

「どんなのが好きか分からなかったから、色々持って来たよ。好きなのを選んでね」

「立りつ派ぱなドレスばっかりですね」

「夜にパーティがあるんだよ、盛せい大だいなパーティが」ロッコは服の山の中から真っ赤なドレスを引っ張り出した。「これなんかどう？　ルーシアには赤が似合うと思うよ」

　ロッコは褒ほめて貰もらいたいらしく耳をぱたぱたと動うごかして甘あまえた顔でルーシアを見つめる。首輪のせいでますます子犬のようである。ルーシアはロッコの頭を撫なでてあげた。

「素す敵てきですね。でもごめんなさい。パーティには出席できそうにないんです」

「そうなの……残念だなぁ。ルーシアはパーティの主しゆ役やくになれると思うんだけどなぁ」

「あの……ところでこれってみんな女性用の服のようですが、薫さんのは？」

　ロッコは服の山に手を突つっ込み、面めん倒どうくさそうに一いつ着ちやくを薫に突き出した。使し用よう人にんが着るらしい粗そ末まつな服である。清すが々すがしいぐらいに薫のことはどうでもいいらしい。

「あのさロッコ君。悪いんだけど、着き替がえたら一いつ緒しよに来て僕らを門の外まで出してくれないかな？」

　薫が頼たのむとロッコは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「お願いします」

　ルーシアが重ねて言うと、今度は悲しそうな拗すねた顔で唇くちびるを尖とがらせた。耳がぺたんと寝ねてしまっていた。

「もう行っちゃうなんて僕、寂さみしいな……」

「わたしたち行かなくてはならない所があるんです。でもあの門番さんたちはわたしたちのこと、出してくれなくて困こまってるんです」

「う～ん」ロッコはしばし悩なやんで言った。「じゃあさ、パーティに出てからにしようよっ。ね、いいだろ!?」

「いえ、あの、わたしたちは……」

「これで決まりだね。じゃあ僕は用があるから行くけど、パーティの前には戻もどって来てね」

　ロッコはさっさと部屋を出て行ってしまった。

「弱りましたね……。パーティに出ますか？　わたし、本当のことを言いますとちょっとだけ興きよう味みがあります」

　薫は首を横に振ふった。

「自分らで何とか抜け出す方法を見つけよう。せっかく着替えも手に入ったことだし、この服なら城の中を歩いていても目立たな……」とそこまで喋しやべったとき、自分がいたら彼女は着替えられないことに気づいた。「あっ、ごめん！　今すぐ出て行くよっ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ほら」とルーシアはブラウスを少しめくり上げた。彼女はブラウスの下に、夏場だというのにずいぶん暑あつそうな黒いシャツを着込んでいた。「下にこれを着てますから。貴き賓ひん室しつの前で着替えていたらすぐに捕つかまっちゃいますよ。でも……やっぱりちょっと恥はずかしいですから、こっちは見ないでくださいね」
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「み、見ないよっ」

　二人は背を向けて着替え始めた。しゅるしゅると布ぬのが擦すれる音が聞こえてきて薫は真っ赤になる。

　間に耐たえられなくなり、薫はずっと気になっていることを訊たずねた。

「あのさ……聞いちゃ悪いことかもしれないんだけど、君って、その、性格がいきなり変わったりするよね……」

　彼女の動きが止まる。そして掠かすれるような声で「はい……」と言った。

「二に重じゆう人じん格かくとかそういうやつ？」

「そんな……感じです」消えそうな小さな声だった。「わたし、子供の頃ころからこれのせいで友達とかあまりいなくて。だってほら、仲良くなって親しいお付き合いをしていたら、わたしがおかしいってことがバレちゃうじゃないですか。わたしの家ってイギリスでも有名な貴族だから、わたしみたいなおかしな娘むすめがいたら色いろ々いろと困こまっちゃうんです。お父様もわたしをあまり外に出さないようにしていたし……。あ、でもお師し匠しよう様は『あんたは楽しいわよ。毎日目まぐるしくって、うんざりするほど飽あきがこないわ』って言ってくれました。わたし、あのときからお師匠様が大好きになりました」

　ルーシアは「あはは、それにしたってお師匠様らしい言い方ですよね」と笑ってみせたが、ちっとも楽しそうではなかった。

　彼女は震ふるえる声で薫に訊ねた。

「……薫さんはこういう女の子と一緒にいるの嫌いやですか？」

「そんなことないよ」

「そうですか。よかったです……」

　力なく言って彼女は黙だまってしまった。こんな質問なんかしなければよかったと薫は思った。

　薫は着替えを終えた。彼女の動きは止まったままだった。「う……くっ……」という小さな声が聞こえた。

「ほんとにごめん。でも僕は……」

　背後でガタンとテーブルにぶつかる音がした。そして「くうっ！」と苦しそうにルーシアが悶もだえる。

「どうしたのっ」

　反射的に薫が振り返ると、上半身だけ着替えを終えたルーシアが床ゆかにうずくまっていた。デジャ・ヴュ……いや、そうではない。つい先さき程ほどワイン・セラーから厨ちゆう房ぼうに続く廊ろう下かでまったく同じ光景を見ていた。

（ま、まさかこれ……）

　彼女は顔を上げ、薫を睨にらみつけた。恐おそろしく刺とげ々とげしい表情だった。

「この変へん態たいっ！　着替えのときにレディと一緒にいていいわけないでしょっ。とっとと出て行きなさい！」

「へ、変態って。君だって『外で着替えたら捕まっちゃう』って……」

　と、薫の目に彼女のすらりとした真っ白な素す足あしが飛び込んで来る。彼女は下半身は下着だけだった。薫は反論も忘れて硬こう直ちよくし、薫の視線に気づいたルーシアの頬ほおが紅こう潮ちようした。

　ルーシアは黒いセーターで下着を隠かくしながら立ち上がると、反対の手を大きく振りかぶった。

「違ちがうよっ。わざとじゃないってばっ」

「黙りなさいっ、この痴しれ者！」

　薫は頬を張り飛ばされ、部屋を追い出された。
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　辺りを気にしながら薫は部屋の前でルーシアが着替え終わるのを待っていた。顔にはまだルーシアの手ての跡あとがくっきりと残っている。

（気のせいかな……）

　薫が考えていたのはルーシアのことではなく、ロッコが連れて来た二人の男女のことである。ルーシアがしきりにこの城に見み覚おぼえがあるとか言っていたせいか、自分も何だかあの二人に見覚えがある気がしてならなかったのだ。

　部屋の中から「いいわよ。お入りなさい」という声がした。

　彼女は薄うすい山やま吹ぶき色いろのシンプルなドレスに、魔ま術じゆつ師し協きよう会かいのローブを羽は織おったコーディネイトだった。ボサボサだった頭も丁てい寧ねいに梳すいてあり、そして眼鏡めがねを外していた。

「あのさ……何でいちいち眼鏡を外すの？」

「外しているんじゃないの。今のわたしが基き本ほんなの。あいつが『痛いたいから嫌いやだ』って眼鏡をつけてるだけ。それより、その、あの……」

　と彼女は恥ずかしそうに口ごもった。

「ち、違うよ。本当にわざと覗のぞいたんじゃないんだって」

「そ、それは犬いぬに咬かまれたと思って忘れてあげるわよっ。そうじゃなくて、わたしがトカゲ男を燃やしたことよっ。今のわたしだったらあんな馬ば鹿かなことぜえっっったいにするわけないけど、一応あいつもわたしだから、念ねんのため悪わるいと思っているとは伝えておくわ」

「いいよ別に。気にしてないから」

「う、嘘うそおっしゃい！　本当は怒おこってるんでしょっ。お陰かげで脱だつ出しゆつのチャンスを逃のがしちゃったんだからっ」

「何でルーシアはそこで怒るんだよっ。だから僕は本当に……」

　お互いの鼻先に指を突きつけ合っていた二人は、さっきと同じ展開に気づいて同時に苦笑いした。

「とりあえず今はやめといてあげるけど、この借りはいつか返すから覚えておきなさい。でも……さっきみたいにわたしを逃にがそうと自分が犠ぎ牲せいになるような真ま似ねだけは二度としないでちょうだい。わたし、そういうの嫌なの。あの子も薫を置いて逃げるのは嫌がっていたわよ。でも貴方あなたの言うことは聞かないといけないって思って仕方なく逃げたんだから。ただでさえ馬鹿な子なんだから、悲しませないであげて」

「……ごめん」

「薫はすぐに謝あやまるのね。ま、謝れない奴やつよりはいいけど。それでどうやってここから脱出するかアイデアはある？　あの馬鹿娘じゃないけど、わたし、本気でパーティに出てロッコ君の機き嫌げんを取る道を選びたくなってきたわ」

「ちょっと考えていたんだけど、お城なら抜ぬけ道とかないかな？　ルーシアがここに来たことあるなら知ってるんじゃないかなって」

「悪くないわね。でもどうしても思い出せないのよね。確かに来た気がするんだけど……」

　ルーシアはせっかく梳かした頭をぽりぽりと掻かく。彼女はもう一人のルーシアを別人のように言うが、それはもう一人の彼女と同じ仕し草ぐさだった。

　黙った二人は外の喧けん噪そうに気づいた。

「何かしら？」

　二人は窓まど際ぎわへと寄った。先程までいた城門前の広場に多くの者が集まっていた。優に数百人。兵士だけではなく、ドレスを着た者や使用人もいる。人々は左右に分かれてぴしりと整せい列れつし、城までの道を作っていた。

　馬車の音が聞こえた。城門前の人々は喋しやべるのをやめ、一いつ斉せいに頭を下げる。その中を一台の真っ白な馬ば車しやが城門から入って来た。

「ねえ……」

「うん……」

　二人はそれだけしか口を開けなかった。だが意志は通じた。

　怖こわいのだ。結けつ婚こん式しきのパレードで使われそうな冗じよう談だんめいたぐらいに気き取どった馬車が通っているだけなのに、禍まが々まがしいまでの気け配はいが城の三階にいる薫たちの元まで届いていた。城門前に整列した者たちは、喋ることはおろか身じろぎさえできず、緊きん張ちようの糸いとを張はり詰つめていた。

　馬車が止まり、中から現れた軽けい薄はくな服を着た男の姿を見た瞬しゆん間かんに薫はその訳を理り解かいした。震ふるえる唇くちびるがその男の名を紡つむいだ。

「アル……フェルム……」

　銀ぎん色いろの髪かみが太たい陽ようを反はん射しやしてきらめいた。馬車から降りたのはロードの一人、白銀ミスリルのアルフェルム──兄の真ま澄すみを咬かんだ男だった。

「薫……あれを見て」

　城から黒こく衣いに身みを包んだ男が現れた。全身から漲みなぎる凄すさまじいまでの威い圧あつ感かんが、男をさらに大きく見せていた。アルフェルムの禍々しさとはまた別べつ種しゆの恐きよう怖ふ。純じゆん然ぜんたる暴ぼう虐ぎやくが黒いマントにどうにか覆おおい隠かくされて歩いているようであった。

　黒衣の男は悠ゆう然ぜんと歩を進め、アルフェルムの前に立つと、手を差し出して言った。

「よく来てくれたな、アルフェルム卿きよう」

「君の招待を私が断るわけないじゃないか。私と君の仲だもの」

　アルフェルムが握あく手しゆに応じると、広場を埋うめ尽つくした者たちが一斉に拍はく手しゆをし、歓かん声せいに包まれる。白と黒の男の会話はもう聞くことができなかった。

　アルフェルムと対等に握手ができる男がいるとしたら、薫は一人しか知らない。

　トゥロワヌ──。

　この地に現存する魔ま族ぞくを束ねる、エスクードにとっての最大の脅きよう威い『漆黒ノワールの盟主ロード』。

「……やっと思い出したわ。ここはウィーンのエンカーナシオン城よ。どうりで見たことがあったと思ったわ。わたしが来たときとは景色が変わり過ぎていてすぐには分からなかったけど」

　薫は「えっ……だって……」と戸と惑まどった。薫もその名を知っていた。教きよう皇こう庁ちようでは有名な城であった。

「だってそれってトゥロワヌが根ね城じろにしていた城じゃないか」

「ええ。現在は魔ま術じゆつ師し協きよう会かいの管かん理り下かにあるわ。ちょっといわく付きの城でね、わたしも見けん学がくに行ったことがあったってわけ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。トゥロワヌがまたあの城に戻もどったって言うの!?　トゥロワヌの居い場ば所しよをずっと教皇庁は捜し続けているんだ。ウィーンなんて大きな都と市しに、しかも多くの人間を働かせて君くん臨りんしていたら教皇庁が気づかないわけがない」

「だから『現在は』って言ったじゃない。……ねえほら、城じよう壁へきの外の街を見てみてよ。ビルもなければ一いち台だいの車も走っていない。空には飛行機もない。あるのはレンガと石の街だけ……。どうりでこの城の連中は古いフランス語を使うと思ったわ」

　薫はルーシアの言わんとしていることを察さつし慄りつ然ぜんとした。ルーシアは謎なぞを解といた名めい探たん偵ていというよりは、館やかたに殺さつ人じん鬼きが紛まぎれ込んでいることに気づいたホラー映えい画がの登場人物のような顔で言った。

「確か十三世紀までだっけ？　トゥロワヌがこの城に住んでいたのは」

　彼女は、自分らが時間を遡さかのぼったと言っているのだ。薫はどうにか「そんなこと……できるの？」と呻うめくように聞いた。

「困ったことにそっちは空くう間かん移い動どうどころの話じゃなく、理り論ろん的てきにも不ふ可か能のうって言われているのよね。パラレル・ワールドとか、不確定性理論シユーレデインガーの猫ねことか、もはや哲てつ学がくの問もん答どうなのよ」

「じゃあ……」

「決まってるでしょ。少なくともここにはトゥロワヌとアルフェルムがいるのよ。こんな所にいるなんて冗じよう談だんじゃないわ」ルーシアはスカートを翻ひるがえしてドアへと向かう。「地下に抜け穴があるわ。そこから城の外に逃げましょう。考えるのはその後よ」
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「くっ……」

　鈍にぶい痛いたみに真ま澄すみは目を醒さました。

　立ち上がろうとしたが激げき痛つうで動けなかった。ヴァルデリーにぐしゃぐしゃにされた両りよう腕うでが治ち癒ゆをしている最さい中ちゆうだった。使し徒との肉にく体たい再さい生せい能のう力りよくは人間の数百倍、上じよう位いの魔ま族ぞくの血ちを与あたえられた使徒ともなれば数千倍にもなる。臓ぞう腑ふに穴を空けられるような傷でも、使徒の再生能力が即そく座ざに治癒してくれるので簡かん単たんには死なない。

　ただ肉体が再生するのをリアルタイムで実じつ感かんするのはこれが最後にしてもらいたいもんだと思った。腕の中で砕くだけた骨ほねの破は片へんが筋肉の合間を這はい、フィルムを逆回しするようにあるべき位置に戻っていた。我わが肉体ながらおぞましい。しかも破片が蠢うごめくたびに神しん経けいが抉えぐられ、また失しつ神しんするほどの激痛が走る。真澄は脂あぶら汗あせを滲ませながら周囲を観察した。

　下げ水すい溝こうの中にある地じ肌はだが剥むき出だしの空くう洞どうではなかった。石いし畳だたみの室しつ内ない、すえた空くう気きの匂においからして地ち下かだ。棚たなにずらりと並んだ樽の底が見えた。

（ここはワイン・セラー……？　どういうことだ？　どうしてあの女は俺を殺さずにここに運んだ？　それにしてもまたずいぶん古めかしい所に連れ込みやがったぜ）

　ローブの袂たもとから懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出した。アルフェルムにプレゼントされ、あのカストラートのような屋や敷しきの使徒たちの嫉しつ妬とをたっぷりと買かった代しろ物ものだ。時計の針は夜の六時半を少し回ったところだった。

（時間が経たっていない!?　どういうこったこりゃ）

　魔術師である真澄はすぐにその針はりの位い置ちが物もの語がたる異い常じようさに気づき、治なおりきっていない腕の痛みを堪こらえながら起き上がった。

　あの私し立りつ高こう校こうの校こう長ちようが補ほ助じよ費ひをピンハネして旧きゆう校こう舎しやの地下にワイン・セラーを作っているのでなければ、ほんの一いつ瞬しゆんであの空洞からここに来たことになる。だがそんな魔ま術じゆつなど自分の知る限りでは存在していない。あの女が自分を驚おどろかそうと時計を操そう作さしたなどという考えも浮うかんだが、怪け我がの治り具ぐ合あいからしても自分が気を失っていたのはそんなに長い時間ではない。

　ドアが見えた。頼たのむからワイン好きの校長であってくれよ……などと冗じよう談だん半分に呟つぶやきながらドアへと向かった真澄は、柔やわらかい物にぶつかり転びそうになった。「んく……」とそれは艶なまめかしい呻うめき声を漏もらした。

「……勘かん弁べんしてくれよ」

　あの女が自分を校長のワイン・セラーに運んだという案あんは消えてしまった。

　彼女は光に包まれたとき頭をぶつけたようで、青みがかった白い髪かみには血が滲にじみ、黒いレザーに包つつまれた極ごく上じようの肢し体たいを無む防ぼう備びに晒さらして失神していた。真澄よりも肉体の性せい能のうは上らしく彼女の腕はもう治癒を終え、魔術で作ったらしい服も元もと通どおりになっていた。

　トゥロワヌの紋もん章しようを刻きざんだ眼がん帯たいが外はずれて床ゆかに落ちていた。眼帯が隠かくしていた左目にはせっかくの美び貌ぼうを台なしにする刀かたな傷きずが無む惨ざんに走っていた。ブラディミールで抉られたのだろうか、トゥロワヌに牙きばを与えられた彼女の治癒能力でも消せなかったらしい。

　真澄のケラウズランブラも落ちていた。真澄はそれを拾い上げた。自分がこの女を殺せるとしたら今しかない。真澄はヴァルデリーに向けて杖つえを構えたが、すぐにため息をついて彼女の肢体に跨またがった。

「おい、起きろよクソ女」

　二、三発頬ほおを張るとヴァルデリーの瞳ひとみが開いた。

「お前……」

　ぼんやりと真澄を見つめていたヴァルデリーだが、その顔がいきなり凍こおりつき、真澄を突つき飛ばした。真澄は身み構がまえるが、ヴァルデリーは真澄を見ていなかった。

「眼帯っ、わたしの眼帯はどこよっ!?」

　抉られた方の目を手で押おさえながら酷ひどく慌あわてた様よう子すで周囲を探す。「マスターにいただいたわたしの眼帯……わたしの宝物なのに……」驚いたことに彼女の瞳には涙なみだが浮かんでいた。

「……後ろに落ちてるよ」

　真澄に言われて眼帯を見つけたヴァルデリーは、それを拾い上げると「申もうし訳わけありませんマスター。マスターにいただいた物を床に落とすだなんて……」などと鼻をすすりながら埃ほこりをはたいた。あまりの変へん貌ぼうっぷりに真澄はポカンとした。

「……わたしをいったいどこに連れ込んだの？」

　眼帯を装そう着ちやくするとヴァルデリーはすっかり落ち着いたらしく、元のクールな声で訊たずねた。

「偶ぐう然ぜんだね。俺もあんたにそれを聞きたかったところさ」

　真澄は懐中時計の文も字じ盤ばんをヴァルデリーの方に向けた。彼女の顔が強こわばった。

　ヴァルデリーはショットガンを拾うと、真澄の方へと歩いて来た。真澄はケラウズランブラを構えたが、彼女は真澄の横を通り過ぎドアの方へと向かった。

　彼女がドアを開くとランプの灯ともった廊ろう下かがあった。どう見ても高校の地下ではなかった。

「どうして殺さなかったの？」

「復ふく讐しゆうには復讐の作法ってもんがあんのさ。それを忘れたらただのゴミ屑くずだ。てめえは殺しておかなくちゃならねえとは理り性せいでは分かってんだが、気絶している女を殺すってのは気に食わねえ」

「復讐？」

「気にすんな。要ようは俺はお前らが大だい嫌きらいってことだよ。まあ、これが理り由ゆうの一つ目だな」

「二つ目はやっぱりわたしと寝ねたいから？」

「……てめえにはそれしかねえのかよ」

　冗談で「わたしと寝たい？」とか言っているのかと思っていたのだが、どうも本気でそのことばかり考えているようなので、真澄はむしろ感心した。

「もう一つはただの打だ算さんさ。どうも俺にはここがマトモな場ば所しよには思えねえ。あのケルベロスの秘ひ密みつを知っているお前に死なれたらかなわねえってだけだ。恩おんに着ろだなんて言わねえから安心しな」

「『馬ば鹿かな男』と感かん想そうを述べておくわ」

　ヴァルデリーは部屋の外へと歩き出した。真澄は心の中で「自じ覚かくはあるさ」と呟いて彼女を追おった。

　長い地下の廊下の先にある階段を上ると厨ちゆう房ぼうになっていた。厨房中に籠こもった煙けむりと怒ど号ごうにも似た料理人たちの喧けん噪そうにヴァルデリーは眉まゆを顰ひそめ、飛とび散ちる油あぶらや鍋なべの汁しるが自分にかかるのを気にしながらさっさと厨房を出て行った。こういう場所はあまり好きではないらしい。

　厨房の外の廊下は明らかに城のものだった。

「知っている場所か？」

「いいえ。さっさと外に出ましょう」

　二人は城の廊下を思いついた方へと歩き出した。

　どうも妙みようだった。通り過ぎる人間の服ふく装そうが古い。なにせ履はいているのが木もく製せいの靴くつなのだ。それだけではなく髪かみ形がたや手にした道どう具ぐ、城内の内ない装そうも何もかもが前ぜん時じ代だい的てきだった。

「……真澄、気づいてた？　こいつらの言葉、ずいぶん古いわ」

「ネイティブじゃねえからそこまで分からねえよ。やけに訛なまってんなとは思ってたが」

「違うわ。何世代も前の言葉なの。わたしが生まれた頃ころのものに近いわ。なんか懐なつかしくて妙みような気き分ぶん」

「あんた、何なん歳さいだよ」

「五百十九年と四か月前にトゥロワヌ様の牙をいただいたわ。それ以前の人間だったときの人生はもう忘れたから勘かん定じようしなくていいわ」

　ヴァルデリーはそれ以上は何も言わなかった。言葉の違ちがいに気づいているのだから、当然服装の古さにも気づいているだろう。しかしそこから導みちびき出せる仮説は、あまりに魔術の常じよう識しきから掛かけ離はなれていた。

　通つう路ろが剥むき出しの石いし畳だたみからカーペットの絨じゆう毯たんに変わった所でヴァルデリーと真澄は足を止めた。ヴァルデリーの眼帯に描えがかれているのと同じ紋もん章しようのタペストリーが掲かかげられていたのである。

「……こりゃどういうこった？」

「知らないわ」

「隠かくしてんじゃねえよ。ここはあんたの主人の城なんだろ？　さっきから使し徒ととも何人もすれ違っているじゃねえか。『古いフランス語だ』とか何とか訳の分からないこと言ってるが、俺にトゥロワヌさんの隠れている場所を知られたくねえだけなんじゃねえのか？」

「それは確かね。貴方あなたの主しゆ人じんは本気で何を考えているか分からないお方ですもの。マスターの城の場所を知られたら、どんな嫌いやがらせをされるやら。でもここはわたしの知っているマスターの城じゃないわ」

　二人の使徒が罵ののしり合う姿に周しゆう囲いに人の輪ができていた。

「おいおい、俺はあの方の使徒だぜ。よくもまあ俺の前で悪口を言えたもんだな」

「だって事実じゃない。貴方、あの方の行こう動どう原げん理りが理り解かいできる？」

「ああ、できるとも。最近じゃ『おい』だけで何の用か分かるぐらいだね」

　二人はそこで言い争いをやめた。二人の言い争いを見学していた周囲のざわめきがぴたりと収まったのだ。

「君たち。何をこんな所で騒さわいでいるのかな？」

　人ひと垣がきの向こうから現れた人物にギャラリーが一いつ斉せいに跪ひざまずいた。その流れるような見事な銀ぎん髪ぱつが吹雪ふぶきを運んだかのように、夏の日ひ差ざしで茹うだった城じよう内ないが凍こおりついた。ただ一人、にこにこと笑うその銀髪の男を除いて。

　ヴァルデリーの顔も真っ青になっていた。跪いた者たちの間を縫ぬって近づいて来るのは、今まさに俎そ上じように上げられていたアルフェルムその人だった。

「あ、あの、どうして我わが君きみがこんな所に……」

　真澄もすっかり混乱していた。なぜ犬けん猿えんの仲のトゥロワヌの城にアルフェルムがいるのだろうか。するとアルフェルムは真澄の目の前まで来て端たん整せいな顔に微かすかな皺を寄せた。

「我が君？　おかしなことを言うね。君と会ったのは初めてだと思うが」

「えっ……!?」

　アルフェルムは真澄に顔を近づけ、くんくんと鼻を鳴らす。

「これは妙だ……確かに私の使徒の匂においがするが、何かが違う。だいたい君のようなタイプの男の子を食べて私が覚えていないはずがない。実に妙だ……」

　アルフェルムは顎あごに手をあてて考え込んだ。周囲も静まり返り、固唾を呑んでアルフェルムの次の動きを見守っている。不ふ愉ゆ快かいな気分になったという理由だけで、ここにいる全員を皆みな殺ごろしにするような男だった。

「まあいいや」アルフェルムは頷うなずくと、真澄の腕うでを掴つかんだ。「とりあえず来なさい。食べてあげるから。そしたら思い出すかもしれない」

「えええっ！　ちょ、ちょっとお待ち下さいっ」

「怖こわがらないでもいいよ。君が生まれてから一いち番ばん素す敵てきな夜をあげる」

　アルフェルムは鼻はな歌うたを唄うたいながら真澄の手を引いて行く。彼が抱だくと決めたら逃にげられる男はいないことを真澄は知っている。だが、違うのだ。何かが違う。ここにいるのは真澄の知っているアルフェルムではない。主人マスターの姿を見ても主人に触ふれられても、身体からだがまったく反はん応のうしないのである。

「……こんな所にいらっしゃったのですか、捜しましたぞアルフェルム様」

　と、人込みの中から姿を現した男に真澄は言葉を失った。ある意味、アルフェルムを見たときよりも衝しよう撃げきは大きかった。

「いいところなんだ。邪じや魔ましないでくれるかな、ディゼッサンド」

　アルフェルムを呼び止めたのは『黒の執事ノワール・エターダ』の異名を持つトゥロワヌの側そつ近きんディゼッサンドだった。忘れるはずもない。九か月前のゲートを巡めぐる攻こう防ぼう戦せんの中で、真澄が薫と共に殺した男なのだから。

「そうもまいりません。他のお二方はもう席に着いてらっしゃるのですぞ。アルフェルム様がいらっしゃらなければ会かい議ぎが始められません」

「まさかあいつが来ているとは思ってもみなかったんだ。分かってたらこんな所に来るものか」

「……アルフェルム様。今のお言葉は聞かなかったことにしておきます」

「分かったよ。行けばいいんだろ」アルフェルムは憮ぶ然ぜんとし、真澄の手を放した。「君、残念だけれど続きは今度会ったときにしよう。また私と巡り会えることを祈いのっていたまえ。……いや、きっと会える。そんな気がする」

　呆ぼう然ぜんとする真澄を残してアルフェルムは去って行った。ヴァルデリーが真澄の元にやって来て、声を殺して言った。

「信じられないわね、あの腰巾着デイゼツサンドが生きているなんて。やっぱりここは過か去この世界なのかしら？」

「かもしれねえな……」

　真澄はアルフェルムに腕を掴まれた場所をさすった。本来なら主人と肌はだが触ふれ合っただけで射しや精せいするほどの快かい楽らくを与あたえられるというのに、真澄の身体は何も反応しなかった。

「だけど、もしかするともっとやっかいな場所かもしれねえぜ」




　　　　◇




　薫とルーシアは地下へと向かっていた。窓から差し込む光にはオレンジ色が混ざりつつあり、パーティの準備でますます忙いそがしくなった城じよう内ないを駆かける青年と少女を気に止める者はいなかった。ルーシアの話に因よると、地ち下か牢ろうの一室に外へと通じる抜ぬけ穴があると言う。

　使用人区く域いきまで戻もどって来たときだった。

（えっ……!?）

　薫は足を止めた。人込みの中に、この城には似つかわしくない黒いレザー・スーツを着た女と一いつ緒しよに歩いている人物の姿が目に入ったのだ。「やっぱりあのお方の行動原理なんて分からないじゃないの」「うるせえ」などと会話している。

（そんな馬ば鹿かな……どうして……）

「ちょっと、薫。何やってんのよっ」

　ルーシアが戻って来て怒ど鳴なった。

「ごめん、何でもない。行こう」

（いるわけないよな、真澄さんがこんな所に……）

　二人は厨ちゆう房ぼうから地下へと降りた。ルーシアはローブの中からカラスの羽を取り出し、術言ワードを唱えて空中に浮うかべた。くるくると回って一つの方向を指す。方ほう位い磁じ針しんのようなものらしい。

「こっちよ」

　ルーシアの案内で二人は駆け出した。地下は何度も分ぶん岐きした複ふく雑ざつな形をしているのに、ルーシアは迷わずすいすいと進む。

「よく覚おぼえているね」

「ほら、わたしって『超ちよう』天才だから」彼女はどこかで聞いたことのあるフレーズを口にした。「それにね、この地下は偶ぐう然ぜんある形に似ていてね。それで覚えてたのよ」

「ある形？」

「どうせ魔ま術じゆつ師しじゃない貴方あなたには説明しても分からない……あれ？」

　ルーシアが足を止めた。四よつ辻つじになっている道の、交こう差さする道の中央に真っ白なペンキのようなもので、太さ五十センチほどのラインが引かれていたのだ。

「何だろう？　分かる？」

　ルーシアは黙だまってそのラインを追って行った。途と中ちゆうでまた四つ辻があったが、今度はＴ字にラインが延のびていた。ルーシアは生なま乾がわきのそれを指で掬すくい、じっと眺ながめる。

「さっきもちらっと言ったでしょ。わたしの知るこの城にはちょっといわくがあって……」そこまで言ったところでルーシアは言葉を切り、汚よごれた指を薫の服でごしごしと拭ふいた。「やめましょう。魔術師として興味はあるけど、今はそんなことしている場合じゃないものね。これ以上、貴方に迷めい惑わくかけたらグレンヴィル家の末まつ代だいまでの恥はじよ」

　二人は地ち下か牢ろうの棟むねに着いた。厨房の倉庫から地下牢までが一つに繋つながっているというのも妙みような構こう造ぞうだった。牢はどれも空で見み張はりもいない。

　ドアが外れたままになっている牢が一室あり、それが抜け穴のある部屋だった。埃ほこりをかぶったベッドをずらし壁かべの岩を外すと通つう風ふう口こうのような細い穴が現れた。

「あったね……」

「何よ、疑うたがってたの？」

「そうじゃなくてさ、ルーシアの言う通り抜け穴があったってことは、ここがエンカーナシオン城に違ちがいないってことじゃない？　本当に何百年も昔に戻っていたなら、ここから脱だつ出しゆつできても帰れないんじゃないかって……」

「そ、そりゃそうだけど……」ルーシアは口ごもる。「でも貴方が言ったみたいに、またあの城がトゥロワヌに乗っ取られたのかもしれないじゃない。ポジティブに行きましょうよ」

　薫が先頭となって進んだ。道は真っすぐで、太った大人でも十分に通れるが、立ち上がれるほどの高さはなく、匍ほ匐ふくで進むしかなかった。ルーシアは後ろで「腕うでが痛い」とか「せっかく着き替がえた服が汚よごれちゃう」などとぶつぶつ言っていた。

　薫は思わずぷっと吹ふき出した。

「なに笑ってんのよ」

「ん……大したことじゃないよ」

「言いなさいよ。気持ち悪いわね」

「でも言うと怒おこらせちゃうかもしれないから」

「わたしのことを笑ったの？……貴方ねえ、人を心の中で笑っておいて『大したことじゃない』はないでしょ。わたしはそんな狭きよう量りような人間じゃないから言ってご覧なさい」

「まあ、そうなんだけど……」薫は咳せき払ばらいして言った。「いやさ、ルーシアってちょっとクラウディアさんに似ているって思っただけ」

　薫はいきなり後ろから足を引っ張られてつんのめり、顔面を床ゆかにぶつけた。

「こ、こんな侮ぶ辱じよくを受うけたのは生まれて初めてよっ！　わたしとあのクソババアのどこが似ているか言ってご覧なさいっ」

「わ、悪い意味じゃないんだっ。ほら、意外と真ま面じ目めなとこがあって……」

「悪い意味以外になりようのない言葉でしょっ！　貴方、あのクソババアと似ていると言われて笑って済すませられる!?」

「だから言わない方がいいと思ったんだってばっ」

　彼女は薫の足を放し、術言ワードを唱となえ始めた。「うわあああっ」と薫は猛もうスピードで抜け穴を這はう。微かすかな光が見えた。薫は一気に走り抜け、被ひ弾だんに備えて身体を丸めて転がった。

「か～お～る～。よくも言ってくれたわねぇ～」

　ルーシアも抜け出し、手に拳こぶし大だいの赤い火の玉を掲かかげて、床に転がった薫の前に仁に王おう立だちになった。

「あれ……？」

「言っておくけど容よう赦しやはしないわよ」

「いや、そうじゃなくて……ここって元の場所じゃない？」

　石造りの部屋に、壊こわれたドアと埃をかぶったベッド。薫は起き上がって廊ろう下かを覗のぞいた。オイルランプで照らされた廊下の向こうに、白いペンキで塗ぬられた道が見えた。ルーシアもあんぐりと口を開けた。

「こんな馬鹿なことってある!?　わたしたち、一直線に進んだじゃないっ」

「……もう一度行ってみるよ。今度は僕一人で行くから、ルーシアは待っていて」

「ば、馬鹿言うんじゃないわよ。こういうときは残された人が襲おそわれるってのがホラー映えい画がの定てい番ばんじゃないっ」

「じゃあ、ルーシアが行く？」

「嫌いやに決まってるでしょっ」

「そんな。じゃあどうしろと……」

「こいつに行ってもらいましょう」

　ルーシアは手にしていた火の玉を下した手て投げでボーリングのように抜け穴に放ほうり込んだ。通路を照らしながら轟ごう音おんが遠ざかって行き、聞こえなくなったかと思うと、また音が大きくなってきて、抜け穴から飛び出した。ルーシアはタイミングを合わせてそれを蹴けった。ポン、と可愛かわいらしい音を立てて火の玉は消えた。

「ここ……普ふ通つうの過か去こじゃないのかもしれないわ」

「普通の過去とどっちが悪いの？」

「ヒトラーとスターリンのどちらがマシかって聞いているような……」ルーシアは言葉を切って耳を澄ました。「ねえ、聞こえるわよね」

　薫は「うん」と頷く。天てん井じようを挟んだその上──つまり地上が騒そう然ぜんとしていた。薫はそれに不ふ穏おんな空気が混じっていることを感じ取る。

「行ってみよう」

　近くに階段があった。甲かつ冑ちゆうや剣けんががちゃつく音と「早くしろ、教きよう皇こう庁ちようどもが来るぞっ」という指揮官らしき男の声が聞こえた。兵士の詰つめ所しよのようだ。

「……教皇庁って言ったわよね」

「うん」

　上から兵士の気け配はいが消えるのを待って薫とルーシアは階段を上り、詰め所から外へ出た。詰め所があるのは城の正面玄げん関かんのすぐ側そばだった。

　城門前の美しい広場は今は二つの陣じん営えいが入り乱れて戦う戦場と化していた。鎧よろいに身を包んだ兵士たちの剣と剣がぶつかり合い、城の戦いくさ窓まどからは弓ゆみ矢やと魔ま法ほうの炎ほのおが打ち込まれる。鬨ときの声と怒号と悲ひ鳴めいが入り混じり、美しい石いし畳だたみを赤黒い色に染そめながら兵士が倒たおれていく。

　薫の目には無む謀ぼうな戦いにしか見えなかった。教皇庁側は次々と倒れて数を減らしていくというのに、増ぞう援えんが来る気配はない。対して防ぼう衛えいする使徒たちは城の中からどんどん補ほ充じゆうが現れる。彼らが死ぬために向かって行っているとしか映うつらなかった。

「ダメだな……」

「ああ。あいつらももう諦あきらめればいいのに。人間に勝ち目はないんだからよ……」

　人々がそんなことを呟つぶやきながら戦いを遠巻きに眺ながめている。教皇庁にシンパシーを持っていないようではなかったが、そこには諦てい観かんがあった。薫とルーシアは何なに食くわぬ顔で戦いを眺める人々の中に紛まぎれ込こんだ。

　トゥロワヌがまだエンカーナシオン城を根城にしていた頃ころの伝でん承しようはバチカンにも残っていた。バチカンにある『開いてしまったゲート』を教皇庁が確かく保ほして封ふうじた後も、世界中にちらばった魔族たちが各かく地ちに君くん臨りんしており、それを屠ほふる『十字軍』が結けつ成せいされて次し第だいに魔族を駆く逐ちくしていった……。

　薫は戦いを観かん覧らんする使用人の一人に話し掛かけた。

「あの、すみません。おかしな質問かもしれないんですが、今は西せい暦れきで何年でしょうか？」

「ば、馬ば鹿かっ」訊たずねられた男は顔色を失った。「キリスト教の暦こよみが禁止されてんのは知ってんだろっ。聞かれたらどうすんだよっ」

　そして今度は薫とルーシアが顔色を失う番だった。男は指を折って数えて「１２０９年だな」と言ったのである。

「……城門に行くわよ薫。番兵がみんな殺されているわ。今がチャンスよ」

「でも……ここって……」

「過去に戻もどったなんてわたしには信じられないわ。それよりまずここから出たいのよ。気持ち悪くてしょうがないわ！　上う手まく説明できないけど、この空間って異い常じようなのよっ」

　二人は城門前の広場を大きく迂う回かいして城門の前までやって来た。番兵をしていた人狼が、何本もの矢が突き刺さり片腕と首を落とされた無惨な屍しかばねとなって転がっていた。

　二人が門を潜くぐろうとしたときであった。ガンッ、という堅かたい感かん触しよくと共に、二人は門の手前で弾はじき飛ばされてしまった。

「な、何よこれっ!?」

　ルーシアが手を伸のばすと、まるでパントマイムをしているように外との境きよう界かい線せんで手が止まる。薫も恐おそる恐る触さわってみた。ガラスを押おしたような堅い感かん触しよくが返って来るが、冷たさも暖かさもない。見えない堅い物がそこに立たち塞ふさがっているのだ。

「これって結けつ界かい!?」

「襲撃者たちを閉じ込めるために張はられたのかもしれないわ。でももしかするとさっきの抜ぬけ穴あなみたいに……」ルーシアは言葉を飲み込む。「いえ、わたしが破やぶってやるわ」

　ルーシアはローブの内ポケットからポーションを取り出し、両手の人さし指から親指までのラインに塗ぬると、両手を正面に翳かざして菱ひし形がたを作った。そして術言ワードを唱え始める。鈴すずのようなソプラノのヴォーカルで発せられる聞きき馴なれぬ発はつ音おんの術言ワードを唱える彼女は、まるで異い郷きようの地の歌うた姫ひめであった。

　ポーションを塗ったラインが光り出した。フィンランドでクラウディアと冒ぼう険けんをしたときに彼女がこの魔ま術じゆつを使ったのを思い出した。同じ法脈であるクラウディアからルーシアへとこの魔術は受け継つがれたのだろう。

　パンッ、と音を立てて光が結界へと飛んだ。

　しかしクラウディアが使ったときのように結界に張り付きはせず、風ふう船せんの空気が抜けて萎しなびるように光が弱まっていき、そのまま消えてしまった。

「失敗したの!?」

「ち、違ちがうわよっ」ルーシアの顔がかーっと赤くなる。「失敗じゃなくて、急いでいたから魔力をチャージする量が足りなかっただけよ、きっとっ。もう一度最初からやるから見てなさいっ」

「ダメだっ。教きよう皇こう庁ちようの兵士がこっちに逃にげて来るっ」

　全ぜん員いん撤てつ退たいっ、という声と共に教皇庁の兵士たちが走って来る。その後ろからは使徒たちが追つい撃げきすべく追いかけて来る。

「あと少しだったのにっ。仕し方かたないわ逃げるわよっ！」

　二人はその場から離はなれた。薫たちが来たときには軽く四、五十人はいたのに、生き残った兵士は十人にも満たない。しかも背はい後ごから弓を放たれ次々と倒れていく。

「でもあの人たち『撤退』って言っても、どこに逃げるつもり……えっ！」

　薫は唖あ然ぜんとした。ルーシアも横でポカンと口を開いていた。生き残った教皇庁の兵士たちは次々と門を潜くぐって外へ逃げて行ったのだ。追撃する使徒たちもそれを追って消える。

「そんなどうして!?」

「わたしだって分かんないわよっ！」ルーシアはヒステリックに叫さけんだ。「貴方あなただって触さわってみたでしょっ。どうしてわたしたちだけがあそこを通れないのよっ」

　いずれにせよこの場にこれ以上いるのは危き険けんだった。教皇庁の兵士を撃げき退たいした城の衛兵たちが混乱から回復し、警備態勢を整えようとしていた。

（あれ……？）

　城の正門の前に立ち竦すくんで混乱する中庭を眺ながめる人物がいた。全身をすっぽりと粗そ末まつなフード付きのローブに包んだ細ほそ身みの人物だ。城の兵士には見えない。

　城の兵士がその人物に向かって行き、胸むな倉ぐらを掴つかんで詰きつ問もんした……と思ったらその人物は兵士の剣けんを奪うばい、一いつ瞬しゆんにして兵士を斬きり殺してしまった。そしてローブを翻ひるがえして城の中へと消えた。

　混乱の中でその人物に気づいたのは薫一人だけだった。




　　　　◇




「反対側で何か起きたみたいだぜ。行ってみるか？」

　真ま澄すみとヴァルデリーは城じよう壁へきの裏うら門もんに向かって中庭を歩いていた。騒さわぎが起きたらしく城内は騒そう然ぜんとしており、鎧よろいに身を包んだ使徒たちが大騒ぎしながら駆かけている。

「わたし、基き本ほん的てきに疲つかれることは嫌きらいなの。関係ない騒ぎに巻き込まれたくないわ」

　疲れても構かまわねえ例れい外がいって何だよ、と聞こうかと思ったが聞くまでもないのでやめておいた。

「早くここから出ましょう。ここは気持ち悪いわ」

「何て言うか、気持ち悪いってレベルじゃねえと思うけどよ……」

　１２０９年のエンカーナシオン城。通行人を捕つかまえて聞き出した言葉が本当ならそうなる。実際、城の中には真澄の知らないアルフェルムがおり、殺したはずのディゼッサンドまでいた。もっともアルフェルムに『主人と使し徒とのつながり』を感じなかった件に関しては、ヴァルデリーは「忠ちゆう誠せいが足りないのよ」と一いつ笑しように付した。

「なあ、ヴァルデリー。お前はここが本当に十三世紀だと思うか？」

「聞かないでよ。魔ま術じゆつは貴方あなたが専せん門もんでしょ」

　門が見えた。城の正面方向に背を向けた位置にある裏門だ。門の脇わきには詰つめ所しよがあり、番ばん兵ぺいがたむろしている。

　真澄たちに気づくと三人ほどが近づいて来た。人間の姿をしていたが、全員が使徒であった。隊たい長ちようらしき男が言った。

「何だお前らは？　見ない顔だが」

「失うせなさい。忙いそがしいの」

　隊長は唖あ然ぜんとした後、笑い出した。

「おいおい、俺がどなたの使徒だか知らないのか？　俺がどなたから牙きばをいただいたか聞いたら引っ繰くり返るぜ」

　騒ぎを察してさらに二人がやって来る。全部で五人の使徒が真澄とヴァルデリーを囲かこんだ。隊長が薄うすら笑いを浮うかべながら、ヴァルデリーの肢し体たいを不ぶ躾しつけな目付きで眺める。

「頭は悪いみてえだが、身体からだの方はすげえじゃねえか。たまらねえぜ」

「いい女なのは自分でよく分かっているわ。でも今は機き嫌げんが悪いの。もう一度だけ言うわよ。殺されたくなければ失せなさい」

「へへ、つれねえこと言うなって」隊長はヴァルデリーの腰こしに手を回し、レザーに包まれた尻しりの肉を鷲わし掴づかみにした。「ボディ・チェックさせてもらうぜ。馬ば鹿かな人間どもが襲しゆう撃げきして来やがってよ。お前が手引きしたんじゃねえとも限らねえからな」

「……わたしが人間の走そう狗くですって？」

　彼女の美しい顔に眉み間けんの皺しわができる。真澄は「馬鹿な奴……」と顔を覆おおった。

　ヴァルデリーは自分の身体を弄もてあそんでいる隊長の腕うでを掴むと、ぐるりと手首を回した。隊長の腕は簡単に折れて半分千ち切ぎれ骨ほねが露ろ出しゆつした。腕から血を噴き出させながら隊長は絶ぜつ叫きようした。

「て、てめえ、何しやがんだっ！　俺はこの間ディゼッサンド様の使徒に……」

　そこで隊長の声は途と切ぎれた。ヴァルデリーの回し蹴げりが隊長の頭を粉々にしたのだ。無くなった首の付け根からシャンペンの栓せんを抜ぬいたように血が噴き上がり、ゆっくりと崩くずれ落おちた。他の番兵たちは反はん撃げきするのも忘れ、彼女の圧あつ倒とう的てきな力に魅入られていた。

　ヴァルデリーは気持ち悪そうに浴びた血を拭ぬぐった。髪かみがかき上げられ、彼女の眼がん帯たいに刻きざまれている紋もん章しようが露あらわになる。

「そ、それはトゥロワヌ様の……」

「そうよ。わたしが誰だか分かったらどきなさい」後ずさる番兵の間をヴァルデリーは悠ゆう然ぜんと門へと歩いて行ったが、がんっ、と何かにぶつかってのけ反ぞった。「あたたた……な、何よこれっ」

「結けつ界かいだな」真澄は透とう明めいの壁かべに触ふれながら言った。「おい、お前ら。ここはどうやって通るんだ？　おとなしく教えないとこの怖こわいおねーさんが何をするか分からねえぜ」

「け、結界など張ってありませんっ」

「あらそうなの。じゃあ試ためしてみましょう」

　震ふるえながら答えた番兵をヴァルデリーは片かた手てで掴つかみ上あげ、勢いをつけて門の方へと投げた。結界に叩たたきつけられてぺしゃんこになる姿が浮かんだが、番兵はそのまま門を通り抜けて、外の大通りに転がって行った。真澄とヴァルデリーは顔を見合わせる。

「ちょっとどいてみな」

　真澄が門の前で術言ワードを唱える。両手の内側にラインが現れ空間に向かって飛ぶ。ほんの数分前にちょうど城壁の反対側で同じ法ほう脈みやくの魔術が使われたことを真澄は知らなかったが、魔術の光はまったく同じように萎しぼんで消えた。

「どういうことよ？」

「分からねえ。もっと強力な魔術師なら吹き飛ばせるかもしれねえが、俺じゃ無理だ。少なくとも確かなことは……」

　そこで真澄は言葉を切った。ヴァルデリーに投げ飛ばされた番兵が彼女の顔色を窺いながら戻もどって来て城門を潜った。

「ご覧の通り、俺たちだけがこの城から出られねえみたいだってことだ」

「……情報収集の必ひつ要ようがあるみたいね」

　ヴァルデリーは番兵たちの方を向くと、息いき絶たえた隊長の死し骸がいに片足を載せた。番兵たちはびくりと震える。彼女は両手を腰にあてながら誇ほこらしげに言った。

「我わが名はヴァルデリー。トゥロワヌ様より牙と紋章を与あたえられし使徒。ほら、真澄。貴方も名乗ってやりなさい」

　どういうパフォーマンスを要求されているか気づいて真澄は憮ぶ然ぜんとする。しかし情報を得るためにはそれが一番手っ取り早い手段だと妥だ協きようした。

「……俺は白銀ミスリルのアルフェルム様の使徒、真澄だ」

　おおうっ、と番兵たちが歓かん声せいを漏もらす。

「頭が高いわ。控ひかえなさい」

　番兵たちが一いつ斉せいに跪ひざまずいた。

（……ノリノリじゃねえか、この女）




　　　　◇




　薫とルーシアはロッコの部屋まで戻って来ていた。部屋にロッコの姿はなく、隣となりの部屋に彼の主人の気け配はいもない。動物の毛だらけのベッドがポツンと寂さみしそうに窓から差し込む西日に赤く染まっていた。

「……次はあの結界を破ってみせるわ。あの子を捜して来ましょう」

　ドアの向こうからルーシアが言った。薫は「抜け穴を這はって服が汚よごれたから着き替がえる」というルーシアに部屋を追い出され廊ろう下かにいた。

「でもさ……さっきはできなかったよ……」

「で、できるわよっ。見たこともないタイプの結けつ界かいだから一回目は練習なのっ」

「重要なことだからはっきり言うけど、さっきのって魔力のチャージが足りなくて『あと一歩のところでダメ』と言うより、まったく話にならないって感じだったと思うんだ」

「そ、そんなの自分でも分かってるわよっ！　今度わたしが馬ば鹿かっぽくなったら門の前まで連れて行きなさい。何とかしてみせるから。あの馬鹿娘むすめ、馬鹿なくせに魔ま力りよくだけは桁けた外はずれに強いんだからっ」

「そうなの……？」

「ええ、不ふ愉ゆ快かいなことにね。脳のうミソの使し用よう領りよう域いきはわたしが99％であいつが１％だけど、魔力はあいつが99……いえ、90％ぐらいね。オマケで」

「脳ミソの使用領域が１％ってのはいくら何でも……」

「うるさいわね。わたしの身体なんだからわたしが一番よく分かっているの。それとも貴方、わたしの頭の中を見たの？」

　そう断言されると反論のしようがない。

「だけどさ、もしもう一人の君が結界を壊こわせたとしても、僕らがいるのが本当に過去の世界だったら帰れないよね……」

「まあ、それはそうなんだけど……」

　ルーシアは黙だまってしまった。ここに戻って来るまでの間、何人かに年代を聞いてみていた。一人残らず怪け訝げんそうな顔をされ、返ってきた答えは全すべて一いつ緒しよだった。

「あら……？」

　と、廊ろう下かの向こうを通る二人の男女が薫に気づいて会え釈しやくした。ロッコと一緒に服を持って来てくれたあの二人だった。薫は二人の元に行った。

「ロッコ君がどこに行ったか知らない？　彼に頼たのみたいことがあって会いに来たんだけど、いないみたいで」

「いつもあの子は城の中を飛び回っているみたいですよ」

「主人に命じられた仕事で？」

「いいえ、遊んでいるみたいです。そういう年とし頃ごろですから」

　女性はくすりと笑う。そして薫の困り果てた顔を見て続けた。

「でも親切な子ですよね。わたしたちも彼に部屋を用意してもらってここに住んでいるんですよ。何か用があるんでしたら、会ったときに伝えておきますけど？」

「あ、その……」外に出たいから来てくれ、というのは言いづらい。「そうだ。パーティって何時から始まるか教えてもらいたいんだけど？」

「八時ぐらいだと思いましたが」と彼女は腕時計を見る仕草をした。「あ、ごめんなさい。時計はなくしてしまったんでしたわ」

「いや、分からないならいいよ」

　二人はにこにこ笑いながら去って行った。

（まいったな……やっぱり、パーティに出て彼のご機き嫌げんを伺うかがうしかないのかな。でもパーティに出たところで……）

　そのとき薫ははたと気づいた。二人が去った方を見たがもう姿はなかった。薫は携けい帯たい電でん話わを取り出し、中野台高校に潜せん入にゆう捜そう査さを始めたときに警察から提てい供きようしてもらった資し料りようの写真を呼び出す。薫の顔から血の気が引いていった。

「ルーシア、ごめんっ。ちょっとそこにいてっ」

　そう叫さけぶと薫はあの二人を追って廊下を走り出した。

　やっぱりあの二人を見たときに見覚えがある気がしたのは勘かん違ちがいではなかったのだ。

　なぜこの時代の人間が腕時計を見る仕し草ぐさをするのか？　なぜ薫が携帯電話で時間を調べたときに不思議に思わなかったのか？　そもそも１２０９年には時計は存在していない。

　あの二人は中野台高校で失しつ踪そうした二人の男女だった。




「ねえ、いま何か言った？」着替えを終えたルーシアがドアを開けた。「あのさ、薫。ちょっと我わが儘まま言っていいかな。わたしやっぱりあの地下のあれが……」

　しかしそこには薫の姿はなかった。ルーシアはしばし呆ぼう然ぜんとした後、猛もう烈れつに腹を立てた。自分は地下に引かれたあの白線への興きよう味みを我が慢まんしてここから抜け出すことに専せん念ねんしたというのに、薫は自分を置いてどこかに行ってしまった。

「いいわよっ、わたしはわたしで勝かつ手てにやるからっ。パートナー解消よっ」




　　　　◇




　薫は廊下を走り、やっとあの二人に追いついた。

「ねえっ！」

　二人が振ふり返り「どうしたんですか？」と言った。

「あのさ、聞きたいことがあるんだ。君らの名前を教えてくれないか!?」

「わたしたちの名前……？」

　二人は困り果てたように首を捻ひねった。とぼけている様子はない。かといって狂っているふうでもない。記き憶おく喪そう失しつだろうか。この二人は自分の名前が分からないでいるのだ。

「君ら中野……」薫はフランス語から日本語に切り替えた。「君ら中野台高校の生せい徒とだよね？」

「ナカノダイ……？」

　確かに二人とも写真の顔と似ている。しかこの地の人間とのハーフにも見える。警察の失踪者資料の写真をそのまま撮さつ影えいしたものなので画が質しつが粗あらくてどうも判断できない。薫は携帯電話を操そう作さし、二人の写真を呼び出した。

「ほら、これを……」

　と写真を見せようとした薫は硬こう直ちよくした。背せ筋すじを冷たいものが這はい上あがる。目の前にいる二人の顔が先程と変わっていた。さっきよりずっと日本人に近い顔になっているのだ。

「中野台高校……」

　はっきりと二人は日本語の発音で言った。だが、それとは対照的に彼らの顔はぼやけていた。そこにソフト・フォーカスのフィルターがかかったかのように、顔が定まらないのである。日本人と欧おう米べい人じんの間を行いき来きしているかのように。

「君ら……」やっと薫は言葉を紡つむぐ。「どうやってここに来たの？」

「どうやってって……」女性は日本語で呟つぶやく。

「そう……確か城の中を彷徨さまよっていたんだ……」男性も日本語で言うが、フランス語が半々に混じる。「何度も何度もワイン・セラーに出て……そのうちロッコ君に会って……」

「ロッコ君に!?」

「ええ。とっても親切にしてくれたわ……行く場所がないって言ったら……服を持って来てくれて、部屋や仕事も……」

　次し第だいに彼女の言葉のフランス語の比率が多くなっていく。二人はそれ以上喋しやべれなくなり、悲しそうな顔で薫をじっと見つめる。二人の顔はハーフの顔で安定し始めていた。

（この二人も僕らと同じくロッコ君に導みちびかれたのか!?）

　薫はハッとして携帯の写真をめくっていく。何ということだろう。やはりそうだった。この城に出たばかりのときに出会ったあの男性──番兵に追われているとき「日本人か？」と親切にしてくれたあの男性──には、彼らより先に失踪した野球部顧こ問もんの教師の面おも影かげが残っていた。だがこの二人よりも遥かに外国人の顔になっている。

（あっ……）

　薫は二人に「ロッコ君の部屋にいてっ」と言って走り出した。

　とことこと廊下を走るロッコの姿を見たのだ。




　　　　◇




　ルーシアは厨ちゆう房ぼうを通って地下に来ていた。あのワイン・セラーから続く外がい周しゆうの通つう路ろには真っ白なラインが引かれていた。

（やっぱり魔ま術じゆつ染せん料りようね。ずいぶん古いタイプだけど……そりゃまあそうか）

　ルーシアはローブの中をごそごそと探さぐる。本来は魔ま導どう具ぐや魔術触しよく媒ばいを入れておくための内ポケットなのだが、もう一人の自分が勝手に色んな物を詰つめ込こんでおく。キャンディだとか、何から外したのか分からないネジだとか、イギリス女王の直筆サインの入った五十ポンド札だとか、小学生のポケットの中身のような物が次々に出てくる。

　ちなみにその五十ポンド札は、もう一人のルーシアがバッキンガム宮きゆう殿でんで初めて女王に謁見を許ゆるされたときにサインを求めた物だ。無論、女王の肖しよう像ぞう画がが入っているからである。寛かん大だいな女王は顔色一つ変えずにサインしてくれたが、人生の中でぶっちぎりで一位の赤せき面めんシーンであった。

「あった、あった」

　ルーシアが探し出したのはメモ帳だった。ルーシアは付ふ属ぞくのペンを抜ぬき出し、メモ帳を開いた。

『薫さんと仲なか良よくなる方法』

　と題され、『お弁当を作って学校で渡わたす』に始まり、幾いくつもの『秘ひ訣けつ』が箇か条じよう書がきされていた。ぼんやりとルーシアは『あのクソババア』が自分に偉えらそうに講こう釈しやくしていた光景を思い出す。二人のルーシアは記き憶おくを共きよう有ゆうしているが、もう一人の自分になっているときにはまるで望ぼう遠えん鏡きようを逆さから覗のぞき込んでいるように現実感がなく、まったく記憶にない部分も多々ある。そのせいでルーシアは親しい友人を作れないでいた。

「なっ……」

　下の方に書かれている記き述じゆつにルーシアは唖あ然ぜんとし、そして耳まで赤くなる。『男性は全ぜん般ぱん的に処しよ女じよが好きなので、もし処女じゃなくても処女のフリをすること（薫さんはたぶん気づかないそうです）』と書いてあった。

「何てことを吹ふき込こんでんのよあのババアっ！　わたしをあんたみたいな遊びまくっている女と一いつ緒しよにするんじゃないわよっ」

　思わず叫さけんでしまってから周囲を窺うかがう。ここでは何か、とんでもないことが行われているはずだった。

　ルーシアはメモ帳に床ゆかに描えがかれたラインを写しながら進んだ。

（トゥロワヌがこの城を捨てる前にここで何かが起きたはずなのよ……とんでもない何かが……しかも魔術師協会が絡からんでいる……）

　ここを脱だつ出しゆつすることとは無関係かもしれないので好奇心を抑おさえていたが、薫は自分を放ほうってどこかに行ってしまったのだ。パートナーなのに。女性を護まもる騎き士しのはずなのに。それなら自分も勝手にしていいはずだ。まったく腹立たしい……。

「おいっ！」

　いきなりルーシアは背後から鋭するどい声を掛かけられ、手にしていたメモ帳を落としてしまった。振り返ると乳う母ば車ぐるまのような形のライン引きを手にした二人の魔術師がいた。片方は赤ローブ。もう片方は黒ローブ。二人とも法士の上の爛らん士しであった。二人は訝しげな目でルーシアを睨にらんでいた。

「あ、あの……」

　ルーシアは慌あわててメモ帳を拾う。ラインの形を記していたことよりもむしろ『薫さんと仲良くなる方法』を見られたくないからであったが、それは二人の魔術師の疑念を強めてしまった。

「見習いがここで何をしているっ。いま隠かくした物を見せろ」

　冗じよう談だんじゃないわ、とルーシアは逃にげようとしたが、腕うでを掴つかまれてしまった。

「お前の所の者か？」黒ローブが赤ローブに聞く。

「いや、知らぬ顔だ。小こ娘むすめ、お前は誰の弟子だ？」

「ク、クラウディ……」

『クソババア』の名を言おうとしたが、いくら化ばけ物ものじみた魔ま女じよであっても、さすがにこの時代には生きていない。ルーシアは必死に自分の法ほう脈みやくを辿たどる。

（クソババアの師匠がイリュストレ様で、その師匠がバロウズ様で、その前が……ええと、誰だっけ!?）

「怪あやしいな。ソリヴィエ様に報ほう告こくした方がいい」

（ソリヴィエですって!?）

　ルーシアは唖あ然ぜんとした。その名を持つ魔術師は一人しかいない。ゾルアス・ソリヴィエ。通称『ＺＯＳＯ』。黒ローブでありながら満まん場じよう一いつ致ちで魔術師協会の最さい高こう位いに選出された伝説の魔術師。ある意味歴代の総そう帥すいの中で最も有名な人物である。そういえば彼が総帥にいたのは十三世紀の初頭だ。やはり魔術師協会がここで何かをしている。

「……おや、君たち何をやっているのかな？」

　そのときであった。気き障ざったらしい声が廊ろう下かの向こうから聞こえてきた。

「これはいけないな。大の男がレディを囲んで。何だったら私が紳しん士し的てきに……」

　そこで男の声はぴたりと凍こおりついた。あのときトカゲ男と一緒にいたスケベ魔術師であった。ルーシアがトカゲ男を燃やしたのを目の前で見た魔術師は「き、君は……」と引きつった顔で呻うめいた。

「グレイエス様、お知り合いですか？」

　黒ローブの魔術師が敬語で言った。グレイエスと呼ばれたスケベ魔術師のまとっているローブは、この二人より上の導士の物だ。

　ルーシアはローブの裾すそで顔を覆おおって「えっぐ、えっぐ」と泣き出してみせた。ちらりと覗き見ると、案の定グレイエスは対応に困って戸と惑まどっている。

（あと一ひと押おしよ。我が慢まんするのよルーシア……）

　彼女は自分に言い聞かせると、グレイエスの胸に飛び込み、半なかば自や棄けっぱちでもう一人の自分の真ま似ねをした。

「うえ～ん、グレイエス様ぁ。わたしグレイエス様を捜しているうちに道に迷っただけなのに、この人たちにいじめられました～」




　　　　◇




　薫はロッコを追って城内を歩いていた。あの二人の失しつ踪そう者しやに服や部屋を世話した経けい緯いを聞くためである。

　城内はやけに殺気立っていて走ることができない。通路のあちこちに重じゆう武ぶ装そうした『親しん衛えい隊たい』といった感じの衛兵が道を塞ふさいでおり、魔ま族ぞくらしき者の姿が混まじっていることもあった。

　通路に置かれていたベッド・シーツの束たばを拝はい借しやくし、仕事をしているフリをしながらロッコを捜す薫が三階を歩いていると、小さな影かげが壁かべにしがみついているのが目に入った。

「おうい、ロッコ君」

　いったい何をやっているんだと思いながらも薫は控ひかえ目な声で彼を呼んだ。するとロッコは壁に張り付いたまま振ふり返ったが、薫には興きよう味みナシという顔付きで器き用ように石の壁に足を掛けて壁をよじ登った。その先には天てん井じように石が外れて穴が空いた所があった。

「ちょ、ちょっと……」

　やっと薫はロッコが壁に張り付いているのではなく天井裏に潜もぐり込もうとしていることに気づいたが、彼は薫を無視して天井裏に入って行ってしまった。

（うわぁ……こんなところを見られたら、ロッコ君はともかく僕は間ま違ちがいなくその場で首くびを刎はねられるな……）

　だが仕し方かたないので、薫は彼を追って壁を登った。

　城は三階建てでこの上には尖せん塔とうがあるだけなのだが、三階の天井裏はあまり高さがなかった。薫はもとよりロッコも這はって進むしかない。窓はなかったが、岩の継つぎ目から下の部屋の光が差し込んで来ており、ぼんやりと視し界かいがあった。

「ねえ、ロッコ君。話があるんだ」

　薫はやっとのことで追いついて話しかけた。天井裏に面した方の岩は平らにはされておらず、膝が痛いたかった。

「何？　僕、忙いそがしいんだけど」

「忙しいって……こんな所で何をやっているの？」

「何って……」ロッコは足を止めて首を捻ひねった。「と、とにかく僕は忙しいのっ」

　遊んでいるようにしか見えないのだが、彼は怒おこったように言ってまた天井裏をもぞもぞと進む。

「ねえ、さっき一緒に服を持って来てくれた二人のことを聞きたいんだ。ロッコ君はあの二人とどうやって知り合ったの？」

「知り合いってほどじゃないよ。散さん歩ぽしてたら裏門の近くで二人で泣いているのを見つけて声を掛けただけだよ。確か今け朝さ……じゃないな。もっと前だったかな。昨日……一昨日……あれ？」ロッコは首を捻りしばらく考えていたが、やがて考えるのが面めん倒どうになったらしく「とにかく最近知り合ったばかりだよ」と言った。

「この人のことは知らない？」

　薫は携けい帯たいに野球部顧こ問もんの写真を映してロッコの顔の前に出した。

「うわあ凄すごいっ。これって魔ま術じゆつ!?」

　不承不承という感じだったロッコだが携帯電話には興きよう味みを覚えたらしく、耳をぱたぱたと動かしながら聞いてきた。

「ルーシアにかけてもらった魔術だよ。それで、この人に見覚えはない？」

「う～ん……分からないよ。もしかすると城で見たことがあるかもしれないけど」

　隠しているふうではなかった。自分とルーシアでは扱あつかいに差はあるが、基き本ほん的てきに彼は他人に対して親切なようだ。彼はただこの世界に出てしまった自分たちやあの二人が困っているのを見て世話をしてくれただけなのだろうか？

「ねえ、思い出して欲ほしいんだ。僕とルーシアにはとっても重じゆう要ような……」

　そのとき下から、バタンッ、とドアの閉まる音がした。

「なんだろ？」

　と下の部屋を覗のぞき込んだロッコは「ぐるるるるう」と威い嚇かくするように唸うなり出だした。彼を真似て岩の隙すき間まから下を覗いた薫は大おお慌あわてでロッコの口を塞ふさぎ、「静かにっ」と制せいする。下はどこかの会かい議ぎ室しつのような広い部屋で、二人の男が向かい合って座すわっていた。

　片方は白銀ミスリルのアルフェルム。もう片方は漆黒ノワールのトゥロワヌだった。
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　エンカーナシオン城の三階にある会議室は、窓から差し込む夕暮れの光でオレンジに染められていた。部屋を後にした人物の足音が遠ざかって行き、やがて聞こえなくなった。部屋にいた二人の男は肺に溜ためていた空気を吐はき出した。

「……あいつの話を聞いたかい。あいつは狂くるっているよ」

　呆あきれたようにアルフェルムは言った。

「お前のような男に『狂っている』と言われては、あのお方もさぞかし気を悪くされるだろうな」

　アルフェルムの正面に座ったトゥロワヌが厳いかめしい表情で応こたえた。

　山やまのような男だった。巨きよ大だいな肉体を黒い軍ぐん服ぷくに包み、その上からマントを羽は織おっている。いかなる格かく闘とう家かでも見ただけで戦せん意いを失うだろう鋼はがねのような肉体は、マントの下に鎧よろいをまとっているようにも映うつった。意志の強さを示すような太ふとい眉まゆと、骨ほね張ばった精せい悍かんな顔かお立だち。この男ほど王おう座ざに座るのが似合う者もいまい。この男の風ふう格かくの前では世界のどんな王も紛まがい物ものの黄おう金ごんにしか見えない。

　だがトゥロワヌが座っているのは長テーブルのサイドの席。人間界で流りゆう行こうの軽けい薄はくなチュニックを着た銀ぎん髪ぱつの男の正面だった。長テーブルの上かみ座ざはポツンと空いている。恐おそらくは先さき程ほど退たい席せきした人物が座っていたのだろう。

「君が何て言おうとあいつは狂ってるよ。『レディ・キィが誰か分からないなら世界中の女をゲートの元に連れて来て一人ずつ殺せばいい。いつか当たるだろう』だってさ。これが正しよう気きだと思うの？」

「よすんだな、アルフェルム。それ以上あのお方を愚ぐ弄ろうしたら、私とて看かん過かできぬぞ」

　トゥロワヌが足を組くみ替かえた。腰こしに差した剣けんがカチャリと音を立てる。

「へえ、こりゃ驚おどろいた」アルフェルムが皮肉な笑みを浮かべた。「あんな奴やつのために私とやり合う気かい？」

　アルフェルムの放はなつ殺さつ気きで部屋の空気が凍こおりつくが、トゥロワヌは眉一つ動かさなかった。

「お前は味み方かただ。味方とは刃やいばを交まじえぬ」

「へえ、そりゃ意外だね。てっきり嫌きらわれていると思ってたよ」

「そうとも。お前のようなちゃらちゃらした男など大嫌いだ。だが尊そん敬けいはしている」

　アルフェルムはしばしポカンとした後、肩かたを竦すくめて殺気を収おさめた。

　顔には釈しやく然ぜんとしない表情が残っていた。日ひ頃ごろから『朴ぼく念ねん仁じん』と腐くさしている男の言葉にほんのちょっとだが心を動かされてしまった自分が悔くやしいのである。トゥロワヌが真ま面じ目めに言っているのかそれとも自分を懐かい柔じゆうしようとしているのか判はん断だんがつかなかったが、実にアルフェルム好みの物言いであった。

　アルフェルムはトゥロワヌを真正面から見ないように斜ななめに腰掛け直した。

「……私も、君の方があいつよりはマシだと思っているよ。君はどうしようもない退たい屈くつな堅かた物ぶつの朴念仁で、ありとあらゆる意味でタイプじゃないけど、少なくとも遥はるかにマトモだからね。あいつと二人っきりでこの世界に残されたと想像するとぞっとする。でも、本気であいつの言っていることを実行に移すっていうのなら、その評ひよう価かも変えなくちゃならないだろうけど」

「あのお方は我々より上じよう位いのロードだ。あのお方が決めたとあっては、この地に残った魔族は全すべて従わなければならぬ」

「馬ば鹿かなこと言わないでくれよ。レディ・キィを探すために人間の女の大半を殺しちゃったら、人間は繁はん殖しよくできないじゃないか。偉大なる君主グラン・マスターが再びこの地に降こう臨りんされたとき、人間が滅ほろんじゃってるよ」

「運がよければ滅ぶまい」

「……所しよ詮せんは軍人だね」アルフェルムは席を立った。「君らと会うのはこれが最後みたいだね。勝手にしなよ。私はこの世界がなくなるまで好き勝手に遊ぶことにするから。永遠にバイバイ」

「まだ夜の舞ぶ踏とう会かいがあるぞ。お前の大好きな美少年でも漁あさって行ったらどうだ？」

「遠えん慮りよしておく。人間のゲストは君が仲良くしている魔術師どもだけだろう？　ジジイばっかでみんな盛さかりを過ぎちゃっているからね」

「三十、四十の若い奴やつもおったぞ」

「……こんなくだらない会議に来て一つだけよいことがあったよ。君と美び的てき感かん覚かくが違ちがうことがはっきりしたのは掛かけ替がえのない収しゆう穫かくだ」

　アルフェルムは吐はき捨すてて、椅い子すに掛けてあった自分のマントを羽は織おった。

「それにさ、あいつがいるパーティなんかで心から楽しめると思うの？」

　アルフェルムの顔には引きつった笑みが浮かんでいた。

「私はね、心の底からあいつが怖こわいんだよ」




　　　　◇




（そうか……これがハエレティコールム会かい議ぎなのか……）

　天てん井じよう裏うらで息を殺ころす薫の全ぜん身しんは汗あせだくだった。もう夕ゆう方がただというのに天井裏は空気が籠こもっていて蒸むし暑あつい。だが汗を滴したたらせたのはそれだけではない。１２０９年という年としは、対たい魔ま族ぞくの歴史の中で重じゆう要ような年として教きよう皇こう庁ちように伝わっていた。薫はそのことを思い出したのである。どうりで厳げん重じゆうな警けい備び態たい勢せいが敷しかれているはずだ。

　ハエレティコールム会議──この世界に残された三人のロードが一いち堂どうに会した唯ゆい一いつの場である。

　その会議が当時ウィーンにあったトゥロワヌの城で開かれたことはエスクードの記き録ろくに残っていた。その後第二回は開かれることはなく、その場で決められたことは八百年後の二十一世せい紀きでも魔族の法としてこの世界の闇やみの生せい物ぶつたちを律りつしている。

　とんでもない場面に来てしまったものだ、と薫は汗を拭ぬぐう。拭っても拭っても額から汗が伝い、ぽたぽたと石の床ゆかに落ちる。下にいるトゥロワヌに気づかれたら自分らはおしまいだった。

　下でドアの音がした。やっと退たい室しつしてくれたかと思ったがそうではなかった。部屋には新たに黒いローブをまとった魔ま術じゆつ師しが入って来た。年は五十過ぎ。腕うでには一冊の本をかかえている。

「あの気まぐれ男は帰ってくれたのか。運が良かったな」

「運が良かっただと？　長い付き合いだ。どう言えばあいつがどう動くかぐらいだいたい分かっている。それでお前の方の準じゆん備びは進んでいるのか、ソリヴィエ」

「問題はない。地下のあれももうすぐ完かん成せいするし、これの準備もできた。私の一世一代の傑けつ作さくだよ」ソリヴィエはトゥロワヌの前の席に座すわると、手にしていた本をトゥロワヌに差し出した。「それにあいつも既に来ている」

　いったいあの魔術師は何者なのだろう、と薫は訝った。人間のようだがトゥロワヌに平へい然ぜんとした口調で話しかけ、トゥロワヌもまた対たい等とうな口調で応こたえている。ロードの会議は聞き逃のがしてしまったが、もしかすると重要な話を聞けるのでは……などと思っていたときだった。

「ああっ、どうして僕は忘れてたんだろう！」

　ロッコがいきなり大声で叫さけんだ。狭せまい天井裏に彼の声が反はん響きようする。下にいるトゥロワヌと魔術師がはっとして席を立ち、こちらを見上げた。

「大変だっ。ご主人様に知らせなくっちゃ。急がないと『赤い死』がやって来ちゃうっ！」

　薫はロッコの口を押おさえようとしたが手て遅おくれだった。「誰だ！」トゥロワヌが銅ど鑼らのような声で叫びながら天井に手を突つき出した。トゥロワヌの手の周囲に五、六十もの光の玉が生まれ、一いつ斉せいに薫たちの方へ飛ひ来らいする。

　天井ごと穴だらけにされた、と思った瞬しゆん間かん、光の玉は天井の手前に現れた透とう明めいの膜まくに包まれた。トゥロワヌの放った魔術の弾だん丸がんは透明の膜に包まれ萎しぼんで消えた。

「何をするか、ソリヴィエ！」

「落ち着け。この上に何があるか忘れたのか」

　トゥロワヌは「くっ」と吐はき捨すて、ドアへと向かう。

「逃にげるよっ」

　薫はロッコと共に大おお慌あわてでさっきの穴から廊ろう下かへと降りた。廊下の向こうからトゥロワヌの気け配はいを感じた。違う方向を探しているようだが、巨きよ大だいな殺さつ意いはまるで水面に落とされた墨すみが広がるように廊下を侵食していく。薫は足の震ふるえを抑おさえて走り出す。

　怖こわい、と思った。奴の視界に入ったらその瞬間にこの世界から消しよう滅めつさせられる。呼吸さえできなくなるほどの威い圧あつ感かんが背後で渦うず巻まいていた。

「どうして忘れてたんだろ……ご主人様に伝えないと……『赤い死』が……」

　ロッコは涙なみだを拭いながらずっと同じことを呟つぶやいている。何を泣いているのか分からないが、あの明るい少年が酷ひどく切せつなそうで、その姿を見ているだけで薫までも悲しくなってくるぐらいだった。話を聞いて彼の助けになってあげたかったが、今はそんな時間はない。

（まずい……）

　さっきまでは誰もいなかった廊下の先に黒いローブを着た人ひと影かげがあった。手前に脇わきに逸それる道はない。手には黒い杖つえ。魔術師のようである。

（さっきのソリとかなんとかって奴の仲間だろうか？）

　自分らのことを告げられたら終わりだ。だが偶ぐう然ぜん居合わせた人間を口くち封ふうじのために手に掛けるなどという選せん択たく肢しは薫の中に存在しない。どうにか見られないうちに気き絶ぜつさせられないだろうか……。

「えっ！」

　人影がこちらを向いた。薫は驚きよう愕がくした。その人物も自分と同じ表情をしていた。

　桂かつら木ぎ真ま澄すみ。

　あのとき彼を目もく撃げきしたと思ったのは見間違えではなかったのだ。

　薫とロッコは呆ぼう然ぜんとする真澄の横を通り抜ぬけた。薫は下の階への階段の手前で立ち止まって振ふり返った。真澄は口を半開きにしたままでこちらを見ていた。薫は踵きびすを返して階段を降りて行った。ロッコはどこかに走り去っていた。

（でも、どうして真澄さんがこの世界に……）




　　　　◇




　薫と小さな子供が走り去ってほんのしばらくしたとき、横の部屋のドアが開き、胸むな元もとのチャックを閉めながらヴァルデリーが現れた。肌はだと髪かみは汗あせでしっとり濡ぬれ、レザー・スーツの内側からどんな香こう水すいよりも妖よう艶えんな香かおりを漂ただよわせている。

「お待たせ」

　ヴァルデリーは口の周りについた液えき体たいを拭いながら、満足そうな表情で言った。

「あ……ああ……」真澄は我を取り戻もどして応えた。「たっぷりと楽しんだかい？」

「やあね、仕し方かたなくやったんじゃない。あいつらがどうしても通さないって言うんですもの。マスターの部下だから殺すわけにもいかないし」

　ヴァルデリーがドアを閉めたとき、部屋の中で全ぜん裸らで幸せそうに失しつ神しんした二人の衛えい兵へいの姿が見えた。真澄は一いち応おう「嘘うそつきやがれ」と言っておいた。

　部屋の二人はつい先さき程ほどまでここを護まもっていた衛兵である。ヴァルデリーはトゥロワヌに面めん会かいを求めてやって来たのだが、衛兵は断だん固ことして通さず一いつ触しよく即そく発はつになった。するとヴァルデリーは「分かったわよ。身体からだで払はらうわ」といきなり衛兵たちの唇くちびるを奪うばった。

　変化は一瞬で起こった。頑がん迷めいなぐらい任にん務むに忠ちゆう実じつな衛兵だったのに、唾だ液えきの糸を引いてヴァルデリーの舌したが抜かれると、飢うえた獣けもののように彼女の肉にく体たいをまさぐり始めたのである。レザー・スーツの上から乳ち房ぶさに食らいつき、跪ひざまずいて彼女のブーツを舐なめ回まわした。そしてヴァルデリーは女王のように二人を従えて横の部屋に消えた。後にはポカンと残される真澄の姿があった。

「……あんた、あの二人に何をやった？」

「別にィ。わたしって魅み力りよく的てきだからじゃない？」

　ヴァルデリーはとぼけた顔で言った。

（魔術を使った様子はなかったが……タネを暴あばいておかねえと後あと々あとヤバそうだな……）

　そのときであった。廊下の向こうから、ヴァルデリーの妖よう気きを吹ふき飛ばす嵐あらしのような気配を真澄は感じた。黒いマントをまとった大男が表情を強こわばらせて走って来た。

（これがトゥロワヌ……）

　初めて相あい対たいするというのに、真澄はその黒こく衣いの男が何者であるかを即そく座ざに理解した。アルフェルムとはまた別べつ種しゆの恐怖。アルフェルムの沼ぬまへと引きずり込まれるような恐怖ではなく、面と向かっているだけで墓はか穴あなの中に押し込まれているような錯さつ覚かくを覚えた。真澄は自分でも気づかないうちにその男の足元に跪いていた。

「二人とも立て。ここに誰か来なかったか」

「はい」真澄は答えた。「小さな子供が一人、走って行きました。年は十歳さいぐらい。首くび輪わを付けておりました」

「貴様、知らぬ顔だな。この城の者ではない。何者だ？」

「白銀ミスリルのロードの使し徒とで真澄と申します」

　トゥロワヌの眉まゆが一いつ瞬しゆんだけ不ふ快かいそうに歪ゆがんだ。

「……よかろう、真澄とやら。アルフェルム卿きようには私から言っておくから、しばしここに残ってその小こ僧ぞうを見つけて殺せ」

　そしてヴァルデリーの方を向いたトゥロワヌだったが、怪け訝げんそうな表情を浮うかべた。先程真澄と遭そう遇ぐうしたアルフェルムとそっくりな表情だった。

「貴様は私の使徒……か？」

「はいっ。ヴァルデリーと申しますっ」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの淫いん女じよは、生き娘むすめのように頬ほおを染そめた。

「いい女だ。昔は一夜の相手にずいぶんと人間の女を使徒にしたが、その中の一匹ぴきか？」

「は、はいっ、そうです。マスターにはわたしの身体をいっぱい使っていただいて……」

「覚おぼえてないな」面めん倒どうそうにトゥロワヌは遮さえぎった。「ではお前も真澄と共にその小僧を捜して殺せ。このことはお前と真澄だけが行い、他の者には話すな。成せい功こうした暁あかつきには一夜をお前だけのために使ってやる」

「光こう栄えいにございますっ！」

「真澄よ、お前は何を望む？」

「いえ。我わが君とトゥロワヌ様は無二の友と聞いております。トゥロワヌ様に尽つくすことは我が君に尽くすも同じ。何も望むものはありません」

「ふん」トゥロワヌは苦く笑しようした。「行け」

（終わったら俺も殺す気だな。いったいあのガキは何を見た？　それから薫は……）

「待て、女よ」意い気き揚よう々ようと走って行こうとするヴァルデリーをトゥロワヌが呼び止めた。「貴様はなぜ私の紋もん章しようを身に付けている？　私は貴様にそんな物を許した覚えはないぞ」

「こ、これは……」

　トゥロワヌは返へん答とうに詰つまるヴァルデリーから眼がん帯たいを引ひき千ち切ぎり、手の中で灰はいにした。「あっ……」とヴァルデリーの顔が悲しみの色に染そまる。

「醜みにくい傷だな」トゥロワヌはヴァルデリーの顎あごを掴つかみ、彼女の左目に刻きざまれた傷をつまらなそうに眺ながめた。「まあいい。我が慢まんして抱だいてやる。私の期き待たいに応こたえろ」

　トゥロワヌは踵きびすを返した。

「光栄に……ございます……」

　俯うなずき、先程とはうって変わった震ふるえる声で呟つぶやくヴァルデリーの瞳ひとみには、彼女らしからぬ涙が浮かんでいた。




　　　　◇




　薫は一階まで降りて来ていた。トゥロワヌが追って来る気け配はいはなく、衛兵が自分らを捜している様子もない。

（真澄さんが黙だまっていてくれたんだろうか……）

　逃にげ延のびた薫は、はぐれてしまったロッコを捜していた。トゥロワヌたちの会談で途と中ちゆうで終わってしまったが、中野台高校の生徒らしい二人や、野球部の顧こ問もんの面おも影かげが残ったあの男のことをもう一度ちゃんと聞きたかった。

　ロッコは何かがおかしかった。あの二人の高校生と出会ったのが昨日だか今日だかも覚えてないと言うのだ。

　異い常じようだ。だがその異常さが逆に薫を彼の元へと走らせる。

（だけど……僕らより前に来た人たちの詳くわしい経けい緯いをロッコ君から聞けたとして、１２０９年のこの世界から帰れるのだろうか？）

「ねえ、貴方あなた？」

　薫はいきなり後ろから声を掛かけられた。振ふり返ると、一人の少女がにこにこと笑って立っていた。年の頃ころは十三、四。ルーシアよりも少し幼いぐらい。ちょっとませた感じのドレスを着ており、上から下まで靴くつに至いたるまでが全すべて鮮あざやかな赤一色だった。

（あれ……でもどうして……？）

　背はい後ごの廊ろう下かは部へ屋やも脇わき道みちもなく長く続いていた。いつの間に後ろに回り込まれたのだろう？　考え事をしているうちに追い越こしてしまったのだろうか？

　呆あつ気けに取られる薫に、少女はくすくすとイタズラっぽく微笑ほほえむ。

「貴方と一いつ緒しよにいた女の子のことで教えてあげようと思って」

「えっ、ルーシアがどうかしたの!?」

「何かイヤらしそうな顔をした魔ま術じゆつ師しと一緒に客きやく室しつに入って行ったわよ。気き障ざったらしくて、とっても馬ば鹿かそうな奴。アイツ、何か企たくらんでいたみたいだから早く行った方がいいんじゃない？」

（イヤらしそうな顔……ああっ、あいつか！）

「どこで見たの!?」

　少女は「ここよ」と術言ワードを唱え空中に光で地ち図ずを描えがいた。なるほど、後ろに周り込まれたのは魔術を使ったイタズラだったようだ。

　ルーシアのようにどこかの魔術師の弟で子しだろうか？　どこかの王家の息女と聞いても頷うなずいてしまうほどのとびっきりの気き品ひんを備えている。口調も子供っぽいのに、とてつもなく高こう貴きな響ひびきがあった。

「貴方たちって、今夜のパーティのパートナー？」

「いいや、パーティには出席しないよ。僕らはこの城から出たいんだ」

「まあ残ざん念ねん。パーティでまた会えると思ったのに」

「教えてくれてありがとう。じゃあ僕は急いでいるから行くね」

　走り出した薫の背に、少女は変わらぬ高貴な口調で言った。

「そうね、急いだ方がいいわ。パーティには『赤い死』がやって来るから」

　ロッコが口走ったのと同じ言葉を投げかけられ、薫は驚いて振り返った。だがもうそこには少女の姿はなかった。

「……早くパーティに行く準備をするのよ。ドレスを着て、おめかしをして。ここから出たかったら『赤い死』を追うしかないのよ。……ふふっ、貴方たちは出られるかしら？」

　誰もいない廊下に少女の楽しそうな笑い声が響いていた。




　　　　◇




「いやあ、まさか弟子になりたくて私を捜していたとは驚かせてもらったよ」

　地下で魔術師たちに発見されてしまったルーシアは、もう一人の自分の真ま似ねをして難なんを逃のがれ、グレイエス・ディ・マルディーニという魔術師の部屋に来ていた。外はすっかり真っ暗で、グレイエスは魔術の明かりを灯ともした。

「はい、そうなんです。今のお師し匠しよう様ときたら、性せい格かくは悪わるいわ、素そ行こう不ふ良りようだわ、男にはだらしないわで最さい悪あくです。あとおまけにすごいブスです。魔術の腕うではまあまあなので我が慢まんしてやっていたんですが、もう限げん界かいで……」

「うむうむ、君みたいな可愛かわいらしい子がなんて不ふ憫びんなことだ」

　コイツ、ほんとに馬鹿じゃないかしら……とルーシアは作り笑え顔がおの下で呆あきれる。師匠を替かえることがこの時代でもタブーであったかまでは分からないが、赤から黒へ移い籍せきするなど魔術師協会が設せつ立りつされた頃からの大だい禁きん忌きである。イギリスとバチカンが犬けん猿えんの仲であるぐらいに、魔術師協会の赤と黒はお互たがいを敵てき視ししている。同じものに根ざしているだけあって憎ぞう悪おはむしろ強いかもしれない。

（でもその赤と黒が共同で何かをやっているなんて……）

　十三世紀初頭──この頃の歴史は魔術師協会からごっそりと喪そう失しつしていた。『積分的物質記憶検索インテグラル・サイコメトリイ』を使っても調べはつかないほど物の記き憶おくさえも消されているのである。微かに伝わっている当時の魔術師協会総そう帥すいゾルアス・ソリヴィエの名があまりにも有名なのは、この時代の歴史の喪失に彼が何らかの関かん与よをしていると言われているからである。

　そしてエンカーナシオン城のいわく。

　この城もまた全ての記憶が抹まつ消しようされているのだ。トゥロワヌが城を捨てたときに重要な情報を教きよう皇こう庁ちように知られぬために消し去ったと言われているが、まさかその場所でソリヴィエの名を聞くことになり、ルーシアは驚いた。そして魔術師としての好奇心が抑おさえ切れなくなった。

「グレイエス様。わたしのお師匠様は教えてくれなかったのですが、グレイエス様やソリヴィエ様はこの地下で何をやっているのですか？」

「まあ、何と言うか……こういったものは共同作業なわけだから、私のような重じゆう要よう人じん物ぶつであってもその一部分しか知らないことも多々あるのだよ。もちろんソリヴィエ様の右腕である私だから、いずれは全て説明してもらえるはずだが」

　どうしてそれでごまかせると思えるのか不ふ思し議ぎなぐらいなことを並べながら、グレイエスはワイン・ボトルを手に取った。

「それよりお嬢じようさん、座すわったらどうだね」

　ルーシアは「はあ……」などと言いながら椅い子すに腰こし掛かけた。

「君もどうかね？」グレイエスはワイン・グラスを口に運ぶがいきなり噎むせ返かえりワインを吐はき出した。「何だこれは。私に腐くさったワインを出すなんて……」などとぶつぶつ言う。ルーシアは呆れてグレイエスから顔を背そむけた。

（何よ、コイツ。我慢して力いっぱいおだててやったのに何も知らないじゃない。仕し方かたないわ。さっさと逃にげましょ）

　ルーシアはさりげなく手で口を覆おおい、小さな声で麻ま痺ひの呪じゆ文もんを唱え始めた。どうしようもない馬鹿とはいえ仮にも相手は導どう士し。勝てる算段なしに、自分によからぬことを企んでいるのがミエミエのこんな奴の部屋までついて来たわけはない。ルーシアが用意している呪文は何度となく改良を加えられた二十一世紀の『最新ヴァージョン』である。この時代の防ぼう御ぎよ魔術では対たい応おうできない。

「ところでお嬢さん」

　グレイエスが席を立ち、こちらに歩いて来た。ルーシアは慌あわてて術言ワードの詠えい唱しようを中ちゆう断だんし、魔力を解かい放ほうする。グレイエスがルーシアの肩かたに手を置いた。

「君は今、非常に危あやうい立場にいる」

「えっ……？」

「考えてもみたまえ。ローブの色を変えたいなんてことを口にしてしまったのだよ。いくら君があのお方のペットと仲がよくても、これはもう庇かばい切きれないのではないかな？　君は廊ろう下かで大暴れしていることだし」

　グレイエスはポケットから拳こぶし大だいのオーブを取り出し、ルーシアの耳元に近づけた。

『……魔術の腕はまあまあなので我慢してやっていたんですが、もう限界で……』

　先程のルーシアの声がオーブの中から聞こえた。

「だ、だって貴方だって、移籍させてくれるって言ったじゃないっ」

「私は『不憫なことだ』と言っただけだよ。そんな馬鹿な話をソリヴィエ様に伝えようものなら、即そく座ざに全すべての記憶を封ふう印いんされるどころか焼き尽くされてしまうよ」

　グレイエスは嘲ちよう笑しようを浮うかべた。こんな奴にはめられたことに気づき、顔色を変えてルーシアは席を立つ──が、立ち上がることはできなかった。

「な、何よこれっ」

　背中がべったりと椅子に張り付いたように動くことができない。「ふふっ」グレイエスがルーシアの両腕を掴つかんで椅子の肘ひじ掛かけに押おし付けた。さっきまでは自由に動かせた腕も椅子に張り付いてしまった。椅子に仕掛けがしてあったのだ。

「どうかね、私の自じ信しん作さくだよ。最近の若い女の子は落ち着きがないからね。鑑かん賞しようするにはこれが一番だ。おとなしくしていれば、このことはわたしと君だけの秘ひ密みつにしておいてあげよう」

　グレイエスを見くびっていたのは確かだが、変へん態たいだという見立てはまったく正しかったようだ。いや、想そう像ぞう以上である。

「な、何が『鑑賞』よこの変態っ。どう考えたって女の子にイタズラするための物じゃないっ。魔術を何だと思ってるの!?」

「……口の悪い娘むすめだな。ちょっと頭の弱よわい可愛い子だと思ったのに」

「こ、こんな変態まであの馬ば鹿か娘がいいのっ!?」

「何を言ってるんだ？　まあ、いい。着き飾かざれば少しは見れたものになるだろう。今夜のパーティ用のドレスを用意していたんだが、生あい憎にくとパートナーが見つからなくて空あいていたんだ」

「当たり前でしょ。貴方みたいな変態と一いつ緒しよに行ったら、死ぬまで後ろ指さされて笑われるわよっ」

　グレイエスは「ふふん」と嘲笑すると、動けないルーシアのローブの胸元をはだけた。そしてポケットからナイフを取り出し、ロッコが調達してくれた服ふくの裾すそを摘つまんで刃はをあてがった。何をしようとしているか悟さとったルーシアは悲鳴をあげた。

「や、やめなさいよ変態っ！　二十一世紀に帰ったら、魔術師目もく録ろくに『史上最悪の変態魔術師』って記してきちゃうんだからっ」

「訳の分からないことを言ってないでじっとしていたまえ。危き険けんだよ。もっとも君は身み動うごき一つできないだろうが」

　グレイエスは鼻はな息いきを荒あらくしていた。やはり相そう当とうの筋すじ金がね入りの変態だ。ルーシアはこの変態椅子を破は壊かいしようと術言ワードを唱となえようとしたが、腕が張り付けられているので動作が取れず、魔術を完成させられない。

「馬鹿娘っ、出て来なさいよっ。出て来てこいつをぶちのめしちゃいなさいよっ」

　鋭利な刃が下から上へとスウッと這はい、ルーシアの服を裂さいた。

「何だ、もう一枚着ていたのか。まあそれもなかなかおつなもので……」

　タートルネックの黒い肌はだ着ぎにグレイエスが手を掛ける。

「嫌いやよっ。それだけは絶対に嫌っ！」

　ルーシアの瞳ひとみに涙なみだが浮かんだ。それだけは絶対に見られたくなかった。しかしグレイエスはますます興奮した様子でルーシアの肌着を切り裂いていく。

「嫌……見ないでよ……嫌よ……」

　ルーシアは相手を罵ののしることもできなくなり泣きじゃくった。グレイエスはナイフをしまい、真っ二つに裂いたルーシアの服を左右に開いた。ルーシアの真っ白な肌が薄うす暗ぐらい室内に浮かび上がる。

「何だ……これは」

　グレイエスの顔が強こわばった。

「刺青いれずみ？　いや違ちがう。これは魔ま導どうの……」

　グレイエスが彼女の肌にあるそれに触ふれようとしたそのときであった。

　ドンドンドン、と部屋のドアが激しくノックされた。そしてドアノブを回す音。鍵かぎが掛かっているのでドアは開かない。

「ルーシア、いるの!?」

　聞き慣れたその声にルーシアは絶ぜつ叫きようした。

「薫っ、助けてっ！」

　ルーシアが叫さけぶと同どう時じにドアが突つき破られた。自分を見て唖あ然ぜんとした薫の顔がすぐに怒いかりに染そまった。

　薫は後ろ手にドアを閉め、手にグローブを嵌はめながらグレイエスに真っすぐに向かって行く。温おん厚こうで人じん畜ちく無む害がいな青年にしか見えなかった薫が、怒りに衝しよう動どうを抑おさえ切きれないでいる。ルーシアにはなぜかそれがとても嬉うれしかった。ルーシアの涙に濡ぬれた顔に笑えみが浮かんだ。
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「お、おい、お前。今すぐに出て行け。私を誰だと思って……」

　グレイエスはこの期ごに及およんで傲ごう岸がんな口調で言うが、薫は極きわめて簡かん潔けつな返へん答とうと共に顔面に拳を叩たたき込んだ。

「変態に決まってるだろっ！」

　鈍にぶい音と共にグレイエスは二メートルも殴なぐり飛とばされ、そのまま床ゆかの上で失しつ神しんした。

　その瞬しゆん間かん、グレイエスの魔術で拘こう束そくされていたルーシアの身体からだに自由が戻もどった。そして薫とルーシアの目が合った。「あっ……」と小さな声を残して薫の顔色が変わった。ルーシアは凍こおりついた。彼にそれを見られてしまったことを悟さとって。

「見ないでっ。お願いだから見ないでよっ！」

　ルーシアはローブで身体を覆おおって床にしゃがみ込み、背せを丸めて破やぶかれた服の下にある物を隠かくそうとした。だが手て遅おくれだった。彼に見られてしまったのだ。胸むねから腰こしの辺りにかけて焼き付くように刻きざまれた書しよ物もつの一頁ページを。

　薫がその名を呟つぶやいた。

「『外道祈祷書Bible of evil prayer』……」




　　　　◇




　ルーシアは身体からだを丸めて嗚お咽えつを漏もらし続けた。話をできるような状態ではなかった。薫はカーテンを引ひき裂さいてロープを作り、グレイエスを後ろ手に縛しばってさるぐつわを咬かませた。これで魔ま術じゆつは唱となえられないし、衛えい兵へいを呼ぶこともできないだろう。

　薫は服を脱ぬいで彼女に渡わたしたが、「貴方あなたの服なんか着たくないわよっ」とヒステリックに叫んだ。しかし、しばらくして「……ごめん、やっぱりちょうだい。それから助けてくれてありがとう」と言った。

「どうして……ここが？」

「廊ろう下かで奇き妙みような女の子に会ったんだ。君があの魔術師に連れて行かれたって」

　薫はロッコとその少女が揃そろって『赤い死』という言葉を口にしたことを話したが、ルーシアは上うわの空そらだった。

　やがてやっと落ち着いた彼女は薫に訊たずねてきた。

「どうして魔術師じゃない貴方が『外げ道どう祈き祷とう書しよ』のことを知っているの？」

「フィンランドに行ったときに、マーガレット・ショーエンワイスっていう魔術師の肌の中に入っているのを見たんだ」

「もしかしてアイリスのお祖ば母あさんの!?」

「うん。知らなかったの？　クラウディアさんが持っているんだろ？」

「あのクソババア、『ギャンブルの質に巻き上げたのよ』とかふざけたことしか言わないんだもの……ねえ、ショーエンワイス様もわたしみたいに人じん格かくが変わった？」

「僕が見た範はん囲いではなかったけど……君の人格が変わるのはそれのせいなの？」

　ルーシアは頷うなずいた。

「この書が動き出してわたしの身体の中に入るとあの馬ば鹿か娘むすめが出て来るの。外に出ているときはわたし。いつ動き出すかは自分でも分からないわ。ホント、迷めい惑わくよね……。でもあの子にとっても迷惑なのかも。どっちが本当のわたしなのか正直なところ自分でも分からないの。わたし、この身体を治したくて魔術師の道を志したようなものだけど、いつかこれを追い出したら、わたしの方が消えちゃうのかもしれない……」

　彼女は椅い子すに座すわると、自じ嘲ちよう的てきに笑った。

「でも貴方はわたしが消えた方がいいでしょ？　みんなあの子の方が好きなんだもの。馬鹿なことばっかやってるくせにみんなに好すかれる。大っ嫌きらいよ、あんなずるい子」ルーシアは聞こえないほど小さな声で「……でもちょっと羨うらやましい」と付つけ足たした。

「そうかな？」

「あら、薫はわたしの方が好みなの？　冗じよう談だんはよしてよ。自分が傲ごう慢まんで嫌いやな女なことぐらい分かっているわ」

「そうじゃなくてさ、君と出会ってほんの数日だけど、僕はどっちのルーシアも『同じ子なんだな』って思うときがあるよ。この世界に飛ばされて来たときだって、どっちのルーシアも『自分が悪い』って言ったじゃない？　同じ人間なら、どっちかが消えたりしないんじゃないかな？」

　ルーシアはまじまじと薫を見つめた。そして立ち上がり、薫に背を向けて部屋の隅すみへと歩いて行った。怒おこらせてしまったのかと思ったが、気のせいか振ふり向いたとき彼女は笑みを浮うかべていた気がした。

「何やってるの？」

　部屋の隅にあった魔術師の鞄かばんを漁あさり始めるルーシアに訊ねた。

「何よ、このセンスの悪いドレス。おまけに安やす物ものだし。ホント、何から何まで最悪な奴やつね。ま、勘かん弁べんしてあげるわ。わたしが着ればそれなりに映はえるでしょうから」

「ちょ、ちょっとルーシア……まさか君パーティに……」

「当たり前じゃない。ロッコ君はどこかに行っちゃったし、彼とその女の子が揃って『赤い死』とか口走って、それはパーティに来るんでしょ？　じゃあ行ってみるしかないじゃない。ほら、貴方も魔術師の服を剥はいで着き替がえなさいよ。貴方がわたしをエスコートするのよ。貴方、ダンスは踊おどれるでしょうね？」

「危き険けんだよっ。魔ま族ぞくが集まるパーティに行くなんてっ!?」

「貴方、まだここをマトモな世界だと思っているの？」彼女はぞくりとすることを平へい然ぜんと言った。「ずっと考えていたんだけど、この世界は何かうさん臭くさいのよ」

「うさん臭い？」

「ちょっと言い方が悪かったかしらね。恣し意い的てきなものを感じるの。ロッコ君やその女の子だけじゃなく、誰もがパーティのことを口にするじゃない？」

「そう言えば……」

「わたしはね、ここは過去だけど、ただの過去じゃないと思ってるの。世界がパーティに収束しているのなら行ってみようじゃないの。やって来る『赤い死』とやらを拝おがませてもらおうじゃない。ロッコ君も来るんじゃないの？」

　確かに彼女の言う通りだった。ロッコがどこかに行ってしまった今、薫たちにできることはそれしかない。

「でもさ、ルーシア。単にパーティに行きたいってのもあるでしょ」

「まあねー。でももう一人のわたしも行きたいって言ってるし、二対一で決定よね」

「……本当に言ってるの？」

「もちろん。それにさ……」

「それに？」

　ルーシアは「あ、これが一番マシね」と黒いゴシック調のドレスを引っ張り出しながら言った。

「わたし以外にパーティの主役がいると思って？」




　　　　◇




　魔術によって作られた白はく色しよく灯とうが真昼のように二階まで吹ふき抜ぬけになった広いダンス・ホールを照らしていた。

「すっごい……バッキンガム宮きゆう殿でんなみよ」

　ルーシアが感嘆した。

　絵かい画がの描えがかれた天てん井じよう、華か美びな装そう飾しよくの施ほどこされた柱、寄よせ木ぎ細ざい工くの床ゆかに至いたるまで何もかもが完かん璧ぺきな美しさであった。さすがにバッキンガムには行ったことはない薫だが、一いち度ど任にん務むで行ったことのあるベルサイユと比べても遜そん色しよくはない。

　薫にとっては幸いなことにダンスはまだ始まっていなかった。ピアノが静かに奏かなでる夜想曲ノクターンのなか、軽く百人を超こす着き飾かざった男女が談だん笑しようしていた。その間を給きゆう仕じの少年少女が忙いそがしげに走り回っている。会場の周囲にはずらりと鎧よろいで身を固めた兵士が配備されている。

「……あの話って本当なのかもしれないわね」

　会場を眺ながめながらルーシアが言った。

「あの話？」

「ええ。ダンスだとか音楽といった文化の多くは、魔ま族ぞくがゲートの向こうから持ち込んだっていう話。今現在伝わっている歴史では宮きゆう廷ていでダンスをする習しゆう慣かんが生まれたのはずっと後の時代ってことになっているけど、ここを見る限り違うみたい。ほら、ピアノの後ろで控ひかえているバイオリンだって現代のと同じ形じゃない？　確かあの形になったのは十六世紀ってことになってるわ」

「ウチが改かい竄ざんしたのかな？」

「かもね。だって貴方の所ってそういうことにムキになりそうじゃない？　『断じて魔族の影響などない』って……」そこまで言ったところでルーシアは肩を竦すくめた。「ウチも同じか。わたしが子供の頃から教え込まれたマナーとかも魔族が向こう側でやっていたことを模も倣ほうしているだけだったりしてね……」

　招しよう待たい客きやくは全すべて人間の姿をしていた。どれだけの魔族がいて、どれだけ人間の出席者がいるか最初は分からなかったが、何となく区別がつくようになってきた。近くに寄るだけで震ふるえてくるほどの威い圧あつ感かんを放つ魔族は、同時に気き品ひんに満みち溢あふれていた。それこそバッキンガムやベルサイユで毎夜行われていた舞ぶ踏とう会かいからそのまま抜け出て来たかのように、ダンス・ホールの美に溶とけ込んでいた。

　対して人間たちは一言で言えば場ば違ちがいで、絵画にできた染しみのようにホールの美を汚けがしていた。貴族のような魔族たちは仕方なく同席を許してやっているという感じで、決して自分らから人間に話し掛かけはしない。

「ロッコ君、来ているかな？」

「そうね、二手に分かれて捜しましょ。……あ、やっぱり薫はダンスのステップの練習をしてなさい。本番でわたしに恥はじをかかせたらパートナー解かい消しようだからね」

　そう言ってルーシアは人ひと込ごみの中に消えて行った。

（『赤い死』か……）

　薫はロッコがそれを口にしたときのことを思い起こす。

『どうして今まで忘れていたんだろう？』

　奇き妙みような言い方である。彼はあの会談を盗ぬすみ聞ぎきしてそれを知ったはずなのに、以前からそれを知っていたようなことを言う。

（いったい何が出て来るんだろう？）

　あまりに抽ちゆう象しよう的てきな言葉だ。ロッコは「ご主人様が危あぶない」と言うが、彼の主人である魔族に脅きよう威いを与あたえるほどの物なのだろうか？　それを見み極きわめたところでこの異い様ような世界から帰き還かんできるのだろうか？

（でも今はそれを見極めるしかないか。できることはみんなやってみよう……）

　意を決すると、不ふ意いに朝から何も食べていないことを思い出した。昼ちゆう食しよくは怒りっぽい方のルーシアに没ぼつ収しゆうされて食べていない。

　テーブルに並んだ香こうばしい匂においのステーキに手を伸のばしたとき、いきなり横からほっそりした手が薫の腕うでを掴つかんだ。

「小こ伜せがれや、それは妾わらわたち用の皿じゃ。共とも食ぐいはよくないぞ」

　聞きき覚おぼえのあるねっとりとした声に薫は飛び上がりそうになった。

「ロ、ロクサーヌ……様っ」

　フィンランドで戦ったあの淫いん猥わいな魔族の女、ロクサーヌであった。相あい変かわらずと言うべきか、肌はだをたっぷりと露ろ出しゆつしたドレスに身を包んでいた。

（……そうか、この時代では生きているのか）

　フィンランドでロクサーヌが人間の腹はらを裂さいて食らっていた光景が甦よみがえる。テーブルに並んだ料理の正体に気づいて薫は蒼そう白はくになった。薫は止めてくれたロクサーヌに感謝した。

「おや、ぬしとはどこかで会ったかのお？」ロクサーヌは不ふ思し議ぎそうに小こ首くびを傾かしげる。そして薫の全身に視し線せんを這はわせ、唇くちびるの周りを二ふた股またに分かれた舌でぺろりと舐なめた。「ぬしのような可愛かわいい小伜と寝ねたら二度と忘れはしないと思うのじゃが」

「そ、そうではございませんロクサーヌ様。以前に貴方様を遠とお目めに拝はい見けんさせていただく幸こう運うんに恵めぐまれまして、以来、貴方様の美しさが心に焼き付いてしまっていたのです」

「くくっ……嬉うれしいことを言ってくれるではないか」ロクサーヌは目を細めた。「それは妾を誘さそっておるのじゃな？」

「とんでもございません。人間の分ぶん際ざいでロクサーヌ様と……」

　ロクサーヌは「遠えん慮りよはいらぬ」と薫を抱だき寄せた。この女の本ほん性しようを目まの当たりにしていた薫だが、強い香水と肉にく感かん的てきな感かん触しよくに包まれて顔が赤くなる。ロクサーヌは薫の耳元に唇を寄せて囁ささやいた。

「……しばし妾はこの城に滞たい在ざいする予定じゃ。今こ宵よいより毎まい晩ばん妾の相手をいたせ。もし一晩でも来ない日があったら、食い殺してくれるからの」

　ロクサーヌは薫の耳をかぷりと甘あま噛がみしてから去って行った。

（この頃ころからあいつはああいう感じだったんだ……。で、でも冗じよう談だんじゃないぞ、あいつのお相手なんて）

　ロクサーヌと入いれ替かわるようにルーシアが帰って来た。薫はさりげなく耳についたロクサーヌの口くち紅べにを拭ぬぐいながら訊たずねた。

「あ、ロッコ君はいた？」

「見当たらないわ。……それより薫、隠かくしたって無む駄だよ。あの女と抱き合っているところ見たんだからね。何よ、あの女」

　そう言ってルーシアは薫を睨にらみつけた。

「ち、違うったら。あれはその……」薫は声を殺した。「以前にフィンランドで戦った女。アイリスのことを殺しかけたんだから」

「ふぅん。ならいいけど。ああいう女と付つき合あうのはよしなさい。品ひん性せいを疑うたがわれるわよ」

「声が大きいってばっ」

　そうしているうちに音楽が夜想曲ノクターンから円ワ舞ル曲ツになった。バイオリンやチェロが加わり、静から動の華はなやかさに変わる。ホールにいた男女がそれぞれにパートナーを見つけ踊り始める。ただし踊っているのは魔族ばかりで、人間たちは恥はずかしそうに優ゆう雅がな空くう間かんを魔族たちのために空あけた。

「ほら、行くわよっ」

　薫はルーシアに手を引っ張られ、ホールのど真ん中へと連れて行かれてしまった。

　二人は踊り始めた。さすがにルーシアは上う手まかった。薫は反対にルーシアにエスコートされてしまう。一曲終わる頃にはどうにかステップを覚えて動けるようになっていたが、いくらルーシアが上手くても、今日初めて踊る薫がパートナーではどうしても音楽からワン・テンポ遅おくれてしまった。

　周しゆう囲いの魔族たちはそんな二人を嘲ちよう笑しようするでもなく、微笑ほほえましい目で見ていた。『人間の子供が遊んでいる』ぐらいの感じなのか、それともダンスの失敗を笑うのはマナーに反するからなのか。

　それでもとびっきりの美少女と細ほそ面おもての青年は次し第だいに注目を集め、二曲目が終わったときには周囲の魔族から拍はく手しゆまで頂ちよう戴だいしてしまった。実に奇妙な気分だった。

「センスは悪くないから後は経験ね。次の曲ではちゃんと貴方がリードしてよ」

「まだ踊るつもりなの!?　僕らはこんなことしにきたんじゃなくて『赤い死』ってのが何なのかを……」

　ふと気づくと遠くからざわめきが聞こえた。

「何かしら？」

　次第にそのざわめきはこちらへと近づいて来る。ホールの魔族たちが囁ささやく声が聞こえた。

「あの女性はいったいどなただ？」

「なんて美しいんでしょう……」

　どうやら新たに現れた出席者の美び貌ぼうを称たたえているようだ。薫も覗のぞこうとしたが、背があまり高くないので見えない。

「どうせそんな騒さわぐほどの女じゃ……」

　不満そうな顔で人込みの中に入って行ったルーシアだったが「なによ……美人じゃない」と悔くやしそうに言った。

　人込みが割れ、羨せん望ぼうの声を集めながら一人の女性が現れた。

　非ひの打うち所どころのない肢し体たいを白いナイト・ドレスに包み、神が特とく別べつな愛あい情じようを込めて造り上げたような美貌に誰もが息を呑のんだ。この華はなやかなダンス・ホールの全すべての美が彼女の美しさを際きわ立だたせるための装そう飾しよく品ひんとなっていた。

「えっ……」

　ただ残念なことに、彼女の顔に浮うかんでいるのはその美貌に相応ふさわしい優ゆう雅がな微び笑しようではなく、凍こおりつくような殺さつ意いだった。

　薫は言葉を失った。その女性をよく知っていたからだ。

　そしてやっと彼女の名を呟つぶやいた。
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「レイニー……さん」

　彼女は束たばねていた髪かみを解ほどくと、正面に手を伸のばした。すうっ、とその手に漆しつ黒こくの剣けんブラディミールが現あらわれた。彼女の美貌を称えていた歓かん声せいがどよめきへと変わる。

　演えん奏そうが止まった。

　レイニーが自らの名を持つ剣を振ふり下ろした。彼女の前にいた魔ま族ぞくが両断され、剣の巻き起こした旋せん風ぷうでレイニーの見事な赤髪が揺ゆれた。ホール中が凍こおりつき、噴ふき出した鮮せん血けつが彼女の身体からだに浴あびせられる音がホール中に響ひびいた。

　全身に返り血を浴びた赤あか髪がみの殺さつ戮りく者しやは言った。

「死にたくなかったら闇やみの血ちを持つ者以外は床ゆかに伏ふせろ」そしてまた一人の魔族を斬きり殺した。「闇の血を持つ者は皆みな殺ごろしだ」

　華やかなダンス・ホールは一いつ瞬しゆんにして大混乱に陥おちいった。あのときの教きよう皇こう庁ちようの襲しゆう撃げきは無む謀ぼうな特とつ攻こうなどではなかったのだ。混乱に乗じようじ、魔族が集まるパーティにこの赤髪の殺戮者を送り込むための作戦だったのだ。

（あ……）

　薫は『赤い死』の正体を悟さとった。




　　　　◇




　逃にげ惑まどう人々の波の中、薫はルーシアの手を引いてダンス・ホールの端はしへと退たい避ひした。

　ダンス・ホールではレイニーによる殺戮が続いていた。使し徒との衛えい兵へいが殺さつ到とうし、逃げることを拒こばんだ魔ま族ぞくが向かって行くが、彼女が剣を振るうたびに屍しかばねと変わった。強かった。とてつもなく強い。闇の者の血がダンス・ホールの床一面を彼女の髪と同じ色に染めていく。心から憧あこがれた女性なのに薫はその姿に恐きよう怖ふを覚えた。

「あれ？　どうして……」

「どうかしたの？」

「いや、どうしてレイニーさんがブラディミールを使えるんだろうって……」

　彼女はブラディミールに関することを話さないが、初代の所しよ有ゆう者しやは彼女であったはずだ。この時代では彼女がまだ所有者だったということだろうか。

「レイニーさん？」

「二十一世紀では知り合いなんだ。その、何て言うか、僕の師し匠しようみたいな人……」

「……そっか、聞いたことがあるわ。あれが教きよう皇こう庁ちようが飼かっている魔族の化け物女なのね」

「レイニーさんは飼われてなんかいないし、化け物なんかじゃない」

　薫は声を荒あららげた。するとルーシアも唇くちびるを尖とがらせ、レイニーを指さした。

「何言ってんのよ。ご覧らんなさいよ、どう見たって化け物じゃない」

　レイニーは壮そう絶ぜつな戦いを続けていた。魔族もただ殺されてはいない。本ほん性しようを晒さらけ出し、牙きばや爪つめで彼女の身体に傷を刻む。レイニーは自分の太ふと股ももに食らいついたワニのような姿の魔族の頭部をブラディミールで撥はね飛とばし、鋭するどい牙を剥むいて噛かみ付いて来た魔族の口に自ら手を突つっ込み、腕うでを犠ぎ牲せいにしながら脛けい骨こつを握にぎり潰つぶす。偉大なる君主グラン・マスターの牙を受けた彼女の傷はあっと言う間に治ち癒ゆしていく。

（死ぬ気だ……レイニーさん……）

　いや、命いのち懸がけで来ていると言うべきだろう。彼女がレディ・キィを護まもる使し命めいを捨てるはずがなかった。魔族の勢せい力りよく図ずを一いつ気きに塗ぬり替かえるため、決死の覚かく悟ごで、数多くの魔族が集まるこの場に乗り込んだのだ。

「いいから逃げるわよ、薫」

「そんな、レイニーさんを一人にしておけるわけないだろっ」

「馬ば鹿か言ってんじゃないわよ。ここが過か去こならあの女は一人でここから生き延びたんでしょう？　ここが本当の過去じゃないなら助けたって無む意い味み。あの女とどういう関係だか知らないけどね、わたしはあんな化け物女に巻き込まれて……」

　そこまで言ったところで、彼女は「くっ」と呻うめいて床に膝ひざをついた。

　薫は息を呑む。彼女の服の中から黒くろい蛇へびのような物が這はい出してきた。『外げ道どう祈き祷とう書しよ』の文も字じ列れつだった。文字列は彼女を汚すかのように肌はだの上を這い、ずるずると口から彼女の体内へ入って行った。そして最後まで入ると彼女は薫を見上げ、頭をぽりぽりと掻かきながら「あははは、どうも～」と照てれ笑わらいを浮うかべた。

（……ルーシアの言う通りだ）

　本当の過去なら干かん渉しようすることはどんなパラドックスを生むか分からないし、偽いつわりの世界なら何もすることはない。それよりも自分はルーシアを護らなければならない。

　薫はルーシアの手を引いて走り出した。

（でも……あの不ふ思し議ぎな女の子は『赤い死』を追うしかないとか言っていたけど……）

　ダンス・ホールは城のほぼ中央に位置している。客たちはみな正門方向へと逃げており、殺到する衛兵たちと鉢はち合あわせになって大だい混こん乱らんになっていた。やや遠回りであったが薫は裏門方向への通路を選んだ。

　反対方向からやって来る衛兵たちが「何が起きたっ」と訊たずねて薫たちを足止めする。使徒が何人行こうともレイニーの相手にならないのは分かっていたが、彼女を売ることなど薫にはできない。薫は恐きよう慌こうをきたしたフリをして「分かりませんっ。何人もの魔族の方が殺されたと聞いて逃げて来たんですっ」などと言ってやり過ごす。

（上う手まく行けば混乱に乗じて裏門から外に出れる。今のルーシアが本当に結界を破ることができるのなら……だけど）

「あっ……ロッコ君っ」

　ルーシアが叫さけんだ。廊ろう下かの先にロッコが立っていた。こちらの方を睨にらみ、牙きばを剥むき出しにして小さく「フーッ、フーッ」と息を吐はいている。ルーシアはロッコに駆かけ寄った。

「危ないわよロッコ君っ。ここにはとっても怖こわいお姉さんがいるのっ」

　しかしロッコは彼女の言葉を聞いてはいなかった。ロッコが睨んでいるのは薫たちではなく、廊下の向こう、ダンス・ホールの方だった。

　剣けんの打ち合う音が聞こえた。鎧よろいがひしゃげる音。剣が折られる音。そして恐怖に染そまった断末魔の悲鳴。そういったものが次し第だいに近づいて来る。ばぎっ、という音と共に何かが飛来して来た。身体を真っ二つにされた衛兵の死体だった。

　赤一色に染まったレイニーが廊下の向こうに立っていた。返り血が全身から滴したたり床を赤黒く染める。肩かたで息をし、その瞳ひとみにはいつもの氷の冷静さではなく狂きよう気きが宿やどっていた。

「ご主人様の元には行かせはしないぞ『赤い死』めっ！」

　ロッコが叫んだ。レイニーは剣を下段に構えて迫せまって来る。

「待ってよっ！」薫はレイニーとロッコの間に立たち塞ふさがる。「いくら使徒だからってこんな子こ供どもを殺すなんて貴方あなたらしくないっ」

「どけ、小こ僧ぞう。闇の生物に与くみするというならお前も殺す」

　レイニーの強きよう烈れつな殺さつ気きを浴びせられ、薫は硬こう直ちよくする。

「……仕方ないな」

　薫が道を空けないと分かると、レイニーは冷たく言って剣を振ふり上げた。

「なっ！」

　薫は寸前のところでブラディミールを躱かわした。容赦のない一いち撃げきだった。ブラディミールは床に深々と突き刺ささっていた。咄とつ嗟さに薫は先さき程ほど飛ばされて来た衛兵の手にしていた剣を握にぎる。

　レイニーは再びブラディミールを振り下ろしてくる。薫の持っている剣で受け止められるはずがないのは分かっている。剣に角度を付けてブラディミールを受け流す。重い感かん触しよくと共にぴしりとヒビが入った。

　怖かった。これまで対たい峙じしたどんな敵よりも。薫は戦いをしているのではなかった。迫り来る恐きよう怖ふに呑のみ込こまれまいと必死に抗あらがっているだけだった。魔族さえも絶ぜつ望ぼうする殺戮の化け身しんの恐怖を、薫はその肌はだで感じた。

　剣は二撃目で簡単にへし折れた。半分になった剣で必死に彼女の攻こう撃げきを弾はじく。反撃できないのは相手がレイニーだからではない。レイニーはそんな暇ひまなど一いつ瞬しゆんたりとも与あたえてはくれないのだ。攻撃を弾くたびに剣が欠けていく。そしてほんの僅わずかでも角度を誤れば薫は死ぬ。

　レイニーは大きくブラディミールを振り上げた。

（フェイクっ！）

　ブラディミールを大振りした直後にその勢いを利用して回し蹴げりを放って来た。しかし薫はそれを読んでいた。誰あろう、彼女から教えられた技わざだった。ほとんど柄つかだけになった剣を投げ捨て、彼女の蹴りが来るより早く後方に飛ぶ。

「ほう」レイニーは微かに感心したような声を漏もらす。

　レイニーは超絶的な反射神経で瞬時に対たい応おうした。腰こしを捻ひねって蹴りの到とう達たつ距きよ離りを伸のばす。彼女の靴くつの先せん端たんがガードした薫の腕うでに軽く触ふれた。それだけなのに何百キロもの鉄の塊かたまりを打ち降ろされたような衝しよう撃げきが走り、後ろに飛んだ薫は加か速そくして十メートル以上も飛ばされ床に激しく打ち付けられた。口の中に血の味が広がる。

　腕は折れてない。だが背中をぶつけて息ができなかった。レイニーは氷の表情のままブラディミールを構えて近づいて来る。殺す気だった。

「ご主人様の元には行かせないっ！」

　ロッコが叫んでレイニーの前に立ち塞がると、身体からだをぶるっと震ふるわせた。その身体がみるみるうちに膨ふくれていった。彼の身体は真っ白な長い毛に覆おおわれ、通つう路ろを埋うめ尽つくすほどの巨きよ大だいな四つ足の獣けものと化した。三つの瞳ひとみでレイニーを睨にらみ、「グオオオウッ」と威い嚇かくする。

「これがロッコ君の使徒の本ほん性しよう……」

　ロッコが唸うなり声を上げながらレイニーに襲おそいかかった。薫は辛かろうじて立ち上がり、ルーシアを連れて横の通路へと避ひ難なんした。

　鋭するどく巨きよ大だいな爪つめの生えた前まえ脚あしがレイニーに迫る。が、彼女はするりと躱かわす。勢い余った爪が壁かべに大穴を空けて廊下が揺ゆれた。

　いくら巨大な獣となろうとも、あれだけの数の魔族を一人で屠ほふるレイニーの相手ではなかった。ロッコはレイニーの速度についていけず、レイニーの剣が傷を刻む。真っ白な体毛がロッコの流す血で真っ赤に染まっていった。

　かなり深い傷を負わされているのに、それでもロッコは戦うのをやめようとしない。傷が刻まれるたびに動きが鈍にぶくなり、流れる血が廊下まで赤く染めるが、それでもレイニーの前に立ち塞がる。その吠ほえ声は泣いているようにも聞こえた。

　ブラディミールが額ひたいに振り下ろされた。ロッコは絶ぜつ叫きようし、床を揺らしながら倒たおれた。レイニーはロッコを飛び越こえ、廊下の奥おくにある階段を上って行った。

「ロッコ君っ」

　倒れたロッコが少年の姿へと戻もどっていった。ルーシアがロッコに駆け寄る。薫もどうにか起き上がり、彼の元へと向かった。ルーシアはロッコを抱だき起こすが、彼はもう息絶たえ絶だえだった。彼の額や全身から流れる血が薫の服を濡ぬらした。

「……今度こそ……今度こそご主人様を護まもれると思ったのに……」

　熱ねつ病びように魘うなされるようにロッコは訳の分からないことを呟つぶやく。そしてぼろぼろになった身体で床を這はい、レイニーが消えた方へと向かおうとする。

「やめてロッコ君。死んじゃうわっ」

　ルーシアがロッコを抱き締しめて止めようとする。しかしロッコは聞かず、血まみれの身体を蠢うごめかせて彼女の手を振りほどこうとする。

「……ねえ……お願いだから離はなしてよ。僕はご主人様を『赤い死』から護らなくちゃならないんだ……」

「どこに行けばいいの？」

　薫はロッコを抱きかかえた。ロッコは薫の胸にしがみついて「尖せん塔とうだよ。早くしないと……」と懇こん願がんした。闇やみの生物であるはずなのに、彼の涙なみだはあまりに切なかった。

「薫さん、そこに行く気ですか!?」

「僕は彼に助けてもらったんだ。それにどうしても気になるんだ。あの女の子が言っていた『ここから出たかったら赤い死を追え』って言葉が。ルーシアは外で待っていて」

「いいえ、わたしも行きます。だって……」

「だって？」

「とにかく薫さんと一いつ緒しよにいたいんですっ」




　　　　◇




　騒さわぎを聞き付けてダンス・ホールに現れた真ま澄すみはそのあまりの惨さん状じように言葉を失った。ヴァルデリーさえも顔を青くしていた。四し肢しをバラバラにされた魔族と使徒の死し骸がいがダンス・ホール中を埋うめ尽つくし、床ゆかは余す所なく赤に染め上げられている。ほんの僅わずかの生き残りが恐怖に震えていた。

「ここで何があった!?」

　真澄はホールの隅すみでうずくまっている一人の女に駆け寄って訊たずねた。

「化け物じゃ……あれは魔物じゃ……妾わらわはあやつが恐おそろしい……」

　胸むな元もとの空いたきわどいドレスを着たその女は涙を流していた。魔族が恐きよう怖ふにすすり泣いているのである。

「女ですって？」

「そうじゃ。赤い髪かみをして、黒い剣けんを持った女じゃ。どうしてトゥロワヌ様は助けてくれなんだのじゃ……」

　女は両手で顔を覆って泣きじゃくっていた。

「赤い髪の女だって!?　まさかそりゃ……」

「忘れてたわ……ここにはあの女が来たんだっけ」

　ヴァルデリーは笑えみを浮うかべていた。狂きよう気きのような笑みを。

「嬉うれしいわ、レイニー。こんな所で会えるなんて」

　ヴァルデリーの両手から爪がずらりと伸のびる。裏手に通じるドアへと走り出そうとするヴァルデリーを真澄は止めた。

「邪じや魔ましないで。今度あの女に会ったら切きり刻きざんでやると誓ちかっていたの」

「そうじゃなくてよ、何か感じねえか。とんでもねえ力が集まって来るのを……」




　　　　◇




　薫たちはレイニーを追って城の三階まで来ていた。彼女の通った道は殺さつ戮りくされた死体が道みち標しるべとなっていた。彼女の前に立たち塞ふさがった者は全すべて殺され、薫は誰に邪魔されることなくここまで来ることができた。ロッコはほとんど意い識しきがなく「ご主人様……ご主人様……」と繰くり返す。

　尖せん塔とうに着く。血の足あし跡あとが螺ら旋せん階かい段だんを上って行っていた。薫はその前で立ち止まった。もしこの上に敵がいるとしたら一人しか考えられない。

（レイニーさんはトゥロワヌと戦うつもりなのか？　ロッコ君の主人というのはトゥロワヌなのか？　でもあの二人が戦ったのが歴史だとしたら、現実の世界で両方が生き残っているはずがないのに……）

　そのときだった。ドゥン、と下の方で大きな音がし、城全体が大きく揺ゆれた。

「地じ震しん!?」

「違ちがいます、何かとてつもなく強きよう大だいな魔ま力りよくが……」

　マグマが噴ふん出しゆつするかのように下から何かが迫せまって来ていた。揺れはさらに激はげしくなり、薫は立っていられなくなる。

　光が下から上へと通り過ぎて行った。光は尖塔を登って行き、尖塔のてっぺんで爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。

「レイニーさんっ！」

　薫は螺旋階段を上って行った。

（いったい何なんだっ。この城で何が起きたんだ!?）

　薫は上から吹ふいて来る風を感じた。階段が終わり、そこから夜空が見えた。尖塔の屋や根ねが噴き飛んだのだ。そして男の笑い声が聞こえた。

　上に出た薫は唖あ然ぜんとした。二十畳じようもある広い屋上の部屋は、そこだけハリケーンが吹き荒あれたかのようにめちゃくちゃになり、その真ん中で全身傷まみれになった男が薫に気づくこともなくヒステリックに哄こう笑しようしていた。トゥロワヌ。漆しつ黒こくの名を持つロード。服の上半身はズタボロになって半はん裸らで、手には一冊の本を握にぎっていた。黒い表紙の一冊の本を。そしてトゥロワヌの足元にはレイニーが倒たおれていた。

「レイニーさんっ！」

　思わず叫さけんでしまい、トゥロワヌが薫に気づいた。

「何だ……貴様らは……」

　と、レイニーの手からブラディミールを取る。魔を斬きる剣けんであるはずなのに、トゥロワヌが握っても何の反はん応のうもしない。

（おかしいっ。やっぱりこの世界は普ふ通つうじゃないっ）

　トゥロワヌがブラディミールを握ったまま薫に迫って来る。

「見てはならないものを見てしまったな、小こ僧ぞう」

　ぐったりとしていたロッコが突とつ然ぜんに起き上がって薫の腕うでから飛び降りると、トゥロワヌに向かって吠ほえた。とてつもなく悲しげな吠え声だった。

　彼の声はどんどんと大きくなっていき、薫とルーシアはたまらず耳を塞いだ。その声に呼ばれるように頭上から光が差さした。薫は上を見上げる。ちょうど尖塔の真上に太陽ほどもある光の塊かたまりがあった。それはどんどんと大きさを増していき、空いっぱいへと広がっていく。

（何だっ。何なんだこれは！）

　しかしトゥロワヌは光にも音にも気づいた様子もなく、薫へと向かって来る。

　光が尖塔のてっぺんまで達した。世界が静止した。

　光に包まれたトゥロワヌが灰はいとなって崩くずれ去った。トゥロワヌだけではない。倒れたレイニーも部屋も床も光に吞み込まれて灰となっていく。何が起きているのか分からないまま、その強烈な光に薫はたまらず顔を覆おおった。

（この光……）

　ぐんっ、と身体からだが引っ張られるような感かん覚かくを覚えた。

（僕らがケルベロスに吸い込まれたときと同じだ……）

　薫とルーシアは目ま映ばゆい光に呑のみ込こまれた。




　　　　◇




「んんっ……」

　薫は冷たい感触に目を醒さました。

　強い光にやられた目を押おさえながら起き上がる。自分と同じようにふらふらと起き上がるルーシアの姿があった。目が慣れてきて周しゆう囲いの様子が見える。明かりのない薄うす暗ぐらい石いし造づくりの部屋だった。ひんやりとしていて空気は冷たい。

「ここは……？」

　彼女は首を振ふる。ロッコの姿がどこにもなかった。

　周囲を窺うかがっていた薫は、壁かべに並んだ物を見て唖あ然ぜんとする。棚たなにはぎっしりと埃ほこりをかぶったワインの樽が並べられていたのだ。ドアの向こうから微かすかに光が差し込んでいた。立ち上がりドアを開けると左右に廊下が続いており、オイルランプの明かりがぼんやりと照らしていた。遠くから人のざわめきが聞こえた。

「ここって、まさか……」

　人の足音が聞こえた。薫はそっとドアを閉しめてルーシアと壁際ぎわに寄った。

　足音は危き険けんな感じを伴ともなってはいなかった。人数は二人。喋しやべりながら近づいて来る。

「……今夜のパーティには何人ぐらい出席されるのかね？」

「全部で二百人近いって聞いてるよ。だけどその配はい下かの兵へい隊たいたちのを用意してやらないといけないからね。たく、忙いそがしいったらありゃしない」

「どうりで厨ちゆう房ぼうが戦争みたいになっているはずだよ。なにせあの粗そ野やな連中ときたら、腹を空すかせたら廊ろう下かを歩いている侍じ女じよだって食べちまうからね。ほら、それに城主様の側そつ近きんの執しつ事じ」

「ああ、あの大食いね……」

　二人の中年女性の声が部屋の前を通り過ぎ、近くの部屋へと入って行った。

　薫とルーシアは顔を見合わせた。

「何と言いますか……」

　彼女は偶ぐう然ぜんにも往年のメジャー・リーグ・プレイヤー、ヨギ・ベラが残した数々の珍ちん奇きな名言と同じ台詞を口にした。

「デジャ・ヴュがもう一度来たみたいです」








　ＡＣＴ．４　からみあう黒Beat Black




　壁に並んだワインの樽。ひんやりとしたカビ臭くさい空くう気き。ドアから入って来る微かすかな光──。自分らがいる場所は、中なか野の台だい高こう校こうの旧きゆう校こう舎しや地ち下かでケルベロスに触ふれた後に運ばれたあのワイン・セラーにしか見えなかった。

　事態が理解できずに戸と惑まどっていると、近くの部屋に入って行った二人の中年女性が会話をしながら戻もどって来た。

「やっぱり食しよく肉にく倉そう庫このだけじゃ足りないんじゃないかい？　今のうちに牧ぼく場じようから肉を取って来た方がいいね」

「あたしゃあそこは気き味み悪わるくて嫌いやだよ。絞しめられるときの悲鳴がいつまでも耳に残ってね。誰だれか男おとこ衆しゆうを行かせておくれよ……」

　いったい何なんだと薫かおるは混こん乱らんした。この世界に来たばかりのときにそっくりな会話を聞いた気がする。ただ、ここがどういう場所か知っている二人にはさっき聞いたときとはまるで別の意味を持っていた。

「あの、薫かおるさん……わたしたち、いつ服を着き替がえましたっけ？」

「あっ……」

　言われて気がつくと、薫もルーシアも中野台高校の制せい服ふく姿すがただった。

「僕らダンス・パーティに行ったよね？」

「はい。薫さんのダンスはイマイチでした」

「ごめんよ……。それでレイニーさんを追って尖せん塔とうに行って、トゥロワヌがいて、なんか世界が光に包まれて……それでどうしたっけ？」

　ルーシアは腕うでを組んで「う～ん」と考え込み、頭をぽりぽりと掻かいた。

「……外に行こう。僕がどうにか機き会かいを作るから、結けつ界かいを破やぶるのに挑ちよう戦せんしてもらえる？」

「はいっ。分かりました」

　二人は廊ろう下かに出た。石造りの廊下を照らすオイルランプの明かり。遠くからざわめきが聞こえる。百メートルばかり行って階段を上れば厨ちゆう房ぼうに出る。まったく同じ光景だった。

（それこそデジャ・ヴュなのだろうか？　前も訳が分からないままとりあえず外を目指して廊下を歩いて……）

「あれ？」

　理解不能な状じよう況きように頭を悩なやませながら歩いていると、いつの間にか横にルーシアの姿がなかった。

「ルーシアっ、どこに行ったの!?　出ておいでっ。僕はここにいるよっ」

　数メートル後ろの暗がりにうずくまる人ひと影かげがあった。彼女は頭を押おさえながら起き上がると、眼鏡めがねを外しコンタクトに交こう換かんした。そしてむすっとした顔で薫を睨にらみつける。

「……貴方あなたねえ、人を迷子の子供みたいに言わないでよ。いくらあの馬ば鹿か娘むすめだからって、どうやったらこんな真っすぐの道で迷えるのよ」

「いや、つい……」

　ルーシアはまたもう一人のルーシアに変へん身しんしたようである。

「何なのよ、ここ。普ふ段だんならこんなにコロコロ変わったりしないのに……」

「そうなの？」

「一日に一回あるかないかぐらいね。だけれどここに来てからコレが……」彼女の声が少し沈しずむ。「……やけに暴れるのよね」

　ルーシアは自分の胸をさすった。『外げ道どう祈き祷とう書しよ』が焼き付いたあたりを。

「参ったわね、こっちになっちゃったから、結界を破れるか試ためせないわね」

「あ……そうか……」

「でも結界を破ったところで出られるのかしら……わたしには……う～ん……」彼女は苛いら立だたしげに頭をぽりぽりと掻く。「あのさ、薫。どうせ今のわたしじゃ何もできないんだし、ちょっと調べたいことがあるんだけどいいかしら？」

　薫が頷うなずくと、ルーシアは別れ道に入って行った。彼女は下を見ながらしばらく歩いていたが、「おかしいわ。なくなっちゃってる。確かここには引かれていたはずなのに……」などと言って立ち止まった。

「どうしたの？」

「この地下ってヘンな形をしているでしょ？　大通りが片かた側がわに少し湾わん曲きよくしていて、その片側にしか道が続いていない。それをそのままずーっと大きくするとどういう形になる？」

「えっと……円？」

「正解。わたしたちの時代で測そく量りようしたところ、直径約三百メートルの巨きよ大だいな円えん状じようになっていて、円の内側には異い様ようなほど入り組んだ道が作られているの。抜ぬけ穴あなを探しに行ったときわたしが『ある形に似ているから道順を覚えている』とか言ったの覚えてる？」

「『魔ま術じゆつ師しじゃない貴方には説明しても分からない』ってやつ？」

「ええ。あれってね、その頃ころちょうど勉強していた魔方陣のことなのよ」

　薫は「あっ！」と声を漏もらした。

「あの床ゆかに引いてあったラインは魔方陣を描えがいたのかっ！」

「そういうこと。この城の地下は網あみの目のような細かい通つう路ろによって、何百種類もの魔方陣を描くことが可能なの。実はこの城にはいわくがあってね。トゥロワヌがこの城を捨てる前に、全すべての記き憶おくが抹まつ消しようされているの。それはもう全てを焼き尽つくしたかのように完かん膚ぷなきまでにね。だから消される前のこの時代に何が起きたか調べたかったんだけど、どういうわけかなくなっちゃってるのよ」

「……これがここから帰き還かんするのに重要なことなのかな？」

「見当もつかないわ。めちゃくちゃ興きよう味み深くはあるんだけど……」

　ルーシアはしばらく考えてから首を横に振ふった。

「やめましょ。関係あるかもしれないけど、ないかもしれない。結界破りに挑戦した方がいいわ。どこかで隠かくれて、わたしが馬鹿娘になるのを待ちましょう」
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　二人は厨房へと上った。料理人たちが鬼き気き迫せまる様子で忙しげに働いていた。

　薫はそっとルーシアに囁ささやいた。

「あんな騒ぎがあったのにまだパーティをやっているのかな」

「とりあえず人間にはいい迷めい惑わくね」

　薫は「あっ」と声を漏らした。さっきここに来たとき「生いけ造づくりを」と言ってしまったことを思い出したのだ。顔が真っ青になっていった。

（僕……何てことを……）

「おい、そこの二人っ。お前ら小こ姓しようか!?　妙みようちくりんな格かつ好こうしやがって。いったい誰に断ってここに入って来たっ」

　薫たちは怒ど鳴なりつけられた。声の方を見て薫たちは目を丸くした。料理長らしき長いコック帽ぼうをかぶった男が二人を睨みつけていた。見覚えがある顔だった。それどころか彼は前とまったく同じ台詞を言った。

「あ、あの……」

「何の用だ、早く言え。こっちはパーティの準じゆん備びで忙しいんだっ。じゃないとお前らをさばいちまうぞっ」

「いえ、あの、城主様の命令で今日のパーティには肉にく料りよう理りは少なめでよいとっ」

　薫が言うと、料理長は「そうか……」とほっとした様子で言った。

　二人は廊ろう下かに出た。

「同じ……だったわよね」

「うん」

　まったく同じことが起きた。厨房を通り抜けようとしていたら料理長に怒鳴られ、適当なことを言って難を逃のがれた。廊ろう下かを行き交う人々は忙しげではあったが、ダンス・ホールでのあの壮絶な騒さわぎの後には見えない。

　薫ははたと気づいてポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出した。時刻を見て背筋が凍こおりついた。夕方の五時少し前。日ひ付づけはあの日のまま。中野台高校からここに来たときとほぼ同じ時刻だったのである。ルーシアも自分の腕うで時ど計けいを見て目を丸くしていた。

「わたしたち夢でも見ているのかしら？」

「いや、そうじゃない」薫は自分の首くび筋すじに触ふれる。そこにはトカゲ男に斬きられた傷がかさぶたをつけて残っていた。「僕らは一度あれを経験した」

「つまりわたしたちは、過去に戻もどったうえ、同じ日を繰くり返しているってこと!?」

「そうなの……かな」薫は自信なさげに言う。「でも最さい悪あくの日だよね。ハエレティコールム会議の当日だなんて」

「ハエレティコールム会議!?」

「知らない？　漆黒ノワールのトゥロワヌ、白銀ミスリルのアルフェルム、あと一人、名前の伝わってないロードが揃そろった唯ゆい一いつの場で……」

「それぐらい魔術師協会にも伝わっているわよ。そうじゃなくて、何で貴方がその日だって特定できるのかって聞いているのっ」

「あ、言ってなかったっけ。ほら、ルーシアと別れたときにロッコ君と屋や根ね裏うらに潜もぐり込こんだらさ、ロードが会議をしている真ま上うえに出ちゃったんだよ。年代もピッタリだろ？　例の名前の伝わってない奴やつはちょうど席を外していたんだけど、二人の会話を聞いていたら相当ヤバイ奴みたい。その後でソラだとかソリだとかっていう黒ローブの魔術師がトゥロワヌに会いに来て、何か話し始めたんだけど……」

「それってもしかしてゾルアス・ソリヴィエ!?」

「あ、そうかも。そんな名前だと思った」

　ルーシアは足を止め、いきなり薫の首を絞しめ始めた。

「この馬鹿！　何でそんな重要なことを早く言わないのよっ。それでどういう密みつ談だんをしてたのっ!?」

「ちょ、く、苦しいって……そ、そこでロッコ君が騒さわぎ出だして見つかっちゃったんだ」

「そいつが城の地下で魔方陣を作る指し揮きをしている奴なのよっ。トゥロワヌと魔術師が一いつ緒しよになって何かやってるってことじゃないっ。他ほかにもわたしに隠かくしていることがあるんじゃないでしょうね!?」

「そんな、隠してるだなんて。ただ言い忘れていただけで……」

　薫の言葉はそこで途と切ぎれた。かちゃり、という金きん属ぞくの音と共に首筋に冷つめたい物ものがあてがわれたのだ。

（あ……まさか……）

「おい、貴き様さまら。何を騒さわいでいる？」

　壁かべにはトゥロワヌの紋もん章しようを描えがいたタペストリーが掲かかげられていた。二人は話に熱ねつ中ちゆうするあまり、気づかないうちにあの場所まで来てしまっていたのだ。振ふり返るとトカゲ男の衛えい兵へいとグレイエスという黒魔術師が、あのときとまったく同じ表情で立っていた。

「こ、これは失礼をっ」またしてもまったく同じ出来事が起きたことに戸と惑まどいながらも、薫は先んじて言う。「不束ふつつかな私が道に迷ってしまいまして、お嬢じよう様さまが機き嫌げんを損そこねられまして……」

「お嬢様だと？　今日のパーティの出しゆつ席せき者しやか？」

「はい。こちらはオブライエン家のご息女、ヘレン様にございます。お嬢様はまだ見習いなのですが、将来のためにと師し匠しよう様が連れて来て下さいました。しかしトゥロワヌ様のお城があまりに広いため、外から戻って来たら客室の場所が分からなくなってしまいまして。お騒がせしたことをお詫わびします」

「なるほどな。俺おれはこの者を案内しているところなので生あい憎にくと道案内できぬが、誰かそこらにいる者に聞くといい。あまり人間の匂においを撒まき散らすなよ」

　トカゲ男は剣けんを腰こしに戻し、薫たちに背を向けた。しかしほっとする間もなく、一緒にいた魔術師グレイエスが「待ちたまえ」とトカゲ男を呼び止めた。

「どうもおかしいとは思わないかね？　見習い魔術師ごときがパーティに出席を許ゆるされるというのも妙みようだ」

「そうか？」

「君がそう思うのなら構わないがね。ただ私は、君が不ふ審しん者しやを見逃して後で立場が悪くなっては気の毒だから、老ろう婆ば心しんながら忠ちゆう告こくさせてもらっただけだ」

「……まあ、そう言われてみればそうかもしれんが……」

　眉み間けんに皺しわを寄せながらトカゲ男が引き返して来た。グレイエスの口くち元もとにあまり品の良くない笑えみが浮うかんだ。

「だいたい見れば分かるだろう。これが身分の高い娘むすめに見えるかね？　せいぜい使用人が関の山だ。ここは一つ私が紳しん士し的てきに取り調べをして……」

　グレイエスの言葉はそこで轟ごう音おんによってかき消された。ルーシアの放った炎ほのおの玉が薫の横を通り過ぎて行き、グレイエスを直ちよく撃げきする。グレイエスは炎に包まれて絶ぜつ叫きようした。

「何が『紳士的に取り調べを』よっ！　あんたが何を企たくらんでいるかわたしはちゃんと知っているんだからねっ」

　グレイエスはローブに点ついた炎を消そうと必死に床ゆかを転がる。遠巻きに眺ながめていた城の下働きの人間たちは大騒ぎになった。

「な、何をするか、この小娘！」

　あまりのことに硬こう直ちよくしていたトカゲ男が我に返り、腰の剣に手を掛かけた。

「うわあああっ！」

　薫はトカゲ男に向かってダッシュすると、足を高く蹴けり上げてトカゲ男の顎あごを狙ねらった。ぐしゃり、とシューズに仕込んだ金きん属ぞく板ばん越ごしに気き色しよくの悪い感かん触しよくが返って来て、顎を砕くだかれたトカゲ男はそのまま失神した。

　近くにいた衛兵が罵ば声せいを上げながら駆かけ寄って来る。ルーシアは「フーッ、フーッ」と怒いかりが冷さめやらぬ様子で荒あらい息を吐はき、とどめの呪じゆ文もんの準備を始めていた。薫は彼女の腕うでを掴つかんで元来た方へと走り出した。

「何てことするんだよっ！」

「わたしがあいつに何をされたか知ってるでしょっ!?　貴方あなたに殴なぐられたのに懲こりもせず、また同じことをしようとしてたのよっ。おまけにわたしのことを『使用人』だなんてっ」

「それはさっきのことだし、何もまた同じことを繰り返さなくたっていいじゃないかっ！　どういうことになるか想像はつくだろうにっ」

「貴方、怒おこってるのねっ。わたしが悪いと思ってるのねっ」

「思ってるに決まってるじゃないかあっ」

　二人は猛もうスピードで廊ろう下かを突つっ走る。果物のかごを持った女性にぶつかって引っ繰り返し、食器を載のせたカートにぶつかってガシャガシャガシャンと廊下に景気のいい音が響ひびく。背後からは使用人たちの罵ば声せいと、衛兵の足音が迫せまって来る。喧けん嘩かをするのは後だ。

「さっきはこの後でどうしたんだっけ!?」

「そこよ。そのドアの向こうに親切な男の人がいて匿かくまってくれたわっ」

　二人は部屋の中に飛び込んでドアを閉めた。窓の外に夏の日差しを浴あびた中庭が見えた。そしてベッドで休んでいた男が驚おどろいて起き上がり、さっきと同じように「何だお前らは!?」と声を上げた。

「えっ!?」

　薫とルーシアは同時に声を上げた。ルーシアが「こんな人だっけ……」と呟つぶやいた。

　違ちがう──。

　黒い髪かみをした四十過ぎの東洋系の男だったはずなのに、ダーク・ブラウンの髪をした欧おう米べい人じんと変わっていた。

　いや……そうではなかった。顔の基き礎そはそのままにハーフからクォーターになったように、同じ人物がもっとバタ臭くさい顔になっているのだ。

　廊下を軍ぐん靴かと甲かつ冑ちゆうの音おとが迫って来た。薫たちが城の衛兵に追われていることに気づいて男の顔が強こわばった。二人を目で牽けん制せいしながらゆっくりとベッドから這はい出でる。

「あの、僕、日本人なんですけど」

「日本人……？」

　男は口の中で何度かその言葉を繰り返すと、酷ひどく悲かなしげな表情を浮かべた。

「何だろう……思い出せないけど、大切なものだった気がする……」

　男は力なくベッドに腰掛けた。ドアの外を衛兵が駆け抜ぬけて行った。

「ねえ……薫」ルーシアがそっと囁ささやく。声が少し震ふるえている。「わたしの目がおかしいんじゃないわよね。彼の顔って……」

「うん……」

　ソフト・フォーカスがかかったように彼の顔はぼやけ、回転が止まりそうになる独こ楽まがどちらに倒れるか決めかねているかのように微び細さいな変化を続けていた。「分からない……」彼は嗚お咽えつを漏もらしながら顔を覆おおった。

「……後で説明する。外に出よう」

　薫たちが外に出ようとすると男が顔を上げた。微かすかに野球部顧こ問もんの面おも影かげが残る顔を涙なみだに濡ぬらしながら彼は懇こん願がんするように言った。

「なあ……またここに来てくれるかい？」

　それは得え体たいの知れない孤こ独どくに苛まれる男が会かい話わを求めただけなのかもしれなかった。だが薫たちにはすこぶる不気味な言葉に聞こえた。
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　中庭に出た薫とルーシアは城じよう壁へき沿ぞいに城門を目指していた。夏の日ひ差ざしの下、人々がパーティの準じゆん備びに勤いそしみ、騒そう動どうが伝わっていない衛兵は真ま面じ目めな顔で中庭を巡じゆん回かいをしている。

「確かにこの三人ね……」

　薫の携けい帯たいに保存されていた三人の失しつ踪そう者しやの写真を見てルーシアは言った。

「まったく。そういうことはちゃんと説明しておきなさいよ。他に隠していることはないわね？」

「だから隠してたわけじゃないってば。ルーシアと合流したときにはあの変へん態たい魔ま術じゆつ師しに襲おそわれかけていたから、言い忘れちゃっただけだよ」

「ならいいけど。教きよう皇こう庁ちようの秘ひ密みつ主しゆ義ぎも今はナシにしてよね」

　薫は頷うなずいた後、もう一つ言い忘れたことがあったことを思い出して小さな声を漏もらした。

「何よ。言いなさいよ。ここまできてわたしに隠し事してもしょうがないでしょ？　手て遅おくれになったらどうするのよ」

「うん……あの、見間違えかもしれないんだけど……真ま澄すみさんを見た気がする……」

　ルーシアの足が止まった。

「あ、真澄さんっていうのは僕の……」

「知っているわ。どういう人なのかも、貴方との関係も」

　彼女は薫の方を見ずに言葉を遮さえぎった。

（そうか……）

　兄の真澄もまた彼女と同じくクラウディアの門下生だ。兄あに弟で子し、ということになる。

　真澄がどのようにクラウディアから魔術を学んでいたか薫はよく知らない。部活動をしているわけでもないのに学校の帰りがいつも遅おそかったり、日曜には教会の日曜学校をサボってどこかに出掛けてしまっていたことを考えると、その頃ころクラウディアは日本に滞たい在ざいしていて、通っていたのかもしれない。

「ルーシアも日本で真澄さんと一いつ緒しよに魔術を習ったの？」

「いいえ。わたしがあのクソババアに弟子入りしたのは、クソババアがイギリスに帰国してからよ。わたしの中にある『外げ道どう祈き祷とう書しよ』の除じよ去きよに挑いどんでくださったのがクソババアの師し匠しようのイリュストレ様って方でね。その縁えんでわたしはクソババアに弟子入りして、住み込みで学んだわ。真澄さんは長ちよう期き休きゆう暇かのときに日本からクソババアの家に泊とまりに来ていたけど、わたしは『コレ』のことを知られたくなかったからあまり顔を合わせないようにしていたわ」

「そっか……毎年夏と冬に海外旅行に出で掛かけるもんだから羨うらやましかったんだけど、魔術の修しゆ行ぎように出掛けていたんだ」

　なくしてしまったパズルのピースがオモチャ箱の底から出て来るような心地ここちよい感かん覚かくに、薫はもっと真澄のことを聞こうとした。「それでルーシアは真澄さんと……」

「薫っ！」

　ルーシアは大声で薫を遮った。

「はっきり言うわよ。真澄さんはもう人間じゃないわ。もし本当にここにいたとしても、絶ぜつ対たいに心を許ゆるしたりしちゃダメ」

　スゥッと全身から血が引き、薫はルーシアの胸むな倉ぐらを掴つかんでいた。

「真澄さんはそんな人じゃないっ！」

　しかし薫はすぐに、感情が抑おさえられなくなったことを後こう悔かいした。まるで鏡かがみを覗のぞくように彼女の瞳ひとみにも痛みの色があったのだ。薫の手から力が抜ぬける。

「……ホントは貴方のこと、ずっと昔から知ってたわ」

「どういう……こと？」

「知ってたって言っても真澄さんがしてくれた話を通してだけどね……。『外道祈祷書』のこともあるし、真澄さんは異い教きよう徒とだし、わたしは彼を避さけていたんだけど、もう一人のわたしがずいぶんと真澄さんに懐なついていてね。貴方のことを色々と話してもらってたわ。あの口の悪い真澄さんが、貴方のことだけは楽しそうに話すの。本当に楽しそうにいつまでもいつまでも喋しやべっているの。『男同士で気持ち悪い』って思ってたんだけど、今回の教皇庁との共きよう同どう歩ほ調ちようの件で日本に来る前にクソババアから貴方たちの本当の関係を、それから過去を聞かされて、やっと真澄さんの笑え顔がおの意味が分かったわ。貴方が今、真澄さんをどう思っているかも想そう像ぞうできる。でもね……」

　ルーシアは俯うつむいて唇くちびるを噛かみ身体からだを震わせていたが、やっと顔を上げて言った。

「でも、今は敵なの」

　薫はルーシアの服を掴つかんでいた手を放し「ごめん……」と言った。

「わたしたち謝あやまってばっかりね。でも謝るのはこれが最後にしましょ」

　ルーシアは薫の背中をポンと叩たたいた。
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「わたしたちパートナーですもの。協力して一いつ緒しよにここから帰るのよ」
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　二人は城門の前の広場までやって来た。石いし畳だたみが敷しき詰つめられた美しい広場には先さき程ほどの戦せん闘とうの跡あとは何もない。教皇庁の戦士たちの死体も、広場を赤く染めた血の跡も。相変わらず──と言うべきか──城門前では番兵たちが書類をめくって城に出入りする者を確かく認にんしている。もちろん薫たちがここに来たのはロッコと再ふたたび知しり合あうためである。

「来るかな、ロッコ君……」

「何か微び妙みようよね」ルーシアは苦笑いする。「来てくれなくちゃこれからの動きが取れないし、来たら来たでループしてるのは間ま違ちがいないってことになっちゃう……。それじゃさっきみたいに貴方は番兵に適当なことを言って、後から来るトカゲ男と揉もめるのよ。確かそれと入れ違いだったわよね、ロッコ君が来るのは」

「役割を交こう換かんしようよ。僕が逃にげる役をやって、ルーシアがトカゲ男と揉める役。ルーシアは番兵たちに首を刎はねられそうになったじゃない。もし来なかったりしたら……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。臨機応変に上手くやるから。だいたいずるいわよ。結局わたしは怪け我がしなかったけど、貴方はトカゲ男に殴なぐられてたじゃない。さっきの通りやらなくっちゃ」

「でも、ルーシアにできるの？」

「何よ、馬ば鹿かにしないでよ」

「そうじゃなくてさ、地面に突つっ転んで『眼鏡めがね、眼鏡』ってやつ。絶対にやりたくなさそうだけど……」

「や、やるわよ。やってやるわよ。やってやろうじゃないの。やればいいんでしょっ」

　そのことを忘れていたらしいルーシアは、真っ赤になりながらローブの内ポケットから眼鏡を取り出した。交換するのが面めん倒どうなのかコンタクトの上から眼鏡を着けたため、視界がぐるんぐるんに歪ゆがんで、彼女は酔よっ払ぱらったようによろめいた。

（あ……そういえばルーシアの性格が全部さっきと真ま逆ぎやくになってる……）

　城の正門の方から「おいっ。その二人を逃がすな!!」という叫さけび声が聞こえてきた。ルーシアが眼鏡をずらして声の方を見る。今回は焼やけ焦こげてはいなかったが、顎あごに痛々しく包帯を巻いたトカゲ男が怒いかりの形ぎよう相そうでこっちに走って来ていた。

「まずいわっ。話をしているうちにさっきよりも遅おそくなっちゃったのね。行くわよ薫っ」

　再び眼鏡を装着したルーシアは城門とは二十度ばかり逸それた方向に歩き出そうとする。薫はダンスをするように彼女の手を取り、城門の前までエスコートした。

　トカゲ男の怒ど号ごうに今度は詰め所の番兵が全部出て来て二人を囲んだが、ルーシアは威い勢せいよく言った。

「お下がりなさい。わたしの名はヘレン・オブライエン。イングランドに於おいて最も由ゆい緒しよある家系オブライエン家の次女にして……」

　ルーシアは誇ほこらしげに語ろうとしたが、駆かけつけたトカゲ男が邪じや魔まをした。

「おい貴き様さま、よくもやってくれたなっ！」

　ルーシアはむっとしてトカゲ男の方を向き──特とく徴ちよう的てきな色だから見つけやすかったようだ──鼻先に指を突き付けた。

「何を言ってるのっ。悪いのは貴方あなたたちの方でしょう!?　あのスケベ魔術師ときたら、人のことイヤらしい目でじろじろと見てくれちゃって。ファイアー・ボールぐらいで済んだのを感謝なさい！」

　薫はルーシアに「それは僕が言う台詞せりふだよ」と囁ささやこうとしたが、トカゲ男はルーシアの言葉に重々しく頷うなずいた。

「うむ。確かにお嬢じようさんの言うことに理がある」

　薫は「はい……？」と些いささか間ま抜ぬけな声を漏もらした。

「こんなうら若いお嬢さんによからぬことを企たくらむ男の風上にもおけぬあんな奴やつにはいい薬だったろう」

　爬は虫ちゆう類るいの顔であったが、威い風ふう堂どう々どうとした威い厳げんがあった。

「あら……意外と紳しん士し的てきなのね。わたし、貴方を誤解していたかもしれないわ」

「俺もずいぶん昔はスコットランド貴族の次じ男なん坊ぼうでな。ロクサーヌ様というお方に惚ほれてしまい牙きばと血を戴いただいたのだが……」トカゲ男はちょっと照れくさそうにはにかむ。「もしかすると君とは遠い親しん戚せきなのかもしれないな」

「まあそうでしたの。ご無礼を許してくださいな。それで、スコットランドはどちらのご出身？」

　薫は「ちょ、ちょっと……」とルーシアを肘ひじでつつく。ロッコと知り合うにはここで揉めなくてはならないのに、二人は意気投合しようとしている。しかしすっかりトカゲ男の紳士っぷりに感心したらしいルーシアは「後にしなさい」と薫を払い退のけ、トカゲ男と握あく手しゆまで交かわし談だん笑しようしていた。

　挨あい拶さつが終わるとトカゲ男はうって変わった怒いかりと軽けい蔑べつに満ちた目で薫を睨にらみつけた。

「……で、ヘレンお嬢さんはいいとして、何で俺がお前に蹴けられなければならんのだ？　よければ説明してもらえるかな？」

　全員の目が薫に注がれる。

「う、うるさいっ。我わがオブライエン家ではトカゲは呪のろいの象しよう徴ちようなのだっ。不ふ吉きつなる死の病びよう原げん菌きんめ。お嬢様には近づかせないぞっ」

「……薫、それって無理があるわよ」

　誰のせいだあっ、と心の中で叫さけびつつ薫はルーシアを城門の方へ下がらせた。

「お嬢様、下がっていてください。このトカゲ男めは私が退たい治じします」

　トカゲ男は「……いいだろう。謝る言葉を知らないと言うなら、力ずくで謝しや罪ざいさせてやる」と言って剣けんを捨て、ボクシングに似たファイティング・ポーズを取った。素手の相手には素手で戦うということらしい。紳士であった。いくら蛮ばん勇ゆうを好このむ荒あらくれ兵へい士しとはいえ、まるで理のない奴に味方する奇き特とくな者はいない。勝手に殺されちまえとばかりに薫に罵ば声せいを浴びせながら取り囲んだ。満まん場じよう一いつ致ちで悪役にされてしまい、薫はちょっとだけ泣きたくなった。

（神よ……これは試練なのでしょうか……？）

　いっそのことおとなしく殴られてしまおうかなどと思っていると、「きゃああああっ！」という悲鳴がし、小さな人ひと影かげとルーシアがもつれて倒たおれているのが見えた。

「大丈夫ですか、ヘレンお嬢さん！」

　トカゲ男が薫を押し退けてルーシアに駆け寄る。紳士である。

「ええ、大したことは。服を擦すってしまったのと眼鏡が割れてしまっただけで……」

　ルーシアが割れた眼鏡を拾って小さな人影の上から降りると、栗色の髪からふさふさとした耳を生やした少年が「いたたた……何だよもう……」と言いながら起き上がった。

　視界の悪い状態で走ったお陰かげで、ルーシアは運よくロッコと激げき突とつして知り合うことができたようである。
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「ルーシア、服が破れちゃってるよ。よかったら僕の部屋に来なよ。代わりの服を用意するから」

「ありがとう、ロッコ君」

　ロッコに連れられて薫とルーシアは城の中に入った。ロッコはルーシアに頭を撫なでてもらい、ご満まん悦えつそうだった。

「あれ……？」

　またロッコの案内で彼の部屋に向かおうとしたとき、ルーシアは周囲を眺ながめて不思議そうに呟つぶやいた。

「どうしたの？」と薫は訊たずねた。

「だってあいつが来ないじゃ……」

　ルーシアは言葉を途と中ちゆうで区切りしばらくその場に立ち尽つくしていた。眉み間けんには深い皺しわが刻まれている。

「……何でもないわ。ねえ、ロッコ君。君はこの城の人じゃないのよね？」

「うん、そうだよ。ご主人様のお供ともで来ているだけだよ」

「それなのにわたしに服を用意できるの？　これでもわたし、服の趣しゆ味みにはうるさくってよ」

「任せといてよ。僕はこの城のことは何でも知ってるからね。そうだ、ルーシアもパーティに行こうよ。素す敵てきなドレスを用意するからさっ」

「そうね。そうさせてもらおうかしら」

　ルーシアがまた頭を撫でてあげると、ロッコは気持ちよさそうにゴロゴロと喉のどを鳴ならした。しかしルーシアの目はずっと真しん剣けんなままだった。

　部屋に着くとロッコは服を調ちよう達たつしに出て行った。ルーシアはロッコの粗そ末まつなベッドについた白い毛を摘つまみ上げ、黙だまって何か考え込んでいた。

「そうだ。ルーシア」薫は先さき程ほど言いそびれたアイデアのことを思い出した。「君の性格って一周目とちょうど逆さまになってるよ。この分だと、教きよう皇こう庁ちようが襲しゆう撃げきしに来るとき、君は魔ま力りよくが強い方だよ。そうすれば結けつ界かいが破やぶれるんじゃないかな」

「あ……そういえば……」

　しかし彼女は難しい顔をしたまま「まいったわね……」と呟いた。

「さっきからいったい何を悩なやんでいるの？」

「一つ推すい論ろんを思いついたんだけど、検けん証しようしている時間がないのよ。性格のチェンジのタイミングが正反対になっているとすると、もうすぐわたし、思し考こう能のう力りよくが限りなく皆かい無むに近い馬ば鹿か娘むすめになっちゃうから」

「だって、そっちになったら結界を破は壊かいして出て行けばいいんだろ？」

「それができればいいんだけど……」

　ルーシアはベッドについていた毛を薫に見せて訊ねた。

「この毛って何の毛だと思う？」

「ロッコ君の毛だろ？　使徒の本ほん性しようを現したのを見たじゃない」

「わたしは彼が使徒じゃなくって、ケルベロスじゃないかって考えているの。それも中野台高校の地下で死んでいたケルベロスと同どう一いつの個こ体たいだって」

「ちょ、ちょっと待って。何を言っているの!?」

「パーティの後で赤髪の化け物女おんながロッコ君が変へん身しんしたケルベロスの額ひたいに深い傷を負おわせたでしょう？　そして中野台高校のケルベロスにも同じ場所に傷があったわ」

「あっ……」

「前にわたしはここを『うさん臭くさい世界』って言ったでしょ？　そうなの、ここって何か作り物臭いのよ。書かき割わりの登場人物みたいに同じ行動を繰くり返しているの。でもロッコ君だけは違ちがう気がするの。わたしたちが遭そう遇ぐうした出で来き事ごとで、一周目と二周目で違っていることが一つあったんだけど、何だか分かる？」

「ルーシアがトカゲ男じゃなくて魔術師を燃やしたり、僕がすっかり悪あく役やくにされちゃったこと？」

「それはどっちも途中でわたしたちが違う行動を取ったから結果が変わっただけ。わたしが気になったのは、ロッコ君と一いつ緒しよに城に入ったとき石巨人ゴーレムの衛えい兵へいが現れなかったこと」

「あっ……そういえばルーシアは不ふ思し議ぎそうに周囲を見てたね」

「一周目のときわたしたちは彼かれの誘さそいを断ことわって去ろうとした途端、衛兵がわたしたちを捕とらえようとし、仕し方かたなくわたしたちはロッコ君に連れられてここに来たわ。でも今回はそんな奴やつは来なかった。姿もなかったわ。なぜだと思う？　それはね、わたしたちが最初から彼の誘いを断らなかったから、必要がなかったのよ」

「な、何を言ってるの……」ルーシアの淡たん々たんとした口調が何だか恐おそろしかった。「大したことないじゃないか」

「いいえ、重要よ。彼はわたしたちと一緒にいたかったけど、それを断ろうとしたから妨ぼう害がい者しやが現れたの。彼はこの城の来らい訪ほう者しやのはずなのに服を用意できたり、失しつ踪そうした二人の高こう校こう生せいの世話をしたり、この世界はあまりに彼に都合がいいの」

「で、でもそんなことぐらいじゃ……」

　だが薫もまたロッコに異い様ようなものを感じたのは確かだった。ルーシアのようにロジックで考えたのではなく、先にこの世界に来た二人の高校生に宿やどと職しよくを用意し、そして自分らの前にも現れたという符ふ合ごうが引ひっ掛かかってロッコを追ったのだ。

「もう一つ、どう考えたって納なつ得とくできないことがあるのよ」

　そのときドアが開き、「お待たせーっ」とロッコと二人の高校生が山ほど着き替がえを持って現れた。あの野球部顧こ問もんの教きよう師しと同じように、二人の高校生はさっきよりもこの世界の顔に馴な染じんでいるように思えた。薫は思わず自分の顔を手でさすった。

「まあ、素す敵てきなドレスね。ありがとう。嬉うれしいわ」

　ルーシアはさっきまでの疑ぎ念ねんをまったく表に出さず、ロッコの頭を撫なでてあげた。ベッドの上に積つまれたドレスの山から山やま吹ぶき色いろのフォーマル・ドレスを取り出し、「これを着てパーティに行こうかしら？」と言うと、ロッコは「きっとよく似に合あうよ」と嬉しそうに言った。

「サイズもピッタリね。でも、どうしてわたしの服のサイズが分かったのかしら？」

「えっ……」ロッコは困った顔をする。「ただ僕はルーシアにピッタリの服を用意して喜んでもらおうと思って……」

「じゃあ偶ぐう然ぜんなのね」

「うん。きっとそうだよ。じゃあ僕は用事があるから行くね」

「用って何かしら？」

　ルーシアは笑え顔がおを崩くずさずあくまでも優やさしい顔で、しかし鋭い口調で訊たずねた。ロッコは「えっ？」と立ち止まり、首を傾かしげる。

「と、とにかく僕は忙いそがしいんだよ。…………様が待ってるんだ」

　ロッコはさっさと出て行ってしまった。高校生も続いて出て行く。ロッコが最後に言った主人の名前はよく聞こえなかった。

　薫はぞっとする。彼は隠かくしているのではない。服のことも用事のことも、本当に自分でも分かってないのだ。

「……ほらね、この世界は彼に都つ合ごうがいいの。彼はわたしたちにここにいてもらいたいから、世界はその都合のために動くのよ。あの地下の抜ぬけ道みちだって、もしかしたらちゃんと外に続いていたかもしれないわ」

「そんな、仮か定ていの話すぎるよ。服がピッタリのことも抜け道が外に続いていなかったことも彼とは無む関かん係けいかもしれないじゃない」

「『決定的』っていうのはそれじゃないわ。わたしが言いたいのは貴方あなたたちが『ハエレティコールム会議』を上から覗のぞき見みしたって話。そんな重じゆう要ような会議の真ま上うえに忍しのび込める場所が都合よくあるなんて思う？　だいたいロードが気づかないわけないでしょう？」

　薫の全身の血が凍こおりついた。

　ルーシアが胸を押おさえ「来るわ……」と呟つぶやいた。

「時間がないわ。いいこと、薫。ここから先は推論以前の仮説。もし城門の結界を破れなかったら貴方がそれが正しいか確かめて、わたしをここから連れ出して。わたしがまた今のわたしに戻もどるのはパーティが終わった後だから……」

　動き出す外げ道どう祈き祷とう書しよに彼女は苦くるしそうに膝ひざを付つく。

「わたしはね、ここは現げん実じつを模もした虚きよ構こうの世界だって思っているの。中野台高校の地下で死んでいたケルベロスが実じつ際さいに体たい験けんしたことを元にして構こう築ちくされた世界。あの子の遺い骸がいにこびりついた記き憶おくが『ハエレティコールム会議』の一日を永えい遠えんに繰り返しているの。ロッコ君が何か急いでいるのは、本当の過去で起きた何かを体験しているけど、この世界ではまだ起きていないから……。悪あく夢むを繰り返したことってあるでしょ？　夢を見ている自分はどうすればその夢をハッピー・エンドに終わらせることができるか知っているのに、夢の中にいる自分は同じことを延々と繰り返し、やがて起きる恐きよう怖ふに脅おびえている……」

「ここが夢の中だって言うの!?」

「そう、あえて言うなら夢。わたしたちは中野台高校のケルベロスの夢の中に引きずり込まれたの。彼は無む意い識しきのうちにこの世界を律しているけど、部外者であるわたしたちはまだその管かん理り下かにないから、わたしたちに干かん渉しようするときにはこの世界のものを使わなくちゃいけないの。ループから抜け出せなければ、いずれはわたしたちもこの世界に同化してしまう……あの二人や、体育教師のように」

　ずずっ、と外道祈祷書が蛇へびのようにルーシアの首筋を這はい、口の中に入って行く。彼女は汗あせを滲にじませながら苦く痛つうを堪こらえる。

「でもこの世界のものでありながら……一つだけ彼の管理下にないものがあるわ。この世界がループするときに現れたあれ……が……この世界から出るための鍵かぎ……」

「何だよっ。いったい僕は何をすればいいの!?」

「本当の過去でもあの子は斬きられたの……だから彼はあれを恐おそれて……忙しげにこの城の中を走り回っている……あれから彼を護まもってあげれば……あいつを倒たおせばきっと……」

「ちょ、ちょっと待ってよ。それって……」

「あか……」

　外道祈祷書の最後の文字が彼女の中に入って行く瞬しゆん間かん、彼女は辛かろうじて言葉を紡つむいだ。

「……赤い死……」

　ルーシアはがくんと気を失った。薫はあまりのことに絶句する。

　しばらくして彼女はもぞもぞと動きだし、顔を上げた。

「あははは、どうも～」

「あ、あのさ……さっき言ったこと、本当なの……？」

　ルーシアはしばし腕うでを組んで考え込んだが、悲しそうに肩を竦めた。

「いえ、その、自分が言ったことはだいたい覚えているんですけど、難しすぎてわたしにはちょっと……」

　表から喧けん噪そうが聞こえた。馬車の轍わだちの音と、城に現れた男を迎むかえる歓かん声せい。何もかもが同じだ。アルフェルムが到とう着ちやくし、ハエレティコールム会議が始まるのだ。

　そして会議が終わればパーティが開かれ、そこに『赤い死』が現れる。

（そんな……あの人と戦えと言うのか……）

　あの美しき赤い殺さつ戮りく者しやと。
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「何だこりゃ……」

　光に包まれたと思った瞬間、真ま澄すみとヴァルデリーはカビ臭くさい地下室にいた。見覚えのある光こう景けいだった。真澄は呆然と周囲を見み渡わたしていた。

　ヴァルデリーが「あっ」と小さく叫さけんで顔を覆おおった。

「どうしたっ!?」

「マスターにいただいた眼がん帯たいがあるぅ」

「……どうしてそれがあるんだよ。あんたの主人に灰はいにされちまったじゃねえか」

「別にどうでもいいわ。だってこれって、間ま違ちがいなくわたしのだもん」

　ヴァルデリーは嬉うれしそうに左目に着けられた眼帯を撫なでた。レイニーのことでキレていた彼女とはまるで別人である。

「よかったな。それよりよ、俺たちがここにいることについてちょっくら考えちゃもらえねえかな？　ここってあのワイン・セラーだよな」

　ヴァルデリーはやっと気づき、先さき程ほどの真澄のようにきょろきょろと周りを見る。表情が急に不ふ機き嫌げんになっていった。

「これってどういうことよ？　わたし、こういう訳の分からないのが一番嫌きらいなのよ」

「さっきは『別にどうでもいい』とか言ってたじゃねえか……」

「それは別問題なの」

「ともかく外に出てみねえか？」

　廊ろう下かに出ると、ぼんやりとしたオイルランプと微かすかに湾わん曲きよくした長い通つう路ろが見えた。厨ちゆう房ぼうの料理の匂においが遠くから漂ただよって来る。まったく同じ光景だった。

　二人は狐きつねに摘つままれたような気分で厨房へと上って行った。

「おい、お前らっ！」料理長らしい男が真澄たちに気づいて、包丁をまな板に突つき立てて叫んだ。「こんな所で何をやっているっ。とっとと出て行かないと今夜のパーティの料理にしちまうぞっ」

　ヴァルデリーは冷たい目で料理長を睨にらみながら歩み寄ると、料理長の胸むな倉ぐらを掴つかんで片手で軽々と持ち上げた。「ひっ」と料理長の顔が恐きよう怖ふに染まる。ヴァルデリーは料理長をまな板の上に叩たたきつける。レンガの台にヒビが入った。ヴァルデリーは料理長の突き立てた包丁の根元に指を載せると、つっ、と押おした。包丁はずぶずぶと柄えの部分まで潜もぐって行った。ヴァルデリーは料理長の頭を鷲わし掴づかみにして言った。

「ねえ、貴方勘かん違ちがいしているわ。どちらかと言うと食べられちゃうのは貴方の方なの」

　猫ねこ科かの獣けもののように牙きばを剥むき出しにしてみせるヴァルデリーに、厨房にいた人間は一人残らず魂たましいを奪うばわれていた。

「も、申し訳ございませんっ。使徒様がこんな場所に来られるとは思ってもみなかったのですっ」

「あらそう、運が悪かったわね。わたし、いまイライラしているの」

　ヴァルデリーはまな板から包丁を抜ぬき出した。料理長は「お許し下さいっ。お許し下さいっ」と泣き喚わめくが、ヴァルデリーは聞く耳を持たず包丁を逆手に握にぎった。

「待てよ」真澄はヴァルデリーの腕を掴み、料理長に訊たずねた。「なあ、あんた。いま『今夜のパーティ』って言ったよな。それって何のパーティだ？」

「ト、トゥロワヌ様主しゆ催さいのパーティで……」

「なに意味のないこと聞いてんのよ。ここはマスターの城なんだからみんなマスター主催のパーティに決まっているじゃない。邪じや魔ますると貴方も殺すわよ」

「いいから最後まで質問させろよ。料理長さんよ、もしかするとそれってここに来るロードを迎えるパーティなんじゃねえのか？」

「は、はい。その通りにございますっ。今日ここに三人のロード様がお集まりになり、その晩ばん餐さん会かいにダンス・パーティが開かれるそうですっ」

　ヴァルデリーの動きが止まった。真澄は懐かい中ちゆう時ど計けいをヴァルデリーの前に翳かざした。時計の針は二人がケルベロスの遺い骸がいに触ふれてこの世界に出たときとさほど変わらぬ時刻を指していた。ヴァルデリーはしばし硬こう直ちよくした後、料理長の頭から手を放した。料理長は恐きよう怖ふで気を失うしない、ずるずると床ゆかに崩くずれ落おちた。

　厨房から廊下に出た。まだ夜にはなっておらず、人々が忙しげにパーティの準備をしている。

「……俺はここが何なのかずっと考えていた。ここはある種の『閉へい鎖さ空くう間かん』で、境きよう界かい線せんによって区く切ぎられた内うち側がわにだけ……つまり城の敷しき地ち内ないにだけ空間が存在している。タイム・スリップかは置いとくとして、空間が閉鎖されていることだけなら俺の知っている魔術でも説明がつく。だが今のでハッキリした。ここは空間だけじゃなく時間さえもが閉鎖されていやがる。そんな物が現実世界に存在するわけはねえ。ここは現実に起きたことを何度も上じよう演えんしている架か空くうの舞ぶ台たいだ」

　ヴァルデリーは真澄の話を聞いているのか、黙だまったまますたすたと廊下を歩いて行く。

「なあ、もうとぼけるのはよせよ」

　真澄はヴァルデリーの腕を掴んだ。

「俺が『架空の舞台』って言ってんのは、あのケルベロスの遺い骸がいの中に構こう築ちくされていた力りき場ばのことだ。つまりよ、俺たちはケルベロスの体験した記き憶おくの中に吸い込まれたんじゃねえかって言ってんだ」

「荒こう唐とう無む稽けいね」

「いいや違うね。あんた、パーティのときに口走ったぜ。『忘れてたわ。ここにはあの女が来たんだっけ』ってな。ここはあんたが生まれる三百年も前なのになぜかこの日の詳しよう細さいを知っている。それからもう一つ。あんたはケルベロスの前でこう言った。『この中にある物を消しよう滅めつさせるのが使命だ』って。あんたがトゥロワヌに命じられて抹まつ消しようしに来たのは、この世界を構築しているケルベロスの記憶そのものなんじゃねえのか!?」

　ヴァルデリーは真澄の腕を払はらった。

「言えないわ」

「いまさら隠かくしたってしょうがねえだろ。俺たちはこの舞台から降りる方法を見つけなくちゃならねえ。現実のこの日、ここでいったい何があったんだ？　そいつを知らなきゃここから帰れねえ」

「聞いても無む意い味みよ。だってもし貴方あなたがそれを知ったら、わたしは貴方を殺さなくてはならないんですもの」

　ヴァルデリーの顔に浮うかんだ冷酷な表情に真澄は思わず後ずさった。この女の本ほん性しようを思い出させるような目付きだった。

「ここまで喋しやべるのがあのときのお礼よ。それじゃわたしたち、ここでお別れね」

「おい、どこに行くんだよ」

「決まってるでしょ。あの小こ僧ぞうを見つけて殺すのよ。マスターに命令されたんですもの。それからあの赤あか毛げの化け物女をね」

「てめえは馬ば鹿かか!?　だからここは存そん在ざいしてねえ世界なんだよ。てめえもトゥロワヌに会ったときに感じたんじゃねえのか？　この世界にいる俺たちの主人はケルベロスの記憶にすぎねえんだ」

「だったら何よっ。あのマスターはマスターじゃなくてもマスターなのっ。そのマスターがわたしに命めい令れいをして下さったの。わたしはマスターに喜んでいただきたいのよっ！　あんたも使徒なら分かるでしょ!?」

　ヴァルデリーはヒステリックに言い、真澄を突つき飛ばして去って行った。

　彼女の言っていることは理り屈くつに合わなかったが、真澄は心のどこかで彼女の気持ちがほんの少しだけ理解できていた。この世界のトゥロワヌに「醜みにくい傷きず」と評されたとき彼女が浮かべた泣き出しそうな表情が思い出された。

（そういえば……）

　遠くにトゥロワヌの紋もん章しようを描えがいたタペストリーが見えた。さっきここで何があったかを思い出し真澄は苦笑いした。

（だけど俺は紛まがい物ものの我わが君に食われちまうなんてごめんだぜ……）

　真澄は横の道に折れた。




　　　　◇




　薫はルーシアを連れて城の入り口へと向かっていた。城を巡じゆん回かいする衛兵たちは、これから始まる会かい議ぎに緊きん張ちようこそしているが緊きん迫ぱく感かんはない。もうすぐ教きよう皇こう庁ちようのレジスタンスが攻せめ入って来て城門前の広ひろ場ばは大だい混こん乱らんとなるのを知っているのは薫たちだけだ。

　衛兵たちの目には追い詰つめられた教皇庁の連中が無む謀ぼうな作戦を仕し掛かけてきたと映るだろう。だが教皇庁の目的はそれではない。多くの魔族が出席するパーティにレイニーという圧あつ倒とう的てきな力を持つ殺戮者を送り込み、魔族たちをまとめて屠ほふるつもりなのだ。

　偉大なる君主グラン・マスターの牙きばを受けた彼女は、魔族さえ凌りよう駕がする力を持つ。契けい約やくを終おえていない苦く痛つうさえ堪こらえれば、ほとんどの魔族は彼女の足元にも及およばない。トゥロワヌの側近であるディゼッサンドでさえ彼女の相手にはならなかったのだ。

（たぶんロッコ君の『主人』はパーティのときレイニーさんに殺されたんだ。彼は主人を護まもれず『赤い死』に主人を殺された後こう悔かいを延えん々えんと繰くり返している……）

　だが自分にレイニーを止められるのだろうか？　目的を果たすためなら一いつ切さいの容よう赦しやをしないあの女性を止めることなど……。

「うわっ！」

　角を曲がったとき、薫は向こうから来た人物と正しよう面めん衝しよう突とつしてしまった。その人物は突っ込んで来た薫を胸に抱だき止めた。

「す、すいませ……」

　顔を上げた薫は絶句した。周囲にいた者たちの誰もが、衛兵さえも、真っ青になっていた。それもそのはずであった。薫を抱き止めたのは流れるような銀ぎん色いろの髪かみをしたロードだったのである。

「アルフェルム！」彼の胸の中から慌あわてて飛とび退のきながら薫は付つけ足たした。「……様」

「おや、これは不思議だ。私は君に会ったことはないのに、なぜ君は私の顔と名を知っているのだろう？」

　アルフェルムは薫の全ぜん身しんを睨ねめ回まわしながら近づいて来る。

「いえ、あの、先さき程ほど城門前の広場で遠とお目めにお姿を……」

「それはあり得ないよ。さっき私はちゃんと可愛かわいい男のコがいないか物ぶつ色しよくしていたんだもの。君が私を見たというなら、私も君を見たはず。君のような可愛い男のコを見み逃のがすはずがないもの。違ちがうかい？」

　アルフェルムは薫の胸に掌てのひらを這はわせる。アルフェルムの『趣しゆ味み』を知っている薫の全身の毛が逆立った。しかし恐おそろしいことに、アルフェルムの言葉はあのロクサーヌでさえも比べ物にならないほど艶なまめかしい響ひびきをもって薫を包む。

「ふむ……これは難むずかしい問題だ。君のようなコが私を知っていてくれたのに、私が君を知らないとなるとあまりに失しつ礼れいだ。しかし人間に詫わびる方法など私は持っていない……」

　アルフェルムは黙だまって考え込んだ。薫はどう応えていいのか分からず硬こう直ちよくし、周囲は静まり返ってアルフェルムの次の動きを見守っていた。

「まあいいや」アルフェルムは頷うなずくと、薫の腕うでを掴つかんだ。「とりあえず食べてしまおう。そうすれば全ぜん部ぶ解かい決けつする気がする」

「ちょ、ちょっとお待ち下さい白銀ミスリルのロードっ！」

「遠えん慮りよしなくていいよ。男のコにとってこれほど素す敵てきなことはないんだから」

　兄を咬かんだ憎にくむべき男だというのに、吹ふき零こぼれる妖よう香かに薫の頬ほおが染まってしまう。「常人には奴やつのロジックは理解できない」とレイニーは評ひようしていたが、まさかこんな形でそれを実じつ体たい験けんするなんてっ。

「……こんな所にいらっしゃったのですか、我わが君きみ」

　人ひと込ごみからしわがれた声がした。実に楽しそうだったアルフェルムの顔から笑えみが消えた。たった一言でアルフェルムを不ふ機き嫌げんにさせたのは万まん力りきで両りよう側がわから潰つぶしたような歪いびつな顔をした若い男だった。執しつ事じの服を着ており、醜しゆう怪かいな容よう貌ぼうとは対たい照しよう的てきに物もの腰ごしは実に滑なめらかだった。

「我が君。お二ふた方かたが会議室でお待ちですぞ」

「……分かったよ。行けばいいんだろ、行けば」アルフェルムは憮ぶ然ぜんとして薫から手を放した。「運がなかったね、ボク。また私に巡めぐり会えたときを楽しみにしていたまえ。それまで枯かれてしまわないでね」

　薫が心の中で醜みにくい顔をした執事に礼を言っていると、ルーシアが「薫さん……」と囁ささやいてきた。

「ち、違うよ。僕にはそういう趣味は……」

「そういう趣味？」ルーシアは不思議そうな顔をした。「そうじゃなくて外から騒さわぎが聞こえます」
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　夕ゆう焼やけに染まり始めた空の下、教きよう皇こう庁ちようの部隊と城の衛兵が戦いを繰くり広げていた。

　さっきよりもやや早く到とう着ちやくしたようだが、もうかなりの数の死体が積み上げられ、教皇庁の敗はい色しよくが窺うかがえた。『馬ば鹿かな人にん間げんども』とでも思っているのだろう、衛兵たちは笑えみさえ浮かべながら教皇庁の兵士たちを殺している。

（この中にあの人がいる……）

　本当ならここにいる全員を一人で皆みな殺ごろしにできる力を持ちながら、彼女は混こん乱らんに乗じようじて城の中に潜せん入にゆうする機き会かいを窺っている。

　薫はルーシアの手を引いて広場へと走り出した。戦いに巻き込まれぬよう大きく広場を迂う回かいし、二人は城門の前に到とう着ちやくした。

　ルーシアは両手を正面に翳かざして術言ワードを唱え始めた。

「指にポーションを塗ぬらなくていいの？」

「はあ……お師し匠しよう様に『今のあんたがあれを使うと効こう果かが膨ぼう大だいすぎるから絶対にダメ』って禁止されているんですけど……使った方がいいでしょうか？」

「い、いらないかも」

　あのクラウディアが禁きん止しする理由はすぐに分かった。彼女の翳した手の輝かがやきは先程とは比べ物にならないほど力強く、直ちよく視しできないほどの光こう量りようだった。暴ぼう走そうしそうな光をルーシアは軽々と押おさえ込み、呪じゆ文もんを編あみ上げていく。

　ルーシアの手から光が放たれた。

　ドウッ、という重たい音がし、水みな面もに巨きよ大だいな岩が投げ込まれたかのように門の外の景色けしきが歪ゆがんだ。彼女の放った魔力は津つ波なみのように城の外全体へと伝でん播ぱする。

　が、それだけであった。彼女の起こした波紋はあっと言う間に凪ないでいき、城の外の景色は元の夕焼けの空へと戻もどってしまった。城内で戦う者たちがその異い変へんに気づいた様子さえなかった。

「何これ……」

「どうしたの？」

「分からないです。けど、まったく手て応ごたえがなかったんです。結界があるという感かん触しよくさえなくて……」

　ルーシアはおろおろとした口調で言った。

「おい、お前ら……いま何をしていた……」

　番ばん兵ぺいの詰つめ所しよから人じん狼ろうがよろけながら出て来た。片かた腕うでを斬きり落おとされ何本もの矢が突つき刺ささっていたが、もう片方の手には剣けんを握にぎっていた。人狼は剣を振ふりかざした。

　人狼が剣を向けたのはルーシアだった。薫はルーシアに飛びつくと、そのまま自分の身体からだを盾にして床ゆかに転がった。

　斬られた、逃にげる暇ひまはない……と思ったが、薫の背に剣が振り下ろされることはなかった。小さな悲ひ鳴めいを残して人狼の首が石いし畳だたみを転がった。

　薫たちと人狼の死し骸がいの間に長い剣を持った人ひと影かげがあった。その人物の手にした黒曜石を砕くだいたような異い形ぎようの剣に薫は息を呑む。全身を粗そ末まつなローブで覆おおい隠かくしていたが、そのシルエットは男性のものではなかった。彼女は城へと歩きながら、聞きき慣なれた感かん情じようの欠けつ如じよした声で言った。

「小こ僧ぞう、人間は今すぐこの城から去った方がいいぞ」

　ローブの隙すき間まから冷たい瞳ひとみが薫を一いち瞥べつした。

　また『赤い死』がこの城にやって来たのだ。
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　レイニーは剣をどこかへと消し、城へと向かって行った。教皇庁の戦士たちは彼女の存在を隠すため、ますます激しく戦う。城門の前に残された薫にはもう彼女がどこにいるのか分からなかった。

　薫はルーシアの手を引いて城門から離はなれた。

「やっぱりレイニーさんを止めるしか方法がないんだね……」

「ご、ごめんなさいっ。わたしが役やく立たたずなせいでっ」

「いや、最さい初しよからそれしか方法がなかったんだ。ルーシアはロッコ君の部屋に戻って待っていて。あ、そうだ。クラウディアさんが使っていた回かい線せんナシで携けい帯たい電でん話わに入り込む魔ま術じゆつってルーシアも使える？」

「はい。あ、あの、声のパターンを取らせていただいてよろしいですか？」

「うん」

「で、では失礼して……」

　ルーシアはおずおずと手を伸のばし、薫の唇くちびるにちょこんと触ふれて、ぱっと引っ込めた。そして自分の携帯電話を取り出し、その上で何か図ず形けいを描えがいた。

「唇に触れないと使えないの？」

　ルーシアは頬を染めてこくこくと頷く。

（全部計算ずくだったのか……あの悪あく魔ま……）

　フィンランドの事件のとき、ホテルでクラウディアが自分のことを押おし倒たおして無理矢理唇を奪うばったのは、オーブリーへの嫌いやがらせだけではなく『声のパターン』とやらを採さい取しゆするためだったようだ。

「じゃあ部屋まで送って行くよ」

「いえ、あの、一人で平気です」

「でも……」

「わたし、これ以上薫さんのご迷めい惑わくになりたくないんです。一人で平へい気きですから行ってください。あの赤い髪かみの人を追わなくちゃ、ここから出られないんです」

　薫は「分かった。本当に気をつけてね」と言って城の正門の方へと走って行った。ルーシアは「あの、薫さん……」と彼を呼び止めようとしたが、その言葉は薫には届かなかった。

　生き残った教皇庁の戦士が撤てつ退たいを始めていた。ローブに全身を包んだあの女性が衛兵を斬り殺して城へと入り、薫もその後を追って行くのが見えた。ルーシアは逃げるのも忘れて、その場でぼんやりと薫の唇に触れた指を眺ながめていた。

　ルーシアは薫にこう訊たずねようとした。

　──薫さんはあの赤い髪の人とはどういう関係ですか？

　もう一人の自分が薫に『赤い死』を倒すよう言ったとき、彼が愕がく然ぜんとするのをルーシアは見ていた。たぶん特とく別べつな人なんだろうとルーシアは思った。

　この世界と現実の世界がどうつながっているのか今のルーシアには分からない。さっき結界を破ろうとしたとき、この世界が『赤い死』に抱いだいている恐きよう怖ふと憎ぞう悪おを感じた。今のルーシアには難しいことは分からないが、あの女性がこの世界から抜ぬけ出すための重要な『鍵かぎ』だと魔術師としての直ちよつ感かんが告げていた。

（だけど……）

　この世界で起きたことが現実にどう影えい響きようするのかルーシアには見当もつかない。もし薫があの女性を殺して元の世界に戻もどったとき、あの女性が本当の世界からも消えてしまっていたらどうしよう。なんでちゃんと言わなかったんだろう？　自分の特別な人と戦うなんてよくない。彼にそんなことをさせるぐらいだったら、ずっとこの世界から出れない方がまだマシだと思った。

　──あんたって本当に馬ば鹿かね。

　もう一人の自分が呆あきれたように言った気がした。何を指して『馬鹿』と言ったのかは分からなかったが、何だか悲しくなった。なぜなら彼女は、もう一人の自分が本当は自分のことを嫌きらってはいないのを知っているからだ。自分が自分にとって正しくない選せん択たくをしてしまったから、彼女はきっと呆れているのだ。

「貴き様さま……」

　すぐ側そばで呻うめくような声がしてルーシアははっと声の方を見る。

　そこには教きよう皇こう庁ちようの戦士がいた。全身血まみれで息いきも絶たえ絶だえだった。重傷を負ったために逃げ遅おくれたのだろう。

「魔ま族ぞくにへつらう呪のろわれた魔術師どもめ……」

　戦士は憎にくしみに満ちた瞳ひとみでルーシアを睨にらみながら剣を振りかざした。

「ちょ、ちょっと待ってください。この時代ではそうだったかもしれませんけど、わたしたちの時代では意外と友好的です。わたし、教皇庁への献けん上じよう品ひんですし……」

　戦士は聞く耳を持たずルーシアを斬り殺そうとした、が、剣が振り下ろされるよりも早く後ろから蹴けり飛ばされた。数メートル先まで飛ばされて行きそのまま動かなくなった。

「人間同士でそりゃダメだろ」

　黒いローブに身を包んだ男性がそこにいた。彼を見上げるルーシアの瞳に涙が溜っていった。

「真澄さぁんっ!!」

　ルーシアは泣きながら兄弟で子しの胸に飛び込んだ。




　　　　◇




「今日は天てん然ねんさんの方か……」
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　真澄はルーシアを連れて中庭に移動した。ヴァルデリーと喧嘩別れした後、正門の方で何か起きたので来てみたら、妹弟子のルクレシア・グレンヴィルが教皇庁の戦士に殺されかけているではないか。放ほうっておくこともできず助たすけたまではよかったが、それからずっと自分のローブにしがみついて「えっぐ、えっぐ」と泣いている。もうローブの裾すそはびしょびしょだ。思わず真澄はルーシアのように頭をぽりぽりと掻かいてしまった。

「あのよ、そろそろ放してくれねえかな。知ってるとは思うけど、俺たちはもう敵同士だからよ。俺は魔術師協会でも抹まつ殺さつリストに載のってんだろ？」

「え……でも、真澄さんはいい人です。お師し匠しよう様に似にてとっても意い地じ悪わるですけれど、本当はいい人です」

「……褒ほめてんのかよ、そりゃ」

　真澄はルーシアが苦にが手てであった。日によってまるで別人のように性格が変わる。お嬢じよう様さまっぽいときは途と方ほうもなく傲ごう慢まんで自分を虫けら呼ばわりするくせに、今の状態のときはどんなに邪じや険けんにしても懐なついてくる。ツンツンしているくせに何か寂さみしそうな横顔を見せたかと思えば、手に負えない天然ボケ娘むすめのようでも相手の心の奥おく底そこまで見み透すかしているようなところがある。

（苦手なんだよな……嫌きらうならとことんまで嫌ってくれねえ奴やつって……）

　クラウディアに叱しかられて図と書しよ館かんの隅すみでぐすぐすと泣いていた彼女を慰なぐさめた遠い日を思い出しながら、真澄は彼女に訊たずねた。

「んで、どうした。薫とはぐれて迷まい子ごになったか？」

「違ちがいます。わたし、一人で部屋に帰るぐらいできます。でも薫さん一人にばっかり辛つらいことを押おし付けるのが申し訳なくって困ってただけです」

「……頼たのむから順じゆん序じよ立だてて説明してくれや」

「はい。承しよう知ちいたしました」

　ルーシアは「えーと、えーと」と考え込む。

「……あれは先せん月げつの終わり、月が厚あつい雲くもに隠かくれた蒸むし暑あつい夜よるのことでした。静かに吹ふく風が庭にわの樹き々ぎを揺ゆらし、犬の遠とお吠ぼえがいつまでもやみません。何だか怖こわくてわたしは寝ね付つけませんでした。すると夜や半はん過すぎに下の階かいからお師匠様の呼ぶ声がしました。『ルーシア～、ちょっと来なさいルーシア～』地の底から響ひびいてくる死し霊りようの声にも聞こえました。それはもう怖こわかったです。いつもみたいに雑ざつ用ようを命じられ、なんやかんや理由をつけていじめられると覚かく悟ごして階段を降りたわたしでしたが、お師匠様のご用よう件けんというのは何と……」

「誰が英国風の怪かい談だん話ばなしに仕し上あげろって言った」

　彼女の努ど力りよくを買ってしばらく聞いてから真澄はツッ込んだ。

「すいません。色々と怖いことがあったもので、こういうのが相応ふさわしいかと」

「話すのはケルベロスに吸い込まれた後からでいい」

「まあっ、どうして真澄さんはわたしたちがケルベロスに吸い込まれたことをご存じなんですか!?　そこはクライマックス・シーンなのですが」

「俺がどうやってここに来たと思うよ？」

　やっぱ苦手だぜ、コイツ……と思いながらも、なぜだか真澄の口くち元もとには笑えみが浮うかんでしまっていた。




　　　　◇




（どこだ。どこにいるんだ……）

　薫はレイニーを見み失うしなってしまい、彼女を捜して夕ゆう暮ぐれの城内を彷徨さまよっていた。

　彼女がいかに闇やみに潜ひそむ能力に長たけているか薫は知っている。自分の身体からだに闇の血けつ族ぞくの気配を断たつワイヤーを巻まき付つけ、契けい約やくを終えぬ苦く痛つうを噛かみ殺ころしながら、自分を狙ねらう『同族』から一千年もの夜を隠かくれ続つづけた。

　城内は殺さつ気き立った衛えい兵へいたちの警備の目が光り、薫は走ることさえできない。不ふ審しんな様子をちらりとでも見せれば問もん答どう無む用ように斬きり殺ころされる。先さき程ほどの教皇庁の襲しゆう撃げきと、そろそろ始まっているはずの三人のロードの会議が警けい備びを厳げん重じゆうにさせていた。特に城の中心部分にはとても近づけない。一階にはダンス・ホールが、三階には会議室があるためだ。ロードの会議を──八百年後の世界でも魔族の法となっている会議を──聞かれぬため、城の中心部に続く道は全すべて屈くつ強きようの親しん衛えい隊たいによって閉へい鎖さされている。

（彼にとって都つ合ごうがいい世界、か……）

　さっきはロッコを追って三階を走っているうちに、あっさりと会議室の近くまで行くことができ、天てん井じよう裏うらに忍しのび込めてしまった。

　窓の外から斜しや陽ようが差し込んでいる。ロードの会議が終わればその後にパーティが始まる。この城のどこかに潜んでその時を待っているレイニーが乱らん入にゆうし、華はなやかなパーティは殺さつ戮りくの場へと変へん貌ぼうする。そしてロッコが彼女に斬きられれば、また自分らはワイン・セラーからやり直す……。

（あと何なん回かいチャンスがあるんだろうか？）

　薫は立ち止まって窓ガラスに顔を映した。あの二人の高校生や野球部顧こ問もんの教師のように容よう貌ぼうが変化している気け配はいはない。生うまれ故こ郷きようの記き憶おくも定かだ。

（だけどループを繰くり返しているうちにいつかは自分も……）

　突とつ然ぜん、バンッ、と近くのドアが開いた。

　何か赤あかい物ものが目に入ったと思った瞬しゆん間かん、薫は腕うでを掴つかまれ部屋の中に引きずり込まれた。壁かべに押さえ付けられ、反対の手が口を塞ふさぐ。蹴けりを放はなてぬようこっちの脚あしの間に自分の脚を滑すべり込こませる。

　一いち分ぶの無む駄だもない動きだった。そしてそれは薫が彼女に教え込まれたのと同じ動きであった。

　赤い死──レイニー・ブラディミール。

　薫がこの世で最もつとも美しいと思う女性が、臓ぞう腑ふまで凍こおりつく殺さつ意いを向けて自分を押さえ付けていた。彼女は薫の口を押さえている手の爪つめを鋭するどく伸のばす。

「手を放すが、わたしの質しつ問もんの返へん答とう以い外がいは喋しやべるな」

　口を押さえている彼女の手の感かん触しよくはよく知っている感触だった。肌はだから漂ただよう微かすかな汗あせの匂においも同じだ。もう夜が始まる。彼女の身体からだの内側では途と方ほうもない苦く痛つうと快かい楽らくが暴れ始めているはずだった。薄うすく開ひらいた唇くちびるから漏もれる吐と息いきは湿しめり気けを帯おび、薫を押さえる彼女の手は火ほ照てっていた。

　しかし少しだけ何かが違う。彼女が自分に対して殺意という感情しか持っていないからだろうか？　それともルーシアが言うように、ここが偽いつわりの世界だからだろうか？

　レイニーに連れ込まれたのは書しよ斎さいのような狭せまい部屋だった。一組の机と椅い子すの他ほかには本ほん棚だなしかなく、窓にはカーテンが掛かかっている。

「正直に答えれば一いち撃げきで首を斬きり落としてやる。衛兵を呼ぶような仕し草ぐさを見せれば、たっぷりと苦しんで死ぬことになる」

　レイニーは手を放し、二歩ばかり後ろに下がった。だが殺戮の爪は引っ込めない。

「なぜわたしをつけ回す？」

「僕はただ貴方あなたに話があって……」

　ズンッ、と重い衝撃が薫のみぞおちに走り、薫の身体が浮き上がった。レイニーの靴くつの爪つま先さきが薫のみぞおちにめり込んでいた。脚を動かすのが見えもしなかった。薫は声を立てることもできず、胃い液えきを吐はきながら床ゆかに崩くずれた。悶もん絶ぜつしかけた薫をレイニーは靴で転がした。氷こおりの瞳ひとみが薫を見下ろしていた。

「立て。気を失うほどの力は込めてない。だが今度嘘うそを言えば内ない臓ぞうを破は裂れつさせる」

　薫は苦痛を堪こらえてどうにか立ち上がった。

　薫はどこかで彼女と対たい峙じすることを楽観視していた。「彼女は自分を殺したりしないだろう」と。だがそれはとんでもない考え違いだった。彼女は脅おどしなど口にはしない。宣告通り、情報を聞き終えれば自分を殺すだろう。決死の覚悟で魔族がひしめく城に潜せん入にゆうしたのだ。彼女が自分のような不安定要素を生かしておくはずがなかった。ゲートを護まもるためにはレディ・キィを手にかけることさえ選んできた女性だった。

「わたしを衛兵に売る気だな」

　薫は首を振ふった。

　レイニーは無表情に爪の生えた手を振り上げた。「殺される……」そう思ったが彼女は薫の瞳ひとみを覗のぞき込み、手を下ろした。

「ではなぜわたしをつける？」

「あ、あの……」

　薫は何と言って彼女を止めればいいか見当もつかなかった。この世界は自分らにとって偽りでも、彼女にとっては真実なのだ。そして何があろうとも彼女は戦いを途と中ちゆうでやめたりしないことを薫は知っている。

（だけど無理だ……レイニーさんを止めるなんて……。でもレイニーさんを止めなくちゃロッコ君が斬きられ、また僕らはこの世界を繰り返す……）

「……妙みような小こ僧ぞうだな」

　レイニーが爪を引っ込めた。

「え？」

「蹴ったりして悪かったな。お前は嘘を言ってはいないようだ。それにお前はわたしを怖こわがっていない。わたしは魔族だぞ。恐おそろしくないのか？」

「でも貴方あなたは……」

　薫は言葉を詰つまらせた。

　彼女は羽は織おっていたローブを脱ぬいで机の上に投げる。男物の刺繍仕立プールポアンに乗馬ズボンのような肌にフィットしたブリーチズ。彼女はこの頃ころからパンツ・ルックを好んでいたようだ。服は彼女の滲ませた汗あせでしっとりとしていた。

「おおかた、この街から出たことがないのだろう。トゥロワヌの統とう治ちが行き届いているこの街は比ひ較かく的てき平へい穏おんだ。服ふく従じゆうしている間は無む闇やみに殺されはしないし、食しよく卓たくに上るのも繁はん殖しよくさせられている食しよく料りよう奴ど隷れいだけだ。だが街の外に出てみろ。奴やつらは気まぐれで人間を殺し、犯し、食らって去って行く。あいつらは所しよ詮せん……」

　彼女はハッとして言葉を切る。

「……わたしたちは所詮、人間を食らう化け物だ。これから起きることは化け物同士の問題。朝まで眠ねむらせてやるから、起きたらこの城を出て、その目で外の世界を見るといい」

「違ちがうっ！」彼女の自じ嘲ちよう的てきな嘘に思わず薫は叫さけんでしまった。「レイニーさんは化け物なんかじゃないっ。貴方は人間を食べたりしないっ」

　レイニーの顔が強こわばった。彼女は一いつ瞬しゆんにして薫の目の前まで接せつ近きんすると、薫の顎あごを掴つかんだ。

「なぜわたしの名を知っているっ!?」

（し、しまっ……）

　彼女の指が肌に食い込み、薫の脚あしが宙に浮く。

　弁べん解かいの言葉を探そうとする薫は彼女の背後で何かが輝かがやくのを見た。光ひかりの矢やが迫せまって来て、薫を包んだ。薫の意い識しきがあっと言う間に閉とざされていく。彼女は薫の手を放して背後を振り返る。意い識しきを失って倒れた薫の目は、最後にいつの間にか部屋にいた黒ローブの男の姿をとらえていた。

　ゾルアス・ソリヴィエ。

　トゥロワヌと会話していたあの魔術師だった。

　薫が床に崩れ落ちると、レイニーはソリヴィエを鋭するどい目で睨にらんで詰きつ問もんした。

「なぜわたしの名を知る者がお前の他ほかにいる？　内ない通つう者しやはお前だけだったはずだぞ？」

「馬ば鹿かを言うな。私がそんな危き険けんを冒おかすと思うのか？　どこかでお前の顔を見知っていただけだろう」

　老ろう齢れいの魔術師は答えた。人間の歴史の中で最高の魔術師と称しようされる天才『ＺＯＳＯ』。魔族との親しん交こうを持ちながら魔術師協会の総そう帥すいに推すい挙きよされた男。恐きよう怖ふで協会を支配しているとも言われているし、そのカリスマ性に全すべての魔術師が惚ほれ込こんでいるとも言われている。

「この小僧は死ぬのか？」

「いや。寝ねているだけだ。明日の朝までは絶対に目を醒さますことはない。捨てておくから何だったら腹ごしらえしておくといい」

「残念だが、あまり食しよく欲よくの湧わかぬ顔だな」

　レイニーの返答にソリヴィエは苦く笑しようのような笑えみを漏もらすと、机の中から一冊の本を取り出した。題名の書かれていない真っ黒な本だった。

「それは？」

「トゥロワヌへの献けん上じよう品ひんだよ。友ゆう情じようの証あかしのな。おお、忘れるところだった。お前にも友情の贈おくり物ものがあったのだった」

　ソリヴィエは、異い空くう間かんから衣い装しよう鞄かばんを取り出して机に置くと、レイニーの方を向けて開いた。レイニーは眉まゆを顰ひそめた。中に入っていたのはとびっきり上等のドレスだった。

「何のつもりだ？」

「お前の美び貌ぼうを損そこなわないドレスを探すのはずいぶん苦労したのだぞ、美しき殺さつ戮りく者しやよ。もったいないことにパーティが終わる頃ころには赤く染め上げられているだろうが。……いや、お前は血にまみれているときが一番美しいな」

　今夜のパーティを襲しゆう撃げきする手て筈はずはまだ決めていなかったが、ソリヴィエはこれを着てパーティに行けと言っているらしい。

「たまにはこんな格好もいいだろう。今夜で死ぬかもしれぬしな」

「それを着てダンスを踊おどるお前の姿が見れないのが実に残念だ。私はトゥロワヌを引ひき留とめねばならないからな」

　ソリヴィエは本を小こ脇わきに抱かかえて部屋のドアへと向かう。

「……呪のろわれた黒魔術師よ、お前は本当は誰だれの味み方かたなのだ？」

「この世界だよ」

「この世界だと？」

「そう。私はこの世界を長く見ていたいのだ。君がこの世界の守しゆ護ご者しやである限り、私は君の賛さん美び者しやであり続けるだろう」




　　　　◇




　真澄とルーシアは城の地下に来ていた。

　足あし元もとには魔ま術じゆつ塗と料りようのライン。遠くでガラガラとラインを引いている音がする。

「確たしかに何かやってやがんな。エンカーナシオン城の地下が魔方陣に使えるって説は聞いたことがあったが、本当に使われたとはな」

「あの、真澄さん。ここを調べるよりも、真澄さんにあの赤い髪かみの怖こわい人をどうにかしていただきたいんですが……」

「無む茶ちや言ってんじゃねえよ。アイツは本ほん気きで化け物だぜ」

「ですが真澄さんも最近化け物になられたと聞いております」

「……お前ってホントに得とくな性せい格かくをしてるよな」

　こんな酷ひどいこと言われているのにまるで頭にこないというのは、彼女のある種の才さい能のうである。

「なあ、ルーシア。ちょっと整せい理りしようぜ。第一にこの世界が何なのか。第二にここから脱だつ出しゆつするにはどうしたらいいか。言っておくけどよ、俺はあの化け物女と戦うのだけはごめんだぜ」

「分かりました。えーと、あれは先月の終わり、月が厚い雲に閉とざされ……」

「それはもう分かったつうんだよ」

　真澄は軽くルーシアの頭を叩たたいた。

「お前の『ここが夢ゆめの中だ』って説は言いい得えて妙みようだ。悪あく夢むみてえに同じことを繰くり返している虚きよ構こうの世界。夢を見ているケルベロスの遺い骸がいが自分を投とう影えいした姿が、そのロッコっていうガキんちょなわけだな」

「あははは、お褒ほめに与あずかりまして光こう栄えいです～」

　ルーシアは照れ臭くさそうに笑う。自分よりよっぽど信しん憑ぴよう性せいのある説をこの天てん然ねんボケ娘むすめが考えたというのがちょっとだけ釈しやく然ぜんとしない、と言うか悔くやしい。

「『夢』も『記き憶おく』もあまり変わらないと思うんです。夢というのは無む意い識しきの記憶が見せるって誰かが言ってましたよね？」

「フロイトだったかな」

「そうそう、フロイトおじさんです。ただ、ロッコ君が何でそんな夢を見ているのかよく分からないんですよねえ。この時代の記録も記憶も全部消えてしまっているんですよね？　ワンちゃんは特別なんでしょうか？」

「違うよ。たぶん『ワンちゃん』は現実のここでとんでもねえことを知っちまい、なおかつ記憶が抹まつ消しようされるより前に逃にげ延びたんだよ」

「まあ、どうして分かるんですか？」

「勘かんだよ」

　ルーシアは「真澄さんはすごいですっ」とあっさり納なつ得とくしてくれた。

　本当は勘などではなかった。あの高校のケルベロスとロッコという少年が同一人物なのではというルーシアの仮説を聞いて、真澄はやっとヴァルデリーがトゥロワヌに派は遣けんされて来た目的を悟さとった。現実の過去であのケルベロスは『何か』を知ったままこの城から逃げ延びた。それがこの虚きよ構こうの舞台で反復されているのだ。天井裏で盗み聞きをした少年を追う、という形で。

（こればっかりは薫とコイツには教えられねえな。ヴァルデリーの奴やつに命いのちを狙ねらわれることになっちまう……）

「ただ一つお前の意見に異い論ろんを唱えると、お前らはパーティの最中に『赤い死』によってその小僧の主人が殺されたと思っているみてえだけどよ、俺にはその後に思えるんだよ。その後で小僧はあの女を『主人の元には行かせない』って止とめようとして斬きられたんだろ？」

「でも、わたしたちはあの怖い女の人の後を追って行ったんですけど、尖せん塔とうのてっぺんにいたのはトゥロワヌさんと、あの怖い女の人だけだったんですよ？」

「それが分からねえんだよなぁ」

「分からないですよねー」

　真澄とルーシアは揃そろって頭をぽりぽりと掻かく。

「……俺よ、あのときダンス・ホールにいたんだが、真下からとんでもねえ魔力が集まってくるのを感じたんだ」

「はい、わたしもです」

「それを作ったのがこの魔ま方ほう陣じんなのは間ま違ちがいねえ。そして世界が終わってやり直しやがった。無関係とは思えねえな」

「あ、それで真澄さんはここに調べに来たんですね」

　ルーシアはポンと手を叩たたいて言った。

「……来る前にちゃんと説明したじゃねえか。お前は目的も分からずについて来たのか？」

「あははは。わたし難むずかしいことは苦手なんで、いつも実じつ践せんから始めるんです」

「それ、魔術師が言う言葉じゃねえよ……」

　そのくせ魔術師としてのポテンシャルは自分などとは比べ物にならないほど高いのだからやってられない。まあ自分が『化け物』になった今はどうだか分からないが。

「俺は魔方陣をマッピングするから、お前は上にいな。今度は迷まい子ごにならずに一人で帰るんだぞ」

「わ、わたしも手て伝つだいますっ」

　とルーシアは手て帳ちようを取り出した。

「あのよ、ここにはやべえ連中がうようよいるんだよ。俺のせいでおめえに死なれると、今度はクラウディア一いち門もんからも抹まつ殺さつ指し令れいが出ちまうんだ。ただでさえ俺は教きよう皇こう庁ちようと魔ま術じゆつ師し協きよう会かいの抹殺リストに載のってんだぞ。それじゃあ三冠王トリプル・クラウンじゃねえか」

「ん……？　魔術師協会とお師し匠しよう様の一派は同じことなんじゃないんですか？」

「俺にとっちゃ別べつ物もんだからビビってんだよ。ある意味クラウディアさんはホームラン王だ」

「でもわたし……薫さんの役に立ちたいんです……。ほら、さっきから迷めい惑わくばっかりかけちゃっているじゃないですか」

　この天然ボケ娘の思し考こうの路ろ線せん図ずは分からないが、終しゆう着ちやく駅えきは『薫の役に立ちたい』であるらしい。弟は今この娘とパートナーなのだそうだ。『献けん上じよう品ひん』がどうのこうのという話はよく理解できなかったが。

（まあ、あの化け物女とくっつくよりは百倍マシだな……）

「そんじゃよ、おめえはロッコとかいう小こ僧ぞうを捜さがして、主人が誰なのか聞いて来いよ。あのクソ女から主人さえ護まもれば何とかなるかもしれねえ。間違えても衛兵なんかに聞くんじゃねえぞ」

「分かりました。あ、そうだ。真澄さんは携けい帯たい電でん話わは持ってますか？」

「ああ、持ってるけどよ」

「ではちょっと失礼して……」

　とルーシアは真澄の唇くちびるに手を伸のばす。真澄はその手を寸前のところで掴つかんだ。

「必要ねえだろ、馬ば鹿か。おめえの電話はクラウディアさんと『接続』してあんだろ？　俺もしてあるから、そっち経けい由ゆで回線はつながっているじゃねえか」

「あ、そうですね……」と言ったところでルーシアは首を傾かしげた。「ということは、真澄さんはお師匠様の唇に触ふれたわけですか？」

「ま……まあな」

「じゃあたまには電話してあげてください。お師匠様、寂さみしがってますよ」

　ルーシアはローブの内ポケットから出した手帳とペンを「これ、使ってください」と真澄に渡わたし、階段を上って行った。

「ったく、暗くらい過か去こを思い出させるんじゃねえよ」

　廊ろう下かは暗かったので、真澄の顔が赤く染まったことは見られなかったようだ。

　そして手帳を開いた真澄は『薫さんと仲なか良よくなる方法』と題されたページの一番下にある記き述じゆつを見て、「あのババア、何てこと吹ふき込んでやがんだ……」と呟つぶやいた。
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「くそ、あの小こ娘むすめめ、どこへ行った。他た派はとはいえ、先せん輩ぱい魔ま術じゆつ師しにあんな真ま似ねをする小娘は、先輩としてちゃんと指し導どうしてやらねば……」

　魔術師グレイエスは城内を彷徨さまよっていた。いきなり攻こう撃げき魔ま法ほうをかまして自分の頭をチリチリにしてくれたルーシアを見つけて復ふく讐しゆうするためである。

「ちょっと貴方あなた」

　グレイエスが城内をうろついていると、いきなり後ろから声を掛かけられた。

　振ふり返ったグレイエスはぎょっとする。そこにはいつの間にか黒いレザー・スーツに身を包んだ美女が立っていた。使徒だ。それもとんでもないクラスの主人を持っている。

「人を捜しているの。一人は十歳さいぐらいの小僧で首に首くび輪わを付けているわ。もう一人は赤毛の女。凍こおりついたような目をしたクソ女よ。見たなら隠かくさずに答えなさい。報ほう酬しゆうはわたしの身体からだよ」

「し、知らんよ。それに私はもっと若い娘が好みでね……」

　ヴァルデリーは立たち去さろうとするグレイエスの腕うでを掴んだ。

「……わたしを抱だきたくないですって？」

　ヴァルデリーの片かた方ほうだけの瞳ひとみには強きよう烈れつな殺さつ意いが宿っていた。グレイエスの顔が死しの予よ感かんに染まる。だが彼女の行こう動どうは違った。グレイエスの両腕を掴んで壁かべに張はり付つけにすると、自分の身体を押おし付け、唇を奪うばったのである。

　ヴァルデリーの舌が挿そう入にゆうされグレイエスの口の中を蠢うごめく。一いつ瞬しゆんにしてグレイエスの股こ間かんのものが激はげしくそそり勃たった。ヴァルデリーの全すべての体たい液えきは男だけに機き能のうする媚び薬やくであった。トゥロワヌがヴァルデリーの身体を使徒のものに作り替かえたとき、自分が楽しむためにそう設せつ計けいしたのだ。

　ヴァルデリーは舌を抜ぬくと、グレイエスの服を破り、首くび筋すじを露ろ出しゆつさせた。

「わたしを愚ぐ弄ろうした罰ばつとして、わたしの血を直ちよく接せつ流ながし込こんであげるわ」

　ヴァルデリーはグレイエスの首筋に牙きばを突つき立て、グレイエスの血を啜すするのと交こう換かんに自分の血けつ液えきを流し込んだ。

　ヴァルデリーの血は彼女の体液の中で二番目に強きよう力りよくな媚び薬やくだ。血が流し込まれた瞬間、張はり詰つめたグレイエスのものが激はげしく射しや精せいした。一度ではなく何度も何度も。グレイエスは自分の精せい神しんが崩ほう壊かいする恐きよう怖ふを感じて暴あばれるが、ヴァルデリーは許ゆるさない。腰こしを押し付け、射精を続けるグレイエスの股こ間かんのものの感かん触しよくを味わいながらグレイエスを壊こわしていく。

　グレイエスの目から正しよう気きの光が失われると、ヴァルデリーはぬぷりと牙を抜き、血まみれの口で命じた。

「そのガキを見つけたら殺しなさい。そのガキと話していた奴やつがいたらそれも。最後には自分の首も落とすの。いいわね？」

　涙なみだと涎よだれを垂たらしながらグレイエスはこくこくと頷うなずいた。
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　真澄と別れたルーシアはロッコを捜して城内をうろうろとしていた。三階を捜したのは今の彼女にしては素す晴ばらしい判はん断だん力りよくだった。薫が彼を追って行き、ロッコと一いつ緒しよにロードの会見を覗のぞき見みたという話を覚えていたのである。

「おい、お前。ここで何をしている？」

　通つう路ろを塞ふさいで二人の重じゆう武ぶ装そうした衛兵がルーシアを見み咎とがめて言った。

「ご、ごめんなさい。お師し匠しよう様とはぐれて道に迷ってしまって……」

「ここに近づくな。今度見かけたら魔術師といえど、即そく座ざに殺ころす」

「すいませんっ」

　慌あわてて横の道に引き返したルーシアの背後を小さな足音が通り抜ぬけた。重武装の衛兵が塞いでいた通路の方へ走って行った。「えっ!?」と恐おそる恐るそちらを覗くと、そこには衛兵の姿はなく、栗くり色いろの髪かみをした少年の後ろ姿が遠ざかって行った。

『彼にとって都合のいい世界』

　自分で言ったことなのに、目まの当たりにすると足が竦すくんだ。

　──行きなさいよ、この臆おく病びよう娘むすめ。あいつの役に立ちたいんでしょ？

　もう一人の自分の声が聞こえた気がした。ルーシアは頷いてロッコの後を追った。

「ロッコ君っ」

　器き用ように壁かべをよじ登っているロッコにルーシアは呼び掛けた。

「あれ？　ルーシアじゃない。こんな所で何をやってるの？」

「ロッコ君に用があるの。話を聞いてくれない？」

「ごめん、僕、急いそいでいるんだ」

　彼のよじ登る先の天てん井じようにすうっと小さな穴が空く。ロードの会議を覗くために彼が天井裏に入って行くのに必要な穴だ。ロッコは穴の中に入って行ってしまった。ルーシアは壁際ぎわでぴょんとジャンプしてみるが、もちろん届くはずはない。

「ちょっと、ロッコ君。わたしも急いでいるのよ。お願いだから聞いてちょうだいっ」

　ロッコがひょいと天井から顔を出した。イタズラっぽい表情が浮うかんでいる。

「ルーシアも来る？」

「だってわたしにはそこまで登れないわ」

「あ、ほら、ここに丁度よく縄なわ梯子ばしごがあったよ」

　カラカラと音を立てて木と荒あら縄なわで編んだ縄梯子が降りてきた。本当はそんなものはあるわけはない。けど彼が望んだから現れたのだ。ルーシアは足が震ふるえるのをこらえて梯子を登った。

「競争だよ、ルーシア」

　さっきまでは『急いでいる』と言ったくせに、ロッコは楽しそうに岩で作られた狭せまい天井裏を這はって行いった。

「……ダメよ、ロッコ君ってばっ」

　下で何が行われているか知っているルーシアは青くなって彼を追い回すが、ロッコはイタズラっ子そのままに天井を這い回る。それでも気づかれないのは、彼がルーシアと遊ぶことを望んでいるからなのだろう。

　ルーシアは鎖くさりを外してよく逃にげ出した愛あい犬けんのことを思い出していた。名前はカッブ。まだクラウディアに弟で子し入りしていない子供の頃ころ、ルーシアの友達はあの子こ犬いぬだけだった。国こく立りつ公こう園えんなみに広いルーシアの自じ宅たくの庭にわを、あの子犬はどこまでも走って行った。だけどルーシアが追い掛かけるのを諦あきらめると、立ち止まってルーシアが来てくれるのを待っていた。

　もうずいぶん年とし寄よりになって首くび輪わを外す気もなくしてしまったみたいだけれど、今度家に帰ったらまた追い掛かけっこしよう……ルーシアはそんなことを思った。

「捕つかまえたわよっ」

　やっと止まったロッコを抱だきかかえるように捕まえたルーシアは息が止まる。天井の岩に少し隙すき間まができていて、真ま下したの様子が見えた。「私はね、心の底からあいつが怖こわいんだよ」そう言って銀ぎん色いろの髪をした男が出て行った。

　真下から漂ただよって来くる、漆しつ黒こくのマントをまとった男の圧倒的な気配にルーシアは動けなくなった。

　アルフェルムが部屋を出てしばらくすると、部屋のドアが開いて黒ローブをまとった五十過ぎの魔ま術じゆつ師しが現れた。腕には一冊の本をかかえていた。ルーシアはその表ひよう紙しに見み覚おぼえがあった。パーティの後で世界が終わったとき、尖せん塔とうでボロボロになって哄こう笑しようしていたトゥロワヌが手にしていた本だった。

「あの気まぐれ男は帰ってくれたのか。運が良かったな」

「運が良かっただと？　長い付き合いだ。どう言えばあいつがどう動くかぐらいだいたい分かっている。それでお前の方の準じゆん備びは進んでいるのか、ソリヴィエ」

「問題はない。地下のあれももうすぐ完かん成せいするし、これの準備もできた。私の一いつ世せい一いち代だいの傑けつ作さくだよ」ソリヴィエはトゥロワヌの前の席に座すわると、手にしていた本をトゥロワヌに差し出した。「それにあいつも既に来ている」

　天井裏から下を覗のぞいていたロッコががばっと起き上がった。「どうして忘れ……」薫から何が起きたかを聞いていたルーシアは素す早ばやくロッコの口を押おさえた。

「……ダメ。静かにして。わたしは何が起きるか知らなくちゃいけないの。奴らに気づかれたら、『赤い死』からご主人様を助けられなくなっちゃうわよ……」

　トゥロワヌは差し出された本をパラパラとめくった。ルーシアは目を擦こすったが、どの頁ページも白紙に見えた。

「こんな形であの裏うら切ぎり者ものの力を借りる羽目になるとはな……。それであいつは我われ々われに利り用ようされていることに感づいていないのか？」

　とトゥロワヌが言った。

「まさか同どう族ぞくを屠ほふる手引きをするロードがいるなど、いくら赤あか髪がみの殺さつ戮りく者しやとて思いもしまい。だが『利用されている』とは人聞きが悪いな。結果として我々三さん者しやの利り害がいが一いつ致ちするだけだ。あの赤髪の殺戮者は最初からお前の言葉など信じないだろうから、私が間に入って色々と動いたのだよ」

「確かに私とあいつは結果として同じ利を得る。向こうはそれに気づかないだろうがな。だがお前はいったい何を手にする？」

「私はこの世界が存そん続ぞくしていてくれればそれでいい。だがあいつはこの世界を滅ほろぼす。今もこの城にいると思うだけで身体からだの震ふるえが止まらんよ」

　ソリヴィエは席を立った。トゥロワヌやレイニーとも平へい然ぜんと相あい対たいしていた彼の顔が少しだけ青ざめていた。

「狂くるっているよ、あいつは」
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　ルーシアとロッコは天てん井じよう裏うらから抜け出した。ルーシアが縄梯子を降りると、梯子も天井の穴も最初から存そん在ざいしてなかったように消きえ去さった。

「ああっ、どうして忘れてたんだろう!?　急がなくちゃ。ご主人様が大たい変へんだっ。『赤い死』がやって来ちゃうよっ」

　走り去ろうとするロッコの腕うでをルーシアは捕つかまえた。

「待ってロッコ君。貴方あなたのご主人様って誰か教えてっ。助けてあげられるかもしれないわ」

「…………様に決まっているじゃないかっ」

　ロッコはルーシアの腕を振ふり払はらった。

「えっ、いま何て言ったの？」

「だから…………様だよっ。僕を拾ひろって飼かって下くださった、とっても優やさしい方なんだっ」

　ロッコは目を涙なみだに潤うるませて走って行ってしまうと、残されたルーシアは首を傾かしげた。よく分からないがトゥロワヌとソリヴィエは誰かを嫌きらっていて、どうもそれはロッコの主人らしい。彼は名前を言ったみたいだけど、なぜか聞こえなかった。

　難しいことを考えるのが苦にが手てなのでとりあえず忘れないうちにメモして薫か真澄に相そう談だんしようと思ったルーシアだが、メモ帳はついさっき真澄に貸してしまっていた。

（わっ……）

　通つう路ろの前にぼんやりとあの重じゆう武ぶ装そうした衛兵が出現し初めていた。ロッコが通り過ぎてしまったからだ。ルーシアは大急ぎで半はん透とう明めいの衛兵の中を走り抜ぬけ、角を曲がった。

「きゃあああっ！」

　ルーシアは正面から来た人物と激げき突とつしてしまった。引っ繰くり返った拍ひよう子しに眼鏡めがねを落としたルーシアは「すいませんっ」と謝あやまりながら眼鏡を探す。

「いや、平気だよ。えっと、ヘレン・オブライエンお嬢じようさん、だったね」

　ぶつかってしまった相手が眼鏡を拾ってくれた。眼鏡を掛けるとそこにいたのはさっき廊ろう下かでもう一人の自分がファイアー・ボールをぶつけた魔術師グレイエスだった。ルーシアは深ふか々ぶかと頭を下げた。

「先さき程ほどはわたしが失礼をっ」

「いやいや、全然気にしてないよ」

「いい人ですっ！」ルーシアはぴしっとグレイエスを指さした。「あれ……でも魔術師さん、さっきとずいぶん雰ふん囲い気きが違ちがくありませんか？」

　ルーシアは眼鏡を擦こすってグレイエスを覗のぞき込む。彼は何だか頬ほおがすっかりこけ、目がどんよりと濁にごっていた。

「気のせいだよ。それよりも私はずっと君を捜していたんだよ。門番に聞いたんだが、首輪をつけた男の子と仲良くしていたんだってね。そのことで訊ねたいことがあるんだが、ちょっとだけ付き合ってくれないかな」

「はあ……でもわたし、急いでいまして」

「すぐだよ。本当にすぐに済むから」

　いきなり燃やしちゃって悪かったし、と思ったルーシアは「ではちょっとだけでしたら」と彼に連れられて行った。




　　　　◇




「く……うっ……」

　薫は頭にゆっくりと意い識しきが戻もどっていった。身体からだのあちこちに鉛なまりの塊かたまりが押おし込まれたようなけだるさがあった。

　大きな机とテーブル。カーテンの掛かかった窓と書しよ棚だな。あの書しよ斎さいのような部屋だった。しかし窓の外はすっかり宵よい闇やみに包まれていた。

　薫はぼんやりした頭で記き憶おくをたぐる。自分はレイニーと話をしているとき、いきなり魔ま術じゆつ師しに何かをされて……。

「おはよう、薫くん。また会ったわね」

　いきなり背はい後ごから女性の声がした。「レイニーさ……」振り返った薫に赤い色が飛び込んで来た。しかしそこにいたのはレイニーではなかった。赤一色のドレスに身を包んだ少女が、いつの間にかフランス人形のようにちょこんと机つくえに腰こし掛かけていた。組んだ手ての甲こうの上に顎あごを乗せ、楽しそうににこにこと笑って薫を見つめている。

「どうして僕の名を……？」

「違うでしょ、薫くん。貴方がわたしに聞かなくちゃならないのは、わたしが貴方の名前を知っていることじゃなくて、何でわたしが『また会った』と分かるかでしょ？」

　そうだ。この少女に出会うのは、今回は初めてである。

「……君もこの世界に吸すい込こまれてループしているの？」

「はずれー」

　すうっ、と少女の姿が消えた。ポカンとする薫をからかうような笑い声が窓まど際ぎわから響ひびいた。突つき出し窓に彼女は腰掛けていた。彼女が窓を開けると風でカーテンがまくれ上がり、外から差し込む月つき明あかりで薫の足元まで彼女の影かげが伸のびた。薫はなぜか恐きよう怖ふを感じてその影に入らないよう一歩下がった。

「何を脅おびえているの？」少女は屈くつ託たくなく微笑ほほえむ。「わたしが悪い魔術師の眠ねむりの魔法から目醒ざめさせてあげたのよ。感謝しなさい」

「君が？」

「ええ、そうよ。わたしって優やさしいでしょう？」

　彼女の笑顔にどこか深い場所に引きずり込まれるような感かん覚かくを覚える。薫がどうにか首を縦に振ると、少女は目を細めた。

「薫くんたちは頑がん張ばっているから、クイズに外れちゃったけどサービスしてあげる。薫くんたちが完全なままでいられるのはたぶんこれが最さい後ごよ。次のループからだんだん元の世界のことを忘れて、この世界に融ゆう合ごうしていっちゃうわ。諦あきらめが記き憶おくを溶とかしてしまうの。脱だつ出しゆつに必要なこともみんな忘れちゃうの。他の人たちがそうだったみたいに……」

　足元の影が消えた。窓際にはもう誰もいなかった。すぐ横でカチャリと音がする。少女はドアのノブに手を掛けていた。少女は「バイバーイ」とばかりに手を振った。

「君は……いったい何者なんだ……？」

「貴方たちがここから出られたらまた会えるわ、きっとね。さあ、急ぎなさい。またパーティに『赤い死』がやって来て、この世界は終わってしまうわよ」

　そんな言葉を残してドアから出て行こうとした少女は「あっ」と足を止めた。

「そうそう。あの眼鏡の女の子、またあの魔術師に連れて行かれちゃったわよ」

（ルーシアっ！）

　薫が廊ろう下かに出たときにはもう赤いドレスの少女の姿はなかった。




　　　　◇




　薫があの魔術師の部屋のドアに体当たりをして飛び込むと、黒い肌はだ着ぎ一枚のルーシアが「きゃっ」と小さな悲鳴を上げて身体を隠かくした。あのときとはまるで違い、部屋には緊きん張ちよう感かんがまるでなかった。薫は慌あわてて背中を向けた。

「あの変へん態たい魔ま術じゆつ師しは!?」

「あ、はい。そこにいらっしゃいます」

　ルーシアの方を見ないように気をつけてきょろきょろと部屋を見み渡わたすと、グレイエスが殺さつ虫ちゆう剤ざいをかけられたゴキブリのようなポーズでぴくぴくと引ひっ繰くり返っていた。変へん態たい椅い子すはズタボロに引き裂かれている。

「ルーシアがやったの？」

「はい。意い外がいといい人みたいでしたから一いつ緒しよに来たんですが、またわたしを椅い子すに張り付けになさいました。薫さんは絶対に来てくださると思っていたので待とうとも悩なやんだのですが、『悪いけど死んでもらう』とかおっしゃってナイフを構かまえたもので、つい反射的にお師し匠しよう様直じき伝でんの痴ち漢かん撃げき退たい魔ま術じゆつを使ってしまいました。けど……やはり薫さんをお待ちしていた方がよかったでしょうか？」

「ううん。今後そういう状じよう況きようがあっても、遠えん慮りよしなくていいと思う」

「そうですか。お師匠様が言うには『男が一いつ生しよう後こう悔かいする魔術』なのだそうで、もしかするとこの方に取り返しのつかないことをしてしまったのかと心配だったのですが、そう言ってもらってよかったです」

「えっ……クラウディアさん直伝の、男が一生後悔する魔術？」

「はい。お師匠様のオリジナルでわたしにはよく原げん理りは分からないのですが、特に毎朝思い知るそうです。……どうしたんですか、顔色が悪いですけど？」

「……何でもない」

　色いろ々いろと怖こわい想そう像ぞうが浮うかんでしまったが、とりあえず彼女の下着を見てしまったときパンチで済ましてもらったことを感謝した。

「あ、薫さん。着替え、終わりました」

　彼女の方を向くと、彼女は黒いゴシック調のドレスに着替えていた。グレイエスの持ち物で、前もパーティに着て行ったドレスである。

「そうか……もう時間がないんだ……。また同じことが……」

　廊ろう下かの外を楽しげに会かい話わを交かわしながら通り過ぎて行く人々からは、遠い日の記き憶おくにある夏なつ祭まつりのような昂こう揚ようが伝わってきた。窓の外を覗のぞくと華はなやかな馬車が次々と到とう着ちやくしていた。もうすぐ始まるのだ、あのパーティが。

（やはりあの人と戦わなくてはループは終わらないのか……）

　決けつ断だんはつかなかった。だが行かねばならない。

「着替えるからちょっと待ってて」

「はい」ルーシアはくるりと後ろを向く。「あ、でもさっきとは一つだけ違ちがうことがありますよね？」

「何？」

「薫さんは今度は上手にダンスを踊おどれると思います」

　薫はちょっと呆あつ気けに取られた後、「任まかせといて」と応えた。
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　ダンス・ホールにはピアノの奏かなでる夜想曲ノクターンが流れている。

　貴き族ぞくのような美しき魔ま族ぞくたちと色いろ褪あせた造ぞう花かのような人間たちが、はっきりと二つの種族に分かれて談だん笑しようしている。片方は慈じ悲ひをもって弱き種しゆ族ぞくが同どう席せきすることを許ゆるし、もう片方は恐きよう怖ふではなくあまりに次じ元げんの違う強つよさと美に萎い縮しゆくしてしまっている。

　ルーシアは「何度来てもすごいですねえ……」とダンス・ホールの高い天てん井じようを見上げて感かん嘆たんし、薫は「うん」と頷うなずく。

　しかし、この世の美を集めたようなこのダンス・ホールは、もうすぐ美の極きよく致ちと言うべき赤あか髪がみの女性によって殺さつ戮りくの場ばと変わる。何も知らずに宴うたげを楽しむ魔族たちに薫は微かすかな愛いとおしさを感じた。それはここがロッコの理り想そうを反はん映えいした夢の世界にいるからなのか、単に美しいものが壊こわされることへの憐れん憫びんなのかは分からなかった。

　ルーシアは自分と別れた後でロッコを捜し、主人の名前を聞こうとしたそうである。

「でもやっぱり聞こえなかったんです。そこだけ音が消えてしまった感じで」

「おかしいね」

　部屋を出て行くロッコに訊たずねたとき聞き取れなかったのは声が小さかっただけかと思ったが、そういえばこの城の者は誰もロッコの主人の名を口にしない。

「この中にいるのかな……ロッコ君の主人さえ助けられればループは起こらないかもしれないけど……」

「いえ、どうもそうじゃないみたいなんです。ほら、ロッコ君はあのときパーティの後で『ご主人様の元には行かせないぞ』って言ってたじゃないですか。だからこのパーティの中で殺されたんじゃなくて、パーティが終わった後にこの城の地下にある魔ま方ほう陣じんを使った何かが起き、それにロッコ君の主人も巻き込まれたんじゃないかって言ってました。あの赤い髪かみの人がどう関かかわっているかは分かりませんが、それさえ防ふせげればループから抜ぬけ出せるかもしれないって」

「あ……そうか、確かにそうかもしれない……。でもよくそこまで分かったね」

「いえ、とんでもありません。わたしじゃなくて真澄さんがほとんど考えたんです」

「ます……み……さん？」

「はい。危ないところを助けていただきまして、その後、色々と意見を合わせてこの世界について考えました」

　いきなり出された兄の名に固まってしまう薫をよそに、ルーシアはにこにことしている。真澄に対する考え方は今の彼女ともう一人の彼女とではまるで違うらしかった。

　それで真澄さんは今どこに……と言おうとした薫の背後から、覚えのある強きよう烈れつな香こう水すいの匂においが漂ただよってきた。

「ぬしら、変わった音ね色いろの言葉で話しておるの？　どこから来きた者ものじゃ？」

　ねっとりとした絡からみ付つくような声に、薫の全身が総そう毛け立つ。振ふり返ると胸むな元もとの大きく開あいたドレスのその胸元がちょうど目の前にあった。またしても薫はロクサーヌに遭そう遇ぐうしてしまったようだ。薫と目が合うと「おや……これはまた美う味まそうな……」とロクサーヌの目に好こう色しよくな色が宿やどり、唇くちびるの周りをぺろりと舐なめた。

「と、遠い東とう洋ようの島国からでございます、お美しき魔ま族ぞくの姫ひめ君ぎみ」

　薫は日に本ほん語ごからフランス語に切り替かえて答えた。

「なるほどのぉ。それで言葉に訛なまりがあるのか」

　ロクサーヌはとろんとした目で身体からだが触ふれ合うほど薫の側そばへと近づき、薫の顎あごに白はく磁じのような指を這はわせる。「薫さんっ」とルーシアが不ふ安あんげな声を漏もらした。

「カオルと申すか」ロクサーヌはルーシアをちらりと見てから薫の顎から手を放した。「妾わらわの名はロクサーヌじゃ。ぬしのような可愛かわいい小こ伜せがれが大だい好こう物ぶつなのじゃが、さすがにパートナーのいる男に手を出すのは品ひんがないのぉ」

　さすがは身分の高い魔族だけあって意外とマトモなんだ……とロクサーヌを見直した薫だったが、ロクサーヌはルーシアの方を向き直り再び唇の周りに舌を這わせた。さっきとは違い舌は二ふた又またに分かれていた。

「しかしパートナーに振られてしまったとあっては、妾で寂さびしさを紛まぎらわすしかないと思うのじゃが、どう思う小こ娘むすめ？」

（うわあ、やっぱりマトモじゃないっ）

　すぐに立ち去らなければ殺すという脅おどしが理り解かいできずキョトンとするルーシアに、ロクサーヌが向かって行く。

　そのときルーシアの服の中からエルトン・ジョンの「キャンドル・イン・ザ・ウィンド」が流れ出した。ダイアナ妃ひの葬そう儀ぎで演えん奏そうされて日本でも有名になった曲だが、元々はマリリン・モンローのために作られた曲である。

「ん……なにぞ珍めずらしい楽がつ器きを持っておるの？」

「いえ、楽器じゃなくて携けい帯たい電でん話わです。ちょっと失礼しますね」ルーシアはポケットから携帯電話を取り出して通話に出た。「もしもしルーシアです。どちら様ですか？」

（ど、どうしてこんな所に電話が掛かかって来るの!?）

　困こん惑わくしながらも薫はロクサーヌの気を逸そらすために話しかける。

「ロクサーヌ様。お伺うかがいしたいことがあるのですが？」

「ん、何じゃ。妾が何でも教えてやるぞ」

「ロッコという少年に世話になりまして、その子の主人にお礼れいを言いたいのですが、どなたなのかご存じありませんか？」

「ロッコ？　残ざん念ねんじゃが知らぬ名じゃの。いくら妾とて使徒の名前までいちいち覚えてはおらぬ。もうちょっと特とく徴ちようを言ってくれれば思い出すかもしれんの。もちろん……思い出せたらぬしは妾に礼をしてくれるのじゃろうのぉ？」

「使徒ではなく、ケルベロスの子なんです。もしかするとペットのように飼っているのかもしれません」

　そう言った途と端たん、ロクサーヌの顔から笑えみが消きえて凍こおりついた。「……知らぬ」ロクサーヌの顔からはすっかり血の気が失うせ、歯がカチカチと鳴っていた。今にも失しつ神しんしそうだった。

「あの、ロクサーヌ様……」

「妾は知らぬと言っておろうっ！」

　ロクサーヌは周しゆう囲いを窺うかがいながら、ダンス・ホールを出て行ってしまった。

（いったいどうしたんだろう……？）

「あの、薫さん」ロクサーヌとのやり取りが終わるのを待っていたルーシアが薫に携帯を差し出した。「真澄さんからお電話です。ここから帰かえる方法に関して話があるそうです」

　薫の心しん臓ぞうが止まりそうになった。考えてみればここでルーシアに電話を掛けてくる相手は真澄しかいない。

　無言で電話を受け取り、ホールの隅すみへと移動する。いつか彼と話し合える日を待まち焦こがれていたというのに、兄の声を聞くことさえ怖こわかった。薫は何と言っていいのか分からないまま携帯を耳にあてがった。

「薫か？」

　あの日から何も変わってない声が自分の名を呼ぶ。「はい」と返事をしたつもりだったが、声になったかどうか自分でも分からなかった。

「面めん倒どうくさい挨あい拶さつはナシだ。さっさと本ほん題だいに入るぜ」真澄の声もほんの少しだけ強こわばっている気がした。「今どこにいる？」

「ダンス・ホールです」

「ちょうどいい」

「どういうことですか？」

「順番に説明する。今夜この城ではトゥロワヌとソリヴィエって魔術師が組んで何かをやらかそうとしている。地下の魔方陣をマッピングしたが、とてつもなく複ふく雑ざつで、いったい何に使う物なのかさっぱり分からねえ。小さいのを自分で作ってみたが発はつ動どうさせる術言ワードは見当がつかねえし、消そうとして床ゆかを破は壊かいしてもラインだけが空くう中ちゆうに残り、魔方陣が床を修しゆう復ふくし始めやがった。これでもずいぶん黒魔術を研究してんだけどな……。さすがは天才ゾルアス・ソリヴィエの作品だけはある」

「では何も手が出せないんですか？」

「魔方陣を消し去るのは無む理りだ。だが一つだけ分かったことがある。この魔方陣は供く物もつを捧ささげるタイプだ。黒魔術の中でもべらぼうにエグいタイプさ。中心部分がガラリと空あいていてな。そこに動物の血ち肉にくを吸わせて魔方陣の力を強める。供物が魔術的に強きよう力りよくな生物であればあるほど、その死が恐きよう怖ふや苦く痛つうに満ちていればいるほど魔方陣は力を増すんだ」

「それがどうしたんですか？」

「お前も鈍にぶいな。前のときもお前はその場にいたんだろ？」

「その場って……？」

　真澄は一ひと呼こ吸きゆう置おいて言った。

「だからよ。この魔方陣の真上なんだよ、そのダンス・ホールは」

　薫は危あやうく携帯を落としてしまいそうになった。

　脳のう裏りにあのときの光こう景けいが甦よみがえる。レイニーが殺した魔族の血で床が真っ赤に染め上げられていた光景が。

　レイニーが殺した魔族の血肉が、魔方陣を発動させる供物なのだ。

　音楽が円ワ舞ル曲ツへと変わっていた。ホールの中央に魔族たちが集まり、パートナーを決めて踊り始めている。

「トゥロワヌとソリヴィエの策さく謀ぼうにあの女が加か担たんするとは思えねえ。あの女は利用されたんだ。急げ薫っ。あの女を止めるんだ。俺たちが元の世界に帰るには、あの女を止めることが重要な『鍵かぎ』になっているっ」

　薫は通話を切ってホールの中央へと走った。人々のざわめきが聞こえていた。「あの女性はいったいどなただ？」「なんて美しいんでしょう……」赤あか髪がみの美女を称たたえる声が。

　彼女の姿が見えた。羨せん望ぼうの視線を一身に受けて現れたレイニーは、束ねていた髪かみを解ほどくと前方に手を伸のばし、人間への警告を口にする。

「死にたくなかったら……」

　薫は彼女の腕うでを掴つかんだ。ソリヴィエの魔術により朝まで意い識しきを失っているはずの薫が現れたことに、レイニーはやや驚きの表情を浮うかべた。ブラディミールはまだ取り出されていない。

「お前は……」

「すみません。僕と一曲、踊っていただけませんか」

　おうっ、という声が巻き起こった。

　それはすぐに侮ぶ蔑べつの籠こもった失しつ笑しように変わった。闇やみの血を持つ絶ぜつ世せいの美女に、人間の小こ僧ぞうなどがダンスを申し込んだのである。会場の誰一人として彼女を知らなかったが、彼女の身体からだから漂ただよって来る気配はとてつもなく高こう貴きな血を受けていることを物語っていた。まだゲートが閉じる前にロードの誰かが寵ちよう愛あいした使徒ではなかろうか、と。人間たちもそのあまりの不ふ釣つり合いさに自分らが蔑さげすまれているような気分になり、顔を顰しかめた。衛兵が薫を摘つまみ出そうと近づいて来る。醜みにくい光こう景けいは見たくないとばかりにホールの者たちが顔を背そむける。

「……よかろう」

　赤髪の美女の予想だにしない返事にホールが揺ゆれた。

「一曲が終わるまでわたしの時間をお前にやろう」

　レイニーは手の甲こうを薫に差し出した。ダンスの誘さそいを受けてくれた女性の手に口づけをすることを思い出し、薫は彼女の前に片かた膝ひざを付いて手に唇くちびるを寄せた。

　レイニーは薫の両手を取った。「１un、２deux、３trois」彼女はカウントを取り、二人は踊り出した。唖あ然ぜんとしていた魔族たちも踊り始める。

　いつもは足音をまったく立てずに歩くレイニーだが、リズムに合わせて小こ気き味みよいステップを刻きざむ。契けい約やくを終えぬ肉体が彼女を苛さいなんでいるはずなのに、彼女のダンスは完かん璧ぺきだった。ダンス二回目の薫が間ま違ちがえそうになると、彼女は軽く手を引いて薫をエスコートする。指ゆびが絡からみ合い、頬ほおが触ふれ、柔やわらかな乳ち房ぶさがそっと押おし付けられる。彼女の肌はだの匂においが香こう水すいのように薫の頭を頭がぼんやりとさせる。

　次し第だいに周囲の魔族たちは、中央で踊る薫とレイニーという主役オデツトを引き立たせる群集コール・ドとなっていった。このダンス・ホールは二人のためにあった。

　レイニーは方向転換のときに薫を抱き寄せるように身体を密みつ着ちやくさせると、耳みみ元もとで訊たずねた。

「……お前はわたしの名を知っていたな」

「はい」

「なぜお前はわたしを知っている？」

「僕もあの組織の者だからです」

　周囲の者たちも聞いているはずだから、薫は言葉を選んで言う。

「お前のような小僧など見たことがない」

「いや、その……八百年後ぐらいに加入して、貴方あなたとも知り合う予定なのですが……」

「わたしを馬ば鹿かにしているのか？」

「してませんっ」

　レイニーは身体を離はなした。会話を打ち切ったのではない。彼女はまだ薫の手を取っている。曲が激はげしいパートに移ったので、身体を寄せ合って踊るところではない、ということらしい。

（もしかしてレイニーさんは高貴な生まれなのかな……。咬かまれる前の話は絶対にしてくれないけど……）

　彼女のダンスはすっかりホールの男女を虜とりこにしていた。ただもったいないのは、相変わらず赤髪の美女は笑え顔がお一つ浮かべてくれないことであった。

　曲調がまた静かになり、彼女は薫に身体を寄せた。

「……貴方あなたに伝えなくてはならないことがあるんです。聞いて下さい」

「曲が終わるまでは好きなことを喋しやべるといい。わたしはそう約束した。だがわたしが信じるかどうかはあまり期き待たいするな」
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「貴方は利用されています」

「利用されているだと？」

「はい。貴方をここに招まねいたお方は、城主様のご命令で招しよう待たい状じようを出したのです」

　彼女のステップが一いつ瞬しゆんだけ乱れた。

「……馬ば鹿かげている。わたしがパーティ会場に現れたら、どんなダンスを踊るかぐらい目に見えておろう」

「貴方にダンスを踊ってもらうことがお望みなのです。どのようなことになるかはこの場では説明できないのですが……」

　さすがに『魔ま方ほう陣じん』だの『供く物もつ』だのは別の言葉では説明できない。そもそも薫は、魔方陣が何をする物なのかまだ理解していないのだ。

「全すべて話せぬのに、それをどう証明する？　なぜわたしがそれに納なつ得とくすると思う？」

　レイニーが薫の手を放した。曲が終わっていた。二人のために盛せい大だいな拍はく手しゆが注そそがれる。

「……人間の時間は終わりだ。早く家に帰るといい」

「僕は嘘うそは……」

　レイニーは少し腰こしを屈かがめ、そして薫の頬に唇を寄せた。柔やわらかく暖あたたかな唇とその下の牙きばが薫の頬にあたる。暖かな笑い声と、囃はやし立てる口笛が鳴り響ひびく。

「言っていたと思ったら殺している。だが小僧。わたしがここに来るためにずいぶんと旅費がかかっているのだ。お前の言葉を信じて踊おどらずに帰ったら、路ろ銀ぎんを調ちよう達たつするために倒たおれていった者たちにわたしは何と言えばいい？」

　一人の魔族の男が近寄って来て、薫を突つき飛ばしてレイニーの前に立った。

「お美しい方。今度は私と踊って戴いただけませんか？」

「残念だがそれは無理だな」

「なにをおっしゃいます。こんな人間の小僧よりも私の方が貴方の美しさを引き出してご覧にいれましょう」

「……よく言われる」レイニーは苦く笑しようした。「『血にまみれているときのお前が一番美しい』と」

「え!?」

　次の瞬しゆん間かん、魔族の男の首が飛んだ。レイニーの手にはブラディミールが握にぎられていた。ホールの笑い声が一瞬にして凍こおりつくが、優ゆう雅がにダンスを踊っていた彼女とのあまりの落らく差さに状じよう況きようを理り解かいできず、その場に立たち尽つくしていた。

「死にたくなかったら闇やみの血を持つ者以外は床ゆかに伏ふせろ。闇の血を持つ者は皆みな殺ごろしだ」

　殺された魔族から噴ふき出す血がレイニーを赤く染め上げ、ダンス・ホールは大だい混こん乱らんに陥おちいった。

「久しぶりに楽しい時間を過ごせた。礼を言うぞ、小僧」

　レイニーは血に濡れた顔に穏おだやかな笑みを浮うかべた。

「八百年後とやらに会えるといいな」
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　レイニーの殺さつ戮りくが続くなか、ルーシアを連れてホールの端はしへと逃げていると、彼女が呻うめいて膝ひざをついた。彼女の身体からだの中から書の頁ページが這はい出し、人格が変わった。

「お久しぶり」

　彼女は苦笑いして言った。眼鏡めがねをコンタクトに交こう換かんしようとしたが、「面めん倒どうだから後でいいわ」と懐ふところに戻もどした。

「ごめん……レイニーさんを止められなかった」

「謝あやまるのはナシって言ったでしょ、わたしたち。でもまだ終わりじゃないわ。この先に何かあったのよ。ロッコ君の主人に何かが。地下の魔方陣を使った何かが」

　それにレイニーが関わっている。それが起きるまでにレイニーを止めなくてはならない。

　レイニーが裏手へ通じる廊ろう下かへと駆かけ出して行った。薫は頷うなずき、二人も彼女を追って走り出した。

　廊下の先で剣けんの打ち合う音と男の悲ひ鳴めいが聞こえる。駆けつけた衛兵がレイニーに斬きられているのだ。薫たちが着いたときにはレイニーの姿はなく惨ざん殺さつされた死体が転がっている。しかし次し第だいに戦いの音との間かん隔かくが狭せばまってきている。

「ご主人様の元には行かせはしないぞ『赤い死』めっ！」

　ロッコの叫さけび声が聞こえた。薫たちが駆けつけると、剣を下段に構えたレイニーの後ろ姿と、彼女を威い嚇かくする少年の姿のロッコがいた。

「待ってくれ、レイニーさんっ」

　レイニーが振り返る。戦いが彼女の目をまた氷の目に戻していた。

「ロッコ君を逃がさないとっ」

　ルーシアがロッコの元へと向かおうとする。薫は「ダメだっ」とルーシアの腕を掴んだ。相手が女の子といえど容よう赦しやするレイニーではなかった。

　が、レイニーは剣を下げた。

「逃げたければ逃げるといい。わたしと対峙しないなら斬きる理由はない」

　ルーシアはレイニーの横を通り抜けてロッコに駆け寄ると、唸うなり声ごえを上げるロッコを抱きかかえた。

「ほら、来なさいロッコ君」

「嫌いやだっ。僕がご主人様を『赤い死』から護まもるんだっ」

「いいから来いって言ってんのっ！　わたしの言うことが聞けないのっ」

　ばたばたと暴れていたロッコはなぜかおとなしくなり、「う、うん」と彼女に手を引かれて廊下の向こうへと去って行った。

「小こ僧ぞう、なぜわたしを止めようとする？」

「信じてもらえないかもしれないけど、ここは偽いつわりの世界なんです。僕と彼女はこの世界から出るために貴方あなたを止めなくちゃならない」

　レイニーは失しつ笑しようをした。

「そんな絵え空そら事ごとをどうして信じられる？」

　そして踵きびすを返す。

「わたしはあいつを斬らねばならぬ。あいつは気まぐれで世界を滅ほろぼす。トゥロワヌやアルフェルムよりも、あいつだけは殺さねばならぬのだ。あいつが表に出て来ることなどめったにない。これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ」

　レイニーの声は震ふるえていた。あのレイニーが震えている。それが薫の背せ筋すじを凍らせる。

「あいつ？」

「名前ぐらいは聞いたことがあろう。盟主ロードの一人…………だ」

　名前の部分だけ音声を切ったように聞こえなかった。

（まさかそれがロッコ君の主人!?）

「待ってくれレイニーさんっ。そうかもしれないけど、でも違ちがうんだ。ここは偽りの世界なんだ！」

　レイニーは振り返り、剣の先せん端たんを薫に向けた。

「世よ迷まい事ごとはそれぐらいにしておけ。わたしはお前が嫌きらいではない。だが次に何か喋しやべれば、お前はわたしの邪じや魔まをしようとしていると見み做なす」

「ぼ……」

　レイニーがカチャリと剣を握にぎり返す。

「僕は……貴方を知っている。嘘うそじゃない」

「……残念だな」

　レイニーが向かって来る。彼女の瞳ひとみには微かすかな悲しみがあった。

「僕の話を聞いてくれ、レイニーさん。僕は貴方とずっと旅をしていた……」レイニーが剣を振り上げる。「レイニーさ……」

　薫はレイニーに信じてもらうただ一つの方法を思い出した。自分とレイニーが特別な関係であることを証しよう明めいする一つの言葉を。

「レイニー・ブラディミール！」

　彼女の動きが止まり、目を見開いた。

「なぜそれを……」

　パキン。

　彼女の身体から何かが割れるような音がし、彼女は苦しそうにうずくまる。彼女が手にしたブラディミールが鈍にぶく輝かがやいていた。

「貴方は本当は人間だ。使し徒との契けい約やくを終おえぬ苦しみの中で戦い続けていることを僕は知っている。僕の話を聞いて下さいレイニーさんっ！」

　パキン……パキン……。

　彼女の動きが止まり、音を立てて肌はだにヒビが入っていく。肌だけではない。髪や服にもヒビが入った。そして鏡かがみが砕くだけ散ちるような高い音と共に彼女の身体が崩くずれた──いや、そうではなかった。薄うす皮かわが剥はがれ落ちるように、ドレス姿の彼女の中からもう一人の彼女が現れたのだ。見み慣なれた黒いスーツを着たレイニー・ブラディミールが。

「ここは……？」

　呆ぼう然ぜんとした表情で周囲を見み渡わたすレイニーの手に、所しよ有ゆう者しや以い外がいの者がブラディミールに触ふれたときの傷が走り、彼女は苦く痛つうの声を漏らして剣を離した。

「レイニーさんっ」

「薫!?……なぜお前がいる？　わたしは香港ホンコンで……いったいこれは何なんだ!?」

　彼女はすっかり混こん乱らんした様子だった。

「レイニーさん、聞いて下さい。僕と知り合いの女の子は、ケルベロスの作った夢の世界に吸い込まれてしまっているんです。ここは１２０９年のエンカーナシオン城。ハエレティコールム会議の夜です。ここで何があったか教えて下さいっ」

「……信じられぬが確かにあの場所だ。わたしはここに来た。何もかもがあのときと同じだ……お前がいることを除のぞいて、だが……」

　いま薫の前にいるレイニーは薫と同じ時代のレイニーだった。薫はブラディミールを拾った。使い慣れた得え物ものの感かん触しよくであった。

「よく分からぬが、強つよい念ねんが虚きよ構こうの世界を作り上げるという話は聞いたことがある。それで、この世界が偽りの世界であるとして、そこから出るための算さん段だんはついているのか？」

「はい。貴方が殺したロッコ君の主人を、ロードの一人を殺さないこと。それがおそらく脱だつ出しゆつのための方法です」

「…………をか」レイニーの言葉はまたそこだけ音が消えた。彼女は苦にが々にがしそうに続けた。「だがわたしはあいつを殺してはいない。トゥロワヌと対たい峙じしていたあいつにただ一ひと太た刀ち浴びせただけだ。わたしは反はん撃げきを受けて吹ふき飛ばされ、気がついたらそこには誰もいなかった。あいつはこの日から世に現れてはいない。もし殺したとするならトゥロワヌなのだが……いくら奴やつとてあいつを殺せるとは思えぬのだが……」

「そんな恐おそろしい奴なんですか？」

「桁けたが違うな」

　レイニーはしばし考え込んでいたが、決けつ断だんを下した。

「悩なやんでいても仕方あるまい。尖せん塔とうに行くぞ」
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「ねえ、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　僕の大切なご主人様が『赤い死』に殺されちゃうよっ」

　ルーシアはロッコを連れて通路の奥おくに隠れていた。ロッコは心配そうに同じ言葉を繰くり返している。

「大丈夫よ。わたしと薫を信じなさい」

「……ルーシアがそう言うなら信じるけど……でもご主人様が……」

　ロッコは落ち着きのない子犬のようにルーシアの腕うでの中でもぞもぞとする。

（それも当然ね……主人とやらを護まもれなかったこの子は、この日を記き憶おくの中で何千回も繰り返しているんでしょう。中野台高校の地下で遺い骸がいとなってもなお……）

「可哀かわい想そうにね……」

　ルーシアの瞳ひとみに涙なみだが浮うかんだ。

「そうだよ。ご主人様はとっても優やさしい方なんだ。ちっちゃかった僕を拾って育ててくれたんだ。いつも側そばに置いて可愛かわいがってくれたんだ。みんなご主人様を怖こわがっているけど、本当は優しい方なんだからっ」

「違うわ。貴方がよ……」

　ルーシアはロッコを胸に抱だいて頬ほおを寄せた。遠い昔、家で飼っていた子犬と同じ匂においがした。たった一人の友達だったあの子犬と同じ匂いが。

　ロッコはキョトンとしていたが、ルーシアにしがみつき、ごろごろと喉のどを鳴らして頬ずりをした。

「不思議だな……ルーシアってご主人様と同じ香かおりがする」

　ロッコはルーシアの首筋にくんくんと鼻を鳴らす。子犬そのままの仕草なのでルーシアはおかしくなる。もしかしたらズボンを下ろしたら尻尾しつぽが生えているのではなかろうか？

「どんな香り？　よぉく考えて答えなさいよ。失礼なことを言ったら、もう遊んであげないんだから」

「花はなみたいな香りだよ。春に咲さく花みたいに、暖あたたかくて優しい香り。しばらくこうしていても怒おこらない？」

「ええ、その答えが気に入ったから、好きなだけ甘あまえさせてあげる。寂さみしかったのね……」

　足音がした。薫とあの赤あか髪がみの女がいる方ではない。逆の方からだ。ルーシアは驚おどろいてロッコを放す。

「やっと会えたわね」

　そこにはレザー・スーツに身を包んだ褐かつ色しよくの肌はだの女がいた。手にはショットガン。とびっきりの色いろ気けと、それを遥はるかに上うわ回まわる禍まが々まがしさをまとっていた。この時じ代だいの者ではないとルーシアは瞬しゆん時じに悟さとった。

「あのクソ女を待ち伏せてたんだけど……まあ、まずはお前からね」

　ヴァルデリーはショットガンをロッコとルーシアに向ける。

「何だお前はっ！」

　殺気に気づいたロッコが「ぐるるるる」とヴァルデリーを威い嚇かくする。

「トゥロワヌ様の命令よ。死になさい」

　ヴァルデリーが引き金を引いた。散さん弾だんがルーシアとロッコに迫せまる。ヴァルデリーの銃じゆうに詰つめられた散弾はただの金きん属ぞく片へんではない。強つよい魔ま力りよくを持つ魔ま術じゆつ師しの心しん臓ぞうを突つき刺さして殺し、そのまま数十日間突き刺して魔力を吸い上げたナイフを砕くだいて作った弾だん丸がんである。その小さな破は片へんの一つ一つが大たい砲ほうから放たれた弾たまなみの威い力りよくがあった。

　ロッコが嘶いなないてケルベロスの姿に戻もどった。呪のろいの弾丸が全すべて彼の身体からだに突き刺さり、ロッコは苦く痛つうの声を上げた。ルーシアを庇かばうためにケルベロスの姿になり、全ての弾丸を引き受けたのだ。

「ロッコっ！」

　ロッコはヴァルデリーへと向かって駆かけ出した。

「ふふっ……やっぱりお前は八百年前にトゥロワヌ様の密みつ議ぎを盗ぬすみ聞いたケルベロスだったのね」

　ヴァルデリーはふわりと跳ちよう躍やくしてロッコの突とつ撃げきを躱かわすと、背中に飛び乗り鋭く長い爪つめを突き刺した。ロッコは苦痛に絶ぜつ叫きようする。ヴァルデリーの爪はロッコの身体を貫かん通つうし、床ゆかまで達していた。

「ロッコ、逃にげなさいっ。お願いだから逃げて！」

　ロッコはヴァルデリーを振ふり落とそうと暴れる。ヴァルデリーは一度爪を抜ぬき、今度は半分ほどの長さにして何度も突き刺す。みるみるうちにロッコの背中が真っ赤に染まっていく。

　ロッコはそのまま壁かべに激げき突とつした。ヴァルデリーは飛び降りながら、ロッコの眉み間けんに踵かかとを落とした。ごきりっ、と鈍にぶい音を立ててロッコの頭ず蓋がい骨こつの大たい半はんが粉こな々ごなになった。それでもロッコはヴァルデリーに向かって行こうとするが、脚あしをもつれさせて倒たおれてしまった。ロッコはしゅるしゅると少年の姿に戻っていく。

「痛いよ……ご主人様……痛いよ……」

　身体を縮ちぢこまらせてロッコが咽むせび泣く。だがヴァルデリーは容よう赦しやしなかった。少年の姿に戻ったロッコをショットガンで何発も撃うつ。そのたびにロッコの身体が大きく反そり返り、そして声が小さくなっていく。

「やめなさいよっ、このエロ女っ！」

　ルーシアはヴァルデリーに目がけて光の矢を放った。

　ヴァルデリーは「ふん」と鼻で笑い、後ろも見ずに回し蹴げりを放った。パンッ、とヴァルデリーの脚あしの甲こうで光の矢が粉々に砕くだけ散った。唖あ然ぜんとするルーシアに、ヴァルデリーは嘲ちよう笑しようを浮かべながら見せつけるようにもう一発ロッコを撃った。

「さて、今度は貴方あなたの番ね。可哀かわい想そうにねえ、ヴァージンのままで死んでいかなくっちゃいけないなんて。同じ女として涙なみだが出てくるわ」

「だ、黙だまりなさいよエロ女！　クラウディア一いち門もんを舐なめるんじゃないわよっ」

　ルーシアは防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつを唱となえ始める。

「あらあら、貴方のスタイルに似てずいぶんと貧ひん相そうな呪じゆ文もんね」ヴァルデリーは銃口を向ける。「貴方を殺した後、百匹ぴきぐらい淫いん獣じゆうを召しよう喚かんして貴方の死し体たいを犯おかし尽つくしてあげるわ。腐くさって骨だけになるまでね。これはわたしからの慈悲プレゼントだと思ってちょうだい」

　ヴァルデリーが引き金を引いた。同時にルーシアの防御魔術も完成しルーシアの前に光の壁ができる。しかしそれはあまりに頼たよりなかった。

（出て来なさいよ馬ば鹿か娘むすめっ。貴方だってわたしなんでしょっ。わたしが死んだら困るじゃないのっ！）

　シャボン玉のようにルーシアの作った光の壁が弾はじけ飛んだ。ブウンッ、という風をルーシアは感じた。弾だん丸がんが運はこんだ死の気配だと思った。しかしそうではなかった。ルーシアの目の前に風が渦うず巻まき、散弾を全すべて弾き飛ばした。弾かれた弾丸が四方の壁に拳こぶしほどもある大穴を開けた。

（これって精せい霊れい魔術!?）

「……やっぱり貴方とは戦わなくっちゃいけないみたいね」

　ヴァルデリーの顔からは笑えみが消えていた。

「まあ、そういうこったな」

　聞き慣れた声がした。大きな手がルーシアの肩かたに乗り、彼女を押おしのけて前に出た。

「真澄さん……」

「本当は俺もあんたみてえな殺さつ戮りくマシーンとは戦いたくはねえんだが……」真澄は苦笑いしながらケラウズランブラを構えた。「クラウディア一門を舐めてくれたとあっちゃ、そりゃやるしかねえわな」
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　真澄とヴァルデリーの戦いにルーシアができることはなかった。使われる魔術も体術もルーシアの想像できるレベルを超こえていた。

　真澄はヴァルデリーの攻こう撃げきを杖つえで受け止めながら強力な攻撃魔術を編あみ上あげて放はなつ。逆にヴァルデリーはショート・ワードの魔術を細こまかく繰くり出して真澄が術言ワードを唱える邪じや魔まをしながら、体術とショットガンで真澄に致ち命めい傷しようを与あたえようと狙ねらう。

　ルーシアにはそんな戦いをほとんど目で追うことができない。黒い二つの影かげが廊ろう下かを飛び回り壁や天てん井じようがどんどんと削けずり取られていくのを傍はた目めに、廊下の端はしで防御魔術に身を固めて流れ弾に当たらないようにするだけだった。

（あれ……）

　廊下の反対側で動く影があった。ロッコだ。まだ生きていたのだ。必死に床を這はい、どこかに向かおうとしている。主人の元に行こうとしているに違いなかった。

　助けてあげなくちゃ、と思ったが、自分とロッコの間には高こう速そくで戦いを繰り広げる真澄とヴァルデリーがいる。

「真澄さんっ」

　ルーシアが大声で叫さけぶと、真澄は戦いを中断し、ルーシアの手前まで来た。彼のローブはもうズタボロで、全身が血まみれだった。動きを止めて呼こ吸きゆうを整えるヴァルデリーもまた同じぐらいの傷を負っていた。

「何だよ。見て分かると思うが忙いそがしいんだよこっちは」

「頼たのみがあるのよ。わたし、あの子の所に行きたいの。あの女をどうにかしてっ」

　真澄はヴァルデリーの方を見る。ヴァルデリーはポケットから散さん弾だん銃じゆうの弾をほぐして次々と口の中に放ほうり込んでいた。何かを仕し掛かけてくる気だ。

「この世界から出るのに必ひつ要ようあることか？」

「そんなの分かんないわよ！　けど、放っておけないじゃないっ」

「……ちくしょう。どっちのお前もいい性せい格かくしてやがるぜ」

　真澄は悪あく態たいをつきながらヴァルデリーに向かって行った。ヴァルデリーは真澄の胸むな倉ぐらを掴つかむと、口に含ふくんでいた数発分の散弾を一いつ気きに吐はき出だした。真澄はギリギリでヴァルデリーの顎あごに掌しよう底ていを入れ方向を逸そらすが、何発かは真澄の肩を貫かん通つうし、横にあった部屋のドアを形も残らず削り取る。

　真澄は背負い投げの要領でヴァルデリーごとその部屋へと飛び込んだ。

「行きやがれ、このクソ眼鏡めがね娘むすめっ」

「眼鏡をつけてんのは今だけよっ」

　ルーシアは廊下を一気に駆かけ抜ぬけてロッコの元へと着いた。ロッコは「ご主人様……ご主人様……」と泣きながら床ゆかを這っていた。ヴァルデリーの散弾と爪つめで身体の中はめちゃくちゃのはずだった。意い識しきはあっても、もうまともな思考はできていない。ただ主人に会いたい一心で、床に血の帯を作りながら這っている。

「馬ば鹿か……そんなにご主人様が好きなら、わたしなんかを庇かばうんじゃないわよ……」

　ルーシアは涙なみだを拭ぬぐって、ロッコを抱かかえ上げた。もはや目も見えないらしくまた痛め付けられると恐きよう慌こうを起こして暴れたが、獣けものの嗅きゆう覚かくが『同じ香かおりがする』というルーシアに気づき、頬ほおずりして舌でぺろぺろと舐なめる。

（どこに行けばこの子の主人が……）

　そうか。尖せん塔とうだ。

「主人に会うまで絶対に死ぬんじゃないわよ、この馬鹿犬。命令なんだから！」

　ルーシアはロッコを胸に抱いて尖塔へと走り出した。
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　薫とレイニーは尖塔の螺ら旋せん階かい段だんを上る。

「レイニーさん。レイニーさんが八百年前に来たときには、地下から光が昇のぼって来るのを見ましたか？」

「いや、記き憶おくにない。もしお前が見たものが現実の反はん復ぷくだとするのなら、わたしが…………の反撃を受けて倒れた後に起きたということだ」

　またその名は音にならない。レイニー自身は自分の言葉が音になっていないことに気づいていないようだ。

「ソリヴィエの奴やつがわたしを利用して完成させた魔ま方ほう陣じんを発動させたのだろう。それの直後に世界がループしたのだな？」

「はい。ボロボロになったトゥロワヌが哄こう笑しようしていたんです。てっきりレイニーさんと戦って勝利したことに笑っていたのだと思ったんですが」

「奴め……あそこで何をやった？」

　螺旋階段の終わりが近づいていた。男と女が話し合う声が聞こえる。前に来たときとは違ちがい天井は吹ふき飛んでいない。

「いるぞ、奴らが」

「はい」

　薫はブラディミールを、レイニーは金きん属ぞく錐すいを構えて屋上の部屋へと飛び込んだ。

　二人の人物がソファに向かい合って座すわっていた。片方は漆黒ノワールのトゥロワヌ。そしてもう一人は──。

「君は……」

　トゥロワヌの前に座っていたのは、薫をソリヴィエの魔術から回復させてくれたあの赤いドレスの少女だった。少女は手にしていたワインのグラスを置き、にっこりと薫に微笑ほほえみかける。

「来たか、赤あか髪がみの殺さつ戮りく者しやよ」トゥロワヌが席を立った。「お前が侵しん入にゆうしていたのは知っていたぞ」

「ふふふ……」

　少女が笑い出した。

「…………よ、何を笑う？」

「だってトゥロワヌったら、それ、もう何千回も言ってるんですもの。わたしが怖こわくて怖くてたまらないんだけど、必ひつ死しに噛かみ殺ころしてレイニーが来てくれるのをずっと待っていたのよね？」

「何の……話だ？」

「隠かくさなくたっていいのよ、トゥロワヌ。この後レイニーはこう言うの『待て、トゥロワヌ。今は一度手を組むのだ。その女だけは生かしておけぬ』。すると貴方あなたは『馬鹿を言うな。貴様のような裏切り者の言葉に貸す耳などないわっ』と怒ど鳴なってみせるんだけど、こっそりあの本を取り出そうとしているの。そうでしょ？」

　トゥロワヌの顔が驚きよう愕がくに染そまる。

「ふふ、その顔って何度見ても大好き。貴方の企たくらみに気づかないフリして封ふう印いんされたときの貴方の勝ち誇ほこった顔も好きだけど、やっぱり今の蒼そう白はくになった顔の方が百倍いいわ」

　少女は席を立った。

　トゥロワヌが、そしてレイニーが一歩後ずさる。薫は少女の放つ邪じや悪あくで無む垢くな威い圧あつ感かんに動くことさえできなかった。

「さあ、始めましょう。わたしを倒たおしたいんでしょ？　ちゃーんと負けてあげるわよ」

「ここから去れ、…………よ」

　レイニーが言う。少女の名は言葉にはならない。

「油ゆ断だんさせるなんて面めん倒どうくさいことしないでいいから、早くわたしに斬きりつけなさい。貴方は何を言っても懐かい柔じゆうできないのは分かっているわ。そこらへん、貴方はトゥロワヌと違って面おも白しろくないのよね。でも貴方の剣けんが突つき刺ささる冷たい感かん触しよくは大好き。そうね、今度は心しん臓ぞうを貫つらぬいてちょうだい」

「行けと言ってるんだ。わたしがお前を斬るとこの世界がいつまでも終わらないそうだ」

　少女はキョトンとしたが、やがて笑い出した。

「そうかっ。貴方は本物のレイニーなのね。あははっ、すごいわ。こんなに驚おどろいたのは何なん千ぜん年ねんぶりかしら！」

　少女は笑いながら薫たちの方に歩いて来る。その後ろでトゥロワヌが異い空くう間かんから一冊の本を取り出す。が、レイニーが金きん属ぞく錐すいを放ちトゥロワヌの手からそれを弾はじき飛ばした。

　少女は笑い続けながら階段を降りて行った。

「今は手を組むのだ赤髪の殺戮者よ。あの女を逃にがしたら世界がどうなるか分からないのだぞっ」

「これは現実の世界ではない」

　レイニーはそう言いながら、服の裾すそから二つ目の金属錐を取り出す。

「何を言っておる？」

「説明するのも面倒だ……実際のところわたしにもよく分からないのでな。とりあえず、いずれ来る我らの決けつ戦せんの予よ行こう練れん習しゆうといこうではないか」
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（クソったれめっ、何をやりやがった!?）

　ヴァルデリーと戦いを続ける真澄の身体からだに異い変へんが起きていた。命のやり取りをしている最さい中ちゆうだというのに下半身のものが硬かたく張はり詰つめだしたのだ。目の前にいる血まみれの女がたまらなく魅み力りよく的てきに見えた。自分を仕し留とめようと爪や蹴りを繰り出すたびにリズミカルに揺れる乳ち房ぶさに目が行って仕方ない。あの女を押し倒したい。あの女の柔やわ肉にくを味わえるなら殺されてもいい……そんなことさえ思えてきてしまう。

（そうか、この血かっ）

　ヴァルデリーの身体に刻まれた傷から流れる血が気化して部屋に籠こもっていた。自分を狂わせようとしているのはこの血の香りなのだ。

　真澄は口を覆った。ヴァルデリーはにんまりと口元を歪ゆがめた。

「男はわたしに勝てないのよ。残念だわ、真澄。貴方と寝てみたかったのに」

「……てめえはホントにそればっかりだな」

　真澄は異空間を作りケラウズランブラを放ほうり込むと、右みぎ腕うでに爆砕魔術をまとわせる。

「同じ手が通じると思ってるの？」

「やってみなくちゃ分からねえだろ？」

「無む駄だね。そんな杖つえが突き刺さったところでわたしは何ともないもの。どこから来ようと、避よけずに受け止めてあげる。それを最後に貴方は死ぬの」

　真澄はヴァルデリーへと向かって行き、心臓を目がけて右腕を突き出した。ヴァルデリーはその腕を掴つかみ、自分の身体から遠ざけて誘ゆう爆ばく呪じゆ文もんを唱えようとする。

「汚きたねえ手を使ってすまねえな」

　その瞬しゆん間かん、真澄はケラウズランブラを異空間から呼び出した。彼女の左目の眼帯を目がけて。ヴァルデリーの顔が色を失う。ヴァルデリーは真澄の手を放し、両手で眼帯を庇かばった。愛いとしきトゥロワヌの紋もん章しようが描えがかれた眼帯を。彼女の両腕がケラウズランブラで串くし刺ざしにされる。

「絶対にそれだけは庇うと思ってたぜ」

　真澄はヴァルデリーの胸を手しゆ刀とうで突き刺し、呪文を炸裂させた。
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　トゥロワヌの剣が薫目がけて水すい平へいに薙ながれる。受うけ流ながせる角かく度どではなく、薫は背後に飛ぶが、剣圧が巻き起こした旋せん風ぷうで薫は吹ふき飛ばされる。

　柔やわらかな感かん触しよくが薫を抱だき止める。レイニーだった。レイニーは薫を抱き止めたまま反対の手で金属錐をトゥロワヌに向かって放つ。薫を斬きろうとしていたトゥロワヌの剣が弾かれる。薫はトゥロワヌの剣が浮うき上がったその瞬間を狙ねらってブラディミールを振ふるうが、トゥロワヌはもう体勢を立て直していて、簡単に薫の攻撃を受け止めた。

　薫とレイニーは間合いを取った。

「まずいな」

「……そうですね」

　トゥロワヌは未いまだ無む傷きずだった。薫は身体にいくつか裂れつ傷しようを負っていたが、それはレイニーが庇かばってくれているからその程度で済んでいるのであって、彼女の身体は傷まみれだった。

「やはりここは普ふ通つうの世界ではないな。奴やつの力はこんなものではない。だがそれでも、早くこの世界が終わってくれぬことには我々の負けだな……。薫、剣を貸せ」

「ですがっ」

「二人でやるより、わたしがそれを使った方が強つよい」

　レイニーは冷静に分ぶん析せきする。薫はレイニーの邪じや魔まをしているわけではない。だが二人のコンビネーションは単純に二人の戦せん闘とう能力を足しただけで、プラス・アルファを生んではいなかった。ブラディミールに切り裂さかれながらでも自分が一人で戦った方が強い……レイニーはそう判断したのである。

　だがそれでもトゥロワヌには届かない。彼女自身もそれは分かっているはずだった。

「……援えん護ごして下さい」

　薫はブラディミールを振りかぶった。トゥロワヌが薫の構かまえが意い味みするものに気づき、初めて構えを取った。「お前……」とレイニーが呟つぶやく。薫の構えは防ぼう御ぎよを捨てた構えだった。命を懸かけるべきなのは彼女ではなく自分だ。彼女は人間の側に残された唯ゆい一いつ無む二にの希望。自分は彼女の前に現れ散ちっていったブラディミールの剣士の一人でしかない。

　レイニーは薫を止めはしなかった。その代わりそっと薫の頬ほおを撫なでた。薫はなんだか自分が強くなれた気がした。

「トゥロワヌ！」

　そのときだった。背後から子供の声がした。振り返るとそこにはルーシアに抱かれたロッコがいた。

「ご主人様には絶対に触ふれさせないぞっ」

　ロッコはルーシアの腕の中から飛び降り、ぶるりと身体からだを奮ふるわせる。ロッコの姿が巨きよ大だいな魔ま獣じゆうとなる。ただし本当は白かった毛は血で真っ赤に染まっていた。ケルベロスとなったロッコは、地じ響ひびきを立てながらトゥロワヌへと向かって行った。

　薫もトゥロワヌへと走った。薫は気づいていた。これこそが、この世界を延々と繰くり返すロッコが望んでいたことなのだ。

　ブラディミールを水平に構え、この一撃に全ての力を込める。ロッコを迎むかえ撃うとうとしていたトゥロワヌが薫の方を向いた。が、トゥロワヌはバランスを崩くずした。レイニーの金属錐をつなぐワイヤーがトゥロワヌの脚あしに巻き付いていた。

「くうっ」

　トゥロワヌはバランスを崩したまま薫のブラディミールに自分の剣を合わせて攻撃を受け止めようとする。真正面から二つの剣が打ち合った。鈴すずのような甲高い音を残し薫は弾き飛ばされる。だがブラディミールはトゥロワヌの剣をへし折っていた。壁かべに飛ばされる薫と入れ替かえにロッコがトゥロワヌに覆おおい被かぶさり、トゥロワヌの肩かた口ぐちに咬かみついた。

　カシャーン、とガラスが砕くだけるような音がした。

　ロッコに咬まれたトゥロワヌが陶とう器きで作った人形のように跡あと形かたもなく砕け散ったのである。え……と思う間もなく世界が静せい止しした。レイニーが、ルーシアが動きを止めて石像のように固まっていた。

（また同じなのか……？）

　トゥロワヌを咬み砕いたロッコが床ゆかに倒たおれ、子供の姿に戻もどっていく。いつの間にかその傍らにはあの赤いドレスを着た少女の姿があった。少女はロッコの前に屈かがんだ。

「やっと会えたわね、ロッコ」

「ご主人様……ご主人様……」

　ロッコは泣きながら少女の胸にしがみついた。少女の赤いドレスがロッコの血で染まっていくが、少女は慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおでロッコの頭を撫でてあげる。

「僕、あいつをやっつけたよ。ご主人様に悪いことをしたあいつをやっつけたんだ。ご主人様、早く逃にげて。早くしないと『赤い死』が……あれ？」

　理り屈くつが合わなくなり、ロッコは困った顔をする。

「大だい丈じよう夫ぶよ。わたしを斬った『赤い死』はもうやって来ないわ。貴方が助けてくれたおかげよ」
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「そう……なんだ……」

　ロッコの顔が安あん堵どに満みちる。ピシッ、と何かにヒビが入る音を薫は聞いた。窓の外が明るくなっていた。あのときのように、空から光が溢あふれているのである。

「ご主人様って素す敵てきな香かおりがするよ……」

「どんな香り？」

「春はるの花はなみたいな香りだよ。暖かくって、優やさしくって……」

「そう。お休みなさい、ロッコ。春の野原に行けるわよ。貴方ともう会えなくなるのは寂さみしいけど、この世界はもう終わりにしましょう」

　天てん井じようが崩れ出し、灰となる。空はあのときと同じように真昼のような光に包まれていた。壁が、調度が崩れ出し、そして固まっていたレイニーとルーシアまでもが灰になる。

「そんなっ」

　薫は叫さけんだ。視界の全てが真っ白になり、見み渡わたす限りの無気質な白の平原となっていた。残されたのはロッコを抱だいた少女と、薫だけだった。

「大丈夫よ」

　少女がそう言いながら床を指さすと、ポツンと穴が空いた。階かい段だんがあった。少女は力ちから尽つきたロッコを抱いて立ち上がった。

「貴方の好きな女の子たちはちょっと先に帰らせただけだから。この世界に連れ込まれた他ほかの人も、帰せる限り元の世界に帰してあげたわ。残っているのは貴方だけ。この世界が終わる前に少し話をしましょう」

　薫は導かれるままに彼女と共に階段を降りて行った。

　先さき程ほどの螺ら旋せん階段ではなかった。どこまでもどこまでも続く真っすぐな階段だった。このままついて行ったら地の底まで連れ込まれてしまうようで恐おそろしかったが、薫には彼女に任せる以外に何もできることはなかった。

「貴方、すごいわね。本物のレイニーを連れて来ちゃうなんて。さすがはその剣に魅入られた剣けん士し。ブラディミールって呼んでるんだっけ？」

「でも……ブラディミールは一いつ緒しよに入って来なかったのに」

「いいえ。剣は貴方と共にこの世界に入っていたわ。ただわたしの力に押おさえ込まれて実体化かしていなかっただけ。貴方とブラディミールの力がレイニーをこの世界に具現化したの。だから正確に言うと『本物』ではないわね。ブラディミールに残っていた記き憶おくと、貴方の理想が投とう影えいされたのがさっきのレイニーよ」

　そして少女は薫ではなくブラディミールに話し掛かけた。「そこまで力を貸してあげるなんて、ずいぶんこの子を気に入っているのね」まるでブラディミールが古い友人であるかのような口調だった。

「貴方たちがこの世界について議ぎ論ろんするのはずっと聞いていたわ。この世界の脱だつ出しゆつ方法を見つけることができたのは貴方たちが初めて。貴方たちより前にこの世界に来た者たちは、ループする世界に恐きよう怖ふし、混乱し、やがてこの世界に呑み込まれていったわ。でも一つだけ最後まで間ま違ちがえていたところがあったわね。この世界はロッコの夢の中でもあるんだけど、それを保っているのはこの子の『思い』ではなくて、わたしの力よ」

「なぜ……そんなことを？」

「だって楽しいじゃない。わたしはこの子とずっと鬼おにごっこをして遊んでたの」

「楽しいだって!?」薫は声を荒あららげた。「ロッコ君は何度も何度も君を捜して彷徨さまよっていたんだぞっ」

「馬ば鹿かね。この子がこの世界を望んでなかったと思う？　本当の世界でこの子は死んでしまったんだから、もうわたしとは会えなかったのよ。……でもね、この子がわたしの胸にすがりついて泣いている姿を見ちゃったら、もう終わりでもいいかなって思えてきたの。だからこの世界は今日でおしまい」

　少女に抱だかれて息いき絶たえたロッコは、まるで母親の胸で眠ねむる赤子のようだった。

　少女は立ち止まった。階段が終わり、ドアがあった。

「じゃあ、その……何て言うか、さようなら」

　薫はドアのノブを掴つかんだ。

「わたしを殺していかないの？　わたしが何者か知っているんでしょ？　ブラディミールの剣士なら、ここから出れなくなってもわたしを殺しておくべきなんじゃない？」

　可か憐れんな見た目であってもこの少女は盟主ロードの一人。レイニーとトゥロワヌが恐れる女だった。手の中のブラディミールが脈みやく打うつように震えていた。この女を斬きらせろ、と。

　だが薫は首を横に振った。

「今は君と戦いたくない」

　薫はドアを開けて出て行こうとした。だがノブは石せつ膏こうで固めたかのように動かなかった。

「わたしと戦うのがそんなに怖いのかしら？」

　振り返ると爛らん々らんと輝く赤い瞳が薫を見つめていた。

「……怖いよ。たぶん今の僕は君の足元にも及およばない。でもそうだからじゃない。今はどうしても君に剣を向ける気にはなれないんだ。君は本当にロッコ君と夢の中で遊んでいたかっただけに思えるから……」

　少女は笑い出し、指を鳴らした。目の前のドアが消え去った。そこには代わりにどこまでも続く深い穴が現れていた。ずっと下方には真っ赤な光が見え、ゴオオオオッという音を立てて熱ねつ風ぷうが吹ふき上がっていた。風が運ぶ死しの気け配はいに、薫は飛とび退のいた。

「今度は正せい解かいね」

　少女はロッコを抱いたまま小さくパチパチと手を打ち鳴らした。

「それは偽にせ物ものよ。もしわたしを斬りつけたら、そこに付き落としてやろうと思っていたの。そこは闇やみの者と関かかわって死んで行った人間たちの汚よごれた魂たましいが落ちる無む意い識しきの集しゆう合ごう体たい。生きたままそこに落ちて行ったらすごいわよ。死んで行った人間たちの魂が貴方の中に潜もぐり込んで来て、何千万もの死を追体験させられちゃうの。素す敵てきでしょ？」

　少女はおぞましいことをまるで夕ゆう食しよくのメニューでも話すみたいに言った。薫は心しん底そこ震ふるえた。悪あく意いもなく、ただ面おも白しろいか否いなかでどんな残ざん酷こくなことでもしてしまいそうな無む垢くなる狂きよう気きがあった。

　少女が横の壁かべに手を触ふれた。トンネルのような真っ黒な穴が現れた。

「本物はこっち。じゃあね、薫くん。きっとわたしと貴方はまた会えるわ。貴方の側そばに『あの子』がいる限り……。でも今度会うときはきっと違ちがう姿でしょうけど。この姿もロッコの理想が投影された姿だから。ロッコったら、こういう女の子が好きなのね」

「あの子……だって？」

　少女は笑って薫の質問には答えなかった。「ほら、早くしないと穴を消しちゃうわよ」そう言って穴を狭せばめて行く。薫は慌あわてて穴の中に飛び込んだ。

「しばらくの間、お別れね。最後にわたしの名前を教えてあげるわ。本当の世界に今はわたしの身体がないからこの言葉も失われていて誰も口にできないの。ま、貴方も元の世界に帰ったらわたしの名前は忘れてしまうでしょうけれど……」

　穴が小さくなって行き、少女の姿が消えて行く。

「わたしの名はアロマ。『真紅の貴夫人レデイ・ルージユ』アロマよ」

　そして電灯が落ちるように、世界は闇に包まれた。








　エピローグ　夢路よりかえりて




　薫かおるは目を醒さました。冷つめたい岩いわ肌はだが頬ほおに当たる。目め眩まいを堪こらえて起き上がり周囲を見み渡わたすが、真っ暗で何も見えなかった。

　ポッ、と音を立てて明かりが灯ともる。

「ここ……どこよ……？」

　ルーシアだった。彼女もいま目醒めたばかりらしく、けだるそうに頭を押おさえながら魔ま術じゆつの明かりをもう二つばかり宙に飛ばす。

「あっ……」

　二人は同時に声を漏もらした。明かりに照らされて巨きよ大だいな骨が目に入った。額に傷を負ったケルベロスの遺い骸がい──ロッコの亡骸が。二人は中なか野の台だい高こう校こうの地下に戻もどって来ていた。

　ロッコの遺骸はあのときのように光を放ってはおらず、静かに佇たたずんでいた。

「戻って来たのね……。貴方あなた、あの後で何をやったの？」

「レイニーさんと一いつ緒しよに塔とうの上まで行き、そしたらそこに……」薫は首を捻ひねった。「あれ、どうしたんだっけ？　誰だれかに会った気がするんだけど」

「隠かくすことないでしょ、わたしたちパートナーなんだから。あの女と何があったか言えないってこと？」

「レイニーさんのことを『あの女』なんて呼ばないでよ」

　ルーシアは「ふんっ」とそっぽを向いた。

「もしかしてルーシアが何かしたんじゃないの？　ロッコ君と一緒にいたんだろ？」

「わたしが彼と一緒に廊ろう下かにいたら真ま澄すみさんとやけにイヤらしい女が戦いを始めて、わたしは彼を連つれて尖せん塔とうに行ったら……」そこでルーシアは薫と同じように首を捻った。「あれ、どうしたんだったかしら？　階段を上って行ったら……」

「僕さ、何か怖こわいことがあった気がするんだ。途と方ほうもなく怖いことが」

「わたしもよ」

　ルーシアはぽりぽりと頭を掻かいた。

「夢ってこんなものかも知れないわね。具体的な部分は覚えていなくて、『楽しい夢だった』とか『怖い夢だった』とか印象だけが残っているじゃない？　貴方が下へ手たっくそなダンスを踊おどったことはちゃーんと覚えているけど」

「そんな悪いものじゃないと思うけどな」

「合格点以下よ。今度わたしと踊るときはもっと上う手まく踊りなさ……」

　そこでルーシアは言葉を切ってロッコの骨の下へと潜もぐって行った。

「ちょ、ちょっと危ないよ」

「平気よ、この子はわたしに懐なついているんだから」

　戻って来たルーシアの手には、古びた首輪が握にぎられていた。八百年以上前の物だからずいぶん色いろ褪あせていたが、ロッコが首に付けていた物に違ちがいなかった。

「ロッコ君、ずっと持っていたんだね」

「きっと主人に貰ったんでしょうね……。ねえ、薫。これってわたしが貰もらってもいいわよね。家で飼っている犬につけてあげたいの」

「うん。きっと喜ぶと思うよ」




　二人は表に出た。外はまだ昼間だった。生徒の姿はなく、校庭にテントが作られていた。防ぼう空くう壕ごうが発見されたという名目で学校は閉へい鎖さされていたのだ。薫たちが中に入って行くと、中にいた教きよう皇こう庁ちようの者たちとルーシアの従じゆう者しやのキースが引っ繰くり返りそうなぐらい驚おどろいた。この世界では二十時間ほどが経過していたそうである。

　薫たちがあの世界に吸い込まれてからのことを教えてもらった。その後でエスクードの者が地下に集まっていると、何者かの襲しゆう撃げきを受け、長は谷せ川がわ司し祭さいが辛かろうじて一いち命めいを取とり留とめただけで、皆みな殺ごろしにされたのだという。

　そんなことを話していると、再び地下の見張りに行った兵士たちが駆かけ込こんで来た。ケルベロスの前に光が集まったと思ったら、高校生の男女が出現したのだという。テントへと運ばれて来た二人は、衰すい弱じやくしているが生きていた。

「元の顔に戻っているね」

「え？」

「ほら、あの世界に取り込まれた人って次し第だいにあの世界の顔になっていっちゃったじゃない。でも元の日本人の顔に戻っている。ちゃんとこの世界に戻って来れたんだ」

「ね、ねえ薫っ」ルーシアが慌あわてて、自分の顔をぺたぺたと触さわる。「わたしの顔は元通り!?　あの世界の顔になってない!?」

「……ルーシアは元々欧おう米べい人じんじゃないか」

「うっ……そうだったわね」

　しばらくするとあの野球部の顧こ問もんの教師も出て来たという連れん絡らくがあった。しかしいつまで待ってもその後に誰かが出て来る気配はなかった。もっと前に飲み込まれた者がいたとしても、あの世界と完全に同一化していて戻って来れなかったんだ……と薫は考えたが、どうしてそんなことが分かったのか不思議だった。

（あっ……）

　薫は不意に気づいた。

（僕ら、吸い込まれたのとは逆の順番で出て来ている……）




　ヴァルデリーは胸に痛いたみを覚えながら目を醒ました。真澄に大穴を空けられた胸きよう部ぶが治ち癒ゆをしている最中だった。ヴァルデリーは痛みを堪こらえて起き上がった。どこかのホテルの一室だった。ヴァルデリーが頻ひん繁ぱんに使う種の、派手な内装のホテルだった。

　ヴァルデリーはハッとする。眼がん帯たいがなかった。彼女は真まっ青さおになり、傷ついた身体からだで周囲を探す。

　ナイト・テーブルの上に眼帯を見つけ、彼女は「よかったァ」と涙なみだ声ごえで呟つぶやいた。

　眼帯と共にメモが残されていた。

『悪いが、あそこであんたの主人が何かをやったってことだけは我わが君に報告させてもらうぜ。だが何をやったかまでは分からねえ。地下の魔ま方ほう陣じんの正体が分からねえんだ、元の世界に戻った他の連中も何も分かっちゃいねえだろう。だからおとなしく主人の元に帰りな。そんでもって貸かし借かりはナシだ』

　ヴァルデリーはそれを何度か読み返した後、唇くちびるを尖とがらせて言った。

「……せっかくこんな所に連れ込んだんだから抱だいていきなさいよ、馬ば鹿か」




　　　　◇




　数日が経たった。

　ルーシアは教皇庁との共きよう同どう歩ほ調ちようを受け入れ、正式に薫と共同でミッションを執とり行おこなうことが決まった──もちろん、献けん上じよう品ひん云うん々ぬんは断だん固ことして拒きよ否ひしたが。長谷川司祭は退院し、魔力を失った中野台高校の地下のケルベロスは撤てつ去きよされた。

　ルーシアは現在イギリスに一時帰国中である。彼女が戻って来るまで薫はしばらく中野台高校に通うことになっていた。

　寝ね坊ぼうしてしまった薫は、慌てて自転車を押おしてナフィタジア教会の門から出て来た。

　ブラディミールを壁かべ際ぎわに立て掛かけ、あのお喋しやべりなおばさんが現れないことを祈いのりながら門に鍵かぎを掛ける。

　行って来ます……と誰もいない教会に挨あい拶さつしようとした薫は、郵便受けに封ふう筒とうが入っていることに気づいた。

（うっ……まさか……）

　昨夜帰って来たときにはこんな物はなく、まだ朝あさの郵ゆう便びん配はい達たつが来る時間ではない。薫は危き険けん物ぶつを取り扱あつかうようにそっと封筒を取り出した。

　表にはほっそりとした文字で薫の名と教会の名が書かれていた。裏返してみたが署しよ名めいはなかった。

　薫は封を切った。

　挨拶もなく、名前さえ書かれていない短い文面の手紙だった。読み終えたとき、薫の口元が綻ほころんでいた。薫はそれをポケットに大切にしまい、「行って来ます」と言って駅へと走り出した。




　大したことではないのだが、どうも気になってしまって手紙を出す。

　何日か前に香港ホンコンに滞たい在ざいしていた夜、お前が出て来る夢を見た。

　ずいぶん昔に体験したことなのだが、まるで現実のようだった。ただ、その場にお前がいたことを除のぞけばだが。

　よく覚えてはいないのだが、何だかすごく楽しいことがあった気がする。

　なあ、薫よ。不ふ思し議ぎな話だとは思わないか？








　あとがき




　ご覧らんの通り、今回は厚い本になりました。初校の段階で３８０頁を超えていましたから、イラストと後書きが入り、書店に並んだときには４００頁を超こえていると思います。

　ちと厚すぎて敬けい遠えんされちゃうかなあ……とか不安にもなりましたが、この話を書くにはこの枚数が必ひつ要ようだったはずなので、今は「無理に３分の２の厚さに圧あつ縮しゆくして納なつ得とくできない本になるよりはいいや」と、ちょっと開ひらき直なおり気ぎ味みです。やっかいな小説家ですみません。

　本編が厚くなった煽あおりで後書きは「原稿用紙４枚以内にまとめろ」と担当さんから厳げん命めいが来ております。本当は後書きで『大リーグ名めい選せん手しゆ列れつ伝でん』を連れん載さいしようと思っていたんですが、我が愛するノーラン・ライアンについて熱く語るには４枚は少なすぎるので、今回はシリーズ全体の見通しとかを軽く書こうと思います。

（そこの貴方、『名選手列伝』なんかいらないとか言わないように！）

『煉れん獄ごくのエスクード』シリーズは本編より大きな流れの中に入って行きます。前巻も今巻も、当初から予定していた物語の根こん幹かん部分に少しずつ触ふれていきます。

　とは言っても根幹部分は決まっていてもそれを語るためのエピソードは色々と変へん更こうが出るものでして、実は前巻の後書きで「真澄さんが登場します」とか書きましたが、あの時点で考えていたのは薫とルーシアが修しゆう学がく旅りよ行こうに行く話でした。

　プロットを調整しながら書いていったらどうも真澄さんを出すのが蛇だ足そくになってしまいそうになり、予よ告こくを破やぶって真澄さんを出さないことも本気で考えましたが、何とか当初に考えていたよりも魅み力りよく的てきな形で真澄さんを物語にからませることができたと思います。

　そういうわけなので、自分の首を絞しめることになりそうな次巻以降の具体的な展てん望ぼうは控えさせていただきますが、ラスト２冊の展開はもう考えてあるので、無ぶ事じに（そして早いうちに）そこまで書けたらいいなと思います。

　いや～、それにしても今回は難なん航こうしました。本になった原稿だけなら原稿用紙５００枚ぐらいなんですが、たぶんその２倍は書いていると思います（３冊分だよ……）。

　それは小説家としてごく当たり前の苦労なのでマッチョに誇ほこるようなことじゃないんですが、ただそれで多た方ほう面めんにご迷めい惑わくをかけてしまい、たいへん反はん省せいをしております。

　ときに本編中で往おう年ねんのＭＬＢ選手ヨギ・ベラの名言の一つを引用していますが、ヨギ・ベラという方は実に珍ちん奇きな名言を多く残しており、『長嶋茂雄のアメリカ版』とも呼ばれています。「勝負の90％は精神力で決まり、半分はフィジカルで決まる」とか。どう考えても計けい算さんが合いません。

　んで、執しつ筆ぴつ中ちゆうどんどん盛り上がってしまい、枚数が増えたせいで締め切りを破りそうになったとき、担当さんの催さい促そくの電話に対してつい口にしそうになったヨギ・ベラの名言を紹介して後書きを終わらせていただきます。

「負けるかもしれないが、上う手まくいっている」

　ああっ、本当に反省していますってばっ。

　では、あの、次回作で。
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